
 

岡 山 県 立 大 学 





はじめに

岡山県立大学

学長 沖 陽子

2020 年度はコロナ禍に始まり、コロナ禍に終わりました。新型コロナウイルス感染症

拡大による大学教育への影響は計り知れないものとなりました。全国の国公私立大学等

の約 9 割が授業の開始時期を延期し、リモート授業へと切り替えました。夏休み明けの

秋期以降は、多くの大学がリモートと対面を併用したハイブリッド型で当面の危機を乗

り越えてきました。そこで生じた問題は少なくなかったのですが、一方ではコロナ禍によ

り、今まで見えてなかった問題が明確になり、ニューノーマルを踏まえた新たな大学教育

の在り方を考えざるを得ない状況にもなりました。

本学の「ウイズ・コロナ」における学修状況も他大学と同様で、学生の受講環境の整備

やリモート授業における質保証に注力しました。それらのコロナ禍における教育活動の

対応は別枠で章立てを行い、「ポスト・コロナ」を見据えた新たな大学教育を検討するこ

とに備えました。

一方、コロナ禍が生じる以前から、大学教育の質の向上や学修の質保証が文部科学省か

ら提言されており、「教学マネジメントに係る指針の策定」や「学修成果の可視化と情報

公開」が求められています。コロナ禍で、オンライン教育が大きく取り上げられ、リモー

トと対面によるハイブリッド型教育の常態化を前提にする流れとなりましたので、本学

も「内部質保証推進会議」を設置して、その活動と成果を本年報に記載致すこととしまし

た。  

本学は「人間尊重と福祉の増進」という建学の理念の下に歩んでいます。教育研究の理

念を「人間・社会・自然の関係性を重視する実学を創造し、地域に貢献する」ことに置き、

この理念に基づく人材育成を目指してきました。これは未来社会で活躍する次世代に必

須の理念とも思われます。未来社会に即した具体的なアクションプランの合意が学内外

で必要です。

その一環として、本学は文部科学省の補助事業である 2015 年度「地（知）の拠点大学

による地方創生事業（COC+）事業」にて、「地域で学び地域で未来を拓く“生き活きお

かやま”人材育成事業」に取り組み、2019 年度で事業は終了しました。文部科学省から

の補助期間が終了した後の副専攻「岡山創生学」の成果も本年報に記載しています。副専

攻「岡山創生学」は学部の「主専攻」に加えて学ぶ教育カリキュラムで、地域を知り、地

域で体験して、地域と共に学生の社会人基礎力を育てる目的で実施してきました。さらに

2020 年には COC+後継事業である「地方創生人材教育プログラム構築事業（COC+R）」

に採択され、学部から大学院まで一貫した副専攻を充実させた社会連携教育を発展させ

る機会を得ました。新たな副専攻「吉備の杜」創造戦略プロジェクトは 2021 年 4 月より

プログラムが始動致します。

 学内外の皆様に本教育年報をご笑覧頂き、本学の教育体制の見直しと今後の新たな展

開に、ご助言とご示唆を賜りたくお願い申し上げます。

2021 年 3 月 
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第１部 学部及び大学院における教育活動と成果               

 

第１章 学部における教育活動と成果                           

1 概要 

第 1 部は本学の教育、すなわち学部と大学院の教育活動や成果といった本学の実際の教

育活動の状況を示す場所であり、教育年報の中でも最重要の位置づけとするところである。

令和 3 年度からの保健福祉学部ならびにデザイン学部の学科改編の最終準備とともに、令

和 2年 1月 22 日に公表された教学マネジメント指針に基づいた学修者目線への教育の明確

な質転換を達成するため、本年度公表された新たな三つの方針を基本とする学修の質保証

に向けての改革を開始する年度となった。特に本学教育の特色たる地域連携教育のコアと

して COC+後継事業となる「吉備の杜」地域創造戦略プロジェクトが採択となり、大学院教

育に教養教育を導入することで、地域の求める人材育成を行うことが保証される必要があ

り、その成果を公表して今後の更なる改革に生かす必要がある。折しもコロナ禍により、今

後も多くの授業がオンラインでの実施の継続が求められるが、学修の質は保証されなけれ

ばならない。これについては第 5章にまとめる。 

2 入学者受入 

 

2-1 概要 

 

令和3度入学者選抜は、これまでの大学入試センター試験に代わって大学入学共通テスト

が導入されるとともに、本学の学科改編に伴いR2年度に見直しを行った本学アドミッショ

ン・ポリシーに基づいて、個別入試を含めて選抜方法の大幅な変更がなされた。特に入試日

程別に大学として統一的な選抜の基本方針を定めたことが大きな特徴であり、教科に関す

る知識・理解及び思考力・判断力・表現力を評価する学力検査を重視する一般選抜、本学で

の学習の準備状況及び意欲を評価する面接を重視する学校推薦型選抜に加え、本年度より、

地域社会の発展に貢献する意欲ならびに主体的学習活動の成果をふまえ多様な人々と協働

して学ぶ態度を評価する調査書と面接を重視する総合型選抜を一部の学部・学科で新たに

導入した。新たなポリシーでは学力の3要素に対応する形で選抜基準が明確に示され、各学

部学科の共通テストならびに個別入試の科目編成ならびに成績評価は、この基準に厳密に

基づく形で実施された。 
 

2-2 選抜方法 
 

2-2-1 令和 3年度入学者選抜の概要 

令和３年度入学者選抜における志願者数等は、付録 A-1のとおりである。 

 なお、令和３年度入学者選抜では、アドミッション・ポリシーを基準として、次のとおり

試験を実施した。 
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 (ｱ) 募集人員 

学部 学科 
入 学 

定 員 

一般選抜 
総合型 

学 校 

推薦型 
帰国生 

入 試 

私費外国人 

留学生入試 前期日程 中期日程 後期日程 

保健福祉 

学  部 

看護学科 40 20 － 8 － 12 若干人 若干人 

栄養学科 40 25 － 3 － 12 若干人 若干人 

現代福祉学科 35 17 － 4  3 11 若干人 若干人 

子ども学科 25 13 － 4 －  8 若干人 若干人 

情 報 工 

学    部 

情報通信工学科 50 14 23 － － 13 若干人 若干人 

情報ｼｽﾃﾑ工学科 50 14 23 － － 13 若干人 若干人 

人間情報工学科  40 12 15 － － 13 若干人 若干人 

デザイン 

学    部 

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 30 18 － －  4  8 若干人 若干人 

工芸工業ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 30 18 － －  4  8 若干人 若干人 

建築学科 30 18 － －  4  8 若干人 若干人 

 計 370 169 61 19 15 106 若干人 若干人 

 

 

 

 

 (ｲ) 選抜方法 

  ① 一般選抜 

大学入試共通テスト、個別学力検査等及び書類審査の内容を総合して行う。 
（大学入試共通テストの利用教科・科目） 

学科 日 程 教 科 科 目 

看護学科 
前期日程 

後期日程 

国語 国 必須 

地理歴史 世Ａ、世Ｂ、日Ａ、日Ｂ、地Ａ、地Ｂ 
から１ 

公民 現社、倫、政経、倫・政経 

数学 数Ⅰ・Ａ 必須 

理科 
物、化、生、地 から１：① ① 又 は

② 物基、化基、生基、地基 から２：② 

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 必須 

栄養学科 
前期日程 

後期日程 

国語 国 必須 

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地Ｂ 
から１ 

公民 現社、倫、政経、倫・政経 

数学 
数Ⅰ・Ａ 必須 

数Ⅱ・Ｂ 必須 

理科 

物、化、生 から２：① 
①又は

② 
物、化、生 から１ 

から３：② 
物基、化基、生基 から２ 

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 必須 

現代福祉学科 
前期日程 

後期日程 

国語 国 必須 

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地Ｂ 

から１又は２（理科の

「基礎を付した科目」

から２） 

公民 現社、倫、政経、倫・政経 

数学 数Ⅰ・Ａ、数Ⅱ・Ｂ、簿記、情報 

理科 
物、化、生、地 

物基、化基、生基、地基 から２ 

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 必須 

子ども学科 
前期日程 

後期日程 

国語 国 必須 

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地Ｂ 

から１又は２（理科の

「基礎を付した科目」

から２） 

公民 現社、倫、政経、倫・政経 

数学 数Ⅰ・Ａ、数Ⅱ・Ｂ、簿記、情報 

理科 
物、化、生、地 

物基、化基、生基、地基 から２ 

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 必須 
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情報通信工学科 

情報システム工学科 

人間情報工学科 

前期日程 

中期日程 

国語 国 必須 

数学 
数Ⅰ・Ａ 必須 

数Ⅱ・Ｂ、簿記、情報 から１ 

理科 
物 必須 

化、生、地 から１ 

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 必須 

ビジュアルデザイン

学科 
前期日程 

国語 国 必須 

地理歴史 
世Ａ、世Ｂ、日Ａ、日Ｂ、地

Ａ、地Ｂ から１ 
から２又は３（理科の

「基礎を付した科目」

から２及び理科以外の

教科の科目から１） 

公民 現社、倫、政経、倫・政経 

数学 数Ⅰ・Ａ、数Ⅱ・Ｂ、簿記、情報 

理科 

物、化、生、地 から１：① ① 

又は 

② 
物基、化基、生

基、地基 
から２：② 

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 必須 

工芸工業デザイン学

科 
前期日程 

国語 国 必須 

地理歴史 世Ａ、世Ｂ、日Ａ、日Ｂ、地Ａ、地Ｂ 

から１又は２（理科の

「基礎を付した科目」

から２） 

公民 現社、倫、政経、倫・政経 

数学 
数Ⅰ、数Ⅰ・Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・Ｂ、簿

記、情報 

理科 
物、化、生、地 

物基、化基、生基、地基 から２ 

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 必須 

建築学科 前期日程 

国語 国（近代以降の文章のみ） 必須 

地理歴史 
世Ａ、世Ｂ、日Ａ、日Ｂ、地

Ａ、地Ｂ 
から１ 

：① 
①、②又は③ 

公民 現社、倫、政経、倫・政経 

数学 
数Ⅰ、数Ⅰ・Ａ から１ 

数Ⅱ、数Ⅱ・Ｂ、簿記、情報 から１ 

理科 
物、化、生、地 から１：② 

①、②又は③ 
物基、化基、生基、地基 から２：③ 

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 必須 

     ※ 国語→国、世界史Ａ→世Ａ、世界史Ｂ→世Ｂ、日本史Ａ→日Ａ、日本史Ｂ→日Ｂ、地理Ａ→地Ａ、地理Ｂ→

地Ｂ、現代社会→現社、倫理→倫、政治・経済→政経、「倫理、政治・経済」→倫・政経、数学Ⅰ→数Ⅰ、数学

Ⅰ・数学Ａ→数Ⅰ・Ａ、数学Ⅱ・数学Ｂ→数Ⅱ・Ｂ、簿記・会計→簿記、情報関係基礎→情報、物理→物、化

学→化、生物→生、地学→地、物理基礎→物基、化学基礎→化基、生物基礎→生基、地学基礎→地基、英語→

英 

 

（個別学力検査等の教科等） 

学部・学科 日程 教  科  等 

保健福祉学部 

看護学科 

現代福祉学科 

子ども学科 

前期日程 
面接 

後期日程 

栄養学科 
前期日程 理科（化学基礎・化学、生物基礎・生物から１） 

後期日程 個別学力検査等を課さない。 

情報工学部 
前期日程 数学（数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａ、数学

Ｂ(数列、ベクトル)） 中期日程 

デザイン学部 

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 

前期日程 

実技（想定描写を含む鉛筆デッサン） 

工芸工業ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 実技（鉛筆デッサン） 

建築学科 
実技（与えられた条件（図や文章）を満たす立

体図の作図） 
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② 総合型選抜 
学部・学科 教 科 等 

保健福祉学部 現代福祉学科 面接(英語に関する試問も行う)、書類審査 

デザイン学部 

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 
実技（与えられた条件（図や文章）を満たす立体物の描写）、

書類審査、面接 

工芸工業ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 実技（鉛筆デッサン）、書類審査、面接 

建築学科 
実技（与えられた条件（図や文章）を満たす立体物の作図）、

書類審査、面接 

③ 学校推薦型選抜 
学部・学科 教 科 等 

保健福祉学部 
小論文、面接(英語に関する試問も行う。栄養学科では、

理科に関する試問も行う)、書類審査 

情報工学部 面接（数学、理科、英語に関する試問も行う）、書類審査 

デザイン学部 

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 実技（想定描写を含む鉛筆デッサン）、面接、書類審査 

工業デザイン学科 実技（鉛筆デッサン）、面接、書類審査 

建築学科 小論文、面接、書類審査 

 

④ 帰国生入試 
学部・学科 教 科 等 

保健福祉学部 
小論文、面接(栄養学科では、理科に関する試問も行う)、

書類審査 

情報工学部 面接（数学、物理、英語に関する試問も行う）、書類審査 

デザイン学部 

ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 実技（想定描写を含む鉛筆デッサン）、面接、書類審査 

工業デザイン学科 実技（鉛筆デッサン）、面接、書類審査 

建築学科 小論文、面接、書類審査 

 

⑤ 私費外国人留学生入試 

    書類審査及び個別学力検査等により実施する。 

学部・学科 

書類審査 

個別学力検査等 
日本留学試験 

TOEFL 

(iBT) 

保健福祉学部 

看護学科 

栄養学科 
日本語、理科(２科目)、数学(コース１) 

課す 面接 
現代福祉学科 

子ども学科 
日本語 

情報工学部 日本語、理科(２科目・物理必須)、数学(コース２) 課す 面接 

デザイン学部 

ビジュアル 

デザイン学科 
日本語 

課す 

実技（想定描写を

含む鉛筆デッサ

ン）、面接 

工芸工業 

デザイン学科 
日本語 

実技（鉛筆デッサ

ン）、面接 

建築学科 日本語、数学(コース１) 

実技（与えられた

条件（図や文章）を

満たす立体図の作

図）、面接 

   ※ 保健福祉学部栄養学科と情報工学部の面接では、一般教科に関する試問も行う。 
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2-2-2 入学者選抜の変更 

   学部の入学者選抜において課す教科・科目の変更等が入学志願者の受験準備に大きな影

響を及ぼす場合は、2年半前にはその内容を予告することとしている。その他の変更につい

ても、入学志願者保護の観点から可能な限り早期の予告に努めている。 

   

2-2-3 入試業務の改善 

前年度の試験実施において整理した課題に対しては、説明会等を通じ引き続き関係教職

員への周知に努めた。 

 

2-2-4 新型コロナウイルス感染症対策に伴う配慮事項 

 新型コロナウイルス感染症対策に伴い、今年度に限って入学者選抜試験への配慮を次の

とおり行った。 

 

(ｱ)受験機会の確保 

新型コロナウイルス感染症等に罹患又は罹患したおそれのある入学志願者の受験機会

を確保するため、追試験対象者に対して以下の対応を行った。 

（■：個別学力検査等を実施、●：大学入学共通テストの成績等で合否判定、✖：追試

験は実施しない） 

学部 学科 
一般選抜 

総合型 
学 校 

推薦型 

帰国生 

入 試 

私費外国人 

留学生入試 前期日程 中期日程 後期日程 

保健福祉学部 

看護学科 ● － ● － ■ ■ ※１ 

栄養学科 ● － ● － ■ ■ ※１ 

現代福祉学科 ● － ● ✖ ■ ■ ※１ 

子ども学科 ● － ● － ■ ■ ※１ 

情報工学部 

情報通信工学科 ● ● － － ■ ■ ※１ 

情報システム工学科 ● ● － － ■ ■ ※１ 

人間情報工学科  ● ● － － ■ ■ ※１ 

デザイン学部 

ビジュアルデザイン学科 ■ － － ✖ ■ ■ ■ 

工芸工業デザイン学科 ■ － － ✖ ■ ■ ■ 

建築学科 ■ － － ✖ ■ ■ ■ 

※１ 日本留学試験及び TOEFLの成績等で判定する。 

 

(ｲ)追試験の対象者 

① 疾病（新型コロナウイルス・インフルエンザ・ノロウイルス・風邪等を含む。）に

より試験を受験できない者 

② 試験日直前に保健所等から濃厚接触者に該当するとされ、隔離（自宅待機等）を要

請された者 

 

(ｳ)出題範囲 

① 保健福祉学部 

現代福祉学科が行う総合型選抜の個別学力検査等のうち面接では、「公民」に関す

る試問は行わず、「英語」に関する試問のみを行った。 

栄養学科が行う一般選抜（前期日程）の個別学力検査では、教科書において「発展

的な学習内容」として記載されている内容から出題する場合は、設問中に補足事項等

を記載した。 

② 情報工学部 
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全ての学科が行う一般選抜（前期日程及び中期日程）の個別学力検査では、教科書

において「発展的な学習内容」として記載されている内容からは出題しなかった。 

③ デザイン学部 

大学入学共通テストでは、ビジュアルデザイン学科及び建築学科においては「理科」

の基礎を付した科目からの選択を認めるとともに、建築学科においては「国語」は近

代以降の文章の成績のみを利用した。 

 

(ｴ)調査書 

新型コロナウイルス感染症の影響による、高等学校における臨時休業や大会、資格・

検定試験の中止等により記載事項が少ないこと等をもって、不利益とならないよう配

慮した。 

2-3 入学前教育 

2-3-1 保健福祉学部 

 

2-3-1-1 看護学科 

看護学科では、入学後の学習への動機づけと基礎学力の補強と向上を目指して、入学前教

育を実施している。今年度も、新型コロナウイルス対策のため、昨年度より実施している郵

送による通信での教育形式を継続した。教育内容は大学での学びの導入となるよう、看護

学・医学・英語の各領域からそれぞれ基礎的なテーマのレポート課題を提示し、返信しても

らった。入学前の期間を活用して、新型コロナウイルス感染予防も含めこれまでとは違う大

学での学び方へのシフトがスムーズに行われるとともに、学習習慣を維持できるよう努め

た。 
 
看護学担当教員：森本美智子教授、佐々木新介准教授、佐藤美恵准教授、高林範子助教 

  看護の対象となる人々の理解を深めるため、闘病記を 2 冊読み、感じたり考えたこと

をレポートするよう求めた。 
医学分野担当教員：荻野哲也教授 

  動脈の触知に関する解剖生理学の基礎的な問題と、それをさらに発展させた問題を学

習するよう求めた。 
英語担当教員：関根紳太郎教授 
新型コロナウイルスに関連した英文を読解し、感染症の予防と社会経済活動の両立に

ついて論述するよう求めた。 

 

2-3-1-2 栄養学科 

栄養学科では栄養学を学習するために、高等学校で化学並びに生物学を習得しておくこ

とが重要となるため、推薦入試においては、理科の基礎知識を尋ねる口頭試問を実施してい

る。しかしながら、センター試験ならびに個別試験で理科の学力検査を受けた学生と比較す

ると、理科の知識が不足しているのが現状である。このような背景から、本学科では推薦入

学者への事前教育として、化学と生物について、栄養学科で必要な基礎知識を補充する講義

を実施している。今年は新型コロナウィルス対策のために講義は実施せず、あらかじめ推薦

入学者 12名に対して、化学と生物学に関する課題を与えた。入学後に課題レポートを提出

させ、教員がレポート内容を確認し、入学後の栄養学の修得に必要となる理科の基礎知識を

より広範囲にカバーできるよう努めた。 

 

化学担当教員：伊東秀之教授 

生物学担当教員：田中晃一教授 
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2-3-1-3 現代福祉学科 

保健福祉学科は、令和 3年 4月から現代福祉学科と子ども学科に改組される。現代社会

福祉学科の入学前教育では、現代社会の課題を理解することを通じて社会福祉学の学びに

対するモチベーションを高めることを目的に、総合型入試と学校型推薦入試による入学者

を対象に現代社会の課題に関するレポートを課した。具体的には、山崎史郎「人口減少と

社会保障―孤立と縮小を乗り越える―」中公新書、2017 年のなかの 1つの章を選んで、①

当該章の記述内容の概要、②当該章で気づいたことと学んだこと、③当該章に対する感想

と意見を、1、000字程度で記述することを求めた。コロナ禍であっため、レポート課題を

郵送し、入学後に教員がレポートを読み、入学後の社会福祉学の教育をスムーズに展開で

きるように努めた。 

        

担当教員：中村光教授、原野かおり准教授、井上祐介助教 

 

2-3-1-4 子ども学科 

子ども学科の入学前教育では、 子どもの課題を理解することを通じて、子ども学の学

びに対するモチベーションを高めることを目的に、学校型推薦入試による入学者を対象に

子どもの課題に関するレポートを課した。具体的には、Dickens、 Charles(1838=2020)、 
Oliver Twist、Penguinを読んで、①各章の内容を各 5行程度でまとめる、②本書のなか

で注目する記述を 5行以内で抽出する、③産業革命期の子どもの生活というテーマのレポ

ートを 600字程度で記述することを求めた。コロナ禍であっため、レポート課題を郵送

し、 入学後に教員がレポートを読み、入学後の社会福祉学の教育をスムーズに展開でき

るように努めた。 

 

担当教員：池田隆英准教授、小畑千晴准教授 

 

 

2-3-2 情報工学部 

 

情報工学部の入学者選抜は、学校推薦型選抜（11月下旬）、一般選抜前期日程（2月下旬）、

一般選抜中期日程（3月上旬）の 3回に分けて実施される。このうち、学校推薦型選抜（昨

年度までは推薦入試）による合格者に対しては、12 月上旬の合格発表から 4 月の入学まで

の期間、高等学校での学習内容を維持することにより、入学後の授業に無理なく移行するこ

とが可能となるよう、例年、次の 3項目を主眼とした入学前教育を、合格者懇談会として 3

学科合同で実施している。 

・高校卒業までの 3 ヶ月間の時間の使い方へ示唆を与える。 
・大学入学までの心と体の健康維持と教養の深め方を示唆する。 
・身の回りの現象を支配している物理や数学から理工系の勉強に興味を持たせる。 

そのため従来は、12 月下旬と翌年 2 月中旬に合格者を来学させ、3 学科合同で約 2 時間の

英語と数学のレクチャーを行っていた。当初は、令和 3年度合格者に対しても、同様の入学

前教育を計画していたところであるが、新型コロナウイルスの感染状況の全国的な悪化に

より、実施を中止とした。その代替として、対象合格者に、英語ならびに数学の問題を郵送

配布し、入学後の新入生オリエンテーション時に懇談会を開催することとした。 

 

【学校推薦型選抜合格者懇談会】 
日時： 令和 3 年４月 7 日（水）14:20～ 約 2 時間 
場所： 学部共通棟（北）8202 室 
内容： 懇談会担当の金川教授による挨拶の後、英語の課題に関する解説と小テストを行
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った。次いで、数学の提出課題に関する解説を行った。参加学生数は、学校推薦型

選抜合格者 41名のうち 40 名（情報通信工学科 14名、情報システム工学科 13名、

人間情報工学科 13名）であった（欠席 1名は体調不良による）。 

担当： （英語）杉村 藍教授、（数学）三谷健一准教授 

 

 

2-3-3 デザイン学部 

 デザイン学部では、推薦入試での合格者を対象として学修の継続と大学教育への動機づ

けを目的とし、毎年入学前教育を実施しているが、令和元年度は新型コロナウイルス感染

拡大に伴い、実施でなかった。令和 2 年度については新学科の 3学科ともオンラインで実

施した。 

 

2-3-3-1 ビジュアルデザイン学科 

ビジュアルデザイン学科では、特別入試合格者 12 名（総合型選抜 4 名・学校推薦型選

抜 8 名）を対象に、メールでのやり取りと google フォームを用いた問いに対する回答と

課題提出を前提に入学前教育を実施した。課題は、入学後の学科教育内容の理解と学習

環境への対応を促すことを狙いとし、①身の回りのビジュアルデザイン物に目を向け、

それらを自分なりの観点から評価し記述する課題、②入学後の英語の学習に繋がること

を念頭に置いた課題を設定した。出題は２月初旬、回答を３月初旬とし、対象者からの

回答に対して担当教員がコメントを返すとともに、その内容を対象者全員と共有した。 
 

2-3-3-2 工芸工業デザイン学科 

立体的な造形教育を基盤とする工芸工業デザイン学科は、プロダクトデザイン、テキスタ

イルデザイン、セラミックデザインの、３つの専門領域で構成されている。入学前教育では、

それぞれの専門領域において、自分が「優れたデザイン」だと思うものを３点選定し、画像

に選定理由（200〜300文字）を添え、googleフォームを用いてレポートを作成・提出するこ

とを課題とした。（３つの専門領域×３点の計９点）提出されたレポートには、各専門分野

の担当教員がコメントを添え、参加者全員へフィードバックすることにより、モノやコトを

観察・分析・考察することの重要性を伝え、常日頃から実践することを促した。 

 

2-3-3-3 建築学科 

【概要と目的】 

建築学科では、建築設計に必要な、イメージをスケッチや言葉で表現する能力を養うため

に、モノを観察し「スケッチによる描写表現」と「言葉による描写表現」の練習（全４回）

を行った。 

 

【実施方法】 

・授業は毎回オンデマンド形式で行った。 

・A4用紙1枚に、スケッチとノート（気づいた点、考えたこと等）を表現させた。 

・成果物は受講生全員が見られるようにクラウド上で共有した。 

 

【課題内容】 

各課題の提出締切り日と観察対象は以下の通りである。   

第1課題 1月12日（火）コップ 

第2課題 1月25日（火）家具 

第3課題 2月 8日（火）電化製品 

第4課題  2月22日（火）室内 
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2-4 留学・転学受入等 

2-4-1 外国人留学生の受入状況 

本学では、国際社会に開かれた大学として外国人留学生の受け入れを進めており、主とし

てアジア諸国を中心に留学生の受け入れを行うとともに、国際交流協定を締結している韓

国の又松（ウソン）大学校からは短期の交換留学生の受け入れを行っている。 

令和２年度は、韓国のウソン大学校から 2 人、中国の南昌大学から 1 人を新たに受け入

れ、学部と大学院合わせて現在 8人の留学生が在籍している。 

 

〔留学生の在籍状況〕                        単位：人 
年度 人数 学部･院別 所 属 学 部 等 別 国籍別人数 

28 9 

(3) 

学部 

 4(2) 

保健福祉学部     4(2) 韓国  2 

中国   2(2) 

大学院 

 5(1) 

保健福祉学研究科  3(1) 

情報系工学研究科  1 

デザイン学研究科  1 

中国  4(1) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1 

29 9 

(1) 

学部 

 2(1) 

保健福祉学部     1 

デザイン工学部   1(1) 

韓国  1 

中国   1(1) 

大学院 

 7 

保健福祉学研究科  5 

情報系工学研究科  2 

中国  5 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2 

30 16 

 

学部 

 8 

保健福祉学部     4 

情報工学部     2 

デザイン工学部   2 

中国  5 

韓国  2 

台湾   1 

大学院 

 8 

保健福祉学研究科  6 

情報系工学研究科  1 

デザイン学研究科  1 

中国  4 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2 

韓国  1 

ネパール 1 

R1 13 

 

学部 

 6(2) 

保健福祉学部     3 

デザイン工学部   3 

中国  3(1) 

韓国  2(1) 

台湾  1 

大学院 

 7 

保健福祉学研究科  4 

情報系工学研究科  1 

デザイン学研究科  2 

中国  2 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2 

韓国  1 

台湾  1 

ネパール 1 

R2 8 学部 

 1 

情報工学部     1 韓国  1 

大学院 

  7 

 

 

保健福祉学研究科    6 

デザイン学研究科  1 

中国  2 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1 

韓国    2 

台湾  1 

ネパール 1 

※（ ）内は留学生のうち研究生の数 
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2-4-2 外国人留学生の受入体制の整備 

 

留学生の受け入れは、留学生にとっては、専門知識や技術の修得、本学学生にとっては、

異文化の情報収集や国際交流の機会が得られるなど、双方の学生に大変有意義なことであ

り、グローバル人材の育成を進めていく上でも重要である。 

大学院では、留学生の受入れを積極的に進めるために、平成 28年度入試から保健福祉学

研究科及び情報系工学研究科（いずれも博士後期課程）において、海外特別入試を実施し、

平成 29年度入試から、保健福祉学研究科（博士前期課程）において、学術交流協定を締結

している海外の大学を対象とした指定校からの外国人留学生特別入試を実施している。 

令和 2 年度は、コロナ禍のため海外特別入試及び指定校からの外国人留学生特別入試制

度は中止した。 

 

 

2-5 まとめと課題 

 

今年度の入学者選抜改革ならびに学科改編の時期に合わせて行われた３つの方針の見直

しでは、特に中教審のガイドラインに沿った学力の 3 要素の養成と各学科で養成する人材

像の特徴をステークホルダーにわかりやすく表現することを念頭に策定した。令和 6 年度

には未来型社会に適合する人材育成に向けて新学習指導要領に基づいた教育を受けた学生

が入学してくるが、Society5。0 時代の到来に伴い企業に求められる人材も変革しており、

本学でも 3 ポリシーのさらなる見直しとそれに合わせた教育の実現を目指していくことが

今後の課題である。また、少子化に伴い今後入学者が減少する中、適性のある学生を確保す

る方法を入試 IR に基づいて実現するためにアドミッションセンターを設置したが、本年度

大きく変更した選抜により新たに制定したアドミッション・ポリシーに即した学生が選抜

できているかどうか、今後の分析が待たれるところである。 
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3 共通教育における学生の学習支援 

3-1 概要 

本学の共通教育は、建学の理念「人間尊重と福祉の増進」と、本学全体の教育目的「人間・

社会・自然の関係性の理解」とに基づきながら、教養教育全般を担う全学対象科目を設置し

ている。それは次の 3科目群に大別される。 

導入科目群 学部初年次教育として知的実践的自律性を培う 

理論科目群 学部教育の知的根幹を担う理論的な知識を学ぶ 

実践科目群 理論的な知識を応用する実践的な力を体得する 

共通教育は 3科目群の教育方針によって具体的には、 次のような力の育成を図る 

・ 現代社会の多様性を理解し、時代の変化に対応することができる豊かな教養を備えた

「人間力」 

・ 地域社会あるいは国際社会との連携等を通して、実社会における課題を自ら発見し解決

する能力を持った「社会力」 

・ 異文化理解あるいはチームワーク活動に不可欠な実践的「コミュニケーション力」、お

よび科学技術の進展に支えられた「情報処理・活用力」 

共通教育の教育課程は、 これまでに述べた教育方針別の 3科目群（縦軸）から編成され

るとともに、学問分野に応じた 6 つの科目カテゴリー（横軸）によっても編成されている

（下表）。 

 

表 共通教育による教育課程の編成 

共通教育 
教育方針の 3科目群 

導入科目群 理論科目群 実践科目群 

学
問
分
野
の
６
カ
テ
ゴ
リ
ー 

修学基礎 ○   

人文・社会科学  ○ ○ 

自然科学  ○ ○ 

健康科学  ○ ○ 

語学国際  ○ ○ 

社会連携   ○ 
 

学問分野の 6カテゴリーの具体的な編成内容は以下のとおりである。 

(1) 修学基礎：高校の学びから大学での学びへの転換と準備、そして大学生としての自律を

促す 

(2) 人文・社会科学：人間性を考える普遍的な理論や知識を習得し言葉の力を身につけると

ともに、社会の仕組みや歴史から様々な解決すべき課題を学び、共同体のあり方を問う

力を養う 

(3) 自然科学：自然現象やそれに関わる発見から普遍的な真理を探究することを通じ、論理

的思考力や問題発見力、批判力などを身につけるとともに、そのために必要な情報処理

などの技能を習得する 
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(4) 健康科学：身体とその健康に関する理論や知識を習得し、実生活に応じた思考力を養う

とともに、社会の中で生涯にわたり健全な生活をおくる具体的技能を身につける 

(5) 語学国際：グローバル化する地域社会のみならず一般的に国内外の様々な文化環境に

おいても、そこで活躍するために必要不可欠な語学力を育成するとともに、異文化理解

をも深める 

(6) 社会連携：地域で活躍するために必要な地域の理解と、他者との協働性を養成する 

 ここで、全学科で必修となる授業科目の多くを 1年次に配当し、高等学校での学習内容か

ら大学教育へスムーズに移行できるようにしている。 

 また、平成 30 年度から、人文・社会科学、自然科学、健康科学の 3カテゴリーには、各

カテゴリー内の学問的精髄を集約した「要論」、各カテゴリーに属す伝統的な学問によって

編成された「基幹科目」、現代の学際的な課題に対応する主題を扱う「複合 PBL（Problem 

Based Learning）科目」が設置され、現代的多様性に対応できるリベラルアーツ教育が実現

している。平成 31年度及び令和 2年度は、かかる教育の体制を定着させてゆくプロセスを

つくった。 

この 6つのカテゴリーについて、共通教育部内に教養教育推進室、語学教育推進室、情報

教育推進室、健康・スポーツ教育推進室、社会連携教育推進室の 5つの推進室を設置して教

育を実施していた。このうち社会連携教育推進室については、地域共同研究機構の発足に伴

って、平成 31年度には地域共同研究機構に移設・移管することとなったが、副専攻科目に

ついての協議や運営が依然として共通教育部にて必要なため、令和 2 年度には共通教育部

内社会連携教育推進室として再設置した。さらに、「共通教育の充実及び共通教育と専門教

育との連携に関する」業務を実施するために、教育開発センター内に共通教育部門が設置さ

れている。共通教育科目に対するカリキュラム等の企画・立案などをこの部門が担当し、共

通教育部ならびに各推進室で実施するように役割分担ができている。共通教育科目の実施

にあたり、共通教育部を兼務する教員のみだけではなく、学部専任教員にも協力を仰いでい

る。 

 

共通教育における令和 2年度の主要な成果は、以下に集約される。 

・ 共通教育カリキュラム・ポリシーに基づいて、平成 30 年度に開始した共通教育の新カ

リキュラムの定着と充実を図った。 

・ 初年次教育として「社会を生きる力を学ぶ」科目を新設したことに伴って、修学基礎科

目を全体的に見直し、再編した。 

・ 社会連携科目を 9科目から 6科目へと統合再編した。 

・ 複合 PBL科目を中心にアクティブ・ラーニングの積極的導入を推進した。また複合 PBL

科目については、令和 3年度に向けて「セミナー科目」として再編するカリキュラムを

立案し、これを学問分野の 7カテゴリー目の科目群として独立させる計画をたてた。 

・ 英語教育においては、 学修成果につながるセメスター制を導入し、令和 2 年度では、

ELP1～6 のクラスにて実施した。また英語科目に TOEICでの合格最低点を設定して英語

力の底上げをねらうと共に、令和 3年度に向けて Advanced class の設置、「要論」科目

として「語学国際要論」の新設を計画した。 

・ 副専攻「岡山創生学」において、おかやまボランティア演習（1年次）、地域協働演習

（2 年次）等の実践科目の持続可能性を検討し、授業内容の充実を図った。また、創造

戦略プロジェクト「吉備の杜」事業の採択に伴って、令和 3年度に向けて、新たな副専

攻の設置を計画した。  
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3-2 共通教育部 
 

共通教育部では、部内に教養教育推進室、語学教育推進室、情報教育推進室、健康・スポ

ーツ教育推進室、 社会連携教育推進室、の 5 つの推進室を設置して教育を実施している。

特に、本学の建学理念「人間尊重と福祉の増進」及び教育目的「人間・社会・自然の関係性」

の理解を体現するために、 

(1) 基礎的な知識を体系的に理解する姿勢の形成、 

(2) 生涯にわたる知的活動あるいは社会生活において必要とされる論理的思考力・問題発

見力・批判力・汎用的な技能の習得と形成、 

(3) 地域連携等を通じた社会人基礎力や課題解決力の習得、 

(4) 自己の人間的成長あるいは将来に継続する学習意欲の喚起を、専門分野にとらわれる

ことのない涵養、 

の 4項目を柱として、知的自律性を培うための教養と技能を涵養する教育を、所属学部に係

わることなく全学生に実施している。また、これらを通して、 

・現代社会の多様性を理解し、時代の変化に対応することができる豊かな教養を備えた「人

間力」の育成 

・地域社会あるいは国際社会との連携等を通して、実社会における課題を自ら発見し解決る

能力を持った「社会力」の涵養 

・異文化理解あるいはチームワーク活動には不可欠な実践的「コミュニケーション力」、お

よび科学技術の進展に支えられた「情報処理・活用力」の修得 

を軸とした上で、文部科学省が提唱する「学士力」あるいは経済産業省が提唱する「社会人

基礎力」を見据えた教育を目指している。具体的には、教養教育全般を導入科目群、理論科

目群、実践科目群の 3 つで構成し、授業科目を建学の理念に合致する次の 6 つのカテゴリ

ーで編成している。 

・ 高校教育から大学教育への円滑な移行を促す「修学基礎」 

・ 教養教育としての「人文・社会科学」 

・ 教養教育としての「自然科学」 

・ 建学の理念に基づく「健康科学」 

・ 国際交流に対する意識付けを涵養する「語学国際」 

・ 地域社会との結びつきを育成し、社会の一員である自覚を喚起する「社会連携」 

なお、「人文・社会科学」、「自然科学」、「健康科学」のカテゴリーには、平成 30年度から

要論、基幹科目、複合 PBL（Problem Based Learning）科目群を設定したが、平成 31年度

から令和 2年度にかけて、より具体的、実践的に学修内容の定着を図り、令和 3年度から始

まる「セミナー科目」への速やかな移行のため、検討を重ねた。これにより、所属学部に捕

らわれることのない汎用的な知識や技能の涵養を目指している。令和 2 年度入学生の共通

教育科目の概要をまとめると、下の表のようになる。 

令和２年度入学生（共通教育科目） 

カテゴリー 
授 業 

科目数 
全学的な必修科目 

修学基礎 7 大学で学ぶ、フレッシュマンセミナー 

人文・社会科学 21 人文・社会科学要論 

自然科学 16 自然科学要論 

健康科学 10  

語学国際 24 ELP 1・2・3・4・5・6 

社会連携 6 社会連携要論、地域資源論 

合  計 84  
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3-3 教養教育推進室 

 

教養教育推進室は、前節で述べた 6 カテゴリーのうち「修学基礎」、「人文・社会科学」、

および「自然科学」の教育を推進する組織である。「修学基礎」カテゴリーにおいては、専

門教育を修得する上で重要な共通教育科目の履修指導を行うとともに、新入生対象のフレ

ッシュマンセミナーにおいて、各学部・学科に求められる資質や基礎知識を身に付ける教育

を行っている。また、「人文・社会科学」と「自然科学」カテゴリーにおいては、平成 30年

度から設定された「要論」、「基幹科目」、「複合 PBL（Problem Based Learning）科目」の内

実を充実させ、 平成 31 年度から令和 2 年度にかけてより具体的、実践的に学修内容の定

着を図った。とりわけ「複合 PBL 科目」については、カリキュラムカテゴリーとして独立さ

せ、同時開講科目の分野別の「セミナー科目」の名称の下、1単位選択必修科目として令和

3年度から始めることとなった。これにより、大学生に求められる教養を身に付けた人材の

育成を目指している。 

コア科目である「人文・社会科学要論」および「自然科学要論」は全学必修であり、1年

次生 1Q および 2Q に開講している。いずれの講義も 3 名の専任教員で構成するオムニバス

形式を取っている。「人文・社会科学要論」では人文科学と社会科学の全体像を述べた後、

「人文科学・哲学」、「社会科学・社会学」、「外国文学」の 3分野を、「自然科学要論」では

自然科学の全体像を述べた後、「物理学」、「生物学」、「化学」の 3分野を 5コマずつ講義し、

学生の所属学部に依存することなく、各科学分野の概要を学べるようにしている点に特長

がある。 

教養教育推進室の課題については、共通教育部門において議題として取り上げ、その解決

を図っている。共通教育カリキュラム・ポリシーに基づいて、平成 30年度入学生からの共

通教育新カリキュラムを平成 31 年度、令和 2年度も実施している。「人文・社会科学」、「自

然科学」、「健康科学」の 3つのカテゴリーを中心にしつつ、旧科目名称と対比させながら、 

新設科目を含んだ令和 3年度開講計画を示す。  

 

 

 

 

表 令和 3年度 共通教育科目（人文・社会科学、自然科学、健康科学）開講計画 

 

カテゴリー 令和 3年度 開講科目 
授業の方

法 

旧科目名称(平成 30年度

以前の旧科目名称を含む) 

人文・社会科

学（1＋14） 

  人文･社会科学要論 講義 人文・社会科学入門 

（
７
） 

人
文
科
学 

哲学 講義 人間学入門 

倫理学 講義 倫理学の基礎 

歴史学 講義  

宗教学 講義  

心理学 講義 心理学入門 

文学 講義 日本文学 

芸術学 講義  

（
７
） 

社
会
科
学 

経済学 講義 現代社会と経済 

経営学 講義 経営管理 

人類学 講義 社会人類学 

法学 講義 現代社会と法律 

社会学 講義  

政治学 講義  

日本国憲法 講義  
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自然科学 

（1＋11） 

  自然科学要論 講義 自然科学入門 

（
11
） 

自
然
科
学 

 

数学Ａ 講義 数理と社会 

数学Ｂ 講義 基礎線形代数学 

数学Ｃ 講義 基礎解析学 

物理学Ａ 講義 基礎力学 

物理学Ｂ 講義 基礎電磁気学 

化学 5 講義 基礎有機化学 

生物学 講義 基礎生物学 

統計学Ａ・Ｂ 講義 統計学の基礎Ａ・Ｂ 

コンピュータ演習Ⅰ・Ⅱ 講義 コンピュータ演習Ⅰ・Ⅱ 

健康科学 

（1＋5） 

  健康科学要論 講義 健康科学入門 

（
５
） 

健
康
科
学 

生命倫理学 講義 生命倫理 

健康心理学 講義 健康と心理 

スポーツ科学 講義 スポーツの科学 

健康スポーツＡ・Ｂ 講義・実技 スポーツＩ・II 

 

 

 

 

 

 

 

 複合 PBL 

  （16） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

人
文
・
社
会
科

学
セ
ミ
ナ
ー

 

人文・社会科学セミナーA 講義 新設 

人文・社会科学セミナーB 講義 新設 

人文・社会科学セミナーC 講義 共生社会論 AQ 

人文・社会科学セミナーD 講義 共生社会論 B 

自
然
科
学 

セ
ミ
ナ
ー 

自然科学セミナーA 講義 科学技術論 B 

自然科学セミナーB 講義 環境科学論 A 

自然科学セミナーC 講義 環境科学論 D 

自然科学セミナーD 講義 環境科学論 D 

健
康
科
学 

セ
ミ
ナ
ー 

健康科学セミナーA 講義 応用健康科学論Ａ  

 健康科学セミナーB 講義 応用健康科学論 B 

 健康科学セミナーC 講義 応用健康科学論 C 

 健康科学セミナーD 講義 脳と身体の科学 

語
学
国
際 

セ
ミ
ナ
ー 

語学国際セミナーA 講義 新設 

 語学国際セミナーB 講義 新設 

 語学国際セミナーC 講義 新設 

 語学国際セミナーD 講義 新設 

語学国際   語学国際要論 講義 国際事情 

 

 

3-4 語学教育推進室 

 

本学における語学教育は、「受動的な学習から能動的な学習」を目指すアクティブ・ラー

ニングを実施している。教師による一方的な指導ではなく、授業内での学生によるペア・ワ

ークやグループ・ワークを主体とした学習、授業外でのインターネットを利用した自主学習

を組み合わせた授業形態を採っている。 

英語科目は「適切で分かりやすい英語運用能力の獲得を最優先とした教育」を目指してい

る。すなわち、英語母語話者のみではなく、非英語母語話者とのコミュニケーションを目的

とした「国際共通語としての英語」を学ぶことに主眼を置いている。また、英語以外にもド
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イツ語、韓国語、中国語、フランス語を選択科目として準備している。 

なお、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、今年度の外国語科目は一部を除き原

則としてオンデマンド型のオンライン形式で開講した。 

以下、開講科目、語学教育推進室の利用状況、eラーニング教材の利用状況等について述

べる。 

 

 (1) ELP科目と ESP 科目 

英語科目は平成 28年度から新しいカリキュラム English Language Program（以下 ELP）

を開始した。平成 29年度と 30年度はクォーター制（4学期制）を導入したが、学修成果を

鑑みて、令和元度から従来のセメスター制（2学期制）で ELP科目を開講した。ELP1～6は

必修科目であり、ELP1～4は 1年次生を対象として、スパイラルに英語のコミュニケーショ

ン能力を伸ばすことを目標としている。ELP5、6は 2年次生を対象とし、受容的な能力の強

化と異文化理解などを育成する発展科目としている。 

ELP1、3、5、6 は理解力の涵養に焦点を当て、国際的な基準 CEFR（Common European 

Framework of Reference for Languages）が求める 5つの技能のうち、readingと listening

を併せた技能複合型、ELP2、4 は発信力の涵養に焦点を当て、writing と speaking

（interaction & presentation）を併せた技能複合型にすることで、履修者にも科目の性格

が明確となるように工夫している。選択科目として ELP7～10を、専門科目につなげる英語

科目として ESP(English for Specific Purposes)1～2を設置している。 

以下は英語カリキュラムを図示したものである。 

図.英語科目 ELP1～10、ESP1～2 

 

(2) CALL教室(8120、8122教室)の利用 

CALL 教室は授業での利用の他、授業の空き時間ならびに夏季・春季の長期休暇中には学

生に開放し、自主学習の機会を提供している。学生は、eラーニング教材 ALC NEXT、 English 

Central の授業外学習が可能である。  

 

(3) 多読用書籍利用 

語学教育推進室では、多読用書籍の貸し出し、管理業務も行っている。外国語の習得には

まずインプットが不可欠であり、そのために英語学習者が辞書なしで楽しめるように工夫

された多読用の英語書籍を用意している。これらの書籍は、学生の関心を惹きつけるものを

常備するため計画的に数を増やし、学生のニーズに応えられるよう心がけている。こうした

書籍を大量に読んでいくことにより、自然で平易に使える英語力育成および英語学習への
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モチベーション向上を図っている。 

語学教育推進室が所有する多読用書籍は、現時点では 2、000冊を超えている。必修の英

語科目を履修しているすべての学生が持つ学習ログ（学習記録）には、学生が読んだ多読本

を記録していくようになっている。語学教育推進室の常勤スタッフは、学生からの多読本の

選択に関する相談にも応じる他、学生のニーズの把握にも努めている。 

ただし、今年度はコロナ禍により外国語科目がオンライン形式で開講されたため、学生が

登校して語学教育推進室で多読用図書を直接借り出す機会はほとんどなかった。以下に月

ごとの多読用書籍の貸出状況表を示す。数字は、貸し出し冊数を表す。 

 

表.令和 2年度 多読書籍の貸し出し状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

保健福祉  6  0  0  1  0  0  1  2  2  0  0  0 

情報  4  0  0  0  0  2  4  3  2  0  1  0 

デザイン  0  0  0  0  0  0  3  9  4  0 18  0 

計 10  0  0  1  0  2  8 14  8  0 19  0 

 

(4) 語学教育推進室の TA指導数 

語学教育推進室では、ティーチング・アシスタント（以下、TA）を月曜日から木曜日まで

週に 4 日間配置している。これらの学習支援事業に関する利用者総数（数値は対応人数）

は、下表に示すとおりである。内訳は、オンライン英会話、英語学習相談、TOEIC 模試、個

人指導等である。例年、新学期開始時（4月、9月）や ELP2&4でのスピーキングテスト実施

時（7月、12月）等に、円滑な授業運営のため TAの補助を必要としてきたが、今年度に関

しては対面授業が一度も開講されなかったため、授業補助業務はなかった。  

 

表.令和 2年度語学教育推進室の TA指導数 
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

保健福祉  4  0 21 20 11 15 15 22 28 15 10  0 

情報  2  0  3  5 10  5  5  9 15  5  9  0 

デザイン  0  0  5  8 14 14 13 12 14  5 12  0 

計  6  0 29 33 35 34 33 43 57 25 31  0 

 

 

表.令和 2年度語学教育推進室の TAによるオンライン英会話実績 
実施月 実施延べ人数 予約可能日数 対応 TA数 備考 

 4月  6  9  1 対面での試験対策等 

 5月  0 実施なし  0  

 6月 29  8  1 オンラインでの英会話と試験

対策  7月 33  8  1 

 8月 35 11  2 

 9月 34 11  2 オンラインと対面での英会話 

10月 33 16  2 

11月 28 14  2 

12月 23 12  2 

 1月 14 11  2 

 2月 19  8  2 

 3月  0 実施なし  0  
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表. 令和 2年度語学教育推進室の TAによる TOEIC模試とフィードバックカウンセリング数 
TOEIC模試実施実績  フィードバックカウンセリング実施件数 

実施日 受験者数 実施日 人数 

11月 4日  4 11月 5日  1 

11月 11日  2 11月 12日  1 

11月 12日  6 11月 16日  1 

12月 1日  2 12月 2日  1 

12月 3日  8 12月 3日  1 

12月 8日  1 12月 7日  1 

12月 10日 12 12月 10日  1 

12月 14日  2 12月 11日  2 

12月 16日  2 12月 16日  1 

 1月 18日  4  1月 18日  2 

 1月 20日  2  1月 20日  1 

 1月 21日  1  1月 21日  1 

 2月 9日  3  2月 3日  1 

 2月 10日  7  2月 10日  1 

 

 

(5) eラーニング教材の利用状況 

平成 30年度より、TOEIC L&R対策に焦点を当てた eラーニング教材 ALC NEXTを導入して

いる。１年次生には TOEIC L&R 500点コース、2年次生には TOEIC L&R 600点コースと 730

点コースを割り当て、授業外学習とした。利用者の達成率は以下の表のとおりである。  

1、2 次年生とも、学期が進むにつれて達成率が下がる傾向が見られ、学習開始当初のモ

チベーションの維持が課題である。特に今年度はオンライン形式での授業だったため、対面

授業の際のように直接学生に声をかけて指導することができなかったことも影響している

かもしれない。次年度は教員によるチェック体制を週単位に設定するなど、短期間での提

出・確認体制を取ることにしている。 

 

表. 令和 2年度 ALC NEXT達成率の平均（％） 

１年次生 500点コース 

 保健福祉学部 情報工学部 デザイン学部 

stage  1      2  3 ﾚﾋﾞｭｰ 模試  1  2  3 ﾚﾋﾞｭｰ 模試  1  2  3 ﾚﾋﾞｭｰ 模試 

前期 87.2 78.8 66.4 65.0 0.2 43.3 31.0 25.6 25.3 1.7 66.8 46.1 31.2 27.4 0 

夏季 92.5 88.7 84.8 84.5 50.9 66.8 59.5 54.4 52.5 28.2 77.5 68.6 59.8 59.0 22.8 

 

表.令和 2年度 ALC NEXT達成率の平均（％） 

2 年次生 600 点コース 

 保健福祉学部 情報工学部 デザイン学部 

stage  1      2  3 ﾚﾋﾞｭｰ 模試  1  2  3 ﾚﾋﾞｭｰ 模試  1  2  3 ﾚﾋﾞｭｰ 模試 

前期 89.3 85.3 75.2 70.3 3.6 66.0 57.0 44.8 42.2 3.8 84.8 82.0 59.5 48.8 5.9 

夏季 91.0 89.6 82.6 81.1 34.0 74.2 72.1 55.7 52.7 19.0 86.5 82.7 60.8 50.6 10.9 

 

表.令和 2年度 ALC NEXT達成率の平均（％） 

2 年次生 730 点コース 

 保健福祉学部 情報工学部 デザイン学部 

stage 1 2 1 2 1 2 

後期 85.9 75.4 63.3 44.5 71.8 59.0 
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 今年度より ELP 2 & 4において、本学の英語専任教員が独自に作成したテキスト Express 
Yourself を導入した。これはスピーキングおよびライティングのスキル向上を目指したも

ので、その効果を検証するため、学習者の前期および後期それぞれの始めと終わりにおける

発話量の差をワード数に基づいて調べた。ELP2と ELP4の両方で、発話量がセメスターの始

めと終わりで有意の差で増えた。  
 

表.Express Yourself：前後期始めと終わりの学習者のワード数（平均値と標準偏差） 
学部 ELP2（前期） ELP4（後期） 

保健福祉 102.54（75.56） 

119.31（15.31） 

130.30 (14.97) 

214.18 (28.73) 

情報  96.20（53.71） 

129.99（24.90） 

109.93 (17.03) 

201.67 (26.89) 

デザイン  80.34（19.93） 

129.14（29.67） 

116.38 (20.71) 

177.47 (28.73) 

全学部  93.02（47.06） 

126.15（23.29） 

118.70 (17.57) 

197.77 (24.81) 

注：上段の数値は学期の始め、下段の数値は学期の終わりの数値を表す。 

 

ELP 4（1年生必修科目）の履修者に対して、eラーニング教材 English Central を準備し

た。 この教材は、短い英語の動画を視聴し、その中で用いられていた語彙を学んだり発話

練習をしたりするものであり、スマートフォンでの学習にも対応している。 下記表は ELP4

履修条件の一つとしていた期間（9 月 24 日から 2 月 10 日）の学部別の利用平均値を示す。  

 
表.令和 2年度 English Centralの利用（必須期間の平均） 

学部 動画視聴数 学習単語数 学習活動数 発話数 
保健福祉 

n = 146 
 60.62 327.67 411.38 184.84 

情報 

n = 168 
 34.29 160.51 189.27  83.58 

デザイン 

n = 99 
 36.29 179.94 227.29  76.89 

 

（6）TOEIC L&R IP任意テスト受験 

就職活動や進学の関係で受験を希望する学生がいるため、TOEIC L&R IP 任意テストを学

内で 3回実施した。実施結果は以下のとおりである。なお、5月 27日に実施した第 47回テ

ストはコロナ禍で学生の入構が禁止されていたため、オンラインでの実施となった。 

 

表.令和 2年度 TOEIC L&R IP 任意受験者の概要 

通算回数 実施年月日 受験者数 平均点(標準偏差) 最高点 最低点 

47 令和 2年 5月 27日 40 538.00（155.60） 950 250 

48 令和 2年 7月 9日 27 481.11（133.25） 855 285 

49 令和 2年 11月 17日 10 468.00（ 97.93） 645 300 

50 令和 3年 2月 16日 11 462.73（ 60.35） 550 350 

 

(7) TOEIC L&R IPの全員受験の実施  

1 年次履修の「ELP3」履修者を対象として、令和 2 年 11 月 21 日（11 月 26 日追試）に

TOEIC L&R IP を実施した。当初は例年と同じく「ELP1」履修者を対象に 5月中旬に実施予

定であったが、コロナ禍で学生の入構が禁止されていたため、履修対象を「ELP3」に変更し

て 11月に実施した。受験者 366名、受験者平均点は 377。49点、最高得点は 735点、最低
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点は 175点であった（990点満点）。前年度（373。72点)と比較すると平均点が若干上昇し

ており、最低点、最高点も今年度入学生の方が高いという結果になった。「ELP3」の履修ク

ラスごとの平均点等は次の表のとおりである。 

 

表.令和 2年度入学生「ELP3」履修学科別の結果 
学部 学科 受験者数 平均点 標準偏差 最高点 最低点 

保健福祉 

看護  41 385.24  90.93 605 190 

栄養  40 413.25  72.54 640 275 

保福 A  41 340.61  81.17 530 180 

保福 B  20 360.75  99.06 650 205 

情報工 

通信 A  23 421.74  93.37 645 285 

通信 B  22 347.50  82.36 550 175 

ｼｽﾃﾑ A  25 392.60 117.01 730 185 

ｼｽﾃﾑ B  25 384.00  92.47 585 200 

人間  39 383.21  80.59 540 235 

デザイン 

デ工  42 389.64 109.38 655 200 

造形 A  24 318.75  77.42 510 185 

造形 B  24 372.29 118.80 735 260 

全 学 部 366 377.49  96.91 735 175 

注：保健福祉学科、情報通信工学科、情報システム工学科、造形デザイン学科は 2クラスに

分けて実施。 

 

2年次履修の「ELP6」履修者名を対象として、令和 2年 12月 20日（12月 21日追試）に

TOEIC L&R IPを実施した。受験者 389名、受験者平均点は 413。60点、最高得点は 750点、

最低点は 195点であった（990 点満点）。 経年変化を観察するため、表中上段に令和 2年度

2年次の数値を、下段には令和元年度入学当初の数字を入れている。 

今年度から TOEIC L&R IP で 300 点以上取得することを必修科目 ELP6 の単位認定要件と

したことから、受験するだけで単位認定要件を満たしていた昨年度までとは異なり、学生も

受験対策に真剣に取り組み、その結果として平均点が前年度比 39。88点上昇した。最高点、

最低点についても入学時点より高くなっている。 

 

表.令和元入学生の入学当初と翌年 2年次（令和 2年度）での履修クラス別の結果 

上段は令和元年度実施分、下段は平成 30年度入学直後実施分 

学部 学科 受験者数 平均点 標準偏差 最高点 最低点 

保健福祉 

看護 
 41 

 42 

456.34 

435.48 

 90.96 

107.98 

680 

660 

280 

195 

栄養 
 40 

 40 

397.38 

380.00 

98.44 

 80.42 

750 

575 

215 

245 

保福 A 
 47 

 47 

423.94 

369.26 

 93.47 

 91.47 

745 

630 

225 

210 

保福 B 
 21 

 22 

416.43 

372.05 

 74.52 

 93.31 

545 

545 

285 

205 

情報工 通信 A 
 24 

 25 

417.92 

386.00 

111.97 

 90.92 

740 

590 

265 

230 
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通信 B 
 24 

 24 

405.21 

421.67 

101.63 

102.09 

635  

630 

265 

245 

ｼｽﾃﾑ A 
 29 

 32 

412.41 

367.03 

108.43 

120.21 

650 

620 

210  

155 

ｼｽﾃﾑ B 
 28 

 32 

431.43 

401.41 

107.23 

103.71 

665 

610 

290 

215 

人間 
 42 

 44 

405.60 

344.77 

 74.89 

114.95 

585 

590 

230 

180 

デザイン 

デ工 
 43 

 45 

409.88 

346.56 

 96.46 

 85.07 

685 

520 

195 

215 

造形 A 
 26 

 28 

384.23 

345.89 

 98.42 

 99.94 

630 

565 

230  

175 

造形 B 
 24 

 26 

382.08 

317.88 

 80.76 

 97.51 

500  

520 

270 

180 

全 学 科 
389 

407 

413.60 

373.72 

 97.01 

103.29 

750 

660 

195 

155 

注：保健福祉学科、情報通信工学科、情報システム工学科、造形デザイン学科は 2クラスに

分けて実施。 

 

(8) スピーカーズコーナー 

例年、大学祭第 1日目に、本学の学生が外国語（英語・韓国語・ドイツ語）で、自身の関

心や経験に基づくスピーチを披露するイベントであるが、今年度はコロナ禍のため大学際

自体が中止となり、スピーカーズコーナーも実施されなかった。 

 

(9) 定期発行物 Newsletter WeLL+ 

この Newsletter は教員や学生からの投稿記事を基に構成され、編集作業も各学部および

大学院の学生と語学教育推進室のスタッフが協力して行っている。 

例年、4月と 10 月の年 2回発行しており、4月に第 18号を発行した。全学部 1･2年生と

教職員に配布し、内容としては語学学習の方法、語学研修の体験記事、語学教育推進室主催

の行事、資格検定試験実施の案内などを掲載した。しかし、10 月発行分についてはコロナ

禍で編集作業ができなかったため発行を見送った。 

 

(10) Advanced class 設置に向けた準備 

 令和 3 年度後期から当該年度入学生を対象に、英語力並びに学習意欲が高い学生をさら

に伸ばすための取り組みとして Advanced class を導入する。対象科目は後期開講の必修科

目 ELP3&4 で、進級後は 2 年次の必修科目 ELP5&6 に引き継がれる。今年度はその導入準備

として、対象学生の選抜方法、授業担当者や使用教材など、円滑な運用に向けた検討を行な

った。 

 

（11）「語学国際要論」開講に向けた準備 

 共通教育においては、各カテゴリー内の学問的精髄を集約した「要論」科目があるが、令

和 3年度から、語学国際カテゴリーでも、選択講義科目「国際事情（同時開講科目）」を見

直し、新たに「語学国際要論」として開講することとした。語学教育は単に言葉のスキルを

身につけるだけでなく、文化的多様性を柔軟に受容し理解を深める教養教育でもある。英語

を中心とした異文化コミュニケーション論などを通じて、語学教育との有機的な連動をね

らうものである。 
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3-5 情報教育推進室 

 

情報社会の進展に伴い、情報通信機器およびデータの活用があらゆる分野で求められて

いる。そのような中、情報技術に関する知識を学ぶことによって情報社会に適応できる能力

を養うことを目的として情報教育推進室が開設された。構成メンバーは室長、副室長の他、

室員であり、いずれも情報工学部の教員が担当している。今年度入学生の開設授業科目にお

いて情報教育推進室が関係する科目は次の通りである。 

・「統計学 A」 

・「統計学 B」 

・「コンピュータ演習 I」  

・「コンピュータ演習 II」  

これらの科目の担当教員は本推進室の構成メンバーの他、非常勤講師で構成されている。

「情報・統計」の開講科目は卒業判定に関係する科目が少ないなどの理由により科目数自体

少ないが、多くの学生が情報技術の習得を望んでおり、情報技術教育のさらなる向上を目指

す必要があると考えられる。カリキュラム改革により、「情報・統計」のカテゴリーが廃止

され、担当科目が自然科学基幹科目のカテゴリーに移動した。 

 

（演習室の開放）  

学生の情報活用能力の向上を図り、情報教育演習や自主学習利用の目的のため、総合情報

推進センターにより、インターネットに接続された PCを備えた情報処理演習室を年間 85日

開放した。各月の延べ利用者数及び開放日数は下表のとおりである。令和 2年度の延べ人数

は 1,139 名であり、前年度比約 81 %の利用者減であった。新型コロナウイルスの影響で、

演習室の開放中止期間が生じ、また開放時間の変更、演習室の利用が完全予約制になるなど、

例年とは大きく異なった。 

  

（ア）延べ利用者数 

月 4月 5月 6月 7･8月 9･10月 11月 12月 1月 2月 合計 

H27 1,835 1,368 1,713 2,550 2,264 1,126 1,145 1,144 468 13,613 

H28 1,675 1,137 1,183 1,708 2,045 1,185 1,170 894 380 11,377 

H29 762 1,025 676 768 1,159 1,066 1,028 966 329 7,779 

H30 474 869 625 1,088 1,186 895 721 717 229 6,804 

R1 356 782 725 1,211 821 691 598 530 176 5,890 

R2 0 0 0 12 261 337 257 196 76 1,139 

  

（イ）開放日数 

月 4月 5月 6月 7･8月 9･10月 11月 12月 1月 2月 合計 

H27 14 14 22 27 26 17 15 15 8 158 

H28 15 19 22 26 25 19 15 15 8 164 

H29 14 19 22 28 26 19 16 16 7 167 

H30 14 20 21 27 26 19 15 17 7 166 

R1 13 18 20 29 26 19 16 17 6 164 

R2 0 0 0  9 23 19 17 10 7  85 
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3-6 健康・スポーツ教育推進室 

 

本学の健康・スポーツ教育推進室は本学の教養教育における「健康科学」の教育を推進す

る組織であり、身体とその健康に関する理論や知識を修得し、実生活に応じた思考力を養う

とともに、社会の中で生涯にわたり健全な生活をおくる具体的技能を養うことがその目的

である。その他にも、学生の課外活動に使用する施設、機器等の維持管理、全学における学

生及び教職員の健康の維持・推進のための施設利用に関する事項、全学のスポーツ施設の地

域社会への提供に関する事項、地域における健康・スポーツ教育活動に関する事項など所掌

事項は多岐にわたる。  

構成メンバーは共通教育部兼務教員 3 名である。令和 2年度の健康科学カテゴリー科目

は、理論科目群と実践科目群から構成され、理論科目群にはコア科目の「健康科学要論」に

加えて基幹科目である「生命倫理学」「健康心理学」「脳と身体の科学」「スポーツ科学」「健

康スポーツ A」「健康スポーツ B」が配置され、実践科目群には具体的、実践的に学修内容

の定着を図るための科目へと発展することを目指した複合 PBL（Problem Based Learning）

科目である「応用健康科学論 A」「応用健康科学論 B」「応用健康科学論 C」が設置されてい

る。講義科目はいずれも准教授以上の専任教員が主担当となっている。実技科目については

学科別の開講とし、天候に左右されない施設の有効活用を実現する時間割編成としている。

これにより、実技科目の目的の 1つである多様なスポーツの実践を通して、基礎的な運動能

力はもとより健康の維持及び体力の増進に資する技能を獲得する環境を整備している。実

技科目は、前期に全てオンライン授業となったことにより、周辺の運動環境や身体活動状況

の自己評価に始まり、運動の実践と自己評価を各種運動について行った。後期は対面授業が

許可され、オンライン方式と対面方式を併用した。対面方式では全履修生を対象に感染防止

対策に関する事前学習、スポーツ施設の使用に関するオリエンテーションを行い、その後 4

種のスポーツ種目を実施した。 

また、健康スポーツ Bの TA に協力してもらい、その他の体育・スポーツ施設についても

点検、整備を行った。更に課外活動におけるスポーツ施設の有効利用を推進するため、スポ

ーツ施設に関する適切な施設使用、管理に関する指導、助言を行った。 
 
3-7 社会連携教育推進室 

 

社会連携教育推進室は、平成 30 年度に地域共同研究機構に移設・移管されたが、カリキ

ュラム上は共通教育部内で社会連携教育に関する事項を審議するので、教学に関する情報

の流れを他の共通教育カテゴリーと統一し、一元化することにより審議、決定プロセスを明

確にするため、令和 2年度から共通教育部内に再設置された。 

本推進室は（1）副専攻「岡山創生学」の修了に必要な授業科目の企画及び開

発、（ 2）前号の授業科目のうち学部教育科目のカリキュラム案の作成支援及び

実施支援、（ 3）共通教育科目の社会連携のカテゴリーに配置される授業科目の

カリキュラム案の作成及び実施、（ 4）前号の授業科目に係る予算案の作成並び

に施設及び機器等の整備（共通教育部の所掌するものを除く）、（5）その他第 1

号及び第 3 号の授業科目に関連する業務（共通教育部及び各学部の所掌するも

のを除く）を主な所掌業務としている。  

構成メンバーは共通教育部兼務教員 2 名と学部教員 4 名である。今年度は副専攻「岡

山創生学」の開始から 5 年目を迎えるにあたり、これまで行われてきたカリキ

ュラムの見直しを反映した共通教育科目を 7 科目開講した。そのうち、「社会連

携要論」と「地域資源論」は全学の 1 年次必修であり、いずれも本推進室の構

成メンバーが主担当でオンライン方式により実施した。また、演習科目である

「地域創生演習」、「地域インターンシップ」は、受け入れ先機関とも慎重に協

議した上で、感染防止対策に留意しながら対面での実践教育が実施された。  
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なお、本年度は、創造戦略プロジェクト「吉備の杜」の採択に伴い、令和 3年度に向けて、

「岡山創生学」との連続性を考慮した新たな副専攻カリキュラムを立案した。 

 

3-8 留学生・転学生 

 

本学では、日本の生活に不慣れな留学生（韓国又松（ウソン）大学校からの転学生、短期

留学生を含む）が、いち早く日本の生活・文化に慣れ、学習・研究活動に励むことができる

ようにするため、本学学生の中から学業や生活の相談相手を選定し、留学生のサポートを行

うチューター制度を設けるなど学業・生活面の両面において支援を行っている。令和２年

度は、留学生に対して、各学科における学習支援のほか、日本語講座の実施、授業料減免制

度や奨学金募集等の情報提供及び活用の支援などを行った。 

なお、令和 2 年度の留学生数は、学部生 1 人、大学院生 7 人の計 8 人であり、チュータ

ー制度を利用した者はいなかった。最近 5 年間における留学生数及びチューターを利用し

た留学生数は次のとおりである。 

年  度 H28 H29 H30 R1 R2 合計 

留学生数（学部生）  4  2  8  6  1 21 

留学生数（大学院生）  5  7  8  7  7 34 

合  計  9  9 16 13  8 55 

（うちチューター利用） （ 1） ( 3) ( 3) ( 2) （ 0） （ 9） 

 

3-9 大学コンソーシアム岡山 

 

県内の 17 大学が参加する大学コンソーシアム岡山では、平成 21 年度に文部科学省「大

学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」事業の選定を受けた「岡山オルガノン

の構築」（代表校：岡山理科大学）の 3年間にわたる事業に対し、平成 23年度に補助金交

付が終了したことを受けて、その事業を平成 24 年度から継承してきた。平成 27 年度に設

置された将来構想委員会において事業運営を検討し、平成 30年度はその方針に従って運営

されている。 

はじめに、令和 2年度に実施された事業（単位互換、吉備創生カレッジ、日ようび子ども

大学、エコナイト、SD 研修会）に対する本学の参加状況を説明し、その後、令和 3 年度以

降に対する対応を述べる。   
〔本学の参加状況〕 

（１）単位互換 

（他大学→本学）     ※R2の対面については、感染症の影響でオンライン授業となった 

年  度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 合計 

対面 履修学生数 1 1 0 0 0 1 3  

履修科目数 2 2 0 0 0 1  5 

本学提供科目数 8 4 4 4 3 3 26 

双方向

ライブ 

履修学生数 1 0 0 0 0 0 1 

履修科目数 1 0 0 0 0 0 1 

本学提供科目数 1 0 0 0 0 0 1 

VOD 履修学生数 7      7 

履修科目数 1      1 

本学提供科目数 1      1 

合計 履修学生数 9 1 0 0 0 1 11 

履修科目数 4 2 0 0 0 1 7 

本学提供科目数 10 4 4 4 3 3 28 
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（本学→他大学）           ※R2の対面については、感染症の影響でオンライン授業となった 

年  度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 合計 

対面 履修学生数  3  2  2  0 0 2   9 

履修科目数  2  3  1  0 0 2   8 

双方向

ライブ 

履修学生数  0  0  1  0 0 0   1 

履修科目数  0  0  1  0 0 0   1 

VOD 履修学生数  1        1 

履修科目数  2        2 

合計 履修学生数  4  2  3  0 0 2  11 

履修科目数  4  3  2  0 0 2  11 

（※）双方向ライブと VODを履修した同一学生の数を除く 

 

（２）インターンシップ参加（㈱ナジック・アイ・サポート） 

年  度 H27 H28 H29 H30 R1 合計 

参加学生数  16 14 9 1 － 40 

  ※「キャンパスウェブ」の利用が見込めないため、Ｒ１年度から利用を休止している。 

 

（３）吉備創生カレッジ 

No. 年度 開講期 科 目 名 講  師 

1 H22 前期 俳句を楽しむ 柴田奈美（デザイン学部教授） 

2 くらしと微生物 中島伸佳（保健福祉学部准教授） 

3 後期 懐かしの洋食器世界 久保田厚子（デザイン学部教授） 

4 赤毛のアンの姉妹たち 桂宥子（情報工学部教授） 

星野裕子（保健福祉学部教授） 

杉村寛子（保健福祉学部准教授） 

5 H23 前期 景観デザインを考える 熊澤貴之（デザイン学部講師） 

6 後期 英米文学カフェ 杉村寛子（保健福祉学部准教授） 

7 H24 前期 地産地消と食文化 岸本妙子（保健福祉学部教授） 

8 後期 再生エネルギー発電 徳永義孝（情報工学部准教授） 

9 H25 前期 近代期の禁酒運動 二宮一枝（保健福祉学部教授） 

10 日本のデザイン文化 吉原直彦（デザイン学部教授） 

11 高齢者の健康維持と運動 犬飼義秀（情報工学部教授） 

12 後期 人とロボットの眼の不思議 滝本裕則（情報工学部助教） 

13 いま、子どもの育ちを考える 池田隆英（保健福祉学部准教授） 

14 続・日本のデザイン文化 吉原直彦（デザイン学部教授） 

15 H26 前期 広がるワイヤレスの世界 大久保賢祐（情報工学部教授） 

16 日本人の糖尿病 福島光夫（保健福祉学部教授） 

17 後期 韓国の身近な文化を知ろう 朴貞淑（デザイン学部講師） 

18 「嵐が丘」入門 杉村寛子（保健福祉学部教授） 

19 情報とデザイン 尾崎洋（デザイン学部講師） 

20 考えるコンピュータの考え方 但馬康宏（情報工学部准教授） 

21 H27 前期 脳から解る認知症 澤田陽一（保健福祉学部助教） 

22 人間のダイナミクス 迫明仁（情報工学部教授） 

齋藤誠二（情報工学部准教授） 

大山剛史（情報工学部助教） 

23 メソアメリカデザイン 真世土マウ(デザイン学部准教授) 

24 後期 生活習慣病予防のための食事 平松智子（保健福祉学部准教授） 
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25 インターネットの仕組み 國島丈生（情報工学部准教授） 

26 映画の表現技法 山下万吉（デザイン学部講師） 

27 H28 前期 小石川療養所の建築 福濱嘉宏（デザイン学部教授） 

28   思春期の性に関する子育て 岡﨑愉加（保健福祉学部准教授） 

29   再生可能エネルギー発電 德永義孝（情報工学部准教授） 

30  後期 高齢社会と地域―日韓比較― 井上祐介（保健福祉学部助教） 

31   日本の工業デザイン史 益岡了（デザイン学部准教授） 

32   人とロボットの類似点相違点 井上貴浩（情報工学部准教授） 

33 H29 前期 美学入門 樋笠勝士（デザイン学部教授） 

34 １９世紀イギリス小説を読む 杉村藍（情報工学部教授） 

35 子どもの食と健康 川上貴代（保健福祉学部教授） 

36 後期 歴史から見る人工知能 但馬康宏（デザイン学部准教授） 

37 医療と自己決定 沖本克子（保健福祉学部教授） 

38 世界のコミック入門講座 中西俊介（デザイン学部准教授） 

39 H30 前期 介護保険と地域づくり 岩満賢次（保健福祉学部准教授） 

40 脳を解剖するとは 柳原衞（情報工学部准教授） 

41 生活の中のデザイン 尾崎洋（デザイン学部講師） 

42 後期 はじめての社会調査入門 都島梨紗（保健福祉学部講師） 

43 レーザー光が拓く現代社会 徳田安紀（情報工学部教授） 

坂口浩一郎（情報工学部助教） 

44 病気とたたかう子どもの空間 畠和宏（デザイン学部助教） 

45 R1 前期 人生の最終段階で支えあう 名越恵美（保健福祉学部准教授） 

實金栄（保健福祉学部准教授） 

46 身体的コミュニケーション 渡辺富夫（情報工学部教授） 

47 ウェブデザイニング 石王美（デザイン学部助教） 

48 後期 「若草物語」の教育論 山本孝司（保健福祉学部教授） 

49 日常生活に関わるセンシング 穂苅真樹（情報工学部教授） 

50 生活の中のデザイン 尾崎洋（デザイン学部講師） 

51 R2 後期 人工知能最前線 岩橋直人（情報工学部教授） 

52 腸内環境を整えて介護予防 入江康至（保健福祉学部教授） 

 

（４） 日ようび子ども大学 

岡山県生涯学習センターと協力し、「日ようび子ども大学in京山祭」を平成23年より開催

している。県内の18大学、5短期大学、1高専の大学生が集まって子どもが体験できるブース

を設置するなど、親子で楽しんでいただく催しを開催している。令和２年度は新型コロナウ

イルス感染症対策のため中止した。 

年度 開催日 会  場 参加大学数 参加者数 

H23 6 月 26日 岡山商科大学 8 大学 508名 

H24 6 月 24日 岡山県生涯学習センター 11 大学 1,188 名 

H25 6 月 2日 岡山県生涯学習センター 13 大学・短大 1,500 名 

H26 6 月 1日 岡山県生涯学習センター 14 大学・短大 1,854 名 

H27 6 月 7日 岡山県生涯学習センター 16 大学・短大 2,428 名 

H28 6 月 5日 岡山県生涯学習センター 16 大学・短大 2,579 名 

H29 6 月 4日 岡山県生涯学習センター 16 大学・短大 1,587 名 

H30 6 月 3日 岡山県生涯学習センター 16 大学・短大 1,882 名 

R1 6 月 16日 岡山県生涯学習センター 15 大学・短大 1,643 名 
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（５）エコナイト 

地域貢献活動の一環として、平成 23年度から大学コンソーシアム岡山の加盟校（県内の

18大学、4短期大学、1高専）が連携し、環境問題への啓発を目的としたエコナイトを実施

している。具体的には、エコパートナーシップおかやま（岡山県）や岡山市等行政団体とリ

ンクして、学生間の交流活動推進と地域との連携強化を図りつつ、学内消灯や自動車通勤の

自粛、エコキャンドルの点灯、一斉ライトダウンを実施するとともに、参加大学毎に独自の

エコに関する環境教育の実践的活動を実施している。例年統一活動として開催している岡

山奉還町商店街イベントは、本学学生も参加を予定していたが、新型コロナウイルス感染症

感染拡大の影響により中止となった。また、本学独自の活動として開催を予定していた「七

夕フェスティバル」についても中止した。 

 

年度 開催日 会  場 参加大学数 参加者数 

H27 7 月 5日他 各大学及び岡山市奉還町商店街 16 大学/3短大 約 2,900 名 

H28 7 月 7日 各大学及び岡山駅東口広場 17大学/5短大/1高専 約 2,900 名 

H29 7 月 8日他 各大学及び岡山市奉還町商店街 17大学/5短大/1高専 約 2,900 名 

H30 7 月 14日他 各大学及び岡山市奉還町商店街 10 大学/2短大 約 2,400 名 

R1 7 月 13日他 各大学及び岡山市奉還町商店街 17大学/5短大/1高専 約 2,530 名 

R2 各大学の実施日・実施場所による 9 大学 約  448名 

 

 

（６）SD研修会 

平成 28年 4月の障害者差別解消法施行を念頭に、障がい学生の就労及び就労に向けた修

学上の支援について理解を深めることを目的とする研修会が開催されている。令和 2 年度

の実施状況は次のとおりである。 

 

・開催日時： 令和 2年 8月 24日（月） 13:00～15:40 

・会 場： Zoomを用いたオンライン研修 

・研修内容：  報告「オンライン授業における障がい学生支援の現状と課題」 

 話題提供者 原田 新氏（岡山大学 全学教育・学生支援機構 准教授） 

 基調講演 「精神障がい学生に対する私の支援の考え方 」 

講師 岡部 伸幸 氏（岡山大学 保健管理センター 准教授） 

 

年度 開催日 内  容 会  場 

H27 9月 28 日 障がい学生支援研修会 岡山大学（津島キャンパス） 

H28 8月 23 日 障がい学生支援研修会 岡山大学（津島キャンパス） 

H29 8月 24 日 障がい学生支援研修会 岡山大学（津島キャンパス） 

H30 8月 28 日 障がい学生支援研修会 岡山大学（創立記念館） 

R1 8月 27 日 障がい学生支援研修会 岡山大学（津島キャンパス） 

R2 8月 24 日 障がい学生支援研修会 オンライン研修 

 

〔令和 3年度以降〕 

本学は、令和 2年度から会長校として、子供向けの環境保護の啓発イベントや就職説明会

などの事業継続を図っているが、引き続き活力ある人材育成や地域活性化に向けて積極的

な貢献に努めていく。 
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3-10 まとめと課題 

 

本学の共通教育の特長は、(1)建学理念「人間尊重と福祉の増進」および教育目的「人間・

社会・自然の関係性の理解」における教養教育全般を担う科目群として、大学に入学した初

年次生対象の導入科目群、大学教育の根幹を担う理論的な知識を学ぶ全学対象の理論科目

群、大学教育の理論的な知識を応用する実践的な力を体得する全学対象の実践科目群の 3科

目群に大別されること、(2)学問分野に応じて授業科目を「修学基礎」、「人文・社会科学」、

「自然科学」、「健康科学」、「語学国際」、「社会連携」の 6つのカテゴリーで構成しているこ

とに集約される。このような共通教育カリキュラム・ポリシーに基づいて平成 30年度以来、

共通教育の新カリキュラムを開始し定着を図っている。さらに令和元年度以降の課題とし

て、この新カリキュラムの点検と評価が必要であるが、評価においては、共通教育科目の学

修成果の評価法の確立が必要である。これは平成 31年度から令和 2年度にかけて、全学的

な各種学生アンケートの結果を元にして検討した。そこから、教育効果の高い少人数教養教

育を積極的に導入する目的の下、アクティブ・ラーニングを基本とする複合 PBL科目を、カ

テゴリー別コンテンツを含むセミナー科目として、令和 3年度の実現に向けて立案した。こ

れは 7つ目のカテゴリーとなる予定である。 

 英語教育においては、令和元年度から、学修成果につながると判断したセメスター制を導

入し、ELP1～6をセメスター制で開講した。これに対する学修効果上の評価については令和

3年度までに行う予定である。これを含めて、教育評価部門におけるアンケート結果に伴い、

ELP の教育体制については、TOEIC の学修成果を基準とすることとし、合格基準を設定し、

また来年度に向けて Advanced class の設置を計画した。これらの有効活用と合わせた点検

と評価も今後必要となる。他方、語学文化研修については、コロナ禍のため、効果的な方法

と内容について再検討する。 

社会連携科目においては、 平成 31 年度が最終年度となる COC+事業に即してカリキュラ

ム計画された副専攻「岡山創生学」の開講科目について、その持続性及び活用性を検討した。

加えて後継事業となる創造戦略プロジェクト「吉備の杜」の採択に伴い、令和 3年度に向け

て、「岡山創生学」との連続性を考慮した新たな副専攻カリキュラムを立案した。これは大

学院での副専攻とも連携する比類のない副専攻プログラムとなるものであり、今後の実施

と検証評価を策定してゆく予定である。 
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4 専門教育における学生の学習支援 

4-1 概要 

本学の学士課程教育では、各学部・学科の何れも、実学を標榜する本学の教育理念及び学

部・学科の教育目的に沿って策定されたカリキュラム・ポリシーに基づいた学部教育が展開

されている。本年度は新型コロナウイルス感染対策として多くの授業をオンラインで実施

したが、学修の質保証を担保する目的でアンケートをこまめに実施し、それに基づいて絶え

ず改善を繰り返した。これは今後も継続していく必要がある。 

保健福祉学部では各学科にて、試験合格率において高い水準を維持している国家資格取

得のためのカリキュラム実施と併せてグローバル教育や地域連携教育を加味した多彩な教

育プログラムや授業方法を工夫している。情報工学部では、難度の高い理系教育への適応に

向け初年次における補充教育等に注力するとともに、多数の学生が博士前期課程進学をめ

ざすことから、情報工学の基礎を十分に修得させるほか、学士として社会進出する学生にお

ける実学教育も工夫している。デザイン学部では学生のキャリア形成支援を第一義におき、

従来の産学連携教育に加えて地域連携教育やグローバル教育を加味し、演習や卒業研究等

の場面を通じて企画提案力とマネジメント力を併せ持つ学生を育成するため、多様な学習

機会を提供するなど教育方法を工夫している。 

以上の実学教育により、 従来の少人数教育によるきめ細かな学習支援をベースに、各専

門分野の知識とスキルを授けるべく工夫改善を継続している。中でもアクティブ・ラーニン

グの実施率について、本年度調査結果に基づき次年度以降の目標値を定めたとともに、その

学修効果について調査を進めて行く予定としている。 

なお、学習支援や生活支援について相談―アドバイス活動をきめ細かく行えるよう刷新

したアドバイザー制度による面談の実施率は本年度も高かったが、今後は支援の実質化に

向け制度のさらなる向上を図っていく予定である。 
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4-2 保健福祉学部 

  

4-2-1 概要 

保健福祉学部の学士課程教育は、実学を重視した本学の教育理念及び学部・学科の教育目

的に沿って策定されたカリキュラム・ポリシーに基づいた学部教育を展開している。保健福

祉学部の各学科では、国家資格取得のためのカリキュラムに加えてグローバル教育や地域

連携教育を通して教育プログラムやアクティブラーニングを積極的に取り入れた授業方法

等の工夫改善を継続している。 

 
4-2-2 看護学科 

 
4-2-2-1 グローバル教育  

学生に対する教育活動として、例年、海外への研修および海外から本学への受け入れの活

動が行われるが、今年度は新型コロナ感染のため実施されなかった。それに代わる次のよう

な取り組みによって、学生はコミュニケーション能力を高め、グローバルな視点を養った。 

岡山県立大学グローバルラーニングセンター主催オンラインセミナー“GLC Spring 

Seminar 2021:Voices from OPU”において、看護学科教員がこれまでの地域におけるグロー

バル交流実績について実践報告を行うとともに、看護学科２年３名、同１年４名がショ       

ートプレゼンテーション（オンデマンド形式）を行った。 

また、国際学会への参加の意義と方法の指導を受け、2名の学生が指導教員とともにポス 

ター発表（EAFONS2021）の準備を行った。 

 

4-2-2-2 地域連携教育  

「統合実習」では、例年、3年次の看護政策・マネジメント論演習の成果を発展させ、岡

山県備中保健所・笠岡市・ＮＰＯかさおか島づくり海社と協働して、４年次に笠岡諸島の北

木島で宿泊研修を行っている。コロナ禍の今年度は、教員が北木島からリモート中継し、学

生は自宅からオンラインでディスカッションに参加する取り組みにより、学生は地域包括

ケアシステムにおける看護の在り方について考えることができた。 

この取り組みが、「臨地実習を臨地で実施することが制限されている状況下にあって、実

習の到達目標を下げずに、様々な工夫をして実施し、上手くいったと思う実習」として全国

240 校の看護系大学の中から選ばれ、文部科学省「新型コロナウイルス感染症下における看

護系大学の臨地実習の在り方に関する有識者会議（第２回）」において紹介した。 

 

4-2-2-3 アクティブラーニング  

看護学科では、多くの科目でアクティブラーニングを取り入れている。 

具体的には、「看護学概論」「看護学基礎論Ⅱ」「看護倫理学」「看護基礎論Ⅰ」「看護研究」

の各授業では、主体的に取り組むテーマを選択し、各自が探究した内容のプレゼンテーショ

ンを行い共有し、それらの内容のディスカッションを行う。さらにリフレクションのための

レポートを作成する方法を取り入れている。 

また、WEB 講義において「成人看護学Ⅱ」では、チャネルにより小グループを作成し、少

人数制によるバズ法を用いて学びを共有した。「看護アセスメント学」では、感染対策を実

施した上で対面講義とし、クラスを 3 つに分けてシナリオ型シミュレーションモデルを用

いて Project Based Learningを行った。 

  

4-2-2-4 国家試験対策 

４年次生の自主的な運営による、看護師国家試験模擬試験６回、助産師国家試験模擬試験

2回を実施した。また、業者による e-ラーニングシステムを導入し、学生の自己学習を支援

した。模試結果は教員も共有し個別指導等に活用した。 



（エ-2） 

 

4-2-3 栄養学科 

 

4-2-3-1 グローバル教育  

2020 年 10 月 23 日に岡山県立大学において、ダンヌンツィオ大学医学部（イタリア）の

Mario Romano教授の Web講義が行われ、栄養学科 2〜4年次生と大学院博士前期課程栄養学

専攻学生の希望者が参加し、炎症の寛解についての Web 講義を受講した。講義内容につい

て、Mario Romano教授への学生からの活発な質問とディスカッションが行われた。 

 

4-2-3-2 地域連携教育  

総社市との地域連携事業「県大メディカルフィットネス講座」や「ある得・食得 元気な

からだ教室」において地域の健康課題の解決を見据えた健康測定や食事調査を実施、食育講

座を企画運営することを通じて、行政栄養士、あるいは病院栄養士としての資質向上を目指

した。本年度は県大メディカルフィットネス講座では行政栄養士希望の 3、4年生と情報工

学部の学生が協働で健康想定等を実施し、専門職として多職種連携や職域連携の視点の形

成にも努めた。  

平成 26年度から栄養学科では備前市の食育活動に継続的にかかわっており、令和二年度

は備前市健康づくり計画や食育推進計画の中間評価で課題に挙がった糖尿病の発症予防と

重層化予防の改善の提案として健康教育媒体と栄養教室のレシピを考案し提供した。 

 

4-2-3-3 学習支援 

栄養学科では、１～4年次全学生を対象として、対面、リアルタイムオンライン、メール

などによって、クオーター毎に計 4回のアドバイザー教員との面談を行った。また、個別的

に支援を要する学生に対しては、学科長・教務担当教員・アドバイザー教員の 3人態勢で面

談を行い、きめこまかな支援に努めた。 

 

4-2-3-4 国家試験対策  

管理栄養士国家試験対策として、4年次生全員参加の校内・業者模試を 4月初めから開始

し、計 6回実施した。また、その都度、受験生の自主学習の成果を分かりやすくするために

模試成績の推移を本人に示すとともに、クラス内の成績順位を貼り出す等、学生の学習意欲

を高揚させた。9 月、10 月、12 月及び 1 月の校内・業者模試の成績が一定基準に達しない

学生を対象に、個別指導および勉強会方式による学習支援を行った。 

 

 

4-2-4 保健福祉学科 

 

4-2-4-1 グローバル教育 

令和 2 年 11 月 19 日に、又松大学の柳漢守准教授を招聘し、韓国の児童虐待の現状と課

題に関する講義を開講した。63 名の学生が聴講し、韓国の児童虐待政策の最新の制度改革

の状況について学ぶことができた。これにより、グローバルな感覚を身に付けることができ

た。 

 

4-2-4-2 地域連携教育 

保健福祉学科では、複数の地域連携教育を通じて、地域の課題を理解し、地域の人々と協

働することの大切さについて学ぶことができた。具体的には、①要配慮者避難行動に関する

調査への参加、②学内に開設されている子育て広場と連携した協働授業等により、地域連携

教育を推進した。 

 



（エ-3） 

4-2-4-3 アクティブラーニング 

保健福祉学科では、演習・実習科目に加え以下の講義科目においてアクティブラーニング

を取り入れ、学生は主体的な学びをすることができた。保健福祉学入門、社会保障論Ⅰ、高

齢者福祉論Ⅰ、児童福祉論Ⅰ、児童福祉論Ⅱ、社会福祉施設経営論、ソーシャルワーク論、

身体機能と障害、知的発達と障害、教育基礎論、臨床心理学、発達心理学、社会保障論Ⅱ、

高齢者福祉論Ⅱ、社会福祉政策論、エルゴノミクスの基礎、ユニバーサルデザインの理論と

実践、生活支援と福祉工学、家族福祉論、公的扶助論、精神保健Ⅰ、老年科学、認知症論、

認知症ケア論、精神保健、介護原論、生活とエルゴノミクス、医療的ケアⅠ、医療的ケアⅢ、

多文化介護論、国語、教師論、教育と社会、教育心理学、カリキュラム論、幼児教育方法論、

幼児理解の理論と方法、子ども臨床基礎論、子ども家庭支援論、子ども家庭支援の心理学、

保育原理Ⅰ、乳幼児保育Ⅰ、社会的養護Ⅰ 

  

4-2-4-4 国家試験対策 

社会福祉士国家試験対策としては、業者による模擬試験を計 3 回(8 月、10 月、12 月)実

施し、延べ 97人が受験した。また、教員が学生主導の国家試験学習チームを支援するとと

もに、既卒者による合格体験を聴講する機会を提供した。 

介護福祉士国家試験対策としては、教員による模擬試験を計 2回、業者による模擬試験を

計１回（10 月、11 月、12 月）実施し、延べ 30 人が受験した。また、教員がグループ学習

を支援するとともに、自己学習のための「介護福祉士国家試験対策 e-learning」の機会を

提供した。 

以上より、両国家試験に対する勉学意欲が高まった。 

 

4-2-5 まとめと課題 

グローバル教育では、海外研修（保健福祉学）を開講し、学生の派遣先としては韓国又松

大学校、香港理工大学ならびにオーストラリア TAFE SAを設定していたが、コロナ禍の影響

で実施できなかったが、グローバルラーニングセンター主催オンラインセミナーや外国人

講師によるオンライン講義等によりグローバル教育を実施した。保健･医療・福祉等の各専

門職として地域創生を目指した取り組みでは、コロナ感染症対策を講じながら各学科で専

門職を活かした体験学修等を行い、地域連携教育を推進した。各学科において、特に演習、

実習科目でアクティブラーニングを積極的に取り入れ学生の主体的な学びを引き出す工夫

を行った。国家試験対策は例年通り、教員による個別指導や対策講義、さらに業者による模

擬試験を実施することにより、国家試験対策の学習支援に努めた。 
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4-3 情報工学部 

 

4-3-1 概要 

情報工学部においては、情報技術を活用して、人間を中心に据えた社会の形成に貢献でき

る技術者の育成を目指した教育を展開している。以下、情報工学部の 3 学科が令和 2 年度

に取り組んだ専門教育における学生の学習支援の具体的な取り組みについて、導入教育、カ

リキュラム及び授業方法の改善、学生支援の 3つの観点から報告する。 

 

4-3-2 情報通信工学科 

 

4-3-2-1 導入教育 

情報通信工学科の導入教育は、学校推薦型選抜合格者に対しては、例年であれば 12月と

2月に情報システム工学科および人間情報工学科と合同で開催する懇談会から始まる。しか

しながら、令和 3年度合格者に対しては、新型コロナウィルス感染症対策のため、特殊な形

態で行われた（2-3-2 参照）。一般選抜（前期日程および中期日程）合格者を含む新入生に

対しては、従来は 4 月に 1 泊 2 日で実施する学外オリエンテーションおよび 1 年次前期に

開講する「フレッシュマンセミナー」を利用して導入教育を行っているが、本年は学外宿泊

が許容される状況ではなかったため、「フレッシュマンセミナー」において対応した。 

「フレッシュマンセミナー」前半は、大学生としてのノートの取り方と活用法を講義した

後、物理（電気および波動）および数学（行列および微積分）の補充教育を実施した。物理

の概要は、高校物理で習う「力学」と「電磁気学」を中心として、本学 1年次開講の物理学

A（ニュートン力学）と物理学 B（基礎電磁気学）の導入知識を得るための演習を 3 週にわ

たって実施した。内容は、地球の重力場における質点の運動方程式の解法例と直流回路にお

けるキルヒホッフの法則の適用例である。今年度は、感染症対策のためすべて「はっとりん」

によるオンライン（オンデマンド方式）での実施とし、試験は行わず、レポート課題のみと

した。毎回、基礎的な事項の解説と演習問題の例からなる講義資料を提示し、演習問題をレ

ポート課題とした。解答は、受講生の ICT環境に配慮し、写メで提出させ、受け取り次第、

順次添削してフィードバックした。数学の概要は高校数学「微積分」の復習と本学 1年次開

講の「線形代数（行列）」の演習を兼ねて、3週に渡り実施した。実施内容は、微分積分と行

列と逆行列および行列式である。今年度は、感染症対策のためすべてオンラインでの実施と

し、試験は実施せず、レポート課題のみとした。 

「フレッシュマンセミナー」後半は、コミュニケーション能力の開発、自らの主張を相手

に受け入れて貰うディスカッション能力の開発、プレゼンテーション技法の指導、さらにグ

ループディスカッションを通して時間管理を身に付ける事などを目的として、平成 28年度

以来、ディベートを行っている。これはそれぞれのグループで、あるテーマについて肯定側

と否定側という立場で 2回に亘り議論し意見をまとめ、3週目の試合においてお互いの意見

を戦わせる。一方、残りのグループは試合を観戦し、どちらのグループが理路整然と自らの

主張を述べ相手を説得できたかを、投票し勝敗を決める。今年度は感染防止の観点から、自

宅からのリモート参加を認め、さらにディベート自体や投票もオンラインで行った。これを

数回繰り返すことにより、上記の能力の開発を試みた。成績評価ではルーブリックを活用し、

アドバイザー教員間での公平性を担保するとともに、学生への可視化に努めた。また、例年

であれば学生とアドバイザー教員が毎週顔を合わせることで、入学直後の不安感、孤独感を

和らげることとしていたが、本年は感染防止のため極力人間同士の接触を避けていたため、

例年ほどの効果は残念ながら得られなかったようである。 

 

4-3-2-2 カリキュラム及び授業方法の改善 

学科のカリキュラムあるいは学科全教員が担当する科目の実施・評価方法などは、学科教

務委員会を組織し、定期的に検討している。また、半期ごとに実験演習検討委員会を開催し、
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実験演習に関する問題点、反省点、主な改善点とその効果を実験演習担当者で議論している。

特に、講義科目が大半を占める学部教育科目の中で、1年次から 4年次まで演習科目、実験

科目を必修として配置している。実験演習検討委員会では、実験・演習科目の PDCAサイク

ルを担当教員が科目横断的に議論している。本年は特に新型コロナウィルス感染対策に多

くの時間を取られた。 

理工系の学科にとって実験演習は極めて重要な科目であるが、例年、実験演習の取り組み

方に戸惑う学生が散見されるため、実験演習科目に対する学生のモチベーション向上を目

的として、1年次の最初の実験演習において実験演習の目的、実験演習の内容、履修上の注

意を伝える説明会を実施している。また、1年次の実験演習科目では、レポート作成、ノー

トの取り方を指導し、2年次以降の実験演習科目では、レポート提出を通して、将来的には

論文につながる科学的な報告文章の書き方を教育した。一方、学生からの意見を吸い上げる

ために、学生が実験演習科目に対する意見・要望を述べる事ができる相談窓口も継続的に進

めている。 

 

4-3-2-3 学生支援 

入学時のアドバイザーグループは、4年次において「卒業研究」のための研究室配属が決

定されるまで継続され、学生は「フレッシュマンセミナー」活動でのアドバイザー教員に対

して、学生生活上の相談を受けることができる。また、オフィスアワーあるいは授業の空き

時間を利用して、全ての学科教員に自由に相談できるようにしている。 

各学生の成績を学科教務専門委員が管理し、成績不振者に対しては、教務専門委員あるい

は年 2 回の定期的なアドバイザー教員との面談等を通して指導を行っている。しかしなが

ら、毎年、一定数の成績不振者がおり、今後、どのように改善していくかを検討しなければ

ならない。なお、「卒業研究」を行う研究室配属は、卒業研究有資格者に対し、希望をもと

に成績を考慮して行う。平成 30 年入学生については、在籍者に対する卒業研究有資格者の

割合は 83。8％であった。また、以前より、特異な行動が見られた学生の情報を、一定のフ

ォーマットで学生相談室に報告している。学科長、教務専門委員、学生支援部門員は、学生

相談室のアドバイスの下、学生の行動に注意できる体制を引き続きとっている。 

就職・進学支援については、2月に進路説明会を開催し、大学院進学に重きを置いたキャ

リアガイダンスを行った。また、平成 30年 3月に設立された岡山県立大学協力会が教育支

援活動の一環として 2月に開催予定であった業種説明会は、感染対策として中止となった。 

 

4-3-3 情報システム工学科 

 

4-3-3-1 導入教育 

情報システム工学科の導入教育は、例年、推薦入試合格者に対して情報工学部合同で実施

する入学前教育、及び、全新入生に対して実施する学外オリエンテーションと前期必修科目

のフレッシュマンセミナーから構成されている。しかし、新型コロナウィルス感染拡大防止

のため内容の見直しや一部の中止を余儀なくされた。このうち入学前教育については 2-3-

2を参照されたい。  

「フレッシュマンセミナー」では、最初にレポートや発表資料作成、ノートの取り方、オ

ンラインツール利用法等のリテラシー教育を行い、次に大学における数学および物理の基

礎を固める課題演習を実施した。課題演習はオンラインで実施し、学科全教員が分担して採

点と個別指導にあたった。 

例年行っている学外オリエンテーションは、新型コロナウィルス感染予防のために見送

った。対面授業が再開された後期の 10月 1日に 4つのアドバイザーグループに分かれて班

別ミーティングを実施し、アドバイザー教員との顔合わせを行うと共に学生同士の親睦を

深めた。 

これらの導入教育については次年度も具体的な方法や内容は見直しつつ継続する予定で
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ある。 

 

4-3-3-2 カリキュラム及び授業方法の改善 

学科のカリキュラムは教育プログラム検討委員会を組織し、実験・演習科目は実験・演習

検討委員会を組織し、点検と改善を行っている。 

令和 3年度のカリキュラムでは、「セキュリティ総論」、「知的制御システム」、「未来型プ

ロジェクト（ICT）」の 3科目を「吉備の杜」創造戦略プロジェクト関連科目として新設する

と共に、グローバル教育の充実を目指して「海外インターンシップ」を新設する。また、「基

礎流体工学」（1 単位）と「伝熱工学」（2 単位）の内容を統合して「熱流動工学」（2 単位）

とし、「設計生産工学」（1単位）の内容を充実して「設計工学・生産システム」とする。一

方、実験科目については令和 3年度に大きな変更はない。 

授業の実施方法については、令和 2年度はコロナ禍の影響により例年と大きく異なった。

講義科目の多くではオンライン授業が実施された。実験演習科目については、グループ分け

により 3密を避ける他、オンラインを併用した。例年、授業の円滑な実施と学生の理解向上

のため大学院生を TA として雇用しているが、本年度は感染防止のために雇用を見送った。

その影響については今後注視したい。 

 

4-3-3-3 学生支援 

入学時のアドバイザーグループは卒業まで継続され、学生は担当のアドバイザー教員と

年 2回面談を行うほか、履修や学生生活上の相談を随時受けることができる。また、オフィ

スアワーや空き時間を利用して、全ての学科教員に自由に相談できるようにしている。令和

2年度は、オンライン授業が多く学生の通学頻度が低いため、アンケートやメールなどオン

ラインによるコミュニケーションも併用した。 

各学生の成績は、学科教務専門委員が管理しておりアドバイザー教員と必要な情報の共

有を図っている。成績不振者に対しては、アドバイザー教員が年 2回の面談時に成績不振の

理由を聞き取ると共に履修指導を行う他、適宜、学科教務専門委員がサポートを行っている。

面談時にメンタルな問題が懸念された学生には、学生相談室への相談を勧めている。また、

合理的配慮を希望する学生に対する支援体制も構築している。なお、平成 30年度入学生に

ついては、在籍者に対する卒業研究有資格者の割合は 87。8%であった。毎年、一定数の留

年者がおり、成績不振者への効果的な対応法についてさらなる検討が必要である。 

 

4-3-4 人間情報工学科・スポーツシステム工学科 

 

4-3-4-1 導入教育 

人間情報工学科では、例年、学校推薦型選抜の入試合格者を対象とした入学前懇談会（12

月と 2月に情報通信工学科および情報システム工学科と合同で開催）、全新入生を対象とし

た学外オリエンテーション（4月に 1泊 2日で実施）および 1年次前期に開講する「フレッ

シュマンセミナー」を導入教育として位置付けている。しかし、新型コロナウィルス感染拡

大予防のため、例年通り実施することはできず、内容の変更や中止を余儀なくされた。 

入学前懇談会は、数学と英語に関する課題を与え、次年度 4月上旬に補習を情報通信工学

科および情報システム工学科と合同で実施することとした。これにより、入学までの学力維

持、大学教育へ向けた学びを継続することの重要性を伝えることができたと思われる。学外

オリエンテーションは、密集、密接、密閉の 3密回避の対策を講ずることができず、中止し

た。「フレッシュマンセミナー」はオンデマンド方式による 2部構成とし、前半では、力学

に関する導入教育を実施し、後半では、人間情報工学に関する課題を課した。力学に関する

導入教育では、講義の後に 60%を合格とした達成度評価を実施し、60%に達しなかった学生

については、時間外学習としてレポートを課した。その結果、全員が合格のレベルに到達し

た。人間情報工学に関する課題については、学科教員から課題の例を挙げてもらい、工学的
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な課題とはどのようなものかを学ぶところから始め、WEBを利用した情報収集の仕方を学ん

だ。そして、学生毎に独自の課題を設定し、その解決策を考え、レポートとして提出させた。

レポートの評価については、複数の教員でチェックを実施し、個別に、評価できる点、改善

を要する点を指摘し、各学生個々のレベルに合わせた指導を電子メールで行った。電子メー

ルを使用したことよる個々の学生への指導は、口頭での指導よりも学生に分かりやすく伝

えやすい印象を抱いた。また、工学倫理に加え、専門分野や立場の違う人を含む他者と協働

することの必要性に観点を絞った学際協調に関する内容を取り入れている。 

 

4-3-4-2 カリキュラム及び授業方法の改善 

学科のカリキュラムを検討するために教育プログラム検討委員会を設けるとともに、実

験・演習科目に特化した検討を行う実験・演習検討 WGを設けている。 

教育プログラム検討委員会では、重点科目の設定、補助教員の配置等の効果を評価し、そ

の有効性を確認し、継続している。実験・演習検討 WGでは、前期及び後期の終了後、実験・

演習科目に関する問題点を洗い出し、改善策を検討した。次年度に向けては、実験・演習が

対面で実施できるように、3 密の回避、マスクの着用、手指の消毒、アクリル板の設置等、

新型コロナウィルス感染予防策を施すこととした。 

工学系学科の集大成の授業科目として位置付けられる卒業研究について、対面指導や実

験が実施できない環境であったにもかかわらず、Zoom や Teams といったコミュニケーショ

ンツールや電子メール等の活用、入構措置の一部緩和により、進捗に大きな遅れはなかった。

卒業研究の計画的な遂行を促進するために、2月の発表会とは別に、例年であれば 9月に中

間報告会を実施しているが、今年度は卒業研究の要旨の提出による中間報告を 10月に実施

した。中間報告となったが、教員からの聴取した意見によれば、テーマの決定が若干遅れた

ものの、計画的な実施の促進、中だるみになりがちな夏季休暇の有効利用等の改善効果が見

られた。 

 

4-3-4-3 学生支援 

本学科には、学生相談の担当教員が在籍しており、大学生活や私生活での相談について、

積極的に利用することを勧めているとともに、該当教員以外の教員にも気軽に相談できる

体制をとるように教員にも周知している。例年、新年度の 4月と 9月下旬の 2回、全学年を

対象とした複数教員によるアドバイザー面談を実施しているが、今年度は、5 月上旬(電子

メール)、10 月上旬と 11 月下旬の 3 回、面談を実施した。面談の内容は、主にコロナ禍で

の単位習得状況の確認と私生活面での問題の有無に関するものであった。これにより、就学

状況が不調な学生や進学、就職等で悩みを抱えている学生の早期発見に繋がった。 

5-3-4-2に記した重点科目について、本年度も継続して、毎月の定例学科会議で出席状況

を報告することとしており、出席状況が不良の学生の情報を共有し、担当授業科目で見守る

体制を整えている。社会情勢を鑑み、今年度は重点科目以外の科目からも出席状況が把握で

きるよう努めた。また、欠席が目立つ学生については、教務専門委員が電子メールも含めた

面談を実施し、注意・指導を行っている。学生の成績は、学科長と教務専門委員が連携して

管理を行っており、成績不振者に対しては、指導を行っている。また、所属教員の担当科目

の学修状況についても、組織的に管理・支援を行っている。 

卒業研究における研究室配属について、今年度は、卒業研究有資格者を対象とした研究室

紹介や研究室訪問の機会を設けず、研究室の紹介や活動の動画を配信した。これにより例年

通り、本人の適性や興味・関心などを勘案した配属ができることを期待する。なお、人間情

報工学科平成 30 年入学生については、在籍者に対する卒業研究有資格者の割合は 100％で

あった。 

就職支援について、例年であれば、 2月に開催する進学・就職ガイダンスにおいて、本

学科 OBと現役の大学院生各 1名、株式会社マイナビから講師として招聘し、進学の意義や

就職活動における留意点等に関する講演を実施しているが、中止した。なお、次年度 4 月
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に、同社からの講師による大学院進学に重きを置いたキャリアガイダンス、新たに同社の適

性診断 MATCH plusの導入による学生のキャリアデザイン支援、本学科の就職担当教員によ

る全学生の面談を実施することとし、支援の充実を図ることとした。  

 

4-3-5 学外活動 

令和 2年度は、新型コロナウィルス感染症の拡大により、十分な学外活動を実施すること

ができなかった。しかし、このような状況の中で、総務省が開催する「Web × IoTメイカ

ーズチャレンジ」および文部科学省の補助事業「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点

の形成事業（enPiT2）」に、情報工学部学生が参加し、前者では最優秀賞および審査員特別

賞を受賞し、後者では、他大学の学生との協働やグループワークにより、専門性のみでなく、

協調性などのスキルアップを図ることができた。 

はじめに、「Web × IoT メイカーズチャレンジ」は、総務省「IoT 機器等の電波利用シス

テムの適正利用のための ICT 人材育成」事業として、2017 年度より全国で学生や若手エ

ンジニアを対象に開催されているもので、「ハンズオン形式の講習会」と「ハッカソン」へ

の参加体験を通して IoT システム開発を実践的に学ぶスキルアップのためのイベントで

ある。今年度は、全国 8 か所で開催され、岡山開催に情報通信工学科 3 年次生 5 名を含む

24名が参加した。結果、参加した学生が、画像認識、水流、距離センサー、時間計測の要素

から手洗いの判定をする「手洗いチェッカーTEGOSHI」の開発で「ハッカソン最優秀賞」、ま

た「体温を検知できるインターホン」の開発で審査員特別賞を受賞している。 

次に、情報工学部は、文部科学省「情報技術人材育成のための実践教育ネットワーク形成

事業」に大阪大学を中心として選定された「分野・地域を越えた実践的情報教育協働ネット

ワーク（enPiT）」に引き続き、平成 28年度からスタートした「成長分野を支える情報技術

人材の育成拠点の形成事業（enPiT2）」の 4分野（ビッグデータ・AI分野、セキュリティ分

野、組込みシステム分野、ビジネスシステムデザイン分野）に対し、連携校（組込みシステ

ム分野）あるいは参加校（セキュリティ分野、ビジネスシステムデザイン分野）として参加

している。平成 24 年度から平成 28 年度に実施された enPiT は大学院生向け事業であった

が、enPiT2は学部生向け事業となっている。今年度は enPiT2 最終年度であり、各分野にお

いて、次の活動を行った。 

 

(1) 組込みシステム分野 

本学は enPiT2 連携校として、中四国地域の大学を中心に連携を行い、効果的な人材育成

を行うためのネットワーク形成を進めている。  

本学では enPiT2-Emb事業での教材開発を進めており、開発した教材（Qpro）を導入して、

組込みシステム開発に関する PBL 演習を実施している。また、徳島文理大学、福山大学、

広島工業大学、の 3 校においても、Qpro 教材を導入して組込みシステムの教育を実施して

いる。 

さらに、中核校である名古屋大学が主催する、2月 24日〜26日に開催されたスプリング

スクールには 3年次生 11名が参加した。ここでは、Arduino を用いた組込みシステムの開

発についてのチーム演習や、テクニカルライティングに関する演習を行うとともに、本学で

実施した enPiT 教材による PBL 演習の成果発表を行った。そして、3月 4日には本学主催

のスプリングスクールをオンライン開催し、Raspberry Pi を用いた組込み画像処理に関す

る演習を行った。これには本学の学生 4 名に加えて参加校である福山大学および明石工業

高等専門学校の学生 7名が参加している。 

 

(2) ビジネスシステムデザイン分野 

enPiT2 連携校である愛媛大学において、夏季休業期間中に毎年開催されている集中型 PBL

（Project-Based Learning）である「enPiT BizSysD PBL@EHIME」（8月 31日～9月 4日）

に、3年次生及び 4年次生計 8名が参加した。例年は、愛媛大学工学部での合宿型で実施さ
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れるが、今年度は、COVID-19 対策のため、オンラインでの実施となった。愛媛大学工学部

情報工学科学生 9名、鹿児島大学工学部電気電子工学科学生 7名と 3～4人のチームを構成

し、HTML や JavaScript や PHP を用いた Webアプリケーションの開発、活動成果のプレ

ゼンテーションなどを、協働して行った。プロジェクトチームによる開発を行うことで、チ

ームワークやコミュニケーション能力など、情報処理推進機構（IPA）のコンピテンシー評

価項目で示されている様々な項目に対応した能力を高めることができた。 

 

(3) セキュリティ分野 

enPiT2 連携校である岡山大学において、今年度後期に開催された enPiT-Security の実践

的人材育成コース「Basic SecCap」に、3年次生及び 4年次生計 8名がオンラインにより参

加した。それぞれ 1～4科目を履修し、幅広いセキュリティ分野の最新技術や知識を、体験

を通して習得した。 

 

4-3-6 まとめと課題 

情報工学部の 3学科共、基礎学力の補強を軸に学生支援をきめ細かく実施している。教育

方法については、学部として岡山県工学教育協議会主催の「岡山県工学教育協議会シンポジ

ウム」に教員を派遣し、近隣大学・高専等の最新の教育方法に関する情報を収集すると共に、

本学部の教育プログラムに関する発表を行い、他大学教員からの意見を聴取した。また、

enPiT2 の 4分野（ビッグデータ・AI分野、セキュリティ分野、組込みシステム分野、ビジ

ネスシステムデザイン分野）に対し、連携校（組込みシステム分野）あるいは参加校（セキ

ュリティ分野、ビジネスシステムデザイン分野）として参画し、活動を行った。また、本年

度に採択された COC+R 事業《「吉備の杜」創造戦略プロジェクト～雑草型人材育成を目指し

て》に関連して、令和 3年度入学生からは、3年次生～4年次生を対象とする副専攻「創造

戦略クリエーター課程」が開設され、岡山大学、岡山理科大学、岡山県立大学協力会と協働

する授業科目を新設する。これらの授業科目と学内で実施する授業科目との連携により、コ

ロナ禍において、高い教育効果を上げることが今後の課題である。 
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4-4 デザイン学部 

 
4-4-1 概要 

デザイン学部学士課程での教育は、変化する社会のなかで、豊かな生活と新たな文化の形

成に必要なデザイン力とマネジメント能力を備え、地域と世界に貢献できる人材の育成を

目指している。主な継続的な取組は、1)導入教育（フレシュマンセミナー）、2) カリキュ

ラム及び授業方法の改善、3）学生支援（インターンシップ）、4) 中国・四国地域人材育成

連携協議会への参加、5）国際交流活動の 5 つである。フレッシュマンセミナーは、平成

29 年度より学科毎で実施している。 

 
4-4-2 デザイン工学科 

 
4-4-2-1 導入教育（フレシュマンセミナー） 

 デザイン工学科では、当初は例年通りに OB・OG を外部講師として招くキャリア教育を

計画していたが、コロナ感染症拡大防止のために、外部講師による授業はオンラインを含

めてすべて中止した。また、全学的に授業開始の繰り下げた措置に対応するため、授業は

すべてオンライン（オンデマンド形式）のみとし、回数も 5回に縮小した。このため授業

内容は初年次教育に集中して行った。具体的には『アカデミック・スキルズ』（慶応義塾大

学出版）を教科書に、『フレッシュマンセミナーテキスト』（東京電機大学出版）を参考書

に使用し、「学生生活における時間管理や学習習慣を身に付けるためのプログラム」「レポ

ート・論文の書き方などの文章作法を身に付けるためのプログラム」「ノートの取り方に

関するプログラム」「プレゼンテーションやディスカッション等の口頭発表の技法を身に

付けるためのプログラム」の内容で実施した。  

 

 デザイン工学科（履修生：43名） 

 日程 授業内容 担当講師 

1 4/28  [オリエンテーション/大学で学ぶための準備]  

学生生活における時間管理や好ましい習慣 

福濱嘉宏 

2 5/12 [アカデミック・スキル 1]  
アカデミック・スキルとは 

福濱嘉宏 

3 5/19 [アカデミック・スキル 2] 

 ノートの取り方 

福濱嘉宏 

4 5/26 [アカデミック・スキル 3] 

レポート・論文の書き方などの文章作法 

三原鉄平 

5 6/2 [アカデミック・スキル 4] 

口頭発表の技法を身につける 

西川博美 

6 6/9 前回レポート提出締切日  

 
4-4-2-2 カリキュラム及び授業方法の改善 

デザイン工学科では， 

1)ルーブリック評価の推進 

デザイン工学科では、卒業研究において昨年度に引き続き、ルーブリック評価を義務づけ、

評価の公平性と透明化を向上させた。また、コロナ感染症の拡大防止のために、領域に分

けて発表会をおこなった。 

2）「卒業研究」では、地域と連携した課題や研究テーマに取り組んだ事例が多くあった。そ

れらのタイトルを以下に示す。 

  



（カ-2） 

・岡山の桃栽培を題材にしたサステナブルファームの提案 

・みちゆき通り－屋外空間で結ぶ新たな道－ 

・うつろう風景－仮設装置を用いた中之町活性提案－ 

・表町商店街物語－商店街を舞台とした分散型宿泊施設の提案－ 

・緑の図書館 

・海のホテル 

・倉敷児童養護施設 玉島学園－場のローリングストック－ 

・花崗岩の産地における石造構築物に関する研究 

・町家をヨコからみてみると－矢掛地区における生活景の再編－ 

・地方都市における持続可能な地域社会コミュニティに関する研究 

 

 

4-4-2-3 学生支援（インターンシップ） 

デザイン工学科では、専門職ごとの業界慣習に応じ、県内外の夏季インターンシップやオ

ープンオフィスに参加する他、学内での出張インターンシップイベントも開催された。 

 

・製品・情報デザイン領域インターンシップ 

製品・情報デザイン領域では、17名の学生が履修し計 36社のインターンシップに参加し

た。企業の所在地の内訳は県内 8社、その他はすべて県外企業であった。5社の学内インタ

ーンシップ説明会が開催され、キャリア支援委員を通じ 3年生への告知が行われた。 

また企業と連携し 10 月にオンラインインターンシップイベントを開催し、計 6名の 2年生

が参加した。 

 

・建築・都市デザイン領域インターンシップ 

建築・都市デザイン領域では、6月にインターンシップ説明会を開催し、参加手続きにつ

いて説明を行った。報告会は 2月初旬に実施した。履修生の多くは、建築設計事務所などで

実務を経験した。2020 年度建築・都市デザインインターンシップ参加者は、全学生に対す

る比率は昨年より小さく 14名であった。なお、オンラインによる実施はない。受け入れ先

の内訳は、建築の設計事務所が大多数を占め、そのほとんどが県外であることは例年通りで

あるが、大都市圏ではなく学生の出身地が多かったことが特徴的であった。 

 

4-4-3 造形デザイン学科 

 
4-4-3-1 導入教育（フレッシュマンセミナー） 

本年度は、新型コロナウイルスに対応する目的により、全面的にオンライン形式で実施

した。前年度までは、主として卒業生を学外講師に招いた特別講義を柱としたプログラム

構成であったが、オンラインへの迅速な対応が困難と判断し、学科所属教員によるオムニ

バス形式に改めた。なお、実施方法は学生の通信環境が整っていない状況であったため、

主にはっとりんを活用したオンデマンド型を採用した。シラバスで示した授業科目の到達

目標に対しては、オンライン形式においても一定の成果が得られた一方、大学における学

びの導入として不可欠である。アドバイザー教員との交流や仲間づくりの機会を十分設け

ることはできなかった。以下が本年度実施したプログラムである。 

 

造形デザイン学科（履修生 54名） 

 日程 内容 担当教員 

1 4/20 1．オリエンテーション１「これからデザインを学ぶ」         野宮謙吾 

2 4/27 2．オリエンテーション２「ノート・レポートと大学生活」 柴田奈美 
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4-4-3-2 カリキュラム及び授業方法の改善 

1) ルーブリック評価の推進 

造形デザイン学科では、卒業研究において指導教員がルーブリック評価を成績評点と

することで、評価の公平性と透明化を向上させた。 
 
2)地域連携課題の推進 

2〜3年次科目各「領域演習」、3年次科目各「基礎ゼミナール」、「卒業研究」を中心とし

て、地域と連携した課題や研究テーマに取り組んだ事例が多くあった。以下が一例であ

る。 

 

ビジュアルデザイン領域演習Ⅱa（2年次） 

・池田動物園のピクトグラム 

造形デザイン領域演習Ⅲa（3年次） 

・旭川荘真庭地域センター みずきのロゴ、製品パッケージ、パンフレットのデザイン提案 

造形デザイン領域演習Ⅲb・c（3年次） 

・高梁市成羽美術館のミュージアムグッズ 

造形デザイン領域演習Ⅳ (3年次) 

・岡山市オリエント美術館との協働「古代オリエント地域の文化と造形について」 

ビジュアルデザイン基礎ゼミナール(3年次) 

・倉敷市第三次環境基本計画」(冊子) 表紙デザインの提案 

・懐かしさをテーマとした岡山のポスター、冊子 

・総社デニムマスクシティプロジェクト 

造形デザイン基礎ゼミナール(3年次) 

・天満屋倉敷店「くらしきクリスマススタイル」オリジナルメッセージカードのデザイン 

・卒研萌芽的研究「倉敷帆布を使った新しいプロダクトの提案」 

 

卒業研究(4年次) 

・地域を知るためのグッズの提案〜備中売薬の歴史とその活用〜 

・産地直売を促す販売企画の研究 

・街の探索を促すマップの研究 

・方言をテーマとした文字デザインの研究 

・熊本県の魅力向上を目的とした都市フォント「碩明朝体」の制作 

 

 

 

3 5/11 3．造形デザイン学科での学び１：ビジュアルデザイン領

域①グラフィック系 

関崎哲 

西田麻希子 

4 5/18 4．造造形デザイン学科での学び 2：ビジュアルデザイン

領域②映像系 

山下万吉 

5 5/25 5．造形デザイン学科での学び 3：造形デザイン領域①テ

キスタイル系 

島田清徳 

6 6/1 6．造形デザイン学科での学び４：造形デザイン領域②セ

ラミック、ソーシャル系  

作元朋子 

中西俊介 

7 6/8 7.キャリアについて 齋藤美絵子 

8 6/10 8．振り返り、最終レポートの作成 野宮謙吾 
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4-4-3-3 学生支援 

1) ポートフォリオセミナー 

主に 3 年次生の授業課題に対する意欲、さらに就職・進学へのモチベーションを高める

ことを目的したポートフォリオセミナーを 2 回開催した。デザイン職従事者（デザイン学

部卒業生）を特別講師に招き、リアルタイム型オンライン形式によりポートフォリオの講評、

指導を実施いただいた。 
・第 1 回 
講師：株式会社アドブレーン 芝原 忍氏（取締役／アートディレクター） 
   他、２名（取締役、新入社員） 
日時：2021 年 2 月 4 日（木）13:00～15:30 
場所：3503 教室 
参加者：造形デザイン学科 3 年生 16 名 
担当：山下准教授 
 
・第２回 
講師：凸版印刷株式会社 宮田森平氏（環境デザイン事業部 クリエイティブ本部 
   国内デザイン部／デザイナー） 
日時：2021 年 2 月 17 日（水）15:00～16:30 
場所：3414 教室 
参加者：造形デザイン学科 3 年生 12 名 
担当：島田准教授 
 
2) インターンシップ 

本年度は新型コロナウイルスの影響から、県内における研修先（例年 12 社前後）の確

保が困難であると判断し、オンラインでの研修が想定される「自由応募による企業インタ

ーンシップ」を主としたプログラムに変更した。活動対象は、現３年生向け企業インター

ンシップ、就職活動に類する行事（説明会含む）とし、必須要件を参加日数３日（または

３件）以上に設定した。また、指定様式による参加企業の概要及び活動記録としての日報

を提出物として課した。本年度は学科 3年生 40名の履修であったが、学科教員 19名が最

大 3 名の学生の指導を分担し随時の支援を行った。さらに、インターンシップ科目専用ウ

ェブサイトを立ち上げ、迅速な情報提供並びに不安解消に努めた。以下は学生が参加した

活動の一部である。 

 企業インターンシップ 
・キヤノン株式会社 WEB 合同セミナー 

・任天堂株式会社 オンラインセミナー 

・株式会社カプコン オンラインセミナー 

・株式会社イタミアート デザイン体験コース 

・読売広告社「今だから知りたい！就活セミナー 

・丸進工業株式会社インターンシップ 

・レプタイル株式会社インターンシップ 

・株式会社ジェイアールサービスネット岡山 インターンシップ 

・スズキ株式会社四駆モデラー説明会 

・ポートスタイル株式会社インターンシップ 

・株式会社アドウェイズポートフォリオセミナー 
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 就職活動に類する行事 

・学科ポートフォリオセミナー 

・就活本番直前 選考対策講座（マイナビ） 

・第 39回県大吉備塾 

4-4-4 国際交流推進（国際交流活動事業） 

令和 2年度予定の双方間デザイン系スタディツアー（本学国際交流推進事業）は新型コロ

ナウイルス感染症の影響により中止となったが、デザイン学部では、造形デザイン学科造形

デザイン領域授業の一部において、以下のように Zoomを使って台南芸術大学との交流を実

施した。 

・造形デザイン論 IIb： TNNUA陸助理教授から事前送付されたイグサ関連資料（スライドお

よび youtube）閲覧を事前学習とした。当日は講義後に学生が陸先生と質疑応答し、授業最

後に本学教員と学生間で社会とテキスタイルについてディスカッションした。 

 

・造形デザイン領域演習Ⅱb: TNNUA陸助理教授に、授業課題であるプリントテキスタイル

案のスライドを事前送付し、当日は学生が各自プレゼンした上で陸先生と意見交換した。 

 

・造形デザイン領域演習Ⅲb: TNNUA朱講師に、授業課題であるセラミック野外展作品のプ

レゼンスライドを事前送付し、それに基づき質問事項が返送された。当日は学生が朱先生と

意見交換した。これらの交流で、学生は専門分野における自己の考えを説明し意見を聴く場

が創出され、グローバルな環境におけるコミュニケーション力と専門分野の学びにおいて

の動機付けが意識づけられる機会となった。 

 

 

 

 

遠隔システムによるデザイン学部造形デザイン学科生の作品発表及び講評会 

 

     
倉敷市玉島のギャラリー遊美工房    セラミックワークショップの様子 
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4-4-5 まとめと課題 

新入生対象の導入教育（フレシュマンセミナー）は、新型コロナウイルスの影響でオンラ

インでの開催となった。各学科の専門性と目的を理解し、学ぶ上で必要となる意欲と学修姿

勢を身に付ける目的においてオンラインでの実施には多くの課題が残る。今後の授業の形

態を検討する必要がある。カリキュラム及び授業方法の改善においてルーブリック評価を

卒業研究に導入するなど、改善が進んでいる。また、卒業研究で地域課題に取り組む事例が

増加している。学生支援（インターンシップ）では、長期インターンシップの導入が課題で

あるが、文科省の補助事業ＣＯＣ+R 事業を含めたインターンシップに期待される。国際交

流活動は新型コロナウイルスの拡大に伴い、相互訪問による交流活動は実施することがで

きなかったが、オンラインにより交流を進めた。しかし、オンラインを利用した交流の進め

方が課題として残る。 
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第２章 副専攻（岡山創生学）における教育活動と成果  
 

1-1 概要 

 

文部科学省「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(COC+)」に本学が代表校となって

応募した「地域で学び地域で未来を拓く‘生き活きおかやま’人材育成事業」（以下、COC+

事業）が、平成 27 年度に採択されたことを受け、平成 28年度入学生より、副専攻「岡山創

生学」が開設され 4年が経過した．COC+事業は昨年度で終了したが、今年度からは「人間・

社会・自然の関係性を重視する実学を創造し、地域に貢献する」という教育理念に基づき、

本学独自の地域連携事業として副専攻「岡山創生学」を発展的に継承することを目指し、 1

年次から 2 年次までの共通教育と 3 年次以降の学部教育がスムースに接続できるよう、教

育カリキュラムを改定した。今年度入学生からは、1年次生を対象とする 3科目「おかやま

ボランティア論」、「おかやまボランティア演習」、「おかやまを学ぶ」は、題材を「岡山」に

限定することなく広義の「地域」と捉え、社会連携や地域連携について広く学び、地域志向

を高められるように内容を一部変更し、科目名も「社会連携要論」、「地域創生演習」、「地域

資源論」に変更した。また、「地域インターンシップ」の開講年次を「地域創生実践論」と

同じ 2年次とした。今年度はカリキュラム改定の１年目であり、その活動と成果を以下に報

告する。 

 

1-2 組織体制 

 

副専攻「岡山創生学」では、共通教育科目内カテゴリー「社会連携」科目と各学部の学部

教育科目とが連携しつつ地域連携教育を構築している。COC+事業は、若者の地元定着率の

10％向上を目的として、教育改革、域学連携及び産学連携により地域を志向する人材の輩出

とその受け皿づくりを行ってきたが、本学の第 3次中期計画においても「就職した学生のう

ち県内の事業所に就職した学生の割合を令和 6年度に 55。0％まで向上する」ことを目標に

掲げ、実践的な専門性と高い地域志向人材の育成を継続している。 

これまで副専攻「岡山創生学」授業科目に関する所掌は、平成 27年に発足した共通教育

部の社会連携教育推進室と COC+推進室が協働で実施してきたが、共通教育のみならず学部

教育にまで渡って全学的な視座から推し進めることが重要との考えに基づき、令和元年度

に地域共同研究機構の COC+推進室に統合された。これらの業務は COC+事業の終了とともに、

地域共同研究機構の後継組織である地域創造戦略センターの発足にあわせて社会連携教育

推進部門が引き継ぎ、授業の策定、実施、評価等に関すること、地域創生推進士認定にかか

ること等を実施した。社会連携教育推進部門の構成員は、副専攻「岡山創生学」授業科目の

担当教員から 4名が選出され、センターの教員 1名、コーディネーター2名を加えた 7名が

主にその任にあたった。今年度当初から、COVID-19 拡大により授業形態の変更など、緊急

の対応を迫られることが多くなり、これらの指示は副専攻「岡山創生学」授業科目が開講さ

れている共通教育部から周知されていたが、社会連携教育推進部門が共通教育部との接点

が無いことによる課題が浮き彫りとなった。そのため、共通教育部教授会で社会連携教育推

進室を再設置することが審議、承認され、社会連携カテゴリーの授業科目に関することは社

会連携教育推進室が所管し、副専攻「岡山創生学」の履修指導や、地域創生推進士の認定に

かかることは引き続き社会連携教育推進部門の担当となった。 

 

1-3 授業の構築 

 

1-3-1 育成する人材像と修得すべき能力 

副専攻「岡山創生学」では、学びの中で地域の魅力に触れ、コミュニケーションや協働の

中で地域課題を認識し、ともにその解決までのプロセスを体験することで地域への愛着の
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形成や共感力を高め、それを基盤として専門性を存分に発揮して地域の持続的発展のため

に貢献することができ、社会の変化に対して高い適応能力をもつ人材を育てるものである。

このような人材になるために修得すべき能力を次のように設定する。 

(1) 地域「おかやま」の実態を体験的に学び、岡山の魅力を発信する力 

(2) 実践的学習の中からサービスラーニングのプロセスを通じて課題を認識する力 

(3) 地域で人とコミュニケーションを取りながら協働して課題解決に取り組む力 

(4) 学部・学科の専門性を活かし、自律的に課題解決法を考える応用力 

(5) 持続可能な岡山の未来を展望し、一市民としてまた専門家として社会に参画する力 

 

1-3-2 教育プログラムの内容 

副専攻「岡山創生学」では、低年次に「地域」の魅力と課題を学ぶ地域志向基礎科目、高

年次に地元就職を意識させる地域志向実践科目を配置して、地域への定着を図っている。  

(1) 1 年次では、地域を知り、地域と協働するための準備をする授業科目を配置している。

岡山を中心とした地域の現状とグローバル化の中にある岡山の位置付けを知識として

学び、地域に住む様々な人と接するために、現代社会で求められるボランティアなどを

通して、また、大学生と社会の接点の現状やあり方についての学びを通して、地域志向

を涵養する。 

(2) 2年次では、地域の課題解決に実践的に取り組んでいる各界の方から、事例を元に地域

課題の発見と、解決に向けた取り組みについて学ぶ授業科目を配置している。学部・学

科の専門性にとらわれることなく、地域課題の解決を実践的に学ぶ行政機関等でのイ

ンターンシップ科目も配置している。これらの学修を通して地域社会を見つめる冷静

な観察眼を習得するだけでなく、入学後に学んだ専門性が、どのように地域課題の解決

に役立てられるかを自律的に考える。 

(3) 3年次では、より専門的な視点から地域の課題を見つめ直し、自己のキャリア形成を支

援する授業科目を配置している。地方自治や企業活動の仕組み、地域社会における自己

の役割認識を涵養する学びの後、専門教育課程の演習を通して、より実践的な地域協働

を体験することで、専門性による学びの深化を図る。 

(4) 教育課程は共通教育科目と学部教育科目から厳選された授業科目から構成され、また、

講義科目での学びの後に演習科目を配置することで、実学としての地域協働を涵養する。 

  前述した「修得すべき能力」を学修させるために、計 11科目で教育プログラムを構築

している。各科目の開講計画を表 1に示す。  

 

表 1．「岡山創生学」授業科目表（令和 2年度入学生） 

区
分 

授業科目名 
授業の 

方法 

開講 

時間

数 

開講 

単位数 

開講年次 
必要 

単位数 
備考 

1 2 3 4 

共 

通 

教 

育 

社会連携要論 講義  15 1 ◎    
５
単
位 

 

地域創生演習 演習  60 2 ○    ★ 

地域資源論 講義  15 1 ◎     

地域創生実践論 講義  15 1  ○   ★ 

社会を生きる力を学ぶ 講義  15 1 ○    

５
単
位 

 

地域インターンシップ 演習 120 4  ○   ◆ 

地方自治論 Q 講義  15 1   ○   

学
部
教
育 

チームガバナビリティ演習 演習  30 1    ○ ◆保健福祉学部 

地域保健福祉演習 演習  30 1    ○ ◆保健福祉学部 

エンジニアリング演習 演習 120 4    ○ ◆情報工学部 

デザインプロジェクト演習 演習 120 4    ○ ◆デザイン学部 

【注】 ◎印で示される授業科目は全学必修科目である。 

★印で示される授業科目は、通常は選択科目であるが、地域創生推進士の認定を受けるためには、必ず修得すること。 

◆印で示される授業科目を 1 科目以上修得すること。 

※ 保健福祉学部で既に開講されている「統合実習」、「公衆栄養学実習Ⅰ」、「公衆栄養学実習Ⅱ」、「ソーシャルワーク実習」及び「保育実習

ⅠB」の中から 2 単位以上を修得すれば、必要単位数の中から 2 単位を修得したものとする。 
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1-3-3 学生への周知 

副専攻「岡山創生学」に関する情報を、大学案内及び高校生向け岡山創生学パンフレット

などにより受験生に提供しているところであるが、十分な浸透、理解を得られたうえで入学

しているとは言い難い面がある。このため、年度当初に開催されるオリエンテーションにお

いて、副専攻「岡山創生学」の位置付け、特徴を学生に周知するようにしている。 

 今年度は、新入生をはじめとするオリエンテーションが全て簡略化されたことに伴い、資

料配付のみに留まった。新入生に対しては、入学式翌日に学部別で実施される共通教育及び

履修登録の説明の中で、副専攻「岡山創生学」をアピールするチラシに加えて「副専攻『岡

山創生学』履修のすすめ」を配布し（図 1参照）、特に、１年次開講の「地域創生演習」、「社

会を生きる力を学ぶ」等の選択科目の履修を勧めた。 

新 2年次生に対しては、学科ごとに実施される在学生オリエンテーションの中で、選択科

目である「地域再生実践論」及び「地域協働演習」を強調した新入生とは異なるチラシ（図

2参照）を配布するとともに、両科目のペア履修を推奨した。 

 

図 1．年度当初オリエンテーションで配布した新入生向けチラシ 

 

 

図 2．年度当初オリエンテーションで配布した新 2年次生向けチラシ 
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新 3年次生に対しても、学科ごとに実施される在学生オリエンテーションの中で、「地域

インターンシップ」及び「エンジニアリング演習」のチラシ（図 3参照）を配布し、両科目

の履修を推奨した。 

 

  

図 3．年度当初オリエンテーションで配布した新 3年次生向けチラシ 

更に、入学前の高校生や地域の方向けに副専攻「岡山創生学」パンフレット「副専攻『岡

山創生学』のススメ〜地域が学びのフィールド〜」を作成し、副専攻の特徴や教育カリキュ

ラム、履修モデル、地域創生推進士の卒業後についての取材記事等を掲載し、副専攻への理

解を促進できるよう本学 Webサイトでも発信した。 

 

https://www。oka-pu。ac。jp/guide/guide_detail/index/4106。

html 

 

図 4．副専攻「岡山創生学」パンフレットの一部とバナー 

 

1-3-4 実施状況 

今年度は、副専攻「岡山創生学」の 5年目に当たり、全ての副専攻「岡山創生学」科目を

開講した。1年次対象の 3科目（「「社会連携要論（旧：おかやまボランティア論」、「地域創

生演習（旧：おかやまボランティア演習」、「地域資源論（旧：おかやまを学ぶ」）及び 2年

次対象の 2科目（「地域再生実践論」、「地域協働演習」）に加え、長期インターンシップ 2科
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目として、共通教育科目「地域インターンシップ」及び学部教育科目「エンジニアリング演

習」を開講した。 

 

①「社会連携要論（旧：おかやまボランティア論）」第 2 クォーター・全学 1 年次生・1 単

位（必修） 

 令和 2 年度より、社会連携要論と科目名を変更し、より広く社会連携要論を学習するよ

う、今年度は、次の 3 項目を授業科目の到達目標とした。なお、本年度は、COVID-19 拡大

により、対面授業がかなわず、オンライン授業に変更し、実施した。 

(1) 社会連携の意味と意義を理解する 

(2) 社会連携の様々な活動を理解する 

(3) 社会連携に必要なサービスラーニングの意味を理解する 

 

 授業科目と岡山創生学との関連性、ボランティア活動を含めた社会連携活動の意義を、初

回講義において丁寧に説明した。2回目以降の講義では、本学 3学部の特性も踏まえ、主に

県内の様々なボランティア活動者及び NPO 法人で活躍している活動者を外部講師として招

聘し、各々の活動内容の説明を聞いた後、学生自身の考えをまとめ、周囲の学生と意見交換

するために、インターネット上に回答フォームを用意し、各学生の意見をまとめ、学生にフ

ィートバックを行った。学生個々にとっては、興味が湧く内容と、必ずしもそうでない内容

があったように見受けられるが、全体的には、それぞれの外部講師から多くのことを学びと

ることができたことを、講義ごとのミニッツペーパーから伺い知ることができた。 

 今年度の外部講師と各講義でのテーマは表 2のとおりである。 

 

表 2．令和 2年度「社会連携要論」スケジュール 

No. 月日 担当 テーマ 

1 6/17 本学教員 岡山創生学と社会連携 

2 6/24 各学部の専門性と社会連携の意義 

NPO法人ハートアートリンク 

デザインと社会連携活動    

NPO 法人岡山ロボット技術子ども育

成協会 

情報工学と社会連携活動 

医療法人創和会しげい病院 保健福祉と社会連携活動 

3 7/1 

7/8 

合同会社 Sports Drive スポーツを通じたまちづくり：企業

の役割と社会連携 

認定 NPO 法人 ハーモニーネット未

来 

子どもからお年寄りまでの支援 

4 10/1

6 

認定 NPO 法人 おかやまエネルギー

の未来を考える会 

エネルギーを通じたまちづくり 

5 7/15 総社市総合政策課 そうじゃ流 社会連携要論 

6 7/22 総社市社会福祉協議会 

 

要約筆記吉備うさぎ会 

総社市における市民活動支援と 

ボランティアセンターの役割 

要約筆記吉備うさぎ会ボランティ

ア活動の紹介 

7 7/29 本学教員 本学におけるサービスラーニング

紹介 

8 8/5 本学教員 まとめ 
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②「地域創生演習（旧：おかやまボランティア演習）」通年（主に夏季休業中）・全学 1年次

生・1単位（選択） 

副専攻「岡山創生学」科目として平成 28年度から新設された演習科目であり、令和 2年度

より地域創生演習と科目名称変更した。第 2クォーターに必修科目として受講した「社会連

携要論」における学びを、フィールドワークにより学生自身が確認し、体験することを目的

としている。授業科目の到達目標は、 

(1) ボランティア原理である主体性、自主性、創造性の涵養 

(2) ボランティア活動の実体験を通して、どのような地域課題があるかを認識する 

(3) ボランティア活動の実体験を通して、他者との協働に求められるコミュニケーション力

を身に付ける 

である。 

 学生は、6月 17日(水)をはじめ数回の事前学習（グループの顔合わせ、活動目標の設

定、注意事項など）の後、岡山県内の各種団体において、7月～3月の期間内で活動先ご

とに 3日間のフィールドワークを実施した。各活動先における活動概要と受入実績数を表

3に示す。今年度は、54名の学生が、フィールドワークに取り組んだ。そして、活動報告

を含む事後学習が 11月 6日(金)及び 2月 22日（月）に開催された。  

 

 

表 3．「地域創生演習」活動受入先と実績 

No. 
主な活

動場所 
活動先 テーマ 

参加者数 

R2 R1 H30 H29 H28 

1 倉敷市 NPO法人 KUKKA 不登校児童の居場所支

援 

2 1 6 7 6 

2 岡山市 NPO 法人岡山市子

どもセンター 

子どもの遊び支援 5 7 20 11 17 

3 笠岡市 認定 NPO 法人ハー

モニーネット未来 

子ども、お年寄り支援 1 2 16 15 15 

4 岡山市 NPO法人岡山 NPOセ

ンター 

NPO支援 - - 5 7 4 

5 真庭市 NPO法人勝山・町並

み委員会 

クラフト市の支援 - - 9 10 9 

6 総社市 NPO 法人総社商店

街筋の古民家を活

用する会 

小中学生の学習支援 10 29 31 22 21 

7 岡山市 認定 NPO 法人おか

やまエネルギーの

未来を考える会 

地球元気イベントプロ

グラム支援 

0 1 2 5 4 

8 岡山市 NPO法人だっぴ 活動支援 3 0 7 4 － 

9 岡山市 NPO 法人岡山ロボ

ット技術子供育成

協会 

ロボットプログラミン

グ支援 

- 1 2 4 － 

10 総社市 服部地区社会福祉

協議会 

地区活動への参加 9 11 15 11 11 

11 真庭市 真庭市社会福祉協

議会 

地域をつなぐ納涼祭支

援 

- 8 8 6 － 

12 備前市 片上地区支えあい

実行委員会 

地区住民との交流 - 9 5 20 12 
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13 笠岡市 笠岡市社会福祉協

議会 

地区での福祉活動 0 7 5 9 12 

14 早島町 早島町社会福祉協

議会 

地区活動 2 0 12 7 8 

15 倉敷市 玉島商業高校 パソコン学習支援 - 0 2 2 － 

16 岡山市 キッズビジネスパ

ーク in 岡山 

小学生の職業体験支援 - 36 27 12 － 

17 倉敷市 倉敷商業高等学校 パソコン学習支援 - 2 2 － － 

18 総社市 総社高等学校 パソコン学習支援 - 2 4 － － 

19 総社市 吉備路ボランティ

ア観光ガイド協会 

ボランティア観光ガイ

ド 

4 20 20 － － 

20 総社市 そうじゃぼっけえ

造形の会 

造形活動を楽しみなが

ら、感性を豊かにし『生

きる力』をはぐくもう」 

- - 5 － － 

21 総社市 総社市社会福祉協

議会 

ひきこもり支援セ

ンター 

居場所での関わり 6 - - - - 

22 倉敷市 倉敷市学習支援教

室くらすぽ 

生活困窮支援家庭中高

生の学習支援 

5 - - - - 

23 岡山市 岡山マラソン スポーツボランティア - 14 - - - 

 その他 夏ボラ等  7 25 - - - 

   合計 54 175 203 152 119 

 今年度も、昨年度と同様の取組みとしたが、一部学生がボランティア活動先を自主的に

探し、連絡をとり、ボランティア体験をすることも勧奨した結果、7名が大学で調整した

団体以外での実践を行えた。今後は、更にこの取り組みを拡げていくことで学生の主体的

な学びが深まると期待される。 

 また、事後学習においては、昨年度まではポスターセッションを実施したが、今年度は

COVID-19拡大により、固定された座席内のグループでの作業並びに発表にとどめた。 

 

 

  
 

  子どもの遊び場づくり         吉備路の観光ガイドを実践 
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事後学習では、他グループの活動を知る機会を設定 

 

③「地域資源論（旧おかやまを学ぶ）」第 3クォーター・全学 1年次生・1単位（必修） 

 本科目は、第 2クォーター「社会連携要論」と同様に、副専攻「岡山創生学」に即した内

容の授業科目である。今年度は、授業科目の到達目標を、 

(1) 経済、産業、文化、歴史、メディア、教育、行政など、様々な視点から「おかやま」の

魅力を知る。 

(2) 特定の地域課題に対し、自己の関わり方を考え、未来志向の意見を持つ。 

(3) 主体的に物事を捉え、発信する。  

とし、表 4に示すテーマで開講した。今年度は、岡山県、地方創生、人権、メディア、総社

市、歴史を各回のテーマとし、様々な視点から見た岡山の現状を知ってもらう目的で学外講

師を招聘した。学生からの質問を受け付ける形で、学外講師との質疑応答を実施し、アクテ

ィブ・ラーニングの要素を取り入れた。  

 

表 4．令和２年度「地域資源論」スケジュール 

No. 月日 担当 テーマ 

1 9/30 本学教員 オリエンテーション 

2 10/7 一般財団法人岡山経済研究所 【岡山県全般】岡山のすがた 

3 10/14 

 

有限会社馬場商店 

津山信用金庫 

【地方創生】 

・東備地区の魅力 

・地方創生と地域活動 

4 10/21 山陽放送株式会社 【人権】見捨てられた人々 

5 10/28 株式会社山陽新聞社 【メディア】新聞記者から見た岡山県 

6 11/4 総社市 【総社市全般】そうじゃの魅力 

7 11/18 岡山県立記録資料館 【歴史】おかやまの山と川と海とのつ

ながり 

8 11/25 本学教員 まとめ 

 

④「地域再生実践論」第 1クォーター・2年次生・1単位（選択） 

 授業科目の到達目標を、 

(1) 地域課題の解決に向けた地域資源の活用事例から、その効果を理解する。 

(2) 地域活性化に向けた地域資源の活用法を考える力を身につける。 

(3) 自立的に課題解決方法を考える応用力を身につける。 

と設定されている。 

 今年度は 104 名の履修者であった。表 5 のスケジュールに示すように、地域再生に第一
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線で活躍しているさまざまな分野の方をお招きし、実践例を多角的に学ぶ内容とした。 

COVID-19 拡大により講義室での対面式授業は不可能と判断し、講師には急遽オンライン用

の講義資料をご準備いただき、オンライン（オンデマンド）方式で実施をした。学生からの

質問は、とりまとめて講師におとどけし、講師からいただいたコメントを共有することで講

義室でのディスカッションに代えた。 

 

表 5．令和２年度「地域再生実践論」スケジュール 

No. 月日 担当 テーマ 

1 4/22 本学教員 オリエンテーション 

2 4/29 岡山大学教員 地域の課題解決に対するアプロー

チ序説−現場に臨むための 3 つのデ

ザイン 

3 5/13 岡山県和気町まち経営課 

 

一般社団法人コミュニティデザイン 

和気町におけるドローンを活用し

た地方創生の可能性 

地域課題の取り組み手法 

4 5/20 学塾誠和学舎 

やかげ小中高こども連合 YKG60 

豊かに生きるための「学び」考  

YKG60の取り組みについて 

5 5/27 株式会社バイトマーク もの作りから地方創生へ〜岡山県

の農業から地方創生を考える〜 

6 6/3 株式会社レイデックス エリアイノベーションという新たな

地方創生 

7 6/10 本学教員 顧客満足度分析 

～総社市の市民満足度調査を事例

に～ 

   まとめ 

 

⑤「地域協働演習」通年（主に夏季休業中）・2年次生・2単位（選択） 

前述の「地域再生実践論」同様、副専攻「岡山創生学」の創設に伴い、2年次生対象に開

講する選択科目として設置された演習科目であり、今年度が最期の開講となる。授業科目の

到達目標は、 

(1) 地域住民や NPOとの協働を通して、地域課題を見定める。 

(2) 地域住民や NPO との協働を通して、リーダーシップとフォロワーシップを適切に発揮

し、地域課題の解決、地方創生に向けた提案をする。 

(3) これまでに修得した学部・学科の専門性が、どのように地域社会に貢献できるかを自ら

考える。 

と設定されている。 

開講初年度は、今年度は 41 名の学生が 5 団体（8 グループ）に分かれて地域課題に取り

組んだ。全体での事前学習ができない状況であったため、数団体ごとに数回にわけて事前学

習（グループの顔合わせ、活動目標の設定、注意事項など）を行った後、 6月下旬～11月

初旬の期間内で活動先ごとに概ね 8日間のフィールドワークを実施した。そして、活動報告

を含む事後学習が 11 月 9日に開催された。事後学習では、受入団体の方とオンラインで繋

ぎ、対面とオンラインのハイブリッド方式により地域活動での成果をグループ毎に口頭発

表し、質疑応答を行う形式で発表した。  
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[A] 総社市「英 PLAY の HALLOWEEN PARTY〜KIDSと大学生の 2ヶ月間〜」 

参加人数 10名 

受入団体 ボランティアグループ英 PLAY 

活動内容 子どもたちに英語に対して興味を持ってもらうという課題に対して、英 PLAY

に参加している子どもたちとハロウィンパーティーの運営を協働で行うこと

で、英語を使用してお店で会話したり、イベントを開き、説明を英語で行った

りすることで、英語に触れ合うことのできる機会を作り、参加者として来場す

る英 PLAY に参加している子どもたちの友人にも英語に興味をもってもらうこ

とを提案した。   

  
イベントと振り返りの様子 

 

[B] 総社市「「桃太郎伝説の生まれたまち」の魅力を体感し、ガイドを通して社会に貢献す

る」 

参加人数 10名 

受入団体 吉備路ボランティア観光ガイド協会 

活動内容 吉備路には抱負な観光資源を抱えながらも、ＰＲ不足のために観光客が少な

いため、実際に大学生が古代吉備の遺跡を巡り、観光案内プランを一人ずつ作

成し、それらをまとめ、ガイドプランを作成した。さらに、ボランティアガイ

ドの高齢化や吉備路の観光資源の知名度についての課題を明らかにし、それ

への解決法を提案した。 

  
左：鬼ノ城から総社市内を俯瞰 右：大学に戻り観光プランを検討 
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[C] 笠岡市「関係人口を増やすために」 

参加人数 9名 

受入団体 白石・島づくり委員会 

活動内容 フィールドワークを行い、島の方から現状や課題について伺い、課題の抽出、

自分たちに解決法を提案できる課題とその解決へ向けた対策を検討した。そ

して、実際に島へ 4日間滞在し、散策ルートの道案内動画作成や、SNSを活用

した魅力発信を通して多くの若者や家族連れが訪れてもらえる魅力ある地域

づくりを提案した。 

  
左：フィールドワークのまとめ 右：伝統的な製糸工程を体験 

 

[D] 岡山県「県大エコミーティング」 

参加人数 19名 

協働機関 岡山県環境文化部環境企画課 

活動内容 岡山県が進めている環境保全に資する施策について学習し、「地域から取り組

む地球環境」、「循環型社会」、「安全な生活環境」、「自然との共生社会」をテー

マとする 4 つのグループに分かれ、自分たちの環境に資する実践活動につい

てまとめた。 

    
  左：人形峠での学習      右：児島湖流域清掃活動 
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[E] ESDインターンシップ 

参加人数  4名 

協働機関  岡山 ESD 推進協議会 

活動内容 岡山市が抱える地域課題の解決に取り組む NPO と社会教育の活動を経験する

ことで、地域課題解決の取り組みにおける NPO、教育機関などの役割を理解し、

地域コミュニティでの ESD 実践に繋げていくことを目的とするインターンシ

ップ活動に参加し、ESD実践の課題解決に向けた提案をまとめた。 

  
他大学の学生も交えた成果報告会の様子 

 

⑥「企業の組織と活動」前期集中・3年次生・1単位（選択） 

 企業とはどういうものか、その組織と活動から働くことの意味等、役員クラスの 3名のオ

ムニバス方式で講義を進めた。講義の感想レポートと出席で評価した。学生からは、琴線に

ふれる内容で感動した旨の感想も多かった。 

 

⑦「起業の条件」前期集中・3年次生・1単位（選択） 

 講義内容については、起業のために必要な知識（ベンチャー立上げとその持続及び知的財

産）の修得を目的としており、その目的に沿った内容とした。授業アンケートを通した評価

は高く、有意義な講義を実施していると判断される。授業担当者として、実務経験者 2名を

非常勤講師とした。これは本授業の目的から、実務経験者が最適であり、今後も実務経験者

雇用の継続が望ましいと考える。履修学生は、デザイン学部と情報工学部の学生である。将

来、起業を考えている学生は、極めて熱心に受講した。 

 

⑧「地方自治論」第 2クォーター・3年次生・2単位（選択） 

 地方自治の仕組みや制度、地方自治体の活動や住民との関係性について理解を深め、地方

自治の現状と課題、特に、地方自治体にとって喫緊の課題である地方創生について、岡山県

の状況を中心に考察する機会とする内容とした。あわせて、行政サービスを提供する側、受

ける側の観点から、それぞれの責任と役割を考える契機とした。 

 

⑨「地域インターンシップ」通年（主に夏季休業中）・3年次生・4単位（選択） 

 共通教育科目として、平成 30 年度から開講となった自治体における長期インターンシッ

プ科目である。主に夏季休業期間の約 4週間を活用し、自治体での職場体験活動を通して、

仕事や組織の仕組み、仕事の流れ、職場における人間関係などの理解を深めることを目的と

している。特に、 

(1) 自治体職員との交流を通して、学生視点では得られない地域との関わりを理解する。 

(2) 自治体でのインターンシップを通して、社会人として必要なスキルや行動規範を身に

付ける。 

(3) 行政サービスを受ける側の視点から、提供する側への提言を行う。 

ことを主眼とした。今年度は、年度当初の COVID-19拡大による緊急事態宣言の発出等によ

り、事前学習の開始時期が遅れたり、受入期間によっては長期の受入が困難であったりした
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ため、後期にも現場での職場体験活動を実施した学生もでた。3、4年次生 13名（情報工学

部 13名）が表 6に示す自治体で職場体験活動を行った。 

 

表 6．令和２年度「地域インターンシップ」受入自治体と実績 

No. 受入自治体 主な受入部署（順不同） 人数 

1 岡山県庁 情報政策課、文化振興課、スポーツ振興課 2 

2 総社市役所 魅力発信課、観光プロジェクト課、地域応援課、都市計画課、

政策調整課、建築住宅課、環境課、スポーツ振興課、秘書室、

図書館  

6 

3 岡山県備中

県民局 

地域づくり推進課 1 

4 備前市役所 農政水産課、都市住宅課 2 

5 岡山市役所 都市計画課、交通政策課、市街地整備課、庭園都市推進課、

消費生活センター、文化振興課、北区総務・地域振興課など 

3 

  合計 13 

 

   
左：観光プロジェクト課での業務体験  右：広報チラシによる施策 PR 

 

 実際に自治体に出向くまでの事前学習は、「地域インターンシップ」と同様に平成 30年度

から開講している企業における長期インターンシップ科目「エンジニアリング演習」と合同

で、次のスケジュールで実施した。 

4月 21 日    受け入れ自治体へ学内の状況通知 

6月 11日〜17日 オンラインでの地域インターンシップ説明期間 

6月 17 日〜30日 地域インターンシップエントリーシート提出・マッチング相談 

7月 16 日  マナー講習・事前学習 

7月 22 日〜27日  受入先決定通知、学生カード・誓約書の提出 

7月 27 日〜  受入先への事前訪問（受入先が希望する場合） 

 例年 4月下旬に開催しているインターンシップ説明会は、6月 11日から 17日の間で、オ

ンラインにより実施した。7 月 16 日開催の事前学習では、長期インターンシップ科目の履

修者に対し、地域インターンシップの手引きを配布し、それをもとに本科目の達成目標、成

績評価、事務的な手続きなどを説明した。また、同日開催のマナー講習では、本学専任教員

とコーディネーターが講師を務め、働くことの意義、社会人としてのマナーなどを学んだ。 

 インターンシップ終了後、11月 11日(水)に地域インターンシップ報告会を学内で開催し

た。通常の授業では、決して得られることのできない貴重な体験を積んだことが報告された。

また、同じ自治体であっても、配属部署によって業務内容が異なることなどを実体験として

得ることができたようである。 
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⑩「エンジニアリング演習」通年（主に夏季休業中）・3年次生・4単位（選択） 

 情報工学部の学部教育科目として、平成 30年度から開講となった企業における長期イン

ターンシップ科目である。主に夏季休業期間の約 4週間を活用し、アルバイトとは違う「働

く（就業体験）」を通して、職場の雰囲気、社会の基本的なルールやマナーに触れ、自分自

身の将来の職業に関する意識を形成することを目的としている。専門分野に関連する業務

活動を企業や団体で体験することで、技術者としての自覚、授業で修得した知識・技術の応

用力、進路選択への心構え等を育成することが期待される。今年度は、情報工学部 3年次生

19名が、表 8に示す企業 10社で職場体験活動を行った。 

 

表 8．令和元年度「エンジニアリング演習」受入企業と実績 

No． 受入企業 人数 

1 株式会社アステア 1 

2 内山工業株式会社  2 

3 オーエム機器株式会社 1 

4 オージー技研株式会社 2 

5 興南設計株式会社 2 

6 株式会社システムズナカシマ 4 

7 セリオ株式会社  2 

8 タカヤ株式会社 2 

9 株式会社ベネッセインフォシェル  2 

10 三乗工業株式会社 1 

 合計 19 

 

 

企業における実習の様子 
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 実際に企業に出向くまでの事前学習は、「地域インターンシップ」と合同で、先に述べた

スケジュールで実施した。インターンシップ終了後、10月 30日(金)に受入先担当者を招い

ての報告会を学内で開催し、16社 28名にご参加いただき、通常の授業では決して得られる

ことのできない貴重な体験を積んだことが報告された。 

 

受入先担当者を招いての成果報告会 

 

1-4 学修成果の発表 

 

1-4-1 「令和 2年度高校生と大学生の地域における探究学習の成果報告会」 

開学記念日となる 5 月 29 日に毎年開催されている「OPU フォーラム」において、前年度

の「地域協働演習」履修学生がポスター発表を行う予定であったが、COVID-19 拡大により

中止となったため、本報告会は時期を改めて、3 月 3 日にオンラインを併用して実施した。

今年度の計画当初から、OPU フォーラムの企画の一つとして、高校生からも地域での探究学

習に関する報告を募集し、相互に学びを深める機会として位置づけ、準備を進めた。当日の

概要は以下の通りである。 

（1） 日時 令和 3年 3月 3日(水)13時〜17時 

（2） 会場 岡山県立大学 学部共通棟（東）8901 教室、8902教室、8903 教室、8904 教

室（Zoomによるオンライン併用） 

（3） タイムテーブル 

13：00 開会 

13：00-13：10 挨拶（沖学長） 

13：10 報告会の趣旨説明 

13：15 第 1部 報告会 

 A会場（8901） B会場（8902） 

 13：16-14：34 1-6題目 1題につき 12分 

（8 分発表、4 分質

疑応答、1分入れ替

え） 

 14：34-14：44 休憩 

 14：44-16：02 7−12題目 

16：02-16：10 休憩 

16：10 第二部 グループディスカッション 

16：10-16：15 グループディスカッションの趣旨説明 

16：20 ブレイクアウトセッション開始 

 グループディスカッション（25分） 全体での共有（10分） 

16：55 ブレイクアウトセッション終了 

16：55 総括（末岡副学長） 

17：00 閉会 

17：00- （希望者）学内見学ツアー 
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（4） 参加高校一覧（12 校、17 演題） 

高等学校名 

（順不同） 
発表タイトル 

発

表

者

数 

学

年 

岡山一宮 
目指せ！HUG マスター～避難所にいる被災者への良いサポー

ト～ 
5 名 2 

岡山学芸館 

「子ども食堂」で地域全ての人を繋げる ～高校生の私達に

できること 
4 名 2 

多文化共生 ～技能実習生ってどんな人？～ 1 名 2 

共に生きる社会とは？～互いの価値観を共有しあう「Walk 

Tour」プロジェクト～ 
1 名 2 

本当に必要な外国人向け医療パンフレットの作成 4 名 2 

笠岡 
希望の手プロジェクト 4 名 1 

耕作放棄地を有効活用するには 5 名 1 

勝山 夢の素材が真庭を救う！ 5 名 1 

岡山市立岡

山後楽館 

ピーチマークって何？～岡山にムスリム観光客を呼び込み

たい！～ 
3 名 2 

邑久 瀬戸内市を活性化するために 2 名 2 

清心女子 
岡山県の待機児童問題解決に向けての提案 ～認可外保育施

設に着目して～ 
2 名 2 

倉敷翠松 岡山県初の抹茶製造で持続可能な未来の創造 4 名 2 

瀬戸 

ナマズ定食はじめました！～起こせイノベーション鯰養殖

の巻～ 
3 名 2 

ももちゃり乗っていかれ～や！ 2 名 2 

岡山操山 両親ともに子育てしやすい社会へ in岡山 4 名 2 

総社 
「古民家活用からまき起こる総社商店街の活性化」について 

～CM動画づくりを中心に～ 
3 名 2 

矢掛 「SDGs 達人教室」を小学生に 4 名 2 

（5） 参加学生 

令和元年度「地域協働演習」受講者（3年生）を中心に、栄養学科、保健福祉学科、情

報通信工学科、情報システム工学科、デザイン工学科から 47名が参加した。 

  
「高校生と大学生の地域における探究学習の成果報告会」発表 
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1-4-2 全国公立大学学生大会「LINKtopos」 

全国公立大学学生大会 LINK Topos2020 in 岡山が岡山県立大学を発信会場として、9月 26

日(土)～27 日(日)に開催された。「LINKtopos」は、2011年の東日本大震災を契機に、2013

年に発足した公立大学学生ネットワーク（通称：LINKtopos）が中心となって毎年開催され

ている。今回は COVID-19 拡大により、オンライン開催となった。全国 16 の公立大学から

61 名の学生・教職員が参加した。本学からは、地域連携活動を実践している学生団体の学

生食堂、おまつり×社交俱楽部から代表 4名が参加した。 

 

 
左：本学の学生もオンラインで参加 右：当日のオンライン参加者(一部) 

 

 第 1 日は、2018 年に発生した西日本豪雨災害で犠牲者ゼロとなり注目された総社市下原

地区の自主防災組織副代表の河田一馬氏、総社市危機管理室の平田泰介氏による講演があ

り、意見交換や課題を共有した。また、参加者同士で災害について自分事として考え、多様

な視点から見ることができるようになることを目標としたワークショップも開催され、講

演で学んだ岡山県と参加者それぞれの地域の共通の課題をまとめ、解決策を提案する企画

書の作成に取り組んだ。 

 第 2日は、1日目に作成した企画書のブラッシュアップと各グループからの発表、屋相互

評価などを行った。また地区別に分かれ、今後の大会への展望についての意見交換をした。 

 

   
初日の講演会の様子 

 

1-5 「地域創生推進士」の授与 

 

副専攻「岡山創生学」は、地域「おかやま」を知り、地域「おかやま」を学ぶだけでなく、

地域「おかやま」に飛び出して、学生の社会人力を地域とともに育てることを目的としてお

り、必要単位数を修得し、認定要件を満たした者に『地域創生推進士』の称号を授与するこ

ととしている。従来は卒業時に『地域創生推進士』の称号を授与することとしていた。しか

し、学生の就職活動が本格化する 3 年次 3 月に授与することにより、履歴書への記入など

学生の就職活動に利することとの判断から、次に示す認定要件と共に詳細を決定した。その

結果、3・4年次生の 17名が「地域創生推進士」の候補者となり、3月 15日(月)に「地域創

生推進士」認定証の授与式を開催し、学長より授与した。 
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【地域創生推進士の認定要件】 

次の（1）及び（2）を満たす学生に「地域創生推進士」の称号を授与する。 

(1) 表 1中、次に示す必要単位を取得すること。 

(ア)「社会連携要論」、「地域創生演習」、「地域資源論」、「地域創生実践論」の計 5単位。

なお、★印で示される授業科目は、通常は選択科目であるが、地域創生推進士の認

定を受けるためには、必ず修得すること。 

(イ)「社会を生きる力を学ぶ」、「地方自治論 Q」、「地域インターンシップ」、「チームガ

バナビリティ演習」、「地域保健福祉演習」、「エンジニアリング演習」、「デザインプ

ロジェクト演習」の中から 5単位。ただし、保健福祉学部学生は「統合実習」、「公

衆栄養学実習Ⅰ」、「公衆栄養学実習Ⅱ」、「ソーシャルワーク実習」、「保育実習ⅠB」

の中から 2 単位以上を修得すれば、必要単位数の中から 2 単位を修得したものと

する。なお、◆印で示される授業科目を 1科目以上含むこと。 

(2) 次に示す公開イベントのいずれかにおいてポスター発表あるいは口頭発表を行うこと。 

(ア)おかやま COC+シンポジウム 

(イ)OPUフォーラム 

(ウ)公立大学協会 LINKtopos学生大会 

(エ)その他、地域創造戦略センターが認定する公開イベント（関連する学会、研修会な

ど） 

ただし、今後変更することがある。 

  
「地域創生推進士」授与式（3月 15日(月)） 

 

1-6 正課外での活動 

 

副専攻「岡山創生学」の授業科目以外（正課外）においても、表 11に示す課外活動を学

生が実践している。 

表 11．正課外における地域活動 

No． 日程 活動地区 概要 学生数（学科） 

1 11月 9日～ 

11月 13 日 

備前市役所 コミュニティキャンパ

スおかやま（こども応援

フェスタ開催中止に伴

う代替事業への参加 

3名（子ども学科） 

2 12月 25 日 真庭市立中

央図書館 

コミュニティキャンパ

スおかやま（わくわくキ

ッズイベント）※開催中

止 

3名（子ども学科） 

3 3月 16 日 

  25 日 

真庭市別所

地区 

コミュニティキャンパ

スおかやま（別所地区活

性化プロジェクト） 

2名（造形デザイン学科） 
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子ども応援フェスタ代替事業（映像設置と工作指導） 

 

  

わくわくキッズイベント（会場下見の様子） 

 

  

別所地区活性化プロジェクト（空き家の改修サポート） 

 

 

1-7 まとめと課題 

 

今年度は、平成 27 年度に選定された COC+事業「地域で学び地域で未来を拓く‘生き活き

おかやま’人材育成事業」が終了することに伴い改定された副専攻「岡山創生学」の第 1年

度であった。1年次対象科目では、 

 より広い業種におけるボランティア実践者の招聘（「社会連携要論」） 

 岡山県内の各界から 3 学部の特性を考慮した講師による講演の導入（「社会連携要論」） 
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 自主的なボランティア活動の推奨（「地域創生実践論」） 

 アクティブ・ラーニングの導入（「地域再生実践論」、「地域資源論」） 

などの改善を行い、必ずしも十分ではないものの、昨年度より高い学修効果を得ることがで

きた。 2年次対象科目では、 

 地域創生で結果を残している実践者からの講演（「地域再生実践論」） 

 アクティブ・ラーニングの導入（「地域再生実践論」） 

 活動日誌などの文書整備（「地域協働演習」） 

などを意識した授業設計を行った。また、 3年次対象の長期インターンシップ科目（「地域

インターンシップ」、「エンジニアリング演習」）では、 

 マナー講座など事前学習の充実 

 受入先担当者を招いた報告会の開催 

などに力を入れて授業を実施する予定であった。しかし、COVID−19 拡大により、対面での

講義が全てオンラインに変更されるなど、講義室での学習活動から新たな学習形態への変

更を余儀なくされた。これについては、試行錯誤を繰り返しながらあらゆる方策を検討し、

その時の情勢に応じた対応をとってきた。例えば、講義については第 1クォーターの科目は

準備期間も限られることから、外部講師にお願いをして学生が自学自習できるような資料

を作成し、それを教務システムの掲示板で共有することで、各自の学習を促した。また、学

習を進める過程で発生した疑問については質問を受け付け、講師からのコメントを全体で

共有することで講義室内の質疑応答の場面を擬似的に再現した。また、第 2クォーターの科

目では、リアルタイム方式による講義を実施した。通信環境の整備が遅れていたこともあり、

無料の Webサービス（Google Docs）を活用したテキストのみのリアルタイム画面共有を試

行し、学生は各自の端末に流れる文章を読み、思考し、それに関するコメントを発表して、

教員と学生が双方向に意見交換をした。第 3クォーターの科目では、事前に外部講師による

講義をビデオ収録し、それを配信する形とした。この頃には、通信環境に不安のある学生へ

の Pocket Wi-Fi無償貸与など学習支援も進んできたため、YouTubeに代表される動画配信

サービスの普及状況を鑑み、学生の親和性が高い動画配信とした。次年度以降もしばらくは

オンライン授業の可能性が考えられるため、特に全学必修の 1年次科目については、講義形

態の工夫も検討していかなければならないと思われる。 

 講義内容については、社会連携、サービスラーニングに関する基礎的な学びを強化する目

的で、「おかやまボランティア論」を「社会連携要論（1年次、必修）」と名称変更し、第 2

クォーターに配置することとした。また、「おかやまを学ぶ」は「地域資源論（1 年次、必

修）」と名称変更し、地域に関する学びは継承し、地方創生に関係する人、物、事などの地

域資源の発見、活用等に焦点を当てた授業内容へと深化させることとした。更に、「おかや

まボランティア演習」と「地域協働演習」を発展的に統合し、「地域創生演習（1 年次、選

択）」として初年次に開講することで、地域での学びをより早い段階から実践し、2 年次へ

と開講時期を早めた「地域インターンシップ」、3 年次での「エンジニアリング演習」に代

表される専門課程での実践へ途切れることのないスムースなカリキュラムを実現した。 

 今後の課題として、例えば、以下のものが挙げられる。 

(1) 副専攻「岡山創生学」としての教育目標を、より一層明確化し、学修成果の評価指標及

び評価方法を継続的に改善する。 

(2) 副専攻「岡山創生学」授業科目及び正課外活動を通じた学生のキャリア形成、社会人基

礎力・学士力を涵養する学内教育システムを構築する。 

一方において、ボランティアに興味を示す学生は一定数おり、これらの学生が主体となっ

て結成したボランティア団体には、副専攻「岡山創生学」科目履修者も興味を示すものが多

くいたが、今年度は学外での活動が殆どできなかったため、興味のある学生と団体で活動し

ている学生との接点がなく、各団体の学生確保と活動継続についても大学からの支援が必

要となる。今後は、これまでの実績に基づき、地域社会と学生ボランティア団体との繋がり

を強化し、これらを支援する体制の整備、システム化を進めていくことが必要となる。 
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第３章 大学院における教育活動と成果                           

1 大学院における教育活動と成果 

1-1 概要 

本学大学院では、各研究科・専攻で設定するディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポ

リシーに基づき、より高度な専門性を備え、社会進出にあたって指導的な立場に立つことの

できる人材や研究者の育成を目指している。これに加えて本年度は「吉備の杜」創造戦略プ

ロジェクトが採択され、大学院教育にも研究科共通基盤科目群として研究科横断型の教養

教育科目を導入した。これにより大学院の３つのポリシーも全面的に見直しが実施された。 
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1-2 保健福祉学研究科 

 

1-2-1 概要 

本学大学院では、各研究科・専攻で設定するカリキュラム・ポリシー及びディプロマ・ポ

リシーに基づき、高度な専門性を備え、社会進出にあたって指導的な立場に立つことのでき

る人材や研究者の育成を目指している。少子高齢化やグローバル化に対応して、専門分野の

視点から課題解決を図ることのできる人材育成のため、各研究科において、大学院教育プロ

グラムや授業内容及び研究指導法の工夫改善の取組みを継続している。 

 

1-2-2 博士前期課程 

 

1-2-2-1 看護学専攻 

(1)グローバル教育 

今年度は、「国際保健看護学特論」の受講者がなく、ネパールに出向いての演習は実施さ

れなかった。第 31 回日本医学看護学教育学会学術学会「新たな時代の看護教育と国際化」

において、4 名の学生が web 発表と国際化教育に関する教育講演「Global Education for 

Nursing Students（Dr。 Justina Liu ）」、シンポジウム「看護職に求められるスキルとし

ての国際感覚」を聴講した。国際学会では、1名の学生が、2020年 9月に台湾で開催された 

International Nursing Conferenceで学会発表を含め参加した。新型コロナ感染禍の中に

おいても、国際感覚を身につけ、コミュニケーション力を養うとともに、海外での看護等に

触れる機会を得ることができた。 

 

(2)地域連携教育 

保健師課程において例年計画されている「認知症カフェ」や「精神疾患を持つ人のための

作業所」の見学などが、新型コロナ禍のため実施されなかった。しかし、感染予防に努めな

がら、地域包括支援センターの職員とともに認知症の方への戸別訪問や総社市内の小学生

を対象とした認知症サポーター養成講座に参加することができた。また、総社市における小

地域ケア会議、100 歳体操に参加し、住民に対する健康教育を実施することができた。新型

コロナ感染による制限がある中でチャンスを最大限に活かし、看護専門職として地域の他

職種及び住民との地域連携に関する経験や学びを積むことができた。 

 

1-2-2-2 栄養学専攻 

(1)グローバル教育 

2020 年 10 月 23 日に岡山県立大学において、ダンヌンツィオ大学医学部（イタリア）の

Mario Romano教授の Web講義が行われ、大学院博士前期課程栄養学専攻学生の希望者が参

加し、炎症の寛解についての Web講義を受講した。講義内容について、Mario Romano 教授

への学生からの活発な質問とディスカッションが行われた。 

 

(2)地域連携教育 

岡山県栄養士会総社支部の事業において、管理栄養士として、栄養指導の協力や食育活動

に取り組む予定であったが、新型コロナウィルス感染症の蔓延にともない、事業が中止とな

った。来年度以降に、事業実施が可能となった際には、積極的な参画を予定している。 

 

1-2-2-3 保健福祉学専攻 

(1)グローバル教育 

令和 2 年 11 月 19 日に、又松大学の柳漢守准教授を招聘し、韓国の児童虐待に関する現

状と課題に関する講義を開講した。7名の院生が聴講し、韓国の児童虐待政策の最新状況に

ついて学ぶことができた。 
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(2)地域連携教育 

1 名の院生が、平成 30 年西日本豪雨にて被害に会った総社市下原地区の要配慮者とその

家族から避難時の様子や事前準備などについて聞き取り調査を行う研究グループに参加し、

地域の自主防災組織や支援機関の人々とともに、今後の災害対策について検討した。 

 

 

1-2-3 博士後期課程 

 

1-2-3-1 看護学大講座 

学術交流協定校であるネパールのトリブバン大学からの留学生 1名が博士（看護学）の学

位を取得した。学生２名の研究論文が国際誌に掲載されたが、国際学会での研究発表は 0件

であった。研究の国際化をさらに進めていく必要がある。 

 

1-2-3-2 栄養学大講座 

学術交流協定校であるインドネシアのハサヌディン大学から 1名、中国の南昌大学から 2

名の留学生が博士後期課程に在籍しており、交流協定校との交流が着実に進んでいる。 

 

1-2-3-3 保健福祉学大講座 

 1名の大学院生が、７名の外国人労働者を対象に、経済的悩み、文化的悩み、社会関係上

の悩み等についてインタビュー調査を行い、グルーバル社会における課題について検討し

た。 

 

1-2-4 まとめと課題 

大学院のグローバル教育の推進に関連して、オンラインによる講演等を行ったが、コロナ

禍の状況もあり、実質的な交流はできなかった。大学院のグローバル教育の推進に関連して

は、海外特別奨学生としてインドネシアのハサヌディン大学から栄養学大講座の 1名（指導

教員：入江康至教授）が、学会発表でのトピックス賞を受賞するなど、研究発表も盛んに行

い、着実に共同研究が進んでいる。さらに栄養学大講座所属の中国の南昌大学から留学生 1

名（指導教員：山下広美教授）および看護学大講座所属のネパールのトリブバン大学から留

学生 1名（指導教員：井上幸子准教授）は、それぞれ課程を修了して博士取得した。海外特

別入試を活用した留学生の教育は順調に進んでおり、さらなる共同研究の成果が期待され

る。地域連携教育も例年学生が現地に出向いて積極的な活動を実施していたが、看護学専攻

では感染予防に努めながら最小限の活動を行い、他職種及び住民との地域連携に関する経

験や学びを提供することができた。 
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1-3 情報系工学研究科 

1-3-1 概要 

情報系工学研究科では、急速に発展する環境の変化に対応するために、既存の教育研究分

野にとらわれず幅広い視野を持ち、それぞれの研究内容のみならず融合型研究を深化させ

るための取組を行っている。 

 

1-3-2 博士前期課程 

 

1-3-2-1 学生指導体制 

平成 28年度入学生から 1専攻 3領域（電子情報通信工学領域、機械情報システム工学領

域、人間情報システム工学専攻）に再編し、各領域における教育体制が、情報工学部 3学科

の学士課程教育との連続性を担保すると同時に、1専攻の利点を生かしつつ、他領域の学問

分野との交流（授業科目の履修、異なる視点からの研究指導）が活発になるような学生指導

体制を整えている。しかしながら、今年度は、COVID-19 の影響で、各研究室が主催する公

開研究報告会を十分に開催することができなかった。 

テクニカル・プレゼンテーション演習及びアカデミック・プレゼンテーション演習の受講

者数は計 21 名であり、グローバル化に伴い国際学会などでの英語によるコミュニケーショ

ン能力の習得を目指す学生が増える傾向にある。 

 

1-3-2-2 連携大学院 

情報系工学研究科では、岡山県内の公共機関及び企業と連携大学院協定を締結し、学外の

研究者による研究指導を受けることができる体制を整えている。令和 2 年度は岡山県工業

技術センターおよびオーエム産業（株）表面処理研究所において各 3名の大学院学生が研究

の一部を遂行した。 

 

1-3-3 博士後期課程 

 

1-3-3-1 学生指導体制 

博士後期課程は、平成 28年度入学生より、従前の講座制から領域制への転換を図り、電

子情報通信工学領域、機械情報システム領域、人間情報システム工学領域の 3領域制による

学生指導体制としている。併せて、平成 30年度からは、情報技術を多様な分野に展開でき

る人材育成を推進するため、主指導・副指導教員に加えて、専門分野の異なる教員を指導体

制に加えることができる研究アドバイザー制度を導入した（令和 2 年度は 78%の学生に配

置）。また、社会人が学びやすい環境を整えることを目指し、平成 27年度には早期修了要件

を明確に定め、平成 28 年度入学生より修了要件を 12 単位に引き下げた。さらに、平成 28

年度には留学生及び社会人を対象とした秋入学制度を導入し、平成 28 年度に続き、令和 2

年度に 1名の学生が秋入学をした。 

 

1-3-4 まとめと課題 

令和 2 年度は、博士前期課程、博士後期課程とも、COVID-19 の感染拡大により、授業の

オンライン化などのため、教員、学生とも試練の年となった。令和 3年度以降も、コロナ禍

以前の状態に完全に戻ることはなく、対面、オンラインの利点を生かしたハイブリッド状況

での教育・研究指導を進めることとなる。研究成果を発表する場も、オンライン化により国

際会議等に参加しやすくなった反面、学外者との議論がパソコン画面越しとなり、対面と比

べ、十分ではない懸念がある。今後、このような状況下で、教育・研究指導をいかに効率的

に行うかが今後の課題である。 
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1-4 デザイン学研究科 

 

1-4-1 概要 
大学院デザイン学研究科は、多様化した環境や将来予想される問題に対し、高度な専門知

識・能力・技術により解決に導き、デザイン創出を通して豊かな生活と文化に寄与できるリ
ーダーを育成することを目的として教育研究および国際交流を推進し、一層の充実を図っ
ている。 
 
 

1-4-2 修士課程 

デザイン工学専攻では、修士研究テーマに関して、研究の社会的ニーズの確保というとい

う観点から、以下の学生が取り組んだ。 

1）倉敷市美観地区とその周辺地区の景観デザイン向上のための基礎的研究（桐島実希） 

2）浦辺鎮太郎の外観構成に関する研究（沼口香織） 

3) 製糖産業の発展と都市形成－高雄州を中心に（楊雅如） 

 

造形デザイン学専攻では、研修士研究テーマに関して、研究の社会的ニーズの確保という

という観点から、以下の学生が取り組んだ。 

1)テキスタイルにおける鉱物顔料の材質感を用いた染色表現の研究（今田千裕） 

 

フレッシュマンセミナー等の授業科目で例年雇用する研究科生の TAは、今年度は感染予

防の視点で実施しなかったものの、指導教員の研究に密接に関与させることで、指導的実務

者・研究者としてのデザイナー育成を行った。 

修士研究予備審査及び、質の評価につながるルーブリック評価を本格実施し、研究の状況を

正確に把握し指導に生かすなど、研究および教育の質向上に繋げた。 

 

1-4-3 まとめと課題 

修士研究については、今年度も本研究科の特色を表すテーマとなり、研究の幅と深度が見

られたが、客観的意見聴取においては、コロナ禍の影響を受け実社会との接点の場が減少し

たことから、今後の工夫が必要である。 研究科としては、今年度も社会経済の不安定な動

向により定員割れとなったが、来たる社会変動で求められる人財の教育を念頭に、留学生の

受入れやリカレント教育なども含め、入試の見直しや修士課程学位審査基準の変更など、研

究科の定員見直しや専攻科再編について根本的な見直しを進める必要がある。 
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2 大学院における研究活動と国際交流 

 

2-1 概要 

 本学大学院では、学士力を備え、さらに専門分野において優れた研究能力、実践力、マネ

ジメント力を身に付けた学生を育成するために、教員の基礎研究から最先端研究での親密

な指導の下、関連学会での研究発表や論文投稿を奨励している。その範囲は国内、国際を問

わず多岐にわたっており、学会における受賞等の実績を積み上げている。また本学大学院で

は、各研究科のディプロマ・ポリシーにおいてグローバル人材の育成を掲げている。国際会

議での研究発表等のほか、国際交流協定を締結している大学との間で、学生・教員の相互派

遣及び共同研究等による教育研究交流等を推進するとともに、その内容の一層の充実を図

っている。今年度は新型コロナウイルス（COVID-19）の影響で、新たにオンラインを活用し

て研究活動・国際交流を推進した。 

 

2-2 保健福祉学研究科 

 

2-2-1 看護学専攻 

 

2-2-1-1 研究活動 

(1) 研究発表 

査読付き学術論文、国際会議録、全国大会発表および支部大会発表は、令和元年度より若

干少ない件数にとどまった。新型コロナウイルス禍のため学会発表は Webで行われたため、

その影響は少なかったと考えられるので、今後は国際・国内学会発表の更なる奨励が必要で

ある。 

 

表１ 看護学専攻程の研究発表件数 

発表内容 
件数 

令和 2年度 令和元年度 平成 30年度 平成 29年度 

査読付き学術論文 7 9 4 2 

国際学会発表 1 2 0 4 

全国大会発表 5 8 6 4 

支部大会発表 0 1 2 1 

 

(2) 受賞 

なし 

 

2-2-1-2 国際交流 

今年度は新型コロナウイルス禍のため国際交流は行われなかったので、今後オンライン

を用いた国際交流を進めていく必要がある。 

 

 

2-2-2 栄養学専攻 

 

2-2-2-1 研究活動 

(1) 研究発表 

博士前期課程では、栄養学専攻の 4講座（栄養情報学講座・食デザイン学講座・基礎栄養

学講座・食品栄養学講座）のいずれかに、博士後期課程では、１講座（栄養学大講座）に属

しながら研究活動を展開している。平成 29年度以降の大学院博士前期課程学生による研究
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発表実績を表２に示す。 

査読付き国際・国内学術論文、ならびに受賞については、過去 4年間の中で最も良い実績

であった。また、新型コロナウイルス感染症蔓延のため、国際学会の中止等で発表実績は低

下したが、Web 開催も多くなった国内学会への発表数は、昨年度と同程度の件数であった。

今後、国際学会の開催が可能となれば、発表実績が回復すると期待する。 

 

表２ 栄養学専攻の研究発表件数 

発表内容 
件数 

令和 2年度 令和元年度 平成 30年度 平成 29年度 

論文発表（国際誌）  5  0  0  2 

論文発表（国内誌）  3  0  0  0 

学会発表（国際学会）  1  9  5  6 

学会発表（国内学会） 13 13  7 11 

受賞  3  2  1  0 

 

(2) 受賞 

1． 細川夏菜乃（指導教員：伊東秀之）、「エラジタンニン代謝物 urolithin A の抱合体

の構造」、日本農芸化学会 2020 年度 中四国支部大会（第 57回講演会）支部優秀発

表賞 

2． 上山真依（指導教員：山本登志子）、「ザクロ葉由来エラジタンニン類のミクロソー

ム型プロスタグランジン E合成酵素-1発現抑制と大腸炎改善効果」、第 53回 日本栄

養・食糧学会 中国・四国支部大会 学生奨励賞 

3． 上山真依（指導教員：山本登志子）、「ザクロ葉由来エラジタンニン類のミクロソー

ム型プロスタグランジン E合成酵素-1発現抑制と大腸炎改善効果」、おかやまバイオ

アクティブ研究会 第 57回シンポジウム 第 23回学生プレゼンテーション 学生奨

励賞 

 

2-2-2-2 国際交流 

2020 年 10 月 23 日に岡山県立大学において、ダンヌンツィオ大学医学部（イタリア）の

Mario Romano教授の Web講義が行われ、栄養学専攻学生の希望者が参加し、炎症の寛解に

ついて最新の薬理学研究を学んだ。講義内容について、Mario Romano教授への学生からの

活発な質問とディスカッションが行われた。 

 

2-2-3 保健福祉学専攻 

 

2-2-3-1 研究活動 

(1) 研究発表 

博士前期課程では、保健福祉学専攻として 4 つの講座のいずれかに属しながら研究活動

を展開している。平成 29年度以降の大学院博士前期課程学生による研究発表実績を表 3に

示す。 

表３ 保健福祉学専攻の研究発表件数 

発表内容 
件数 

令和 2年度 令和元年度 平成 30年度 平成 29年度 

査読付き学術論文 1 2 0 5 

国際学会発表 0 0 0 0 

全国大会発表 1 2 4 7 

支部大会発表 0 0 0 0 
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博士前期課程の研究発表は、査読付き学術論文 1 件、全国大会発表 1 件であった。平成

29 年度に比べると少なかった。社会科学系の大学院生の場合、博士後期課程になってから

論文発表や学会発表を行う文化があるため、博士前期課程での研究発表が少なくなる傾向

があるといえる。 

 

2-2-3-2 国際交流 

令和 2 年 11 月 19 日に、又松大学の柳漢守准教授を招聘し、韓国の児童虐待に関する現

状と課題に関する講義を開講した。7名の院生が聴講し、韓国の児童虐待政策の最新状況に

ついて学ぶことができた。また、留学生 1名が在籍しているため、日本人の院生との研究交

流を深めた。 

 

2-2-4 保健福祉科学専攻 

 

2-2-4-1 看護学大講座 

(1) 研究発表 

博士後期課程では、ほとんどが社会人学生であり、仕事と両立させながら研究活動を行っ

た。本年度は、新型コロナウイルス禍のため学会発表はすべてオンラインであったが、研究

活動としては、査読付き学術論文 4件（うち 2件は国際誌）、全国大会発表 7件と昨年と同

程度の結果を残すことができた。しかし、国際学会発表は 0件であったため、今後更に奨励

していく必要がある。また、ネパールからの留学生 1名に博士（看護学）の学位が授与され

た。  

 

表４ 看護学大講座の研究発表件数 

発表内容 
件数 

令和 2年度 令和元年度 平成 30年度 平成 29年度 

査読付き学術論文 4 4 1 1 

国際学会発表 0 4 0 0 

全国大会発表 7 6 2 3 

支部大会発表 0 0 0 0 

 

(2) 受賞 

なし 

 

(3) 国際交流 

 今年度は新型コロナウイルス禍のため国際交流は行われなかったので、今後オンライン

を用いた国際交流を進めていく必要がある。 

 

2-2-4-2 栄養学大講座 

(1) 研究発表 

博士後期課程の平成 29 年度以降の大学院博士前期課程学生による研究発表実績を表５に

示す。 

査読付き国際学術論文と国内学会発表は、過去 4年間の中で最も良い実績であった。査読

付き国内学術論文は例年通りであり、受賞も 1件あった。平成 29年度は、新型コロナウイ

ルス感染症蔓延のため、国際学会の発表実績が低下したが、今後、可能となれば発表実績が

回復すると期待する。 
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表５ 栄養学大講座の研究発表件数 

発表内容 
件数 

令和 2年度 令和元年度 平成 30年度 平成 29年度 

論文発表（国際誌）  6  2  2  1 

論文発表（国内誌）  2  0  0  0 

学会発表（国際学会）  0  2  9  4 

学会発表（国内学会） 11  3  5  3 

受賞  1  0  2  0 

 

(2) 受賞 

1． A.Yasmin Syauki（指導教員：入江康至）、「低蛋白質摂取の食習慣をもつニューギニ

ア島民の身体組成の調査」、令和 2年度 日本栄養・食糧学会トピックス賞 

 

(3) 国際交流 

 今年度は新型コロナウイルス禍のため国際交流は行われなかったので、今後オンライン

を用いた国際交流を進めていく必要がある。 

 

 

2-2-4-3 保健福祉学大講座 

(1) 研究発表 

博士後期課程の研究発表は、査読付き学術論文 4件、全国大会発表 3件であった。本年度

は、1名の学生に博士（保健福祉学）の学位を授与した。今後、より一層の研究の活性化が

必要である。 

 

表６ 保健福祉学大講座の研究発表件数 

発表内容 
件数 

令和 2年度 令和元年度 平成 30年度 平成 29年度 

査読付き学術論文  4  4  3  8 

国際学会発表  0  0  0  0 

全国大会発表  3  3  0 12 

支部大会発表  0  0  0  0 

 

(2) 受賞 

なし 

 

(3) 国際交流 

 今年度は新型コロナウイルス禍のため国際交流は行われなかったので、今後オンライン

を用いた国際交流を進めていく必要がある。 

 

2-3 情報系工学研究科 

 

2-3-1 研究活動 

博士前期課程では、システム工学専攻として 3領域（平成 27年度以前入学生は 5領域）のいずれ

かに、博士後期課程では、システム工学専攻として 3領域（平成 27年度以前入学生は 3大講座）の

いずれかに属しながら研究活動を展開している。平成 28 年度以降の大学院博士前期課程学生による

研究発表実績を表１に示す。 
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表１ 博士前期課程の研究発表件数 

発表内容 
件数 

R2年度 R1年度 H30年度 H29年度 H28年度 

査読付き学術論文 14  8  9  6 21 

国際会議録 19 13 14 17 31 

全国大会発表 30 66 70 74 97 

支部大会発表 23 49 32 30 52 

学術表彰・受賞  9 20 24 18 11 

 

令和2年度は、COVID-19の影響で、多くの国際会議、研究会、各種大会が国内外を問わず、縮小、

延期、中止となり、開催形態の現地開催からオンライン開催へ変更となった。このような環境の中で

も、査読付き学術論文の件数は令和元年度の2倍近くとなっているとともに、オンライン開催により

参加が容易になった国際会議での発表件数が増加していることは目を見張るものである。一方、全国

大会発表および支部大会発表の発表件数は、いずれも前年度から半減している。令和 3 年度以降も、

しばらくはオンライン開催が主流になるものと考えられる。しかし、オンライン開催であれば海外渡

航が不要となることから、これを機に、前期課程学生の国際会議発表における発表機会を増やすこと

ができるのではないかと期待している。一方、受賞件数も同様に件数を前年度の約半数に減らしてい

る。主な受賞内容は、電子情報通信学会和文誌C分冊学生論文特集秀逸論文賞、電子情報通信学会 回

路とシステム研究会(CAS)学生優秀賞、電子情報通信学会中国支部奨励賞3件、第19回情報科学技術

フォーラム（FIT 2020）奨励賞、電気学会優秀論文発表賞「賞B」、応用物理学会中国四国支部学術講

演会発表奨励賞、第22回IEEE広島支部学生シンポジウム（HISS2020）優秀プレゼンテーション賞な

どである。 

博士後期課程では、ほとんどが社会人学生であり、COVID-19対応など業務多忙等により、従来に増

して、研究活動を活発に行うことはかなわなかった。その結果、査読付き学術論文、国際会議録、全

国大会発表各1件、受賞2件に留まった。令和2年度は、2名の学生に博士（工学）の学位を授与し

た。今後は、入学者数の増加及び休学者の減少も含め、研究の活性化が必要である。 

 

表２ 博士後期課程の研究発表件数 

発表内容 
件数 

R2年度 R1年度 H30年度 H29年度 H28年度 

査読付き学術論文 1 5 3 4 2 

国際会議録 1 1 4 5 4 

全国大会発表 1 7 5 3 4 

支部大会発表 0 0 0 0 0 

学術表彰・受賞 2 1 2 1 0 

 

また、令和 2年度のトピックとして、10月 24日（土）に本学が実行委員会を担当し、第 71回電

気・情報関連学会中国支部連合大会が、中国支部連合大会としては初めてのオンライン会議として開

催された。会議の概要としては、講演件数 205 件（内、本学 19 件）、セッション数 40、参加者総数

426名となり、講演件数は2年ぶりに200件を超えた。また、上記のように大学院博士前期課程の学

生3名が、本会議での発表により、電子情報通信学会中国支部奨励賞を受賞した。本来は本学での現

地開催の予定であったが、急遽、オンライン開催に変更した経緯がある。しかし、オンライン開催と

することにより、学部学生、大学院学生の聴講が容易となり、研究発表に接する良い機会となった。 
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2-3-2 国際交流 

令和2年度は、COVID-19の影響により、ほぼ全ての国際交流活動を実施することができなかった。

令和3年度も先行きを見通すことができないが、従前に交流を続けてきたインドネシア・ハサヌディ

ン大学、タイ・カセサート大学、韓国・又松大学とオンラインによる交流の糸口、あるいは、今年度

に学部生対象に海外インターンシップをオンラインで実施したマレーシア・マラッカ技術大学との交

流に活路を見出したい。 

 

2-4 デザイン学研究科 

 

 デザイン学研究科は令和 3 年度デザイン学部の学科再編により 3 学科体制になることに

伴い研究科の改革を進め、修士課程学位審査基準の見直し等、研究活動活性化を図っている。 

 

2-4-1 研究活動 

 

2-4-1-1 デザイン工学専攻 
1） 学会発表 

「倉敷市美観地区の修理・修景事業の実態と効果に関する既往研究の概観」日本 

建築学会大会（関東）学術講演、2020年 9月 2年生 桐島実希 

 

「日本統治時代の台湾・高雄州における製糖産業と都市の発展 」日本建築学会 

大会（関東）学術講演、2020 年 9月 2年生 楊 雅如 

 

「製糖産業の発展と都市形成」日本建築学会中国支部研究発表会（広島）、 2021 

年 3月 2年生 楊 雅如 

 

2-4-1-2 造形デザイン学専攻 

1）入賞 

「夢見る精霊」長草くんアートコンテスト３等賞、株式会社ミニチュアファクトリー（令

和 2年 9月）1年生 川上典子 

 

2）学会発表 
「セラミック作品におけるテキスタイル技法の導入研究」日本繊維機械学会中国支部研究  

 および事例発表会（令和 2年 12月 18日）1年生 寺内聖子 

 

「テキスタイル技法を用いたセラミック作品の研究」第 27回ヤングセラミストミーティ 

ング in中四国（令和 2年 11月 28日）1年生 寺内聖子 

 

「テキスタイルにおける鉱物顔料の材質感を用いた染色表現の研究」令和 2年度度繊維機

械学会中国支部、研究及び事例発表会における発表(令和 2年 12月 18日) 

 2年生 今田千裕 

 

3）作品展示（個展） 

「Particle」岡山マツダ野田店ショールーム(令和 2年 10月 25日〜令和 3年 2月 6日) 

 2年生 今田千裕 

 

2-4-2 国際交流 

 本年度は、新型コロナウイルスの影響で研究科における国際交流協定大学との具体的な交

流はなかった。 
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オンライン等で次年度以降の交流のために準備を行った。 

 

2-5 まとめと課題 

 

2-5-1 保健福祉学研究科 

博士前期課程および後期課程の研究活動は、新型コロナウイルス禍の状況においても順

調で、特に栄養学専攻および栄養学大講座では、例年よりも高い実績を上げることができた。

さらに学生の優秀発表賞や奨励賞等、今年度は最近４年間で最も受賞数が多かった。国際交

流はオンラインによる講演を行ったが、新型コロナウイルス禍の状況もあり、実質的な交流

はできなかった。大学院のグローバル教育の推進に関連しては、海外特別奨学生としてイン

ドネシアのハサヌディン大学から栄養学大講座の 1名（指導教員：入江康至教授）が、学会

発表でのトピックス賞を受賞するなど、研究発表も盛んに行い、着実に共同研究が進んでい

る。さらに栄養学大講座所属の中国の南昌大学から留学生 1名（指導教員：山下広美教授）

および看護学大講座所属のネパールのトリブバン大学から留学生 1名（指導教員：井上幸子

准教授）は、それぞれ課程を修了して博士取得した。海外特別入試を活用した留学生の教育

は順調に進んでおり、さらなる共同研究の成果が期待される。 

 

2-5-2 情報系工学研究科 

今年度の新型コロナウイルス禍を考慮すれば、博士前期課程の研究活動は概ね順調であ

る。一方、博士後期課程については、社会人学生が多いことが大きな理由ではあるが、新型

コロナウイルス禍の影響等による本務多忙のため、研究活動は低調なものとなった。 

情報系工学研究科では、大学間協定校のみならず、独自に協定を締結した大学との学術交

流も推進している。これらの活動を足がかりに、大学院生による国際交流のさらなる活性化

を期待したい。 

 
2-5-3 デザイン学研究科 

大学院における研究活動については、近年、入学者数の減少が続き、十分活性化している

とは言えない。先ずは入学生の確保に取り組む必要がある。令和 3年から学科再編により学

部が 3学科体制になることから、研究科においても国際的・総合的視野を備えた指導的実務

者、研究者としてのデザイナーや建築家を育成するための意識付けおよび環境づくりを行

う必要がある。 

国際交流について今年度は新型コロナウイルスの影響で何も実施できなかったが、近年、

台湾の国際交流協定締結大学である台湾雲林科技大学や国立台湾芸術大学との間で留学生

の受入れなど徐々であるが、新たな人材の流入が見られる。活性化のきっかけになることを

期待したい。 
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第２部 全学センターにおける教育活動と成果  

 

１ 概要 

平成 26 年度 10 月に大学教育開発センター、国際交流センターの 2 センターが発足、平

成 27年 10月からはさらに学術研究推進センターがスタートし、この間、平成 27年度にお

ける「教育研究開発機構」への 3 センターの合流・再編があった。平成 31（令和元）年度

は第 3 期中期計画の初年度として本機構を廃止し、大学教育開発センター内にあった学生

支援部会とキャリア形成支援部会を事実上独立させ、正課外・ボランティア支援活動ならび

に就職支援活動を合わせて学生支援全体を担うキャリア・学生生活支援センターとして新

設した。大学教育開発センターは教育開発センターと名称変更し、アドミッション、共通教

育、教育評価ならびに FD・SDを担う部署としての機能を強化した。令和 2年度には、教育

開発センターからアドミッション・高大連携センターを独立させ、入試広報部門、高大連携

部門、入学者選抜制度開発部門の 3部門体制で発足させた。さらに地域共同研究機構を廃止

して、地域創造戦略センターとして独立させ、ここにキャリア・学生生活支援センターから

ボランティア活動支援を担う部署をボランティア部門として移動し、正課外活動の支援は

同センターの学生支援部門が担うこととした。この結果、地域創造戦略センターは産学官連

携部門、地域連携部門、社会連携教育推進部門、ボランティア部門の 4部門体制となり、キ

ャリア・学生生活支援センターは、キャリア形成支援部門、就職支援部門、学生生活支援部

門の 3部門体制となった。また、国際交流センターは広くグローバル教育を担うセンターと

して体制を整備し、名称もグローバルラーニングセンターと改称した。 

第 2 部は次のように構成されている。第 1 章は教育開発センターの 3 部門の活動と成果

を記述した。第 2 章はキャリア・学生生活支援センターの 3 部門の活動と成果について記

述し、センターと連携関係にある学生相談室と保健室の活動についても第 2章で記載した。

第 3章はグローバルラーニングセンターにおける国際交流締結（MOU）校を主対象とする教

育研究交流活動の支援を中心に、また、第 4章は学術研究推進センターにおける研究倫理に

関する啓蒙活動や研究支援に関する実績を柱にまとめて記述した。さらに、第 5章はアドミ

ッション・高大連携センター3部門の活動と成果を記載した。センター活動の中で、地域創

造戦略センターの活動は主に社会貢献年報に記載するが、 副専攻における教育活動と成果

は第 1部の第 2章に記載した。 



（セ-1） 

第１章 教育開発センターにおける教育活動と成果  

 

1 概要 

 
大学教育開発センターは、平成 26 年 4 月から半年の準備室の期間を経て、同年 10 月に

発足し活動を開始した。平成 27 年度にはメンバー（センター員及び幹事）を充実して大略

現在の構成となって 2年間の任期で活動を開始した。平成 30年度末までには「アドミッシ

ョン部会」、「共通教育部会」、「FD 部会」、「教育評価部会」、「キャリア形成支援部会」、「学

生支援部会」の機能的 6部会制をとっていたが、平成 31年度より組織改革し、「キャリア形

成支援部会」と「学生支援部会」の機能を一つに集約して「キャリア・学生生活支援センタ

ー」を設置したことに伴って、「大学教育開発センター」の名称を「教育開発センター」に

改め、部会も「アドミッション部門」、「共通教育部門」、「FD部門」、「教育評価部門」の 4部

門とした。更に大学の将来像を考慮して令和 2 年度からアドミッションの機能強化のため

に、「アドミッション・センター」を設置したことに伴って、教育開発センターは、「共通教

育部門」、「FD 部門」、「教育評価部門」の 3 部門制をとることとなり、この経緯から、教育

開発センターは「教育の質」を中心に、その調査や評価や改善を検討するセンターとして活

動することとなった。 
 
2 各部門における教育活動と成果 

 
2-1 概要 

 

 現在、教育開発センターは、「共通教育部門」、「FD部門」、「教育評価部門」の 3部門から

成り立っている。教育開発センターのメンバーのうち、部門長は、各部門の教育開発上の目

的を達成する任務を担っている。この任務に応じて、各学部各学科の事情に合わせて、その

任に相応しい教員が運営委員として配置されている。事務局職員からは教務班が配置され、

教学上の課題を教職員相互で協力的な仕方で協議している。この協議の態勢に基づいて、教

育開発センターは教育改革に係る調査や企画、提案を行う機関となっている。以下、「共通

教育部門」、「FD 部門」、「教育評価部門」の 3部門の活動と成果について説明する。 

 

2-2 共通教育部門 

 

共通教育部門は、教育開発センター規程第2条第1項第7号に示される「共通教育の充実及

び共通教育と専門教育との連携に関する」業務を実施するために設置された部門である。共

通教育科目に対するカリキュラムの企画・立案を行うとともに、教養教育の体系化、教養教

育に対する評価基準の作成と実施、共通教育におけるアクティブ・ラーニング授業の企画と

実施などが具体的な業務である。令和2年度の取組について、概要は以下の通りである。 
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・英語教育の英語ELP1～6について平成31年度から実施したセメスター制の教育効果を検

証した。また第3期中期計画の目標を達成できるように、全学的な課題として、ELPの学

修成果指標の1つであるTOEICの全学平均点について合格最低点を設定し、さらに

Advanced classも設置を計画した。 

・現行の複合PBL科目について科目再編及び調整を実施して、令和3年度から始まる1単位

必修科目「セミナー科目」の準備を整えた。 

・例年通り、共通教育科目の学修成果の評価法について以下の検討を行った。(1)成績や

履修人数の経年変化等の調査、(2)共通教育科目の達成度等に関する学生アンケート実

施の可能性、(3)各教員の評価法の調査と意見の収集、である。これらを教育開発センター

にて検討している各種学生アンケートと連携して課題を検討することとした。 

・共通教育におけるアクティブ・ラーニングの導入を昨年に引き続いて推進する方針の

下、特に複合PBL科目についてはアクティブ・ラーニングを基本とするため、教育開発

センターによるアクティブ・ラーニングの定義と教員アンケートの実施及び評価を得て

検討を重ね、令和3年度に向けて、「複合PBL科目」からから「セミナー科目」へのスム

ースな移行を計画した。 

・「吉備の杜」創造戦略プロジェクトの採択に伴い、共通教育部にて運営する「大学院共

通基盤科目」に関して、部内に会議体を設置し、大学院における共通教育のあり方につ

いて協議を重ねた。 

最後に共通教育部門の今後の課題について、スケジュールも含めて述べる。 

1. 共通教育全般について、目標を達成すべく内容を継続して検討、評価し、評価結果に応

じて改善する。関連して教育に関する外部評価体制を念頭において、共通教育部内に教

育上のデータをとりまとめる評価室を設置する方針をたて、これについて検討する。 

2. H30 年度から導入した教養新カリキュラム（人文・社会科学、自然科学、健康科学）の

定着を図るが、その中で新たなカテゴリーとして設定された「セミナー科目」を中心に、

実施内容に応じて評価し、評価結果に応じて改善する。 

3. 語学国際では、(1)第 3 期中期計画の目標を達成できるように、全学的な課題として、

ELP の学修成果指標となる TOEICの合格最低点の設定を評価し改善を図る。さらに新た

に設置された Advanced class の実施状況を調査・評価し、英語教育のさらなる充実を

図る。また、(2) 国際交流センターと協働で、コロナ禍における語学文化研修、海外研

修として効果的な方法や研修内容を検討する。 

4. 社会連携では、H31 年度で終了した COC+事業に引き続く事業として、令和 3 年度から

「吉備の杜」創造戦略プロジェクトが始まる。これに伴って、本学の学部教養教育の特
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性としての副専攻を拡充する等の社会連携教育の実施状況について調査・評価する。 

5. 「吉備の杜」創造戦略プロジェクトに伴って、R2年度から「大学院共通基盤科目」の運

営のため大学院共通基盤科目会議室を設置したが、今後の大学院における教養教育につ

いて授業の実施状況を調査して充実を図る。 

 第 3期中期計画 

H31 R2 R3 R4 R5 R6 

1. 共通教育の検討、

評価と改善 

検討、評価、改善 

2. 教養新カリの実

施、評価と改善 

実施と評価 改善 

3 (1)．ELP の実施、 

評価と改善 

実施と評価 

 

実施と評価 改善 

3 (2)．国際交流 研修先等の検討 
研修方法と 

内容の再検討 

 

実施と評価 

4. 社会連携 
ポスト COC+

の検討 

 

検討 
「吉備の杜」創造戦略プロジェクト 

実施と評価 

5. 大学院共通基盤

科目 

起案 検討 
「吉備の杜」創造戦略プロジェクト 

実施と評価 

 

2-3 FD部門 

 

2-3-1 概要 

FD部門では、「教育の質の改善」を目的に、主として、1) 授業評価アンケート、 2) FD 

研修会、3)アクティブラーニングの推進について取り組んできた。今年度は新型コロナウィ

ルス感染症の影響により、例年おこなっていた相互授業参観、授業改善意見交換会、教育改

革推進事業成果報告会は実施できなかった。以下、各取組について報告する。 

 

2-3-2 授業評価アンケート 

本学では、 FD活動の一環として、平成 16 年度より定期的（毎学期末）に授業評価アン

ケートを行っている。授業科目ごとの集計結果は各授業担当者にフィードバックし授業改

善に活用してもらうとともに、これらのデータに基づいた評価尺度の妥当性・信頼性の検討、

評価得点の経年変化の吟味など統計的分析も随時行っている。また、組織的（学部・学科・

コース・カテゴリー 別授業科目単位等）な教育改善の資料として用いられてもいる。今ま

で、授業評価アンケートは変遷を経てきたが、平成 29 年度から教学システム（Campus 

Square、「はっとりん」）が導入されたのを機に、新しい Webアンケートを開始した。アン
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ケートの質問項目は、以下の 19 問に自由記述を加えたものである。 

【令和 2年度アンケート質問項目】 

Q1-1【取組み】予習や復習、課題等に使った授業１回当たりの平均時間(分)を教え

てください 

Q1-2【取組み】あなたのおよその出席率を教えてください 

Q1-3【取組み】この授業を真剣に受講した 

Q1-4【取組み】この授業を理解するために努力した 

Q2-1【進め方】授業は計画的に行われていた 

Q2-2【進め方】授業では考える機会や時間が与えられた 

Q2-3【進め方】授業で用いた教科書や資料は適切だった 

Q2-4【進め方】授業は学生の理解度を確認しながら進められた 

Q3-1【対応】授業では教員に熱意があった 

Q3-2【対応】教員は学生の質問に対して丁寧に対応した(課外含む) 

Q3-3【対応】授業は丁寧に進められた 

Q3-4【対応】授業中に課された提出物(小テスト・レポート等)は内容をよく評価し

ていた 

Q4-1【シラバス】シラバスの内容はよく理解できた 

Q4-2【シラバス】授業内容はシラバスにある目標に合っていた 

Q4-3【シラバス】シラバスの説明は十分に行われた 

Q5-1【総合】教員の説明はわかりやすかった 

Q5-2【総合】受講して内容に興味や関心が湧いた 

Q5-3【総合】この授業を受けて力がついた 

Q5-4【総合】この授業を友人や後輩にも勧めたい 

 

(1)授業評価アンケートの実施方法・活用方法 

原則として全授業科目（非常勤講師担当科目を含む）を評価対象とするが、学外実習を

ともなう科目や履修者が 4 人未満の科目などは、本学統一様式によるアンケート対象から

は除いた。アンケートは授業科目ごとに全受講生を対象として無記名で学期末に実施した。

回収されたアンケートは教育開発センターが集計し、後日、統計処理した資料を授業担当

者に送付している。学部・学科・コース・授業科目によっては、これらの資料に基づいた授

業改善策などの検討が行われている状況である。また、学生へのフィードバックも含め

た包括的なアンケート実施体制の見直しを進めている。 
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(2)アンケート集計結果の概要（令和 2年度前期及び後期） 

学部授業科目については、令和 2 年度前期の実施科目数は 409科目（実施率 98.3%、延

べ受講生数 16,702人）、平均回収率は 49.2%であり、令和 2年度後期の実施科目数は 388

科目（実施率 96.9%、延べ受講生数 14,296 人）、平均回収率は 36.74%であった。実施率は

95%以上と高いが、回収率は 50%を下回っている。Webアンケートに移行以来回収率が低く、

その向上が引き続き課題となっている。 

大学院授業科目については、令和 2 年度前期（博士前期課程対象）の実施科目数は 47

科目（実施率 100%、延べ受講生数 466人）、平均回収率は 56.01%であり、令和 2年度後期

（博士後期課程対象）の実施科目数は 31 科目（実施率 93.5％、延べ受講生数 310 人）、

平均回収率は 30.97%であった。実施率はあわせて 95%を上回っているが回収率は低く、そ

の向上が大学院においても課題となっている。 

令和 2 年度前期及び後期に実施した授業評価アンケートの平均評価点を学部および研究

科別にグラフにて示す。なお、グラフに示される平均評価点は、Q1-3から Q5-4の 17項目

に対する平均値である。 

学部授業科目については、平成 31年度前期実施アンケートの平均評価点は 4.29、後期

実施アンケートの平均評価点は 4.38であった。次いで、大学院授業科目については、前期

実施アンケートの平均評価点は 4.27、後期実施アンケートの平均評価点は 4.57であった。

学部、大学院ともに高い評価を得た。 
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※参考資料： 
【平成 31 年度質問項目】 
問１  授業１回あたりの学習時間 
問２  授業の出席率 
問３  真剣に受講した 
問４  この授業を理解するために努力した 
問５  授業は計画的に行われていた 
問６  授業では考える機会や時間が与えられた 
問７  授業で用いた教科書や資料は適切だった 
問８  授業は学生の理解度を確認しながら進められた 
問９  授業では教員に熱意があった 
問１０ 教員は学生の質問に対して丁寧に対応した 
問１１ 授業は丁寧に進められた 
問１２ 授業中に課された提出物は内容をよく評価していた 
問１３ シラバスの内容はよく理解できた 
問１４ 授業内容はシラバスにある目標に合っていた 
問１５ シラバスの説明は十分に行われた 
問１６ 教員の説明はわかりやすかった 
問１７ 受講して内容に興味や関心が湧いた 
問１８ この授業を受けて力がついた 
問１９ この授業を友人や後輩にも勧めたい 
 

2-3-3 FD研修会 

令和 2年度は、新型コロナウィルス感染症対策に関する研修会、およびリカレント教育に

関する研修会を実施した。 

 

2-3-3-1 教育開発センターFD部門「FD/SD研修会：COVID-19と日常生活での感染対策」 

(1)開催概要   

新型コロナウィルス感染症の流行により、本年度はオンラインでの開催となった。感染症

対策の第一線でご活躍されている倉敷中央病院感染症科医長の上山伸也先生に、新型コロ

ナウィルス感染症の現状や症状、後遺症といった基本的な内容、感染対策のための行動など

について講演していただいた動画を学内で公開し、教職員・学生はその動画を視聴した。  

 

配信日 令和 2年 12月 11日（金） 

開催場所 オンラインでの動画配信 

講師 上山伸也先生（倉敷中央病院感染症科医長） 
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(2)参加者 

動画を視聴のうえでアンケートに回答した人数は、教員が 112 名（保健福祉学部 58 名、

情報工学部 28名、デザイン学部 27名）、職員が 29名、学生が 63名の合計 204名であった。 

(3)アンケート結果 

視聴者には用意したアンケートの回答を要請した（視聴者と同数の 204件）。研修会の満

足度や研修会の成果が活用できるかについての回答は以下の通りであった。 

設問 
教員・職員

の別 
あてはまる 

どちらかと

いうとあて
はまる 

どちらとも
いえない 

どちらかと

いうとあて
はまらない 

あてはまら
ない 

研修会のテーマ・内

容は適切だった 

教員 85% 13%  2%  0%  0% 

職員 90% 10%  0%  0%  0% 

学生 83% 14%  2%  0%  1% 

研修会は全体を通

じて有用だった 

教員 77% 20%  3%  0%  0% 

職員 90% 10%  0%  0%  0% 

学生 76% 21%  2%  0%  1% 

研修会の成果を活

用したい 

教員 82% 17%  1%  0%  0% 

職員 86% 14%  0%  0%  0% 

学生 73% 24%  2%  0%  1% 

自由記述の中から、(A)今回の研修会への感想・意見、(B)今後の研修会で希望するテーマ

の 2点に関する主なものを以下に示す。 

 

(A)今回の研修会への感想・意見 

分類 記述 

成果 ・予防の重要性について分かっていたつもりでも、なるほどと思う内容で、疑問に思っ

ていたことや心配していたことが払拭されて聞いてよかったと思う。大学生向けに作

成してくれているので、学生にも聞いて欲しい内容だった。 

・岡山県や学校組織別など具体的なデータを分析解説していて、ニュース等で知る単独

知識に振り回される日常において、効果的であった。 

・マウスシールドは効果がないということを知りました。 

・来年度以降、授業形態を少しずつ通常（対面授業）に戻していく上で何に注意しなけ

ればいけないかを改めて確認することができた。 

・科学的データに基づき、根拠がしっかり示されとても分かり易い講演でした。また、

必要な実施項目を分かり易くまとめておられとても良かった。また、コロナに関する

不安が少し軽減しました。 

・新型コロナウイルスの感染経路として多いものや一人ひとりの意識によって効果的な

感染予防ができることを実際の調査結果を見て知ることができ、感染予防対策の継続

の重要性が非常によく分かりました。 
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・感染対策に関して、ただマスクを付けるとか、手を洗うとかを提言するのではなく、

どのぐらい効果があるか、この場面では必要ないなどのことまで示して頂けたので、

感染対策に対するモチベーションアップに繋がった。私も有用な感染対策ができるよ

う心掛けようと思った。 

・オンデマンドでの視聴形式は業務の都合に合わせることができ、良いと思いました。 

課題 ・内容によって、動画の時間を分けていただきたいです。動画が長いと観るのに時間が

かかってしまうので。 

・スライドのハンドアウト（PDF)があればよかった。 

 

(B) 今後の研修会で希望するテーマ 

・持続可能且つ負担減のオンライン授業の様々なやり方について。また、コロナ関連の研修会は是非

企画してほしい。 

・授業での ICTの活用事例。 

・コロナ禍におけるメンタルケアー。 

・不登校学生への対処方法。 

・働き方改革、業務のスクラップ、研究する時間を確保するには。 

  

2-3-3-2 教育開発センターFD部門「センター・ワークショップ：リカレント教育について

――関連経験のフィードバック」 

(1)開催概要   

新型コロナウィルス感染症の流行により、本年度はオンラインでの開催となった。国内外

の大学院で戦略・プロジェクト＆プログラムマネジメント論専攻の教員として活躍された

本学客員教授の田中弘先生に、リカレント教育の情勢、先行事例、プロジェクトベースドラ

ーニング（PBL）などについて講演していただいた動画を学内で公開し、教職員はその動画

を視聴した。質疑応答は後日講師から回答を頂くかたちでおこなった。 

 

 

開催日時 

令和 3年 1月 6日（水）～１月 31 日 

開催場所 オンラインでの動画配信 

講師 田中弘先生（岡山県立大学教育開発センター付客員教授） 

(2)参加者 

動画を視聴のうえでアンケートに回答した人数は、教員が 93名（保健福祉学部 41名、情

報工学部 28 名、デザイン学部 24 名）、職員が 25名の合計 118名であった。 

(3)アンケート結果 

視聴者には用意したアンケートの回答を要請した（視聴者と同数の 118件）。研修会の満

足度や研修会の成果が活用できるかについての回答は以下の通りであった。 
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設問 
教員・職員

の別 
あてはまる 

どちらかと

いうとあて
はまる 

どちらとも
いえない 

どちらかと

いうとあて
はまらない 

あてはまら
ない 

研修会のテーマ・内

容は適切だった 

教員 30% 51% 15%  4%  0% 

職員 44% 28% 24%  4%  0% 

講師の説明は適切

だった 

教員 37% 46% 15%  2%  0% 

職員 40% 28% 32%  0%  0% 

研修会は全体を通

じて有用だった 

教員 29% 44% 14% 13%  0% 

職員 28% 32% 36%  4%  0% 

研修会の成果を活

用したい 

教員 22% 43% 25% 10%  1% 

職員 12% 36% 36% 12%  4% 

自由記述の中から、(A)今回の研修会への感想・意見、(B)今後の研修会で希望するテーマ

の 2点に関する主なものを以下に示す。 

 

(A)今回の研修会への感想・意見 

分類 記述 

成果 ・来年度から、吉備の杜プロジェクト（地方創生人材プログラム）が始まります。学生

と地元企業との共同研究を通じて、お互いに有益な人材の育成を目指しております。

どのような授業形態としたらようか悩んでいたところ、今回のご講義では特に PBLに

ついて大変参考になりました。 

・講師は経験豊富で、海外の学生と日本の大学生を比較した場合の諸能力の差などは納

得せざるをえなかった。リカレント教育の重要性とともに、特に現状で日本ではそれ

が難しいことも理解できた。 

・生涯学習社会、学習成果などの実現を目指すリカレント教育の研究会は良かったです。 

・PBL授業について理解が深まりました。 

・学外者から見た大学自然環境などへの言及（大学のリソース）は良かった。 

・自分の空き時間の受講が可能なこと、実施方法が、適切であった。 

・対面での講演と違って、いつでも、何回でも、聞き逃したところは再度確認ができ、

知識を得るためにはとても有益な方法であると思います 

・オンライン研修の形式は自由に参加の時期を決められるので今後も進めてほしい。 

課題 ・講演よりもワークショップの方が興味を引きやすいと思います。 

・スライドのコピー配布があれば、講師の先生の話を聞きながら、前のページ等を見返

せると思います。 

・今年度はコロナ禍でオンライン研修となりましたが、コロナ後に対面によるグループ

演習の形で研修を受けることができたらと思います。 

・PBL の実際について参観または、ワークショップがあれば理解が深められたと思いま

す。 

・修会に事務補助職員も参加する場があれば、ありがたいです。 
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(B) 今後の研修会で希望するテーマ 

・コロナ禍時代の大学教育。 

・大学教育におけるオンライン形式授業の本格的導入の体制。 

・実学の大学における遠隔教育の問題。 

・大学運営の効率化に資するデジタルトランスフォーメーション。 

・シラバスの書き方、ルーブリックの作り方・活用法。 

・学生の学習を促すための基本的な授業デザインの方法。 

・本学にふさわしい教養教育。 

・配慮が必要な学生などへの対応や指導方法、不登校の学生への援助の仕方。 

・大学教員のオンライン授業への対応（スキルアップ）、特に実習・演習科目。 

  

2-3-4 アクティブラーニングの推進 

 本学では、アクティブラーニング（以下、AL）の導入を推進する取組をおこなっている。

以下に本年度の実施状況についての調査結果を報告する。 

（１）調査内容 

2021年 2月 8日〜17 日にかけてアクティブラーニング（以下、AL）の実施状況調査を FD

部門が主体となっておこなった。調査対象者は本学専任教員、調査対象科目は 2020年度履

修案内の開講計画にある講義科目のうち今年度に実施された科目（368科目）とした。調査

方法としては、対象科目のリストを配信し、所定の項目（授業の形式[オンライン、対面な

ど]、AL の有無、AL の概要）に記入されたものを回収した。調査対象科目に対する回答率は

89.1%で、未回答の科目は ALなしとみなした。 

（２）調査結果 

 講義科目数 AL 実施科目数 AL 実施率 
看護学科 34 23 67.6% 

栄養学科 47 27 57.4% 

保健福祉学科 69 43 62.3% 

保健福祉学部 150 93 62.0% 
情報通信工学科 41 29 70.7% 

情報システム工学科 47 34 72.3% 

人間情報工学科 39 32 82.1% 

情報工学部 127 95 74.8% 
デザイン工学科 27 25 92.6% 

造形デザイン学科 22 19 86.4% 

デザイン学部 49 44 89.8% 
共通教育 42 32 76.2% 

合計 368 264 71.7% 
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 対象科目368件のうち、何らかのALを実施しているとの回答があったのは264件（71.7％）

であった。型コロナウィルス感染症の影響下でありながら、昨年度の 69%をやや上回った。

これらの AL のうち、グループワークやプレゼンテーションといった少人数クラスでの運用

に適した AL の実施率は、オンライン授業の影響もあり、昨年度の 32.3%から 19.6%にまで

下がっている。この点については、共通教育科目では、2021 年度から PBL 科目（16 科目）

が始まるため、実施率が向上することが予想される。全体としては、オンライン授業を急遽

導入することになったにもかかわらず、各教員はオンライン環境下でも双方向ビデオ通話

機能によるディスカッション、リアルタイムでの反応ボタンなどの活用、オンデマンド授業

での理解度確認テストなど、学生の能動的な学習を促すために様々な工夫をおこなってい

ることがわかった。 
 今後の課題としては、対面による ALの実施が科目の到達目標にとって効果的であるよう

な授業において、十分な感染症対策を講じた上での実施を検討する必要があるだろう。他方

で、オンライン授業のノウハウを蓄積・共有するとともに ICT環境を整備することも必要だ

と考えられる。  

 

2−3−5 まとめと課題 

2021年度の FD部門活動を総括する。今年度は、新型コロナウィルス感染症の影響により、

FD 活動の縮小を余儀なくされた。他方で、各教員はオンライン授業に対応するために様々

な方法を工夫し、授業の質を維持しようと努めたことがわかった。このことは、これまでの

FD活動によって教育に対する教員の意識が向上した結果であると考えられる。また、FD研

修会では、新型コロナウィルス感染症対策に関する講演を開催することで大学での感染予

防についての理解を深めるとともに、2021 年度から始まる「吉備の杜」創造戦略プロジェ

クトにも関わる「リカレント教育」をテーマとした講演会によって社会人教育について学ぶ

機会となった。これらはオンラインでの動画視聴による形式でおこなわれたが、教職員それ

ぞれが時間のあるときに受講できることからおおむね好評だった。 

 

2-4 教育評価部門 

 

教育評価部門における令和 2 年度の主な活動は、令和元（平成 31）年度に実施した教育

満足度予備調査結果の整理であった。教育満足度予備調査は、学部 3年生を対象に、在学中

の学びの実態について状況を把握することを目的とした。調査結果は本学での教育改善や

大学教育に対する社会の理解促進のための基礎資料として今後活用する予定である。なお、

令和 2年度実施予定であった文部科学省・学生調査（以下、本調査とする）は新型コロナウ

ィルスの影響により中止となった。 

 

2-4-1 教育満足度予備調査の目的 

・本調査のねらいは、学修の主体である学生の目線から大学の教育力の発揮の実態を把握す
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ることになる。また、大学進学希望者など社会が理解しやすいよう、調査結果を原則大学・

学部毎に公表することになる。さらに、その調査結果を踏まえ、各大学が自ら教育改善を

行うことが期待されている。こうした学生目線から大学教育の実態を把握することで、文

部科学省では今後の政策立案の際のエビデンスとしても活用することをねらいとしてい

る。 

・教育開発センター教育評価部門では、教育満足度予備調査を実施し、本学の学生動向を把

握するとともに、本学の教育評価に関する情報収集および分析をおこない、授業や教育環

境について評価、検討し、教育の質保証をはかることをねらいとしている。また、調査結

果は、教育開発センターFD 部門およびアドミッション部門と共有し、本学の教育改善や

入学者選抜の広報戦略的展開、高大連携・接続を推進することも目的としている。 

 

2-4-2 調査方法及び調査体制等について 

・学部 3年生を対象とする。 

・後期（第 4クォータ）試験期間を含む 3週間で実施する。 

・オンライン回答形式（はっとりん等） ※15～20分程度で回答可とする。 

・設問を固定化することで経年変化を調査する。 

・設問は大問 8問程度とする。 

・設問は全学的（＋各学部）なもので、各科目に関する授業評価アンケートとは別にする 

・文部科学省と国立教育政策研究所による共同実施の下、本学予備調査としては教育開発セ 

ンター教 育評価部門を責任担当部署とする。 

・文部科学省・学生調査（案）に加え、学部別の質問項目（3～8問程度）を追加する。 

・調査結果の解析は（株）サーベイリサーチセンター広島事務所に業務委託する 

（実施経費については、「教育改善事業費」を活用）。 

・解析結果フィードバック（外部公開方法）については IR担当が調査結果を整理し、大学 

を HP上で公開予定である（※自由記述欄は非公開） 

 

2-4-3 調査項目 

（１）学部名を選択してください 

（２）大学での授業等について答えてください。 

２－１：これまでに受けた授業では、次の項目は、どれくらいありましたか。それぞれの項

目について、「①よくあった、②ある程度あった、③あまりなかった、④ほとんどなかった」

から当てはまるものを選択してください。 

■項目 

１.授業内容の意義や必要性を十分に説明してくれた 

２.理解がしやすいように教え方が工夫されていた 

３.教員以外の者（アシスタントなど）が配置されており、補助的な指導があった 

４.小テストやレポートなどの課題が出された 
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５.適切なコメントが付されて課題などの提出物が返却された 

６.グループワークやディスカッションの機会があった 

７.教員から意見を求められたり、質疑応答の機会があった 

８.主に英語で行われる授業（語学科目は除く）があった 

 

２－２：大学に入ってから次のような経験はありましたか。また、その経験は有用でしたか。 

それぞれの項目について、 

「①非常に有用だった、②有用だった、③有用ではなかった、④経験していない」 

から当てはまるものを選択してください。 

■項目 

１.大学での勉強の方法（スタディ・スキル）を学ぶ科目 

２.研究室やゼミでの少人数教育 

３.（授業以外で）教員に質問したり、勉強の仕方を相談する機会 

４.キャリアに関する科目、キャリアカウンセリング（就職や進学相談） 

５.インターンシップ（５日以上のもの） 

６.海外留学（３か月以上のもの） 

７.図書館やアクティブラーニングスペースを活用した学習 

 

２－３：授業期間中の平均的な１週間（７日間）の生活時間について、当てはまる時間数を

選択してください。 

項目 

授業期間中の平均的な１週間（７日間）の生活時間 
（単位：時間） 

0 
時間 1-5 6-10 11-15 16-20 21-30 

31 
時間

以上 
１.授業（実験・実習含む）への出席  1 2 3 4 5 6 7 
２.予習・復習・課題など授業に関する学習  1 2 3 4 5 6 7 
３.授業以外の学習  1 2 3 4 5 6 7 
４.部活動/サークル活動 1 2 3 4 5 6 7 
５.アルバイト/定職  1 2 3 4 5 6 7 
６.就職活動  1 2 3 4 5 6 7 
７.趣味/娯楽/交友 1 2 3 4 5 6 7 

 

２－４：これまで受けた授業の形態について、全体が１０割になるようお答えください。 

（足して 10 割になるように、おおよその割合をお答えください。） 

大講義 

（出席者数が 100人

以上） 

中講義 

（出席者数が 50人

以上 100 人未満） 

小講義 

（出席者数が 50人

未満） 

演習・ゼミ 実験・実習 

割 割 割 割 割 
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２－５：次の知識や能力を身に付けるために、大学教育は役に立っていると思いますか。 

それぞれの項目について、 

「①とても役に立っている、②少し役に立っている、③あまり役に立っていない、④役に立

っていない」から当てはまるものを選択してください。 

項目 
専門分野に関する知識・理解 
将来の仕事に関連しうる知識・技能 
文献・資料・データを収集・分析する力 
論理的に文章を書く力 
人に分かりやすく話す力 
外国語の力 
統計数理の知識・技能 
問題を見つけ、解決方法を考える力 
多様な人々と協働する力 
幅広い知識、ものの見方 
異なる文化に関する知識・理解 

 

２－６：ここまでの設問への回答にどのくらいの時間が必要でしたか。 

「①５分以内、②５分～１０分以内、③１０分以上」から当てはまるものを選択してくださ

い。 

 

２－７：大学での学びについて、ご意見などがあれば自由に記載してください。（自由記述：

100 字以内） 

 

■以下については、所属学部の質問についてのみ回答してください。 

２－８：【保健福祉学部】 

これまでに受けた学外実習では、次の項目はどれくらいありましたか。 

それぞれの項目について、 

「①よくあった、②ある程度あった、③あまりなかった、④ほとんどなかった」から当ては

まるものを選択してください。 

 

１.実習の目的にそった専門知識や技術について適切な指導を受けることができた 

２.学習意欲を引き出すような支援を受けることができた 

３.実習記録（事前準備を含む）は、学習効果をあげるものであった 

４.個人の学びを全体（グループ）で共有する機会があった 

５.自身のキャリア形成を考えるための参考となった 
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２－８：【情報工学部】 

入学してからの 3年間で、次の能力を身に付けてきていると思いますか。 

それぞれの項目について、 

「①そう思う、②ややそう思う、③ややそう思わない、④そう思わない、⑤まだわからない」

から当てはまるものを選択してください。 

 

１.幅広く豊かな教養と多面的な思考力 

２.異文化理解・コミュニケーション力 

３.地域におけるコミュニケーション力と企画提案力 

４.数学、自然科学に関する知識とそれらを応用できる能力 

５.情報工学の基礎分野に関する知識とそれらを応用できる能力 

６.情報工学と関連工学分野の専門知識とそれらを複合的に応用できる能力 

７.行動力・課題解決力 

８.生涯学習力 

 

２－８：【デザイン工学部】 

以下の項目について、 

「①そう思う、②ややそう思う、③ややそう思わない、④そう思わない、⑤まだわからない」

から当てはまるものを選択してください。 

 

１.デザイン学部棟の施設の開放時間（授業時間外含む）は十分だと思うか。 

２.デザイン学部棟の設備（撮影機材、アトリエ棟工房など）について、制作に支障なく充

実していると思うか。 

３.デザイン学部について、制作意欲が湧く環境だと思うか。 

 

2-4-4 調査結果 

■回答状況 

学
部
名 

保
健
福
祉
学
部 

情
報
工
学
部 

デ
ザ
イ
ン
学
部 

計 

回
答
者
数 

80 
(47.1%) 

44 
(25.9%) 

46 
(27.1%) 

170 
(100.0%) 

 

■学科別 
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学
部
名 

看
護
学
科 

栄
養
学
科 

保
健
福
祉
学
科 

情
報
通
信
工
学
科   

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

人
間
情
報
工
学
科 

デ
ザ
イ
ン
工
学
科 

造
形
デ
ザ
イ
ン
学
科 

計 

回
答
者
数 

10 
(5.9%) 

23 
(13.5%) 

47 
(27.6%) 

10 
(5.9%) 

10 
(5.9%) 

24 
(14.1%) 

18 
(10.6%) 

28 
(16.5%) 

170 
(100.0%) 

 

 

 

２ －１ ： これまでに受けた授業では、 次の項目は、 どれく らいあり まし たか。

〇岡山県立大学 〇全国

24%

58%

16%

3%

項目①：授業内容の意義や必要性を十分に説明して
くれた

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった

22%

59%

16%

2%

項目②：理解がしやすいように教え方が工夫されて
いた

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった

24%

61%

13%

2%

項目①：授業内容の意義や必要性を十分に説明して
くれた

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった

20%

63%

15%

2%

項目②：理解がしやすいように教え方が工夫されて
いた

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった
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２ －１ ： これまでに受けた授業では、 次の項目は、 どれく らいあり まし たか。

〇岡山県立大学 〇全国

17%

29%
31%

24%

項目③：教員以外の者が配置されており、補助的な
指導があった

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった

44%

47%

7% 2%

項目④：小テストやレポートなどの課題が出された

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった

19%

35%
28%

18%

項目③：教員以外の者が配置されており、補助的な
指導があった

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった

47%

46%

6% 1%

項目④：小テストやレポートなどの課題が出された

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった

２ －１ ： これまでに受けた授業では、 次の項目は、 どれく らいあり まし たか。

〇岡山県立大学 〇全国

11%

27%

29%

34%

項目⑤：適切なコメントが付されて課題などの提出
物が返却された

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった

29%

44%

19%

8%

項目⑥：グループワークやディスカッションの機会
があった

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった

11%

32%

33%

24%

項目⑤：適切なコメントが付されて課題などの提出
物が返却された

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった

28%

43%

22%

7%

項目⑥：グループワークやディスカッションの機会
があった

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった
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２ －２ ： 大学に入ってから次のよう な経験はあり まし たか。 また、 その経験は有用でし たか。

〇岡山県立大学 〇全国

10%

27%

21%

14%

28%

項目①：大学での勉強の方法（スタディ・スキル）
を学ぶ科目

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

25%

37%7%

2%

29%

項目②：研究室やゼミでの少人数教育

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

10%

39%

21%

5%

25%

項目①：大学での勉強の方法（スタディ・スキル）
を学ぶ科目

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

26%

43%

10%

3%
18%

項目②：研究室やゼミでの少人数教育

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

２ －２ ： 大学に入ってから次のよう な経験はあり まし たか。 また、 その経験は有用でし たか。

〇岡山県立大学 〇全国

16%

43%
15%

6%

21%

項目③：（授業以外で）教員に質問したり、勉強の
仕方を相談する機会

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

11%

32%

11%
10%

36%

項目④：キャリアに関する科目、キャリアカウンセ
リング（就職や進学相談）

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

15%

42%17%

4%

22%

項目③：（授業以外で）教員に質問したり、勉強の
仕方を相談する機会

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

15%

40%16%

5%

24%

項目④：キャリアに関する科目、キャリアカウンセ
リング（就職や進学相談）

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない
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２ －２ ： 大学に入ってから次のよう な経験はあり まし たか。 また、 その経験は有用でし たか。

〇岡山県立大学 〇全国

14%

18%

5%

4%

59%

項目⑤：インターンシップ（５日以上に限る）

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

4% 4% 3%
1%

89%

項目⑥：海外留学（３か月以上に限る）

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

11%

12%

5%

2%70%

項目⑤：インターンシップ（５日以上に限る）

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

4% 4%
2%

1%

89%

項目⑥：海外留学（３か月以上に限る）

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

２ －２ ： 大学に入ってから次のよう な経験はあり まし たか。 また、 その経験は有用でし たか。

〇岡山県立大学 〇全国

7%

22%

4%

2%

65%

項目⑦：（学内で）自分とは異なる国の学生との交
流

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

21%

42%
7%

7%

23%

項目⑧：図書館やアクティブラーニングスペースな
ど大学施設を活用した学習

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

9%

19%

7%

3%

62%

項目⑦：（学内で）自分とは異なる国の学生との交
流

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない

27%

46%

10%

3% 14%

項目⑧：図書館やアクティブラーニングスペースな
ど大学施設を活用した学習

非常に有用だった
有用だった
あまり有用ではなかった
有用ではなかった
経験していない



（セ-20） 

 

 

 

 

２－３：授業期間中の平均的な１週間（７日間）の生活時間

〇岡山県立大学 〇全国

2%

17%

21%

17%

15%

10%

19%

項目①：授業（実験・実習含む）への出席

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

8%

47%19%

9%

7%
3%

7%

項目②：予習・復習・課題など授業に関する学習

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

1%

9%

18%

23%19%

14%

16%

項目①：授業（実験・実習含む）への出席

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

9%

58%

18%

7%

4% 2% 2%

項目②：予習・復習・課題など授業に関する学習

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

２－３：授業期間中の平均的な１週間（７日間）の生活時間

〇岡山県立大学 〇全国

19%

51%

12%

7%
5%

2%
4%

項目③：授業以外の学習

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

52%
30%

11%

4%

1%

1% 1%

項目④：部活動/サークル活動

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

20%

53%

14%

6%

3%

2%

2%

項目③：授業以外の学習

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

56%25%

9%

5%
2%

1%

2%

項目④：部活動/サークル活動

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間
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２－３：授業期間中の平均的な１週間（７日間）の生活時間

〇岡山県立大学 〇全国

11%

14%

20%

23%

19%

7%
7%

項目⑤：アルバイト/定職

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

33%

48%

12%

1%
2%

1%

3%

項目⑥：就職に関わる活動

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

19%

13%

19%20%

16%

8%

5%

項目⑤：アルバイト/定職

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

45%

41%

8%

3%

1%

1% 1%

項目⑥：就職に関わる活動

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

２－３：授業期間中の平均的な１週間（７日間）の生活時間

〇岡山県立大学 〇全国

4%

31%

27%

16%

5%

7% 11%

項目⑦：趣味/娯楽/交友

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

0%

28%

24%17%

9%

8%

14%

項目⑧：スマートフォンの使用

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

2%

33%

28%

16%

8%

4%
9%

項目⑦：趣味/娯楽/交友

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間

1%

28%

23%15%

11%

8%

14%

項目⑧：スマートフォンの使用

0時間
1-5時間
6-10時間
11-15時間
16-20時間
21-30時間
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２ －４ ： これまで受けた授業の形態

〇岡山県立大学 〇全国

12%

17%

36%

19%

17%
大講義（出席者数が100人
以上）
中講義（出席者数が50人
以上100人未満）
小講義（出席者数が50人
未満）
演習・ゼミ

実験・実習

24%

26%25%

12%

13%
大講義（出席者数が100人
以上）
中講義（出席者数が50人
以上100人未満）
小講義（出席者数が50人
未満）
演習・ゼミ

実験・実習

２－５：次の知識や能力を身に付けるために、大学教育は役に立っていると思いますか。

〇岡山県立大学 〇全国

38%

49%

11%

1%

項目①：専門分野に関する知識・理解

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない

31%

51%

14%

4%

項目②：将来の仕事に関連しうる知識・技能

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない

35%

52%

11%

2%

項目①：専門分野に関する知識・理解

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない

30%

50%

16%

4%

項目②：将来の仕事に関連しうる知識・技能

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない
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２-５：次の知識や能力を身に付けるために、大学教育は役に立っていると思いますか。 

〇岡山県立大学                               〇全国 

        

        

 

 

 

 

２－５：次の知識や能力を身に付けるために、大学教育は役に立っていると思いますか。

〇岡山県立大学 〇全国

17%

60%

20%

4%

項⽬③：⽂献・資料・データを収集・分析する⼒

とても役に⽴っている
役に⽴っている
あまり役に⽴っていない
役に⽴っていない

17%

49%

27%

8%

項⽬④：論理的に⽂章を書く⼒

とても役に⽴っている
役に⽴っている
あまり役に⽴っていない
役に⽴っていない

22%

56%

19%

3%

項⽬③：⽂献・資料・データを収集・分析する⼒

とても役に⽴っている
役に⽴っている
あまり役に⽴っていない
役に⽴っていない

19%

51%

25%

5%

項⽬④：論理的に⽂章を書く⼒

とても役に⽴っている
役に⽴っている
あまり役に⽴っていない
役に⽴っていない

17%

50%

25%

8%

項目⑤：人に分かりやすく話す力

とても役に立っている

役に立っている

あまり役に立っていない

役に立っていない

22%

51%

22%

5%

項目⑤：人に分かりやすく話す力

とても役に立っている

役に立っている

あまり役に立っていない

役に立っていない

5%

15%

36%

44%

項目⑥：外国語を使う力

とても役に立っている

役に立っている

あまり役に立っていない

役に立っていない

8%

22%

38%

32%

項目⑥：外国語を使う力

とても役に立っている

役に立っている

あまり役に立っていない

役に立っていない
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２－５：次の知識や能力を身に付けるために、大学教育は役に立っていると思いますか。

〇岡山県立大学 〇全国

5%

32%

39%

23%

項目⑦：統計数理の知識・技能

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない

17%

60%

18%

5%

項目⑧：問題を見つけ、解決方法を考える力

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない

10%

35%

36%

19%

項目⑦：統計数理の知識・技能

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない

20%

55%

20%

5%

項目⑧：問題を見つけ、解決方法を考える力

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない

２－５：次の知識や能力を身に付けるために、大学教育は役に立っていると思いますか。

〇岡山県立大学 〇全国

22%

57%

17%

5%

項目⑨：多様な人々と協働する力

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない

21%

61%

12%

6%

項目⑩：幅広い知識、ものの見方

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない

29%

51%

15%

5%

項目⑨：多様な人々と協働する力

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない

28%

55%

14%

3%

項目⑩：幅広い知識、ものの見方

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない
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２－５：次の知識や能力を身に付けるために、大学教育は役に立っていると思いますか。

〇岡山県立大学 〇全国

11%

47%
24%

19%

項目⑪：異なる文化に関する知識・理解

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない

19%

40%

26%

15%

項目⑪：異なる文化に関する知識・理解

とても役に立っている
役に立っている
あまり役に立っていない
役に立っていない

【保健福祉学部】

これまでに受けた学外実習

63%

38%

0% 0%

実習の目的にそった専門知識や技術について適切な
指導を受けることができた

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった

49%

46%

1% 4%

学習意欲を引き出すような支援を受けることができ
た

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった

44%

48%

8% 1%

実習記録（事前準備を含む）は、学習効果をあげる
ものであった

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった 65%

35%

0% 0%

個人の学びを全体（グループ）で共有する機会が
あった

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった



（セ-26） 

 

 

 

 

【保健福祉学部】

これまでに受けた学外実習

【情報⼯学部】

入学してからの3年間で、次の能力を身に付けてきていると思いますか。

55%

43%

1% 1%

自身のキャリア形成を考えるための参考となった

よくあった
ある程度あった
あまりなかった
ほとんどなかった

9%

34%

27%

21%

9%

幅広く豊かな教養と多面的な思考力

そう思う
ややそう思う
ややそう思わない
そう思わない
まだわからない

11%

21%

21%

41%

7%

異文化理解・コミュニケーション力

そう思う
ややそう思う
ややそう思わない
そう思わない
まだわからない

【情報⼯学部】

入学してからの3年間で、次の能力を身に付けてきていると思いますか。

7%

14%

43%

30%

7%

地域におけるコミュニケーション力と企画提案力

そう思う
ややそう思う
ややそう思わない
そう思わない
まだわからない

14%

39%
16%

23%

9%

数学、自然科学に関する知識とそれらを応用できる
能力

そう思う
ややそう思う
ややそう思わない
そう思わない
まだわからない

16%

48%

16%

14%

7%

情報工学の基礎分野に関する知識とそれらを応用で
きる能力

そう思う
ややそう思う
ややそう思わない
そう思わない
まだわからない

14%

43%
23%

11%

9%

情報工学と関連工学分野の専門知識とそれらを複合
的に応用できる能力

そう思う
ややそう思う
ややそう思わない
そう思わない
まだわからない
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【情報⼯学部】

入学してからの3年間で、次の能力を身に付けてきていると思いますか。

11%

39%
23%

18%

9%

行動力・課題解決力

そう思う
ややそう思う
ややそう思わない
そう思わない
まだわからない

14%

39%23%

14%

11%

生涯学習力

そう思う
ややそう思う
ややそう思わない
そう思わない
まだわからない

【デザイン学部】

2%

13%

20%

65%

0%

デザイン学部棟の施設の開放時間（授業時間外含
む）は十分だと思うか

そう思う
ややそう思う
ややそう思わない
そう思わない
まだわからない

17%

33%26%

24%

0%

デザイン学部棟の設備（撮影機材、アトリエ棟工房
など）について、制作に支障なく充実していると思
うか

そう思う
ややそう思う
ややそう思わない
そう思わない
まだわからない

7%

35%

33%

26%

0%

デザイン学部について、制作意欲が湧く環境だと思
うか

そう思う
ややそう思う
ややそう思わない
そう思わない
まだわからない
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2-4-5 調査結果の概要 

【本学の学生回答】 

・「授業内容の意義や必要性を十分説明してくれた」や「理解がしやすいように教え方が工

夫されている」という設問において高く評価されている。（問 2-1 項目①、項目②） 

・「研究室やゼミでの少人数教育」や「図書館やアクティブラーニングスペースなど大学施

設を活用した学習」といった経験が有用であったと考える学生は多い。（問 2-2 項目②、

項目⑧） 

・「予習・復習・課題など授業に関する学習」と「授業以外の学習」にかける時間は、１日

あたり約２時間程度となっており、授業外での学習が一定程度行われていることが推察

できる。（問 2-3 項目②、項目③） 

・本学の教育が「専門分野に関する知識・理解」や「将来の仕事に関連しうる知識・技能」

の向上に大きく寄与していると考える学生は多い（問 2-5 項目①、項目②）。他方、「外

国語を使う力」や「統計数理の知識・技能」の向上については、課題を有している（問 2-

5 項目⑥、項目⑦）。 

【全国比較】 

・令和元年度「全国学生調査（試行実施）」の調査結果（以下、全国の結果とする）との比

較において、おおむね同じ傾向が読み取れる。 

・「外国語を使う力」の向上への寄与については、全国の結果と比べても見劣りをする結果

となった。（問 2-5 項目⑥） 

・「予習・復習・課題など授業に関する学習」の時間が全国の結果より平均的に長いが、調

査実施期間が試験期間中による影響も考えられるため、必ずしも本学の学生が予習・復

習・課題にあてる時間が多いとは言い切れない。（問 2-3 項目②） 

 

2-5 まとめと課題 

 

各部門にて教育に集中した事業や活動が実施された。 

共通教育部門では、平成 30年度に始まった新たなカリキュラムの定着を図るために、各

種アンケートを利用し、授業評価も参照しつつ、再検討を続けた。中でも評価に値するのは、

セメスター制を導入した英語教育において合格最低点を設定すると共に Advanced classの

設置を計画したこと、アクティブ・ラーニングを基本とする複合 PBL科目群をセミナー科目

群に移行させるカリキュラム計画を立てたこと、そして、R2年度に採択された「吉備の杜」

創造戦略プロジェクトに伴って、共通教育部内に大学院共通基盤科目についての会議体を

設置し、新たに大学院における教養教育の推進を図る協議を重ねたことである。 

FD部門では、相互授業参観、授業評価アンケート、FD 研修会、アクティブラーニングの

推進の四つの活動を軸足にしていたが、新型コロナウィルス感染症の影響により、相互授業

参観については実現できなかった。同様に、授業改善意見交換会や教育改革推進事業成果報

告会も実施できなかったが、 オンライン FD研修会では、新型コロナウィルス感染症対策に
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関する講演による大学での感染予防についての理解を深められた。さらに令和 3 年度から

始まる「吉備の杜」創造戦略プロジェクトにも関わる「リカレント教育」をテーマとしたオ

ンライン講演会によって、社会人教育について学ぶ機会となった。その他、アクティブ・ラ

ーニングについても、前年度以上の実施率を得たことで今後の推進計画について明確な見

通しをたてることができた。 

教育評価部門では、文科省の調査に対する予備調査として実施した平成 31年度「教育満

足度予備調査」について、詳細な分析結果が出たことが評価に値する。今後は文科省の学生

満足度調査の計画に対応しつつ、本学の IR部門等との連携によって、教育の評価計画につ

いて協議を重ねていく予定である。 

教育開発センターは「教育の質」を向上させる事業や取り組みなど、教育の質の保証に特

化した活動を今後も積極的に推進させていく所存である。 
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第２章 キャリア・学生生活支援センターにおける教育活動と成果  

 

1 概要  

 
 キャリア・学生生活支援センターは、「キャリア形成支援部門」、「就職支援部門」、「学生

生活支援部門」、「正課外・ボランティア活動支援部門」からなるセンターとして 2019 年 4

月に設置された。そして、2020 年 4 月に地域創造戦略センターの設置に伴い「正課外・ボ

ランティア活動支援部門」のボランティア活動支援の部分が当センターの「ボランティア部

門」に移り、正課外活動支援の部分が本センターの「学生生活支援部門」に移った。各部門

の活動については以下に記す。なお、本センターは「学生相談室」と「保健室」とも連携し

て業務を行っているため、両室の活動についても第 2部・第 2章の中で掲載する。 

 
2 各部門における教育活動と成果  

 

キャリア形成支援部門は、県大吉備塾やキャリアカルテ、キャリア相談などキャリア教育

に関する業務と卒業生・修了生アンケートなどキャリア形成支援のための調査を行ってい

る。就職支援部門は、求人情報やインターンシップ情報の発信、就職相談窓口の開口、各種

セミナーの開催など学生向けの対応と企業からの求人受付など学外向けの業務を行ってい

る。学生生活支援部門は、障がいのある学生の支援、主体的な学習活動のための支援、厚生

補導、学習環境の整備、学生 FD 活動の支援、正課外活動の支援などを行っている。 

 

2-1 キャリア形成支援部門 

 
2-1-1 概要 

キャリア形成支援部門は、学部学科を横断する全学的取組みとして以下の調査・企画立案

業務を掲げ、本学学生のキャリア形成を支援することを目的としている。まず、本学の卒業

生を講師として招聘し在学生へキャリア形成に関する知見を提供する『県大吉備塾』の企

画・実施、学生のキャリア形成支援において重要なツールとなる『キャリアカルテ』の整備

と運用など、大学生のキャリア形成意識の向上を目指している。その他、本学卒業生との連

携に必要な課題を抽出し、同窓生と本学のネットワーク構築のあり方についても検討して

いる。加えて、本学におけるキャリア支援のための活動の充実に向けた基礎資料を得ること

を目的とした『卒業生および修了生アンケート』の実施を準備している。以下に本年度の活

動概要を記す。 
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2-1-2 県大吉備塾の開催 

県大吉備塾は平成27年度より取り組んでいる事業で、本学の卒業生を特別講師として招

聘し、講演会やワークショップ・ディスカッション等を開催し、学科学部を超えた教職協働

の視点から在学生へのキャリア形成支援を目的として展開・構築しようとするものである。 

令和2年度は新型コロナ感染症の感染拡大を防ぐため、全国で活躍する卒業生を講師とし

て本学へ招くことや在学生を集めてディスカッションを行うことができず、全てオンライ

ン形式で実施することとなった。資料閲覧などのオンデマンド型、テレビ会議システムを利

用したリアルタイム型、録画した映像を配信するなど、各企画で工夫された。また、本学に

在学中の大学院生を講師とし、進学を含むキャリアイメージを伝えたことも初めての試み

であった。 

以下に令和2年度の第35回県大吉備塾から第40回までの開催概要を記す。いずれの回にお

いても参加した学生および教員によるアンケート結果は、吉備塾の内容が意義のあるもの

であったとの回答が多かった。  

 

第35回県大吉備塾 

○講師 

岡本 菜瑠 （川崎医科大学総合医療センター / 管理栄養士 / 栄養学科2018年3月卒業） 

谷口 鼓音美（倉敷市保健所 / 管理栄養士 / 栄養学科2018年3月卒業） 

後藤 眞依 （栄養教諭 / 栄養学科2018年3月卒業） 

植嶋 悠  （社会福祉法人あすなろ会 / 管理栄養士 / 栄養学科2019年3月卒業） 

鈴木 勝一 （山田養蜂場 / 食品開発技術者 / 栄養学科2020年3月修了) 

○テーマ：「大学での学びは業務のこんなところで生かされている」 

○実施日時：令和2年8月22日（土）10-12時、8月25日（火）10-12時 

○実施方法：卒業生プレゼン動画の視聴（MicrosoftTeamsによるオンデマンド） 

       オンライン座談会（MicrosoftTeamsによるリアルタイム） 

○企画運営教員：平松智子、都島梨紗、戸田圭祐、山下広美 

 

 第 36 回県大吉備塾 

 〇講師 

今城 留奈 （公益財団法人岡山県健康づくり財団 / 保健福祉学科 2017 年 3月卒業） 

宮島 麻衣 （総社市市役所 / 総務部総務課行政係 / 保健福祉学科 2017年 3月卒業） 

春名 彩也子（岡山市立六区保育園 / 保育士 / 保健福祉学科 2018 年 3月卒業） 

若林 真由 （総社市立総社北幼稚園 / 幼稚園教諭 / 保健福祉学科 2018年 3月卒業） 
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〇テーマ：「大学卒業後の私―仕事の魅力―」 

 〇実施日時：令和 2年 11月 2日（月）〜11月 6日（金） 

 〇実施方法：オンライン資料閲覧（MicrosoftTeamsによるオンデマンド） 

 〇企画運営教員：樟本千里 

 

 第 37 回県大吉備塾 

 ○講師 

岡 真智子（本学大学院 保健福祉学研究科 看護学専攻 博士前期課程１年生） 

大森 一哉（本学大学院 保健福祉学研究科 看護学専攻 博士前期課程１年生） 

 ○テーマ：「看護学科で学んだことと大学院での学び」  

 ○実施日時：令和 3年 1月 25 日（月）〜2月 5日（金） 

 〇実施方法：オンライン資料閲覧（MicrosoftTeamsによるオンデマンド） 

 ○企画運営教員：名越恵美 

 

 第 38 回県大吉備塾 

 ○講師 

下石 怜央（株式会社ミカサ / 商品開発グループ / 情報系工学研究科 2016年度修了） 

東野 祐哉（オージー技研株式会社 / 開発設計 3課 / 情報系工学研究科 2018年度修了） 

 ○テーマ：「人間情報工学科・情報系工学研究科で学んだこと現在の仕事」 

 ○実施日時：令和 2年 1月 27日（水）10-12時 

 〇実施方法：オンラインミーティング（Zoomによるリアルタイム） 

       その後、収録したオンラインミーティングをオンデマンド配信 

 ○企画運営教員：齋藤誠二 

 

 第 39 回県大吉備塾 

 ○講師 

  井上 麻美（株式会社 goen° / デザイナー / 2012年３月卒業） 

 和賀 陽子（株式会社テクニカランド / エディター / 2014年３月卒業） 

 築道 泰地（ニッコー株式会社 / ブランドマネジメント係 / 2018年３月卒業） 

 栗本 真衣（シンコールインテリア株式会社 / 企画課社員 / 2020年３月卒業） 

 ○テーマ：「デザイン学部で学んだことと現在の仕事」 
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 ○実施日時：令和 2年 2月 1日（月）〜2月 10日（水） 

 〇実施方法：オンライン資料閲覧（Google サイトによるオンデマンド） 

 ○企画運営教員：齋藤美絵子 

 

 第 40 回県大吉備塾 

 ○講師 

伊藤 那智（本学大学院 情報系工学研究科 システム工学専攻 博士前期課程 2年生） 

櫻井 麻稀（本学大学院 情報系工学研究科 システム工学専攻 博士前期課程 2年生） 

城﨑 和輝（本学大学院 情報系工学研究科 システム工学専攻 博士前期課程 2年生） 

久富 彩音（本学大学院 情報系工学研究科 システム工学専攻 博士前期課程 2年生） 

 ○テーマ：「大学院進学の意味を問う」 

 ○実施日時：令和 3年 2月 15 日（月）～2月 19日（金） 

 〇実施方法：オンライン動画視聴（Zoomによるオンデマンド） 

 ○企画運営教員：石井裕 

 

2-1-3 キャリアカルテの運用 

本学キャリアカルテは2018年度以降入学生を対象に運用している。「入学前の自分につい

て」「現在の自分について」「将来の自分について」と3つのカテゴリで構成し、学生自身に

よる入力を促すことで、自己分析やその後の行動計画を支援する質問項目を整備している。

2020年度は、新入生に対して共通教育科目「大学で学ぶ」の1/2単元を用いて、キャリアカ

ルテの意義や有効な活用方法について説明した。加えて、次年度以降の学生便覧への説明文

の掲載や、普及促進のためのチラシの整備を行った。 

 

2-1-4 各学科におけるキャリア形成支援活動の集約と広報活動 

キャリア形成支援部門は、学部学科の横断的な全学的取組みを調査し広く周知する役割

も担っており、学生支援班と協働して本学学生のキャリア形成を支援することを目的とし

ていることから、各学部・学科が実施した前年度（2019 年度）および本年度（2020 年度）

の「キャリア形成支援に関する活動」を調査・集約した。下の表に示す。さらに大学の公式

サイトにその全容を掲載し学内外へ向けて情報を提供した。集約した活動一覧は、2-2キャ

リア形成支援部門の最後に掲載する。 
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2-1-5 卒業生および修了生アンケートの実施準備 

本学におけるキャリア支援のための活動の充実に向けた基礎資料を得ることを目的とし

た『卒業生および修了生アンケート』の実施の準備を進めた。本部門で検討した項目に加え、

大学活動委員会で整備された9項目を加えた内容で実施する。アンケートの回収方法として

は、GoogleFormを使用したオンラインでの実施として準備している。対象者は本学を卒業・

修了後3～5年経過した卒業生・修了生として、2021年度前期中にアンケートを実施する。 

 

2-1-6 まとめと課題 

キャリア形成支援部門は、本学学生のキャリア形成を支援することを目的とした部門で

ある。卒業生の活躍を在学生のキャリア形成支援に結びつける目的で実施した県大吉備塾

においては、参加者アンケートの結果より、本取り組みに対する満足度や期待度の高さが確

認できた。しかし、例年実施してきた対面開催が困難なため、オンライン開催における有効

な企画について継続して検討する必要がある。キャリアカルテにおいては、利用者増加や活

用支援の方法について検討を継続する。 

 

2019年度 本学におけるキャリア支援に関する活動 

学科名 開催月 対象学生 イベント名 概要 

看護学科 

４月 ３～４年生 就職・進学ガイダンス 
卒業生 10 名による自施設の紹介と進学した学生によるカリキュラ

ムの説明 

４月 全学年 ホームカミングデー 卒業生と在校生対象の交流会 

５月 ３年生 就活スタートアップ講座 本学就職相談員による就活をスタートするにあたっての基本講座 

１２月 ３年生 就活アドバンス講座 本学就職相談員による就活で気を付けるべき具体的内容の講座 

１２月 全学年 県大吉備塾（第 31 回） 卒業生による講演会・意見交換 

栄養学科 

４月 ３年生 就職・進学ガイダンス 学科教員と本学就職相談員による説明会 

５月 ４年生 岡山県採用試験説明会 岡山県教育委員会の人事担当者が来学、教員採用試験の説明。 

７月 全学年 県大吉備塾（第 27 回） 卒業生による講演会・意見交換 

１０月 ４年生 岡山県講師登録説明会 
岡山県教育委員会の人事担当者が来学、講師登録の説明と希望者

への登録面接。 

１月 全学生 就職支援セミナー 就職内定者との意見交換会 

保健福祉学科 

社会福祉学専攻 

５月 ３～４年生 就職合同説明会 
福祉関係の仕事に就いている卒業生に学科主催の合同就職説明会

に参加してもらい、情報交換を行う。 

１０月 全学年 県大吉備塾（第 29 回） 卒業生による講演会・意見交換 

保健福祉学科 

子ども学専攻 

６月 卒業生 ホームカミングデー 新卒者を対象とした交流会（勤務状況等の確認） 

１２月 ３～４年生 就職ガイダンス 卒業生と在校生対象の交流会 

１月 全学年 県大吉備塾（第 33 回） 卒業生による講演会・意見交換 

２月 ２～３年生 就職ガイダンス 保育・福祉専門職従事者（卒業生）を講師に招いての懇話会 

２月 ３年生 進学・就職懇話会 
大学院在学生・各種一般・専門就職採用試験合格者（4 年生）によ

るガイダンス 

情報工学部 

（３学科共通） 
２月 ３年生、Ｍ１ 業種説明会 

県立大学で、岡山県立大学協力会会員企業 26 社およびシステムエ

ンジニアリング岡山会員企業 23 社による「機械」「農業機械」

「ソフトウェア」「造船」「設備」「化学」の 6 業種の説明があ

り、82 名の学生が参加した説明会 
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８～ 

１０月 
３年生 

海外インターンシップおよび

報告会 

2 名の学生による 4 日間の海外インターンシップ（国内は 6 日

間） 

８～ 

１０月 
３年生 

長期インターンシップ（エン

ジニアリング演習）および報

告会 

16 名の学生による県内企業 12 社（参加企業 38 社）での 17 日間

のインターンシップ 

１２月 ３年生、Ｍ１ 業種説明会 

県立大学で、岡山県立大学協力会会員企業 38 社による「機械」

「農業機械」「ソフトウェア」「造船」「設備」「化学」の 6 業

種の説明があり、79 名（4 会場で延べ 213 名）の学生が参加した

説明会 

１２～ 

２月 
３年生、Ｍ１ 就職支援セミナー 卒業生による旧所属研究室主催の業種説明会（延べ 20 回開催） 

情報通信工学科 
６月 ３年生、Ｍ１ 学科進路ガイダンス１ 就職関係書類の書き方とインターンシップへの参加について 

２月 ３年生、Ｍ１ 学科進路ガイダンス２ 進路（就職、進学）についてのガイダンスとアンケート実施 

情報システム工

学科 

１月 ３年生、Ｍ１ 就職・進学ガイダンス１ 進路（就職・進学）について基本的な考え方の説明 

２月 ３年生、Ｍ１ 就職・進学ガイダンス２ 進路（就職・進学）についてデータ分析等を踏まえての説明 

２月 全学年 県大吉備塾（第 34 回） 卒業生による講演会・意見交換 

人間情報工学科 

４月 １年生 学科大学生活ガイダンス１ 
リクナビから講師を招聘し、進学・就職に向けた学生生活に関す

る講演 

４月 ２年生 学科大学生活ガイダンス２ 
リクナビから講師を招聘し、進学・就職に向けた学生生活に関す

る講演 

４月 ３年生 学科進路ガイダンス１ リクナビから講師を招聘し、進学・就職に関する講演 

１２月 全学年 県大吉備塾（第 32 回） 卒業生による講演会・意見交換 

２月 ３年生、Ｍ１ 学科進路ガイダンス２ 
就職・進学についてのガイダンス、および卒業生と M2 による就

活説明 

デザイン工学科 

５月 ３年生 
スズキ クレイモデルワーク

ショップ 

スズキ現役モデラー（卒業生含む）によるクレイモデルワークシ

ョップ 

６～７月 全学年 夏季インターンシップ説明会 大手メーカーによる夏季インターンシップ学内説明会 

８月 ２年生 中四国連携合宿授業 
中四国 7 大学の学生が参加しマツダの商品企画を体験する文科省

AP 継続事業 

１０月 ２年生 
スズキ スケッチワークショ

ップ 
スズキ現役デザイナーによるカースケッチワークショップ 

１１月 全学年 県大吉備塾（第 30 回） 学科卒業生による講演会・意見交換 

１０～ 

１月 
３年生 冬季インターンシップ説明会 大手メーカーによる冬季インターンシップ学内説明会 

２月 全学年 3 大学連携会議 
岡山理科大学、山口東京理科大学と連携したキャリア支援に関す

る文科省 AP 継続事業 

造形デザイン学

科 

７月 ３年生 ポートフォリオセミナー１ 
県内学生服企業からの外部講師を招いた学生のポートフォリオ講

評会 

１０月 全学年 県大吉備塾（第 28 回） 学科卒業生による講演会・意見交換 

１２月 全学年 インターンシップ報告会 造形デザイン学科専門科目「インターンシップ」の報告会 

１月 ３年生 ポートフォリオセミナー２ 
広告会社に勤務する卒業生を招いた講演、学生のポートフォリオ

指導 

２月 ３年生 ポートフォリオセミナー３ 
大手印刷会社に勤務する卒業生を招いた学生のポートフォリオ講

評会 
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2020年度 本学におけるキャリア支援に関する活動 

学科名 開催月 対象学生 イベント名 概要 

看護学科 

９月 ３年生 就職セミナー 就職説明会 就活マナー講座 全国就職説明会（web )ナース専科 

８～９月 ３年生 就職スタートアップセミナー 就活スタートアップセミナー 病院の選び方 マイナビ（WEB)  

１１月 ３年生 オンライン就職説明会 岡山県美作県民局主催オンライン就職説明会 11 月 28 日（土） 

１２月 ３年生 就活アドバンス講座 就職ガイダンス「履歴書の書き方と面接対策」第二回 マイナビ 

１２月 ３年生 オンライン就活セミナー 【メイク講座・国試対策講座】ナース専科（WEB) 

１月 ３年生 オンライン就活セミナー 全国就職説明会（web )ナース専科 

２月 ３年生 オンライン就活セミナー 2/7(日) マナー講座＆小論文対策講座 

２月 ３年生 オンライン就活セミナー 全国就職説明会（web )ナース専科 

２月 ２・３年生 
県大吉備塾 WEB 
（第 37 回県大吉備塾） 

卒業生による進学に関する説明（オンデマンド） 

保健福祉学科 
社会福祉学専攻 

１２月 ２年生 就職支援セミナー（公務員） 就職内定者による講演会および意見交換（オンラインライブ） 

１月 ３年生 就職説明会 福祉現場職員による説明および質疑応答 

保健福祉学科 
子ども学専攻 

４月 ２～４年生 学科就職・進学ガイダンス 進路（就職・進学）についてのガイダンスと質疑応答 

５月 ４年生 学科就職・進学調査 進路についてのアンケート調査及び希望者面談 

１１月 ２・３年生 
県大吉備塾 WEB 
（第 36 回県大吉備塾） 

卒業生による講演会（オンデマンド）・意見交換（オンラインラ
イブ）） 

１１月 １・３年生 学科進路ガイダンス 
保育士養成施設連携強化事業（岡山県事業）・先輩保育士との情
報交換 

１２月 ３年生 学科進路ガイダンス 
保育士養成施設連携強化事業（岡山県事業）・保育所見学・先輩
と意見交換（オンラインライブ） 

栄養学科 
８月 ２・３年生 

県大吉備塾 WEB 
（第 35 回県大吉備塾） 

卒業生による講演会（オンデマンド）・意見交換（オンラインラ
イブ） 

１月 ３年生、M1 就職セミナー 
管理栄養士関連業界の採用担当者による講演会・リクルートキャ
リア担当者による講演会(オンラインライブ) 

情報通信工学科 
６月 ３年生、M1 学科進路ガイダンス１ 就職関係書類の書き方とインターンシップへの参加について 

２月 ３年生、M1 学科進路ガイダンス２ 進路（就職、進学）についてのガイダンスとアンケート実施 

情報システム工
学科 

１月 ３年生、M1 就職・進学ガイダンス１ 
進路（就職、進学）についての説明会１： 基本的な考え方の説
明（オンデマンド） 

２月 ３年生、M1 就職・進学ガイダンス２ 
進路（就職、進学）についての説明会２：データ分析等を踏まえ
ての説明（オンラインライブ） 

２月 在学生 
県大吉備塾 WEB 
（第 40 回県大吉備塾） 

卒業生による講演会・意見交換（オンデマンド） 

人間情報工学科 

４月 １年生 学科大学生活ガイダンス１ 進学・就職に向けた学生生活に関する説明会(対面） 

４月 ２年生 学科大学生活ガイダンス１ 進学・就職に向けた学生生活に関する説明会(対面） 

４月 ３年生 学科大学生活ガイダンス１ 進学・就職に向けた学生生活に関する説明会(対面） 

４月 ４年生 学科進路ガイダンス 1 進学・就職に向けた具体的な活動に関する説明会(対面） 

６～９
月 

１～３年生 学科大学生活ガイダンス２ 
マイナビに作成を依頼した、進学・就職に向けた学生生活に関す
る本学向けのビデオを配信（オンライン） 

７月 ３年生 学科進路ガイダンス１ 
インターンシップの意義、参加の場合の注意事項について説明す
るビデオを配信（オンライン） 

１０月 １年生 学科大学生活ガイダンス３ 
マイナビから講師を招き、進学・就職に向けた学生生活に関する
講演および MatchPlus による社会人基礎力の測定（対面） 

１０月 ２年生 学科大学生活ガイダンス３ 
マイナビから講師を招き、進学・就職に向けた学生生活に関する
講演および MatchPlus による社会人基礎力の測定（対面） 

１１月 ３年生 学科進路ガイダンス２ 
マイナビから講師を招き、進学・就職に向けた学生生活に関する
講演（対面） 

１月 在学生 
県大吉備塾 WEB 
（第 38 回県大吉備塾） 

卒業生による講演会・意見交換（オンライン） 

２月 ３年生、M1 学科進路ガイダンス３ 就職、進学についてのガイダンス（対面） 
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情報通信工学
科、  情報シ
ステム工学科、
人間情報工学科 

８～ 
１０月 

３年生 
長期インターンシップ（エン
ジニアリング演習）および報
告会 

・18 名の学生による県内企業 10 社（参加企業 21 社）での 17
日間のインターンシップ 
・受入れ企業も参加した報告会 

造形デザイン学
科 

４～３月 ３年生 
インターンシップ学科特設サ
イト開設 

HP を開設し、学科主催のキャリア事業や、参考となる就職サイ
ト、大学に案内のあったセミナーを掲載し、学生の情報収集に役
立てた。 

２月 ３年生 
県大吉備塾 WEB 
（第 39 回県大吉備塾）   

卒業生４名を講師として学生生活と仕事についての講演をテキス
トや画像にまとめた特設サイトを開設 
参加者はサイトを閲覧する形式で実施 

２月 ３年生 ポートフォリオセミナー① 
広告会社に勤務する卒業生を招いたポートフォリオの作り方、良
いポートフォリオについてのオンライン講演 

２月 ３年生 ポートフォリオセミナー② 
大手印刷会社に勤務する卒業生を招いた学生のオンラインポート
フォリオ講評会 

２月 ３年生 就活本番直前 選考対策講座 
マイナビから講師を招聘し、対象学年に特化した面接等について
講演を２回実施（LIVE 配信） 

デザイン工学科 

６月 ３年生 就職ガイダンス 
就活のスケジュールや建築関連業種及び企業の紹介、卒業生の就
職・進学先の紹介など 

７月 ３年生 オンライン会社説明会 スズキ株式会社のオンライン会社説明会 

７月 ３年生 会社説明会 株式会社東海理化の会社説明会 

１０月 ２年生 
スズキ スケッチワークショッ
プ 

スズキの現役デザイナーによるスケッチワークショップ（オンラ
イン）を２回実施 

１１月 ３年生 会社説明会 エレコム株式会社の会社説明会 

１２月 ３年生 会社説明会 コニカミノルタ株式会社のオンライン会社説明会 

１２月 ３年生 会社説明会 株式会社 LIXIL のオンライン会社説明会 

 

2-2 就職支援部門 

 

2-2-1 概要 

 令和元年度に新設の就職支援部門は、各学科の就職担当教員及び本学の就職相談員、事務

局職員で構成されており、求人企業の受付対応、企業情報の収集、就職ガイダンスや就職セ

ミナー、インターンシップ情報の提供、学生相談などを行っている。令和2年度は就職相談

室を学生会館から、より学生にとって利便性の良い学部共通棟（北）へ移転し、オンライン

相談等にも対応した。 
 

2-2-2 就職支援活動とインターンシップ 

2-2-2-1 就職支援活動と実績 

 全学部を対象として、就職ガイダンスや各種模擬テストを実施した。また、就職相談員を

配置し、学生への個別指導を行った。来学求人企業対応は184社で、企業と学生とのマッチ

ング促進を図った。 

 各学科においても、就職担当教員が中心となり、学科の特性に応じた就職指導やセミナー、

企業説明会等を開催し、学生を細やかに支援した。 
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就職ガイダンスの実施状況 

実施日 ガ イ ダ ン ス の 内 容 実 施 機 関 等 参加 

学生数 

4月17日 公務員全国公開模試 (株)LEC東京リーガルマインド 29   

6月12日 就活準備スタートアップ講座 (株)リクルート 239   

8月13日 自己分析講座 (株)リクルート 46   

8月13日 業界・企業研究講座 (株)リクルート 28   

8月13日 インターンシップ選考準備講座 (株)リクルート 36   

8月13日 ビジネスマナー講座 (株)リクルート 41   

2月10日 自分の持ち味を楽しく知ろう！講座 (株)リクルート 30   

2月12日 就職活動直前ガイダンス① 就職相談員、(株)リクルート 50   

2月16日 就職活動直前ガイダンス② (株)リクルート 50   

 

 就職活動バス（合同企業説明会へのバス）の運行（中止） 

運行日 合同企業説明会参加場所 主  催  者 参加学生数 

3月 4日 大阪（インテックス大阪） (株)マイナビ － 

  ※新型コロナウイルスの影響を考慮し運行中止を決定した。 

 

 就職相談員による就職相談 

相談日 相談時間 内             容             等 

週4日 

月･火･木･金 
10:00～16:00 

 就職相談員による各種相談を実施 

  ◇相談内容等 

  ・履歴書・エントリーシート等書類に関する相談 

  ・面接対策       など 

 

◇R2年度相談件数 

  ・700件 

4月…19、5月…31、6月…91、7月…90、8月…46、9月…45 

10月…60、11月…31、12月…34、1月…34、2月…88、3月…131 
 

 

 

企業からの求人数（２０２１年３月卒業生向け） 
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掲載月 求人ＮＡＶＩ掲載 来学企業数 

2020年1月      75 13 

2月 157 13 

3月 152 12 

4月 81  1 

5月  86  1 

6月 127 12 

7月 116 23 

8月  45 10 

9月 34 17 

10月 47 16 

11月 26 15 

12月 15 20 

2021年1月 15        4 

2月  4 11 

3月           2 16 

計 1049 184 

 

2-2-2-2 インターンシップ 

 本学では、自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を行うため、総社市、病院や

民間企業等との連携を図り、インターンシップ参加希望学生への支援や情報提供などを行

った。なお、情報工学部とデザイン学部においては授業科目として取り組んでいるほか、保

健福祉学部においては、特定の資格取得を目的に各種実習として取り組んでいる。 

 令和2年度の総社市におけるインターンシップの実施状況は次のとおりである。 

総社市のインターンシップは、本学と総社市の連携協力に関する協定の一環として平成21

年度から実施しているもので、令和2年度も、政策調整課、農林課、都市計画課、市政情報

課、長寿介護課、魅力発信室、復興推進室など多部署にわたり、23名が参加した。また、イ

ンターンシップで体験した結果をもとに、学生が市に政策提言することを義務づけ、市はそ

の提言の中から独創性や実現可能性などを評価して、2名の学生を選び表彰した。 

総社市インターンシップ参加者 
年 度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 累計 

人 数 19 23 21 15 12 19 19 30 17 11 23 209 
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2-2-3 まとめと課題 

 本学においては、各学科の特性に応じたきめ細かな就職支援が必要とされるところであ

り、引き続き、関係教員及び就職相談員など関係者の連携を図る必要がある。 
 

2-3 学生生活支援部門   

 

2-3-1 概要  

学生生活支援部門は、11名の教職員から構成されており、障がいをもった学生の支援、

主体的な学修活動のための支援、厚生補導、学習環境の整備、学生 FD活動の支援などを

行っている。また、学生相談室と保健室と連携しながらこれらの活動を行っている。 

 

2-3-2 学生生活アンケートの実施  

  学生生活アンケートは 2019 年度に設問を刷新して実施したが、今年度は新型コロナ感

染症の影響で学生はこれまでのような学生生活を送ることができなかったため、設問の

一部を修正および削除をして実施した。 

  今年度は、2021年 1月 18日から 2月 9日にかけて実施し、学部生 740名（回答率 46％）、

大学院生 38 名（回答率 20％）からの回答が得られた。回答から学生生活支援部門の管轄

内の課題として、アドバイザー制度、オフィスアワー制度、学生相談室などの学生相談窓

口の周知、経済的支援制度の周知があがった。また、自主学習のためのスペースの確保お

よび既存スペースにおける環境改善についての要望も強いことが分かった（付録 E参照）。 

  以上の結果に加えて他の組織に向けた意見や要望については、大学活動委員会におい

て共有し、大学として改善できるところから随時着手して行くことが確認された。また、

アンケートの結果を受けて改善したこと、改善を検討していることをまとめ、学生に公開

することとなった。 

 

2-3-3 障がい学生支援  

2-3-3-1 対応事例  

 2020 年度に提出された支援要請 13 件に対して学生生活支援部門を中心として検討会議

を重ね、合意形成がなされた項目について以下の要請・支援ならびに関連事項への対応を随

時行った（継続要請・支援も含む）：所属学科の教員に学修面および学修面以外の配慮の要

請、科目担当教員に学習面の配慮の要請、健康診断での配慮の実施、スロープ設置（ATM前

段差）、合理的配慮を希望する新入生への入学前面談の実施、合理的配慮を希望する在学生

への面談の実施、学生相談室や保健室との連携による個別対応。 

また、コロナ禍での対応として、合理的配慮提供学生に対して「オンライン授業下での学

生生活のアンケート調査」を実施し、全教職員に「障害等により困難さを抱えやすい学生の

受講を想定したオンライン授業の対応について」を通知した。さらに、オンライン授業下に

おいても科目担当者への「配慮要請」が滞りなく通知されるよう、合理的配慮の提供に関す
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る「配慮要請」の通知方法について検討を行い、令和 3年度から実施することとした。これ

に伴い、「支援申請書」「配慮要請」「授業における配慮要請」の様式を改定するとともに、

合理的配慮の更新に関する年度末面談を実施し該当学生にも周知した。   

 
2-3-3-2 研修会・関連委員会参加  

1）UE-Net 

・第 5回総会・第 27 回研究会：令和 2年 3月 14日（土）、オンライン 

参加者：齋藤部門員 

・第 13 回運営会議・第 29 回研究会：令和 2年 10月 9日（金）、オンライン 

  参加者：齋藤部門員 

・第 14 回運営会議・第 30 回研究会：令和 2年 12月 23日（水）、オンライン 

  参加者：齋藤部門員 

・第 6回総会・第 31 回研究会：令和 3年 3月 20日（土）、オンライン 

  参加者：京林部門員 

2）大学コンソーシアム岡山 障がい学生支援委員会 

・第 18 回障がい学生支援委員会：令和 2年 5月 28日（木）、オンライン 

 参加者：齋藤部門員 

・第 19 回障がい学生支援委員会：令和 3年 1月 21日（木）、オンライン 

 参加者：齋藤部門員 

 3）コロナ禍において孤立する学生を様々な被害から守るための意見交換会 

・令和 2年 8月 5日（水）、オンライン 

 参加者：齋藤部門員 

4）岡山大学 大学コンソーシアム岡山 障がい学生支援研修会 

・令和 2年 8月 24日（月）、オンライン 

 参加者：齋藤部門員 

5）日本学生支援機構 令和 2年度 学生生活にかかる喫緊の課題に関するセミナー 

「新型コロナウィルス感染症への対応と学生支援の課題」 

・令和 2年 12月 11日（金）、オンライン 

 参加者：齋藤部門員 

 

2-3-4 学生表彰制度   

 本学においては、これまで学生の表彰に関する制度・規定はなかったが、他大学の多くは

学生表彰制度を設けていることから、本学においても「学業や各種活動において優秀な成績

を収めた学生、他の学生の模範となる学生の功績を表彰し、今後の学業・各種活動の励みと

する。」ことを目的とした学生表彰規程を令和 2 年 3 月 23 日に制定し、令和 2 年度から運

用を開始した。 

令和 2年度に表彰した学生は以下のとおりである。 
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1）岡山県立大学学長賞

表彰式：令和 3年 2月 8日（月）

学部・:研究科・学科・専攻・団体名 学 年 氏 名 

保健福祉学部 栄養学科 3年 横田 朱音 

保健福祉学研究科 保健福祉科学専攻 博士後期課程 2年 Y Yasmin Syauki 

映像サークル 

2）学業成績最優秀賞

表彰式：令和 3年 3月 24日（水）

学 部 ・ 学 科 学年 氏 名 

保健福祉学部 看護学科 4年 和田 るな 

保健福祉学部 栄養学科 4年 矢野 優花 

保健福祉学部 保健福祉学科 社会福祉学専攻 4年 小谷 花凜 

保健福祉学部 保健福祉学科 社会福祉学専攻 4年 伊勢 菜摘 

保健福祉学部 保健福祉学科 子ども学専攻 4年 井手 美里 

情報工学部  情報通信工学科 4年 山本 龍樹 

情報工学部  情報システム工学科 4年 青木 隼人 

情報工学部  人間情報工学科 4年 永瀬 緋弥香 

デザイン学部 デザイン工学科 4年 髙岡 まりあ 

デザイン学部 造形デザイン学科 4年 小橋 可奈子 

3）学業成績優秀賞

表彰式：令和 3年 2月 8日（月）

学 部 ・ 学 科 学年 氏 名 

保健福祉学部 看護学科 3年 上岡 志帆 

保健福祉学部 栄養学科 3年 神社 友美 

保健福祉学部 保健福祉学科 社会福祉学専攻 3年 中山 貴愛羅 

保健福祉学部 保健福祉学科 子ども学専攻 3年 北原 知美 

保健福祉学部 保健福祉学科 子ども学専攻 3年 岡田 萌南 

情報工学部  情報通信工学科 3年 大森  卓 

情報工学部  情報システム工学科 3年 鈴木  暁 

情報工学部  人間情報工学科 3年 村上 智 

デザイン学部 デザイン工学科 3年 新間 敬秀 

デザイン学部 造形デザイン学科 3年 秦野 紗英 
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2-3-5 アドバイザー面談   

 アドバイザー面談はこれまで年に 2 回実施してきたが、新型コロナ感染症による影響を

考慮して、前期中に 1回、後期中に 2回実施することとした。また、特に 1年生は前期がオ

ンライン授業中心で、横のつながりが形成しにくい状況であったため、新たにグループでの

ミーティングを実施する「アドバイザーグループミーティング」を企画して教員に実施を呼

びかけた。さらに、面談に来ない、連絡が取れない学生に対しては、確実に連絡を取るよう

に教員に呼びかけた。前期と後期のアドバイザー面談の実施率はそれぞれ 96.2％と 93.7％

であった。 

 

2-3-6 交通指導   

学生の通学マナーの向上のため、例年、第 1クォーター開始（4/10～）、第 3クォーター 

開始（9/24～）に合わせ、学生生活支援部門の教職員が、総社市役所及び総社警察署の方と

協働で早朝（8:10～8:40）に交通安全の現地指導を実施している。実施の際は、国道 429号

のツタヤ北交差点及び国道 180 号バイパス南溝手交差点に分かれ、主に自転車通学の学生

に交通安全のチラシを渡し、スマートフォンやイヤホンで音楽を聴きながらの運転の禁止

などを重点的に指導しているが、令和 2年度は、新型コロナ感染症の影響によるオンライン

授業の実施により、現地指導を見送った。 

 

2-3-7 スチューデント・アシスタント制度の検討   

 スチューデント・アシスタント制度（SA 制度）は、学生相談および支援体制の充実を図

ることを目的として検討を進めている。今年度は、SA 制度の足掛かりとして、学生自治組

織である PZL と協働でオンライン相談室やしゃべり場を企画して実施した。今後は、これら

の活動が SA制度として移行できるかどうか、またその他の方法について検討を進めていく。 

 

2-3-8 学友会支援  

 今年度、学友会が企画・実施した以下の活動について支援をした。 

・オンラインしゃべり場（学生発キャリアアップ支援）（PZL） 

・オンライン相談（PZL） 

・秋じゃけん（PZL） 

 

2-3-9 授業料免除制度の周知   

令和 2年 4月から実施される文部科学省の「高等教育の修学支援新制度」により，意欲と

能力のある若者が経済的理由で進学及び修学の継続を断念することが無いよう，原則とし

て返還義務のない奨学金の受給及び授業料の免除・減免を申請できることとなった．この新

制度により，従来の授業料免除制度では免除対象とならなかった多くの学生が支援を受け

られることになる．学生に広く周知を図った結果，令和 2 年度は合計 182 名が制度を利用

し，合計 83,762,500 円の授業料及び入学金が免除された． 
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2-3-10 カルト等の注意喚起 

 新型コロナ感染症により通常の学生生活を送ることができない学生を狙った詐欺や悪質

な勧誘が全国的に問題となった。本学においてもカルト団体による勧誘被害の報告があっ

たため、注意喚起のためのチラシやポスターを作成して注意を呼び掛けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3-11 新型コロナ感染症関連  

 新型コロナ感染症による学生生活への影響を最小限に抑える必要があった。本部門で取

り組んだ内容については、第 5部にも掲載しているが、経済的支援、正課外活動支援、障が

い学生支援と多岐にわたる。経済的支援については学生生活状況アンケート結果をもとに

上記 2-3-9にも掲載している支援を実施した。正課外活動については、学生の安全と活動の

意義のバランスの中で可能な限りの支援を実施した。障がい学生支援についてはオンライ

ン授業アンケート結果をもとに、オンライン授業における各種障壁を取り除くための支援

を実施した。また、各教科における合理的配慮が確実に実施されるように配慮の通知方法の

改善を行った。さらに、障がいのある学生を含む全学生の R2年度前期の成績を過去の成績

と比較し、オンライン授業における成績の変動を分析するとともに、休退学者の推移を分析

し、公開することで配慮を呼び掛けた。 

 

2-3-12 まとめと課題  

 新型コロナ感染症により新たな支援を行うことになり、これまで継続してきた支援まで

実施できなかったり、支援や活動が制限されたりと、これまでとは大きく異なる 1年であっ

た。今後もこの感染症の影響は続くことが予想されるなかで、新たな学生生活様式において、

学生たちが充実した学生生活が送れるように支援していく必要がある。基本となるのは学

生生活アンケートによる「学生たちの声」である。充実した学生生活のために改善が必要な

ことについては、部門内のみならず関係各所にはたらきかけを行い、整備につなげていく必

要がある。また、年々増え続けている障がいのある学生に対する合理的配慮の提供をしっか

りと実施できるソフト面、ハード面の整備を引き続き実施して行く必要がある。 
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2-4 まとめと課題  

 

本センターの活動は「学生生活アンケート」と「第三期中期計画における評価指標」によ

って評価され、今後取り組むべきことの根拠となる。もちろん、数値としてはっきりと評価

できない活動も含まれてはいるが、基本的にはこれらの評価をもとに活動していくことに

なる。今年度の各部門における活動は新型コロナ感染症の影響をそれぞれ受け、各種事業・

活動が制限された。しかし、各部門で事業の実施方法の変更や新たな取り組みをすることで、

支援を止めることなく進めることができたと考えている。一方、各種取り組みについて学生

生活アンケートの結果や第三期中期計画の評価指標と照らすと様々な課題も浮き彫りとな

った。この課題を解決するためには、次の取り組みが必要であると考えている。 

【キャリア形成支援部門】1）キャリアカルテによる主体的な自己分析によるキャリア形成

の支援 2）県大吉備塾によるキャリア形成の啓発 3）新たなキャリア形成支援コンテンツ

の整備（講座・セミナー・適性検査等） 

【就職支援部門】1）就職相談室と学科就職担当教員の連携強化 2）就職支援内容の周知強

化（相談室、ニュースレター、求人 NAVI、就職ガイダンス） 3）県内企業情報の発信強化 

4）就職支援コンテンツの整備（講座・セミナー・企業説明会等） 

【学生生活支援部門】1）自習スペースの整備 2）経済的支援に関する各種制度の発信強化 

3）食堂、喫茶、コンビニのサービス改善 

 さらに、これまでにアドバイザー制度、学生相談室、就職相談室などの相談窓口の整備や

周知を図ってきて、学生の認知度も上がり一定の効果が得られていると考えているが、相談

を受ける側、とりわけアドバイザーの意識や認識に課題があると考えている。そのため、今

後は、教職員のための学生対応マニュアルの整備が必要であるとともに、学生対応に関する

FD/SD研修会の開催が必要であると考えている。 

 

2-5 学生相談室の活動  

 

（１）相談体制 

学生相談室は平成 6 年 5 月に開設された。開設当初は本部棟 1 階事務室横にあったが、

平成 8年からは図書館 2階個人閲覧室の一室、平成 24年度からは学部共通棟（西）、令和 2

年より本部棟１階へ移動している。平成 26年度からは学生相談室の認知度向上を図る観点

から環境を整備し、より入りやすくより安心して相談できる環境づくりを目指している。 

相談室のスタッフは平成 6～9年度は学内カウンセラー2名（臨床心理士）により週 2日、

平成 10年度からは臨床心理を専門とする学内カウンセラー1名と学外嘱託カウンセラー（臨

床心理士）1名が新たに配置され、4名体制で週 4日開室していた。平成 11～12年度は学内

カウンセラー2 名と学外嘱託カウンセラー1 名の週 3 日、平成 13～16 年度は学内カウンセ

ラー（臨床心理士、心理学専門）3名と学外嘱託カウンセラー（臨床心理士）1名の 4名で

週４日開室していた。平成 17年度からは学内カウンセラー（臨床心理士、心理学専門）3名
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と学外嘱託カウンセラー（臨床心理士）3名の計 6名体制となり、月～金曜日まで毎日開室

できる体制となった（ただし、休業期間中を除く）。令和 2年度の開室時間は週 23～25.5時

間である。コロナ禍での対応として、前期は電話相談のみとし、後期より来室及び電話相談

を行った。 

 

〔令和 2年度 開室時間〕 

曜日 時間 氏名 備考 

月 
14:30～16:30＊1 

周防 美智子 保健福祉学部准教授 
17:00～18:30＊2 

火 
10:00～14:00 津川 美智子 学外カウンセラー 

16:00～17:30 井上 幸子 保健福祉学部准教授 

水 
9:30～13:30 斉藤 弘美 学外カウンセラー 

14:00～18:30 疋田 基道 学外カウンセラー 

木 8:45～12:15 疋田 基道 学外カウンセラー 

金 
12:00～16:00 津川 美智子 学外カウンセラー 

16:30～18:30＊3 京林 由季子 保健福祉学部准教授 

＊1 第１、第２、第４クォーターのみ 

＊2 第３クォーターのみ 

＊3 第１週、第２週のみ、第２クォーター閉室 

 

相談室スタッフは学生相談室顧問（副学長）、学校医（精神科医）を含め、計 9名で構

成され、保健室及び学生支援班と連携と図りながら運営している。平成 20～29年度は精

神科医として中田謙二医師を、令和元年度からは岡山県精神科医療センターより佐藤康

治郎医師を委嘱している。 

また、各学部教員から要請があった場合やカウンセラーが重要ケースと判断した場合、

相談室長や複数のカウンセラー、関係する学部長や教員で対応について協議することと

し、必要に応じて岡山県精神科医療センターと連携を図ることとしている。 

 

（２）相談室の取組 

学生相談室（愛称：ほっとルーム）でのカウンセリング以外の取り組みとしては、下記   

のものがある。 

 

・こころの健康調査（UPI）  

平成 23 年度から、「こころの健康調査（UPI：University Personality Inventory）」

を実施している。結果に応じてその場でカウンセラーと話す時間を設け、必要があれ

ばほっとルームを勧めるなど、学生の心的問題への早期対応を行っている。 

・チラッとほっとルームキャンペーン 
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4月前半に相談室を開放し、面談中を除き、予約なしでほっとルームを見学できる

ようにしており、初めての場所や人への抵抗感を和らげる取組を行っている。 

・広報活動 

新入生へのパンフレットの配布、入学オリエンテーションでの PR、健康診断での

ほっとルームカードの配布、その他、はっとりんや学内の掲示板を用いて広報活動を

行っている。 

・相談室会議 等 

年 3回の相談室会議に加え、令和元年、学校医（精神科医）による教職員向けの研

修会を開催したが、令和 2年はコロナ禍の影響で研修を行うことはできなかった。 

 

（３）学生相談内容及び相談件数 

学生相談室は来談者との秘密保持の遵守が必要である。相談の内容は、①特定の精神

症状・気分変調に関するもの②大学環境・学生生活に関するもの③友人・知人との人間

関係に関するもの④進路に関するもの等である。件数は少ないが保護者からの相談もあ

る。相談内容は多岐にわたり、中には病理水準域の学生も来室する。 

学生相談室では、学生に個別に会い、ゆったりと時間をとり、学生が語る内容を聴き、

心理臨床の専門家として必要な支援を行っている。学生が自己を語り、自己を理解し、

自己をまとめていく過程を大切にして、個々の学生の発達や成長という視点から心理教

育的に関わり、危機介入が必要な場面を除いては学生本人が自ら解決できるように支援

をしていきたいと考えている。 

来談者の令和元年度及び令和 2年度の月別人数は、下表のとおりである。 

〔月別延来談者数〕                （R3.3.31現在） （人） 

 
4

月 

5

月 

6 

月 

7 

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

計 
うち学生 

来談者数 

 
うち 

実数 

延

数 

実

数 

R2 年度 12 12 10 23 9 12 15 18 20 8 19 13 171 54 170 53 

R1 年度 24 35 25 17 3 10 29 20 24 16 18 5 226 68 213 60 

 
2-6 保健室の活動   

 

（１）保健室業務 

保健室は、開学時より本部棟 1階にある。主に学生の健康診断、健康相談、健康診断

証明書等の発行、けがや急病の手当等、学生の心身の健康に関わる業務を行っている。 

保健室のスタッフは、常勤職員は養護教諭１名のみであるが、平成 27 年度より保健

室長(学生部長)、保健室主任(学内医師免許保有教員 2 名)の体制となった。令和 2 年度
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からは保健室顧問（副学長教育担当）、保健室長(学内医師免許保有教員)、保健室主任(学

内医師免許保有教員)の体制へ変更となっている。 

本学では、開学当初より平成 26年度まで森下病院の森下和郎医師、平成 27年度より

済生会総合病院の塩出純二医師、令和２年度より岡山県健康づくり財団の岸本壽男医師

に学校医を委嘱しており、学生の健康や感染症予防対策、その他保健活動に関する相談

をしている。 

 

（２）令和 2年度保健室利用状況                 （R3.3.31現在） （人） 

 内科 外科 その他疾病 検査 相談等 証明書 その他 出席停止 

R2年度  11  9 1 24 129 119 2 74 

R1年度 105 69 3 53 183 232 4 38 
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第３章 グローバルラーニングセンターにおける教育活動と成果                            

 

1 概要 

 

グローバルラーニングセンターは、英語をコミュニケーションツールとして駆使できる

グローバル人材の育成に重点を置く新しい組織として令和 2 年 4 月に開設された。その前

身となる国際交流センターが、本学の国際交流の推進を目的としていたのに対して、グロー

バルラーニングセンターでは、正課内の語学教育プログラムを補完する正課外プログラム

によるアプローチで、英語をコミュニケーションツールとして駆使できる能力及びグロー

バルな研究活動を通じて実践的な英語力を高めるためのグローバル化教育を推進している。 

本センターではグローバル教育 Gr、グローバル研究 Gr、そして GLC 管理 Gr の 3 本の柱

により、英語をコミュニケーションツールとして駆使できる能力を育成することを図りな

がら、グローバル化教育を支援している。 

グローバル教育 Grでは、正課外活動としての英語教育を中心として、英会話カフェ、英

語朗読会、岡山英語自慢大会などの活動を通じて、異文化コミュケーション力の向上と、国

際的に通用する英語力を養うプログラムを提供している。 

グローバル研究 Grでは、研究者の派遣や受け入れ、国際共同プロジェクトの取組、海外

インターンシップの実施、国際共同研究のための外部資金獲得などの活動を通じて、グロー

バルな研究活動を積極的に支援している。 

また、GLC 管理 Gr では、グローバル教育とグローバル研究を推進するための環境整備、

大学間・部局間協定に関すること、広報や危機管理に関する支援体制を整え、岡山県立大学

の学生はもとより、教職員や地域ををもターゲットとしてグローバル化を推進している。 
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2 グローバル教育支援 

 

2-1 海外研修等 

 

 教育研究のグローバル化を目的として、各学部・共通教育部で様々な学生派遣を実施して

おり、センターではそれらの支援を行っている。 

 例年４月に前年度研修の報告会を行っているが、本年度は新型コロナウイルス感染症の

影響により中止した。 

学生を派遣するプログラムとしては、語学力向上とその国の文化や歴史についての理解

を深めることを目的とした「語学文化研修」が 3件、保健福祉学部の専門分野と関連した学

習や施設見学等を行う「海外研修（保健福祉学）」が 3件、保健福祉学研究科の専門分野と

関連した学習や施設見学等を行う「海外研修（保健福祉学研究）」が 2件、学内競争的資金

である国際交流活動費により各教員が企画・実施する各種スタディツアー等が 4 件計画さ

れた。 

「語学文化研修」では、イギリスのバンガー大学、韓国の梨花女子大学及びオーストラリ

アのアデレイド大学での研修が計画されていたが、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り中止となった。 

「海外研修（保健福祉学）」では、韓国の又松大学校、南オーストラリア州及び香港理工

大学での研修が計画されていたが、全て新型コロナウイルス感染症の影響により中止とな

った。 

「海外研修（保健福祉学研究）」では、イタリアのダンヌンツィオ大学や周辺施設及びタ

イのカセサート大学や周辺施設での研修が計画されていたが、全て新型コロナウイルス感

染症の影響により中止となった。 

授業科目外の学生を派遣する国際交流活動として、マレーシアのマラッカ技術大学での

海外インターンシップ、タイのカセサート大学工学部での合同ワークショップ、台湾の台南

芸術大学でのワークショップが計画されていたが、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り中止となった。

「日本語・日本文化研修」では、例年、本学と学術交流協定を締結している中国や台湾の  

大学からの学生を受入れ、日本語授業や文化体験、ホームステイ等を行っているが、本年度 

は新型コロナウイルス感染症の影響により中止した。 

  また、看護学科で香港理工大学生を受入れ、本学の授業への参加や学生同士の交流、県内 

外の施設見学等を行う予定であったが、こちらも新型コロナウイルス感染症の影響により中 

止した。 
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2-2 オンラインでの活動 

 

英語を母国語とする Native Speaker との英会話を気軽に楽しみながら、リラックスした 

雰囲気で英語を習うことができる「英会話カフェ」は、令和 3年度からの本格的な実施に向 

けて本年度は試行的に実施したため、3月 16日（火）、23日（火）（ベーシックコース）、18   

日（木）、25 日（木）（アドバンスコース）の 14:00～16:00（1セッション 30分ずつ）の実   

施に留まった。指導者は本学非常勤特任講師のアメリカ人 1名が務め、4日間延べ約 7名の  

学生が参加した。 

また、コロナ禍におけるグローバル推進活動の一環として、本学 HP上で「Global Learning   

Center Spring Seminar 2021“ Voices from OPU”」を開催した。本学の教員・学生が岡山  

の魅力を英語で紹介し、台湾在住の本学客員教授は異文化コミュニケーションのポイントを、 

本学卒業生は日本語教育の観点からグローバルの意味について解説した。3月 3日（水）～ 

3月 10日（水）までの期間限定での公開を行った。 

協定校等からの交換留学生等を含め在籍する留学生の支援のため、「特別日本語指導」を 

6月 25日（木）～8月 27日（木）のうち 9日間実施した。 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

              

   

 

 

 

【英会話カフェチラシ】           【Spring Seminar2021チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

【英会話カフェの様子】 
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3 グローバル研究支援 

 

3-1 オンラインでの活動 

 

コロナ禍のため、現地への派遣ができなかったマレーシアのマラッカ技術大学とバーチャル

方式での海外インターンシップを 2 月 17 日（水）～3 月 17 日（水）のうち 5 日間（1 回 2 時

間）行い、将来的に留学を希望している保健福祉学部生 1名、デザイン学部生 2名が参加した。 

マレーシアの生きた英語に触れ、リスニング力が向上したのはもちろんのこと、毎回の課題で 

英語でのプレゼンテーション作成に取り組み、次の授業で発表するなどプレゼン力やスピーキ  

ング力も向上した。 

 また、専門家によるグローバルな視点からの話題提供と議論を全学学生と教職員へ提供する  

場となる「GlC Tech-Talk WEBINAR Series 特別講演会」の第 1回目を 3月 11日（木）に開催

し、17 名の教職員・学生が参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【海外インターンシップチラシ】       【GLC Tech-Tali WEBINAR チラシ】 
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【海外インターンシップの様子】 

 

 

3-2 国際研究協力 

 

マレーシアマラッカ技術大学とは、人間情報工学科で研究・教育交流を継続している。そう

した交流により、国際会議のオンライン開催、帰国外国人留学生短期研究制度申請、本学学生

のバーチャルインターンシップ参加などの活動を行うことができた。インドネシアのハサヌデ

ィン大学とは、保健福祉学研究科博士後期課程（栄養学大講座）に在学中の学生と指導教員を

中心とした共同研究を実施している。タイのカセサート大学とは、栄養学科及び情報システム

工学科で、オンラインでの研究交流を継続している。 

 

4 グローバル活動管理 

 

4-1 国際交流協定校 

 

令和 2年度は新たに協定を締結した大学はないが、令和元年度に締結した台湾の台南芸術大

学との協定内容を見直して再度締結し、大学間の協定校は合計 19校となった。 

【大学間協定校】 

平成 8年度   (1) バンガー大学（英国），(2) セント・アンドリュース大学（英国） 

平成 17年度  (3) 又松大学校（韓国） 

平成 19年度  (4) 四川大学（中国），(5) 南昌大学（中国） 

平成 20年度  (6) 延辺大学（中国） 

平成 26年度  (7) ハサヌディン大学（インドネシア），(8) アデレイド大学（豪州） 

平成 27年度   (9) トリブバン大学（ネパール），10) 雲林科技大学（台湾） 

         (11) モンテレイ工科大学プエブラ工（メキシコ） 

(12) モンテレイ大学（メキシコ） 

平成 28年度   (13) 河南科技大学（中国），(14) ポートランド州立大学（アメリカ） 

        (15) 東南大学（中国） 

平成 29年度   (16) カセサート大学（タイ） 

平成 30年度   (17) ラハティ応用科学大学（フィンランド） 

令和元年度    (18) ダンヌンツィオ大学（イタリア）， 

令和 2年度     (19) 台南芸術大学（台湾） 

協定に基づく交換留学では、本年度受入者はいなかった。 
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平成 27 年度に創設した「博士後期課程留学生特別入学試験制度」については、現在の対象

は中国、韓国、台湾、インドネシア、ネパールの協定校 8校である。令和 2年度は、コロナ禍

のため本入試制度は中止した。 

協定校等からの交換留学生等の支援として、授業や日常生活での会話をより充実させるため

の日本語講座を本年度は初級クラスのみ週 1回（90分）実施した。 

 

4-2 基盤整備 

 

本学の財政状況が極めて厳しい中で、国際交流事業についても外部資金を活用することが課

題となっている。令和 2年度は、大学の派遣プログラムに参加する学生への奨学金制度である

日本学生支援機構「海外留学支援制度（協定派遣）」、学生の中長期間の留学をサポートする「ト

ビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム」、アジアからの学生受入事業への支援制度である JST

「さくらサイエンスプラン」、開発途上国・地域等から日本へ留学し、現在は自国で活躍してい 

る外国人研究者の受入事業への支援制度である日本学生支援機構「帰国外国人留学生短期研究

制度」の申請支援を行った。申請と採用の状況は以下の通りである。 

 <海外留学支援制度（協定派遣）> 

・ 令和 3 年度に実施するマレーシアのマラッカ技術大学での短期留学プログラムが継続

採用された。 

<トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム（全国コース）> 

・ 学生 2名(栄養学科、デザイン工学科)の 2021年 4月申請をサポートした。 

<さくらサイエンスプラン> 

 ・ 香港理工大学生の短期研修プログラムが採択されたが、新型コロナウイルス感染症の

影響により令和 3年度への計画延期を申請し、承認された。 

<帰国外国人留学生短期研究制度> 

 ・ マレーシアマラッカ技術大学の准教授 1 名の受入について採択されたが、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により研究者の所属機関から本学への渡航許可が下りなかったた

め、採用を辞退した。 

 海外における取組の充実のため、昨年から引き続き、香港（2 名）、台湾（1 名）、アメリカ

（1 名）、フィンランド（1名）の客員教授を配置している。 

 

5 まとめと課題 

 

令和 2年度からグローバルラーニングセンターに変更し、新たな体制を整備してきたが、新

型コロナウイルス感染症の影響により、学生の海外派遣や受入ができない状況が続き、国際交

流がままならない 1年となった。そのような状況下の中でも協定締結校とのオンライン交流や

オンラインを活用したセミナーなどの活動を行い、新たな国際交流の可能性を見出すことがで

きた。 

今後しばらく「withコロナ」の状況は続くことが予想されるため、引き続きオンラインでの
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海外大学との交流や学生の留学機運を高める活動を続けることはもちろんのこと、海外との往

来が可能となった時に備えて学生の危機管理体制の強化を図る必要がある。 
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第４章 学術研究推進センターにおける教育活動と成果                            

 

1 概要 

 

本章では、平成 27年 10月に発足した学術研究推進センターについて、令和 2 年度におけ

る次の活動内容について報告する。 

１ コンプライアンス・研究倫理教育に関する研修会の実施 

２ 科研費計画書の作成に係る研修会の実施 

３ 科研費計画書の提出前検討会の実施および科研費採択計画書の閲覧制度 

４ 学内の競争的研究資金のあり方の見直し 

５ 本学の研究シーズの発信 

 

2 学術研究推進における教育活動と成果 

 

2-1 コンプライアンス・研究倫理教育に関する研修会の実施 

 

COVID-19 拡大防止の観点から、大学院新入生を対象とした研究倫理教育は、対面による

研修会から配布資料による自己研修に変更した。また、今年度新たに本学に赴任した教員に

対しては、新任教員研修会においてコンプライアンス・研究倫理教育研修会を実施した。 

 

2-2 科研費計画書作成研修会 

 
COVID-19 拡大防止の観点および予算状況を鑑みて、外部講師による科研費研究計画書作

成研修会は中止した。代替措置として、昨年度開催した研修会（講師：ロバスト・ジャパン

株式会社 中安豪氏、講演内容：科研費制度改革・新様式に対応した申請戦略）のビデオ記録

を当センターのウェブページにて閲覧ができるようにし、全教員向けに視聴案内を行った。  

 

2-3 科研費計画書の提出前検討会の実施および科研費採択計画書の閲覧制度 

 

新規に申請する科研費計画書の研究内容や経費の妥当性等を事前検討する場として、添削

指導の機会（学内ベテラン教員又は外部業者）を設けた。外部業者による添削指導について

は、添削費用の一部助成を行うこととし、助教、准教授を中心に５件の申請があった。 

・申込募集期間  ７月１４日～７月３１日 

・計画書提出期限 ８月２７日 

また、他の教員の計画書作成の参考とするため、外部添削を利用して採択された科研費計

画書は各学部事務室において閲覧することが可能である。 
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2-4 学内の競争的研究資金の交付方法の見直し 

 

限られた研究資金を効率的かつ戦略的に交付するために、学内競争的研究資金の「特別研

究費」「国際交流活動費」「地域連携事業費」「企業人材育成事業費」について、統一スケジュ

ールで募集している。また、学部を越えた連携研究の推進に向けて、本学が重点的に取り組

むべき領域を定めた重点領域研究助成費について、学部の異なる教員が共同して行う研究テ

ーマに絞って採択した。さらに、外部競争的研究資金の獲得を促進するために、特別研究費

は外部資金を獲得する意欲のある教員にのみ交付する方式とした。 

 

2-5 本学の研究シーズの発信 

 

令和 2年 8月 3日から 7日にかけて、岡山県庁 1階県民ホールにおいて、本学の研究シー

ズを紹介するパネル展示を開催した。COVID-19 拡大防止の観点から昨年度よりも規模は縮

小し、本学の概要、人材育成事業、および各学部（情報工学部 1件、保健福祉学部 4件、デ

ザイン学部 3件）の研究内容を紹介するポスターを計 10件展示した。 

 

2-6 まとめと課題 

 

学術研究推進センターが掲げた本年度の取り組みは十分達成された。従前から継続してき

た科研費獲得に向けた各種取り組みにより、今年度の新規採択率は 28.1％、獲得額は 90,661
千円となり、共に第 3期中期計画の成果目標値を大幅に上回った。今後も、科研費をはじめ

とする外部研究資金獲得に向けた支援を積極的に推進するともに、研究活動の不正行為を事

前に防止し適正な研究活動を維持するためのコンプライアンス教育ならびに研究倫理教育を

実施していく。 
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第５章 アドミッション・高大連携センターにおける教育活動と成果 

 

1 概要 

 
文科省が推進している高大接続改革の取り組みの一環として、大学入学者選抜改革も進

められ、本学も教育開発センターのアドミッション部門としてアドミッションポリシーお

よび入学者選抜方法の見直し、改善を進めてきた。さらにこれらの取り組みの強化を図る目

的で、本学のアドミッションポリシーに適合した入学者を受け入れるために、本学における

教育研究、学習環境、入試情報等について、積極的に広報を行い、高大接続、入試改革につ

いての調査、研究及び実施を図るために令和２年４月からアドミッション・高大連携センタ

ーが設置され、活動を開始した。本センターでは「入試広報部門」「高大連携部門」「入学者

選抜制度開発部門」の３部門を設置し、各学科から１名のセンター員をメンバーに加え、新

たにアドミッション・オフィサーおよびセンターの事務職員を採用し、特に広報部門を強化

するために、事務局からは入試班に加えて企画広報班も参加した体制でセンターとして活

動を開始することになった。 
 

2 各部門における教育活動と成果 

 
2-1 概要 

 

令和２年度から設置されたアドミッション・高大連携センターでは「入試広報部門」「高

大連携部門」「入学者選抜制度開発部門」の３部門を設置し、活動を開始した。入試広報部

門では、各種アンケート等による入学者選抜等に係る調査研究や入試、大学紹介などの広報、

高大連携部門では、高大接続、高大連携活動等の企画、立案、広報等や入学前教育の企画・

実施、入学者選抜制度開発部門では、入学者選抜の制度、方法の設計および入試問題作成の

統括（点検等）等の任務を担っている。以下、「入試広報部門」「高大連携部門」「入学者選

抜制度開発部門」の３部門の活動について報告する。 

 

2-2 入試広報部門 

 

2-2-1 令和 2年度広報活動の概要 

令和２年１月より Covid-19ウィルス感染が社会問題となり、当時の安倍首相から令和２

年３月２日より全国一斉に学校休校通達が出された。高等学校においても、卒業式、入学式

が実施されない異常な状況での新年度を迎えることとなった。本学では令和２年度よりア

ドミッション・高大連携センターが設置され、高大接続および高大連携事業を所掌する業務

を開始したが、感染症問題があり平常の自由な活動が行える状況ではなかった。感染症拡大

防止措置として年度初めの学長室会議（4 月 20 日）において、オープンキャンパスをはじ
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め、すべての学外者が来訪するイベントの中止・自粛が決められた。また、本学から学外に

出向く広報活動である高校訪問、進学ガイダンス等についても自粛が求められた。 

入試広報は、平常時なら新年度の大学案内が刷り上がるより前の 4月、5月に各地で開催

される進学相談会に参加し、出願を希望する高校生との面談実施、志願者が多い高校の進路

担当者と顔繋ぎ面談をする等、年度初めの勢いをつける期間に殆ど活動が出来なかったこ

とは残念である。 

その期間に複数の高校教員に、岡山県立大学について語ってもらったところ「地味だ。」、

「情報発信が十分ではない、あるいは遅い。」という意見を頂いた。両者は、ある意味では

共通の意味を持つ感想と受け取れる。入試広報に限らず「県大」の存在をあらゆる場面で広

く周知する努力が必要であると感じた。地元国立大学は入学者数 2000 人、設置学部数 11学

部という大規模であることに比べ、入学者数 400人、学部数 3学部と小規模であるが、この

小規模であることの長所を生かして地元高校中心に広報していく必要がある。そのために

は県大の特徴的な良さは何かということを把握し、大規模校では実現できない本学の魅力

をアピールしなければならないと考えている。一方、高校においても、国公立大学への進学

実績は極めて重要な評価材料となるため、高校教員も県大入試には強い関心を抱いている。 

高大接続については、判りやすい入試を実施して公平公正な選抜に留意することが高校

側の信頼を得る最良の道である。アドミッションポリシーでは「大学で学ぶに相応しい基礎

学力のある人」、「自主的にやりとげる能力のある人」、「コミュニケーション力のある人」等

の概念的な表現が頻出するが、受験者側から見ると何を評価されるのかが具体的に見えて

こないケースが多々見られる。これらをクリアして本学の存在感を地元高校に訴える必要

がある。 

 

2-2-2 高校訪問 

高校訪問を効率的に行うため、岡山、広島、兵庫、香川県の過去 5年間の高校別志願者数

を調査した。ちなみに、県内高校では過去 5年間計で、岡山一宮、岡山芳泉、倉敷古城池、

倉敷南、総社、倉敷青陵、岡山城東、総社南、倉敷天城、岡山操山がベスト 10校であった。 

さらに、本学が行う全ての高校訪問は今年度新たに作成したセンター規定書式ファイル

を利用することを全学部に依頼して本年度の活動を開始した。昨年度末に全国の高校が一

斉休校になって 4月以降も継続されたため、高校訪問のみならず、すべての広報活動に制限

が加わった。5月の連休明けから訪問先の意向を確認しながら県内に限った高校訪問を行っ

た。 

 

2-2-3 入試広報および業者主催進学ガイダンス 

（１）高校内開催進学説明会 

講師として高校を訪問し、教室に集まった生徒に本学の研究内容や入試概要を講義する。

学部指定での説明希望に対しては各学部教員が担当し、大学の概要および入試説明を希望

した場合には本センターが対応した。これらの要望の交通整理をアドミッション・高大連携
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センターが行った。高校によっては学部説明と大学概要・入試説明の両方を希望するケース

もあったので、学部教員と本センターが同行することもあった。 

 

（２）業者主催進学説明会 

センターでは県内、兵庫県西部、および広島県備後地区で開催される説明会に出席する予

定であったが、残念ながら多くの説明会がキャンセルされた。夏以降、県内開催の進学相談

会には可能な限り出席し、335 名の高校生にブース対応した。今年度は県外会場への参加要

請に対して広島（福山）、香川（高松）に対応した。また、デザイン系説明会においてはデ

ザイン学部が県外開催の説明会にも積極的に対応した。 

業者によってはオンラインでの参加要請もあり、オンライン面談機材を準備し、年度後半

からはオンラインでの説明会にも参加することとした。 

 

（３）大学概要説明用のパワーポイントデータ（３０分 version）作成 

本学の沿革に始まり大学概要、学部、学科の概要、大学での学び、入試関連等を説明する

講義資料として用いた。各学科については各 1 枚の説明データを用いて簡単に説明してい

る。 

 

（４）入試概要を YouTubeで発信 

ベネッセの進学系サイト（高校教員向け）からの依頼により 2021 年度入試の概要を動画

（18 分）で公表した。本センター作成のパワーポイントデータに保健福祉学部・山本教授

の協力を得てナレーションを担当していただいた。2021年 3月時点で閲覧回数は 2000 回で

ある。 

 

2-2-4 オープンキャンパス 2020 

今年度のオープンキャンパスは、コロナ禍の社会情勢に鑑み、本学の方針に従って、WEB

オープンキャンパスを開催した。 

なお、例年保健福祉研究科では５月下旬、情報系工学研究科とデザイン学研究科は OPU

フォーラム時に大学院オープンキャンパスを実施していたが、2020 年度はコロナ禍の社

会情勢により、保健福祉学研究科では、各教員の研究紹介を中心とした資料をホームペー

ジに掲載し、WEBにより実施した。 

（１）開催日 

令和２年８月２９日（土）保健福祉学部、情報工学部、デザイン学部 

 

（２）事前登録者数 合計６９４人 

（２－１）男女比と学年構成比 

参加者の男女比は、男性 25%、女性 75%であった。高校生の学年は、受験生の 3年生

が一番多く 58%で、次いで 2年生が 28%、1年生が 10%であった。 
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（２－２）県内外の状況 

参加者は地元の岡山をはじめ中四国地区からの参加者が多くを占めた。 

 

順位 県名 人数 順位 県名 人数 

１ 岡山 ４７５ 11 静岡 ７ 

２ 広島 ３５ 12 熊本・徳島・福岡 ６ 

３ 兵庫 ３４ 15 東京 ５ 

４ 香川 １７ 16 三重・和歌山 ４ 

５ 愛媛・山口 １６ 18 神奈川・福井 ３ 

７ 大阪 １２ 20 愛知・京都・佐賀・千葉・長崎・長

野 

２ 

８ 鳥取 ９ 
26 

石川・岩手・沖縄・鹿児島・岐阜・

滋賀 
１ 

９ 高知・島根 ８ マレーシア 

 

（２－３）動画再生回数内訳（８月３１日現在） 

総再生回数は４、４４３回で、学部学科の再生回数は計２、１２７回であった。学部

学科の動画よりも本学全般に関する活動に関する動画再生が多かったように思われ

る。各動画の再生数の内訳は以下の通りである。 
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（２－４）リモート個別相談会 

受験生や保護者の方々から個々の質問に対応するよう、事前申し込みの上で電話で

の個別相談会を実施した。 

 

開催日（WEB オープンキャンパスと同時開催） 

令和２年８月２９日（土）保健福祉学部、情報工学部、デザイン学部 

 

事前登録者数 合計１１５人 

参加者の内訳は保健福祉学部が 66人、情報工学部が 16人、デザイン学部が 33人

であった。保健福祉学部では看護学科 20人（30%）、栄養学科 13人（20%）、現代福

祉学科 20人（30%）、子ども学科 13人（20%）で、情報工学部では情報通信工学科 6

人（37%）、情報システム工学科 2人（13%）、人間情報工学科 8人（59%）で、デザ

イン学部はビジュアルデザイン学科 14人（43%）、工芸工業デザイン学科 10人（30%）、

建築学科 9 人（27%）であった。高校３年生からの保健福祉学部では 88%、情報工学

部では 94%、デザイン学部では 70%が、高校 3年生からの相談で、実際に本学に進学

を考えている受験生からの相談であったと考えられる。 

 

（３）WEBオープンキャンパスアンケートの実施 

  参加者を対象にアンケート調査を行い人から回答を得た（回答期間 8/29～9/11）。 

 【内訳】保健福祉学部延べ２１６人、情報工学部延べ６８人、デザイン学部延べ８６人 

（内訳計：３７０人 ※学科の項目が複数回答のため重複有り） 

男女比と学年構成比 

〈男女比〉 

 

 

 

 

 

 

〈学年構成比〉 

 

 

 

 

 

 

 

学  部 男子 女子 

保健福祉 ７％（15人) ９３％（201人） 

情報工 ７２％（49人） ２８％（ 19人） 

デザイン ２１％（18人） ７９％（ 68人） 

全体 ２２％（82人) ７８％（288人） 

区   分 

３年生 66.2％ 

（245人） 

保護者 2.9％ 

（11人） 

２年生 48.6％ 

（ 76人） 

教員・その他 0.5％ 

（ 2人） 

１年生  9.7％ 

（ 36人） 

※未回答者は除外している。 
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県内外の状況 

〈県内外比率〉                   

学  部 県 内 県 外  

保健福祉 42.7％(158人) 15.6％( 58人)  

情報工 16.2％( 60人) 2.1％(  8人)  

デザイン 12.4％( 46人) 10.8％( 40人)  

全体 71.3％(264人) 28.6％(106人)  

※未回答者は除外している。  

〈出身県上位１０県〉 

順位 県名 回答者数 順位 県名 回答者数 

１ 岡山 264人 ５ 香川 9人 

２ 広島 20人 ７ 静岡 7人 

３ 兵庫 12人 ８ 高知 6人 

４ 山口 11人 ９ 長野 4人 

５ 愛媛 9人 ９ 福岡 4人 

 

リモート個別相談会アンケートの実施 

  参加者を対象にアンケート調査を行い人から回答を得た（回答期間 8/29～9/11）。 

  保健福祉学部延べ３０人、情報工学部延べ４人、デザイン学部延べ１６人 

（内訳計：５０人 ※学科の項目が複数回答のため重複有り） 

男女比と学年構成比 

〈男女比〉                  

学  部 男子 女子 

保健福祉 ３％（1人) ９７％（29人） 

情報工 ７５％（3人） ２５％（ 1人） 

デザイン １９％（3人） ８１％（13人） 

全体 １４％（7人) ８６％（43人） 

※未回答者は除外している。 

 

区   分 

３年生 ８０％（４０人） 保護者 ４％（２人） 

２年生 １０％（ ５人） 教員・その他 ０％（０人） 

１年生 ６％（ ３人） ※未回答者は除外している。 

 

〈学年構成比〉 
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県内外の状況 

〈県内外比率〉                   

学  部 県 内 県 外  

保健福祉 76.6％(２３人) 23.3％(  ７人)  

情報工 75 ％ (  ３人) 25 ％ (  １人)  

デザイン 56 ％ (  ９人) 44 ％ (  ７人)  

全体 70 ％ (３５人) 30 ％ (１５人)  

※未回答者は除外している。  

〈出身県上位県〉 
順位 県名 回答者数 
１ 岡山 35人 
２ 広島 5人 
３ 山口 2人 

４ 
兵庫、和歌山、石川、熊本、静岡、

鳥取、長野、福岡 
1人 

 
 
2-3 高大連携部門 

 

2-3-1 本学と県内の高等学校等進路指導担当教員との意見交換会 

日 時：令和 2年 6月 29日(月) 13：00～15：00 

       令和 2年 7月 1日(水)  13：00～15：00 

場 所：本部棟 2階大会議室（Zoom でオンライン形式での実施） 

出席者：(1回目)高等学校側 22人(22校)、本学 21人 

       (2回目)高等学校側 21人(15校)、本学 20人 

内 容：令和 3年度入学者選抜、高等学校等からの事前質問・要望に対する本学の回

答と質疑応答、学科ごとの個別相談会 

 

2-3-2 岡山県立大学高大連携推進作業部会 

第 3回作業部会を以下の要領で行った。 

日  時：令和 2年 11 月 30 日（月）14：00～15：35 

場  所：本部棟２階大会議室 

出席者：(岡山県立大学)高橋副学長、末岡副学長、伊東保健福祉学部長、 

榊原情報工学部長、嘉数デザイン学部長、高戸教授、鈴木教学課長、 

横田入試班長、佐竹副センター長、武政任期付職員 

(岡山県高等学校長協会)山本校長（西大寺）、梅田校長（岡山一宮）、 
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蟻正校長（高梁）、豊田校長（総社）、竹内校長（林野） 

    内 容：高大連携事業について（情報教育、高校生と大学生の地域における探究学習の

成果報告会、OPUフォーラムの高校生参加、高校生のための大学授業開放） 

 

2-3-3 高大連携事業 

 高大連携協定に基づく高等学校への講師派遣及び生徒の受入に関するデータは付録 Hを、

高等学校への講師派遣及び生徒の受入(高大連携協定以外)に関するデータは付録 I を参照

されたい。 

 

 

2-4 入学者選抜制度開発部門 

 

2-4-1 インターネット出願時アンケート 

 

本学に入学した学生も含めて本学に入学しなかった学生から広く情報を入手するため

に、インターネット出願時に任意でアンケートを実施した。今までに 5回インターネット

出願時アンケートを行い、実施日、回答数、回答率を表 1にまとめた。 

 

表１ インターネット出願時アンケート  

 

 

【アンケートの内容】 

2019年度(一般入試)のアンケートでは Q1～Q2の質問を行い、2020年度(推薦入試、一

般入試)、2021年度(学校推薦型選抜、一般選抜)のアンケートでは Q1～Q5の質問を行っ

た。 

Q1.本学に出願を決める際に参考にした資料や情報を以下の項目から選択してください。 

(複数回答可) 

Q2.本学に出願を決める際に参考にした重要であったアドバイスがあれば以下の項目から

選択してください。(複数回答可) 

Q3.英語の資格・認定試験を受検したことがありますか。 

「はい」と答えた方は、Ｑ４へ進んでください。「いいえ」と答えた方は、これでアン

実施日 回答数 回答率(%)

2019年度　一般入試 2019.2/14～3/8 86 3.3

2020年度　推薦入試 2019.11/15～11/21 24 9.0

2020年度　一般入試 2020.2/17～3/8 67 2.7

2021年度　学校推薦型選抜 2021.11/19～11/29 58 21.7

2021年度　一般選抜 2021.2/12～3/12 75 3.1
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ケート終了です。 

Q4.どの資格・認定試験を受検しましたか。以下の項目から選択してください。 

(複数回答可) 

Q5.資格・認定試験を高校在学時に何回受検しましたか。 

 

【アンケートの実施方法】 

 アンケートの実施方法は受験生がインターネット出願をする際に、任意でアンケートに

回答してもらった。 

 

【アンケート結果】 

 インターネット出願時アンケートは任意で行っているため、回答率が低く、この結果が

受験生の傾向をすべて表しているわけではないが、アンケートを実施した結果をまとめ

た。 

Q1についての結果を図 1に示す。 

 

図 1 出願時に参考となったもの  
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大学情報・入試情報の柱は大学案内（冊子、ホームページ）であるが、本調査においても

それが確認できる。また、推薦受験者はアドミッションポリシーやオープンキャンパスから

の情報も重視しており、コロナ禍でオープンキャンパスがオンライン開催になったとして

も有効であった。推薦受験者の有力な情報源であった高校生のための大学授業開放は、2020

年度は開催されなかったため、志願者を増加させる要因が減じたことになった。 

 一方、一般入試受験者は業者模試や予備校の情報を頼りにする傾向があり、受験ヒエラル

キーの中で本学を選択しているとも言える。 

 

Q2についての結果を図 2に示す。 

 

図 2 出願時のアドバイス  

 

 「将を射んと欲すれば先ず馬を射よ」は受験生獲得の際にもよく用いられる格言である。

馬は誰かということであるが、推薦、一般の区別なく、高校教員、保護者が 2本柱であると

いう結果である。もちろん、この 2本柱への広報は重要であり、保護者等に本学の売りを広

報するチャンスをさらに充実させる必要がある。加えて 3本目の柱である予備校・塾も広報

ターゲットとして忘れてはならない。 

 

Q3～5についての結果をそれぞれ図 3～5に示す。 
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図 3 英語の資格・認定試験を受験したことがあるか  

 

 

 

図 4 英語の資格・認定試験の種類 

 

 

図 5 英語の資格・認定試験の受験回数 
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入試改革の一環として、令和 3 年度入試から選抜に利用することになっていた外部検定

試験であるが、諸般の事情で延期されることとなった。それにもかかわらず、外部検定試験

を受けた者は志願者の 85％に達していた。また、英検・GTEC 等が高校の英語教育に浸透し

ているため、この２つで外部検定試験の 95％を超えている。 

 

2-4-2 入学時アンケート 

（１）入学時アンケート結果（表は付録 Bに掲載） 

 

1. 基本情報 

実施日時：2020 年 4月 6日～5月 1日 

実施方法：Webアンケートサイト（Questant）上で実施 

対象者：総数 377 人中、回答 359 人（回答率 95.23％） 

  

1.1 回答率 

 回答率が 90％未満であった看護学科、社会福祉学専攻、子ども学専攻、造形デザイン学

科には 4 月 22 日に再度アンケートの回答を依頼したところ最終的に回答率は全体で

95.23％となった(表１)。 

 

1.2 出身県 

 入学者の出身高校の所在地を質問した（表 2）。岡山県出身者が 50％以上を占める学科は

保健福祉学部（看護 80.00％、栄養 51.40％、社福 52.60％、子ども 65.00％）と情報システ

ム工学科(51.00％)であり、人間情報工学科(48.80％)、造形デザイン学科(47.70％)でも

50％に近い割合であった。一方、県内出身者が 40％以下の学科は情報通信工学科(35.40％)、

デザイン工学科(32.60％)である。 

岡山県内出身者は全体で 51.61％になり、昨年の 48.37％と比較して 3.24 ポイント増加

した。一方、他府県出身の動向は、大阪、兵庫の出身者が増加し、愛知、広島、香川、熊本

の出身者が減少していた。 

 

2. 結果 

2.1 本学志望順位 

 本学の志望順位を表 3 に示す。本学を第一志望とする学生が多いのは保健福祉学科社会

福祉学専攻(100.00％)、造形デザイン学科(93.18％)、看護学科(90.00％)、保健福祉学科子

ども学専攻(90.00％)、デザイン工学科(86.05％)、栄養学科(81.08％) がいずれも 8 割超

である。一方で、情報工学部は昨年のアンケート結果では 4割程度だが、今年度は人間情報

工学科(53.66％)、情報システム工学科(51.02％)、情報通信工学科(50.00％)であり 5割超

と増加が見られた。 
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2.2 併願校 

 学科ごとの併願校を表 4に示す。看護学科の併願校(川崎医療福祉大学、香川大学、岡山

大学等)は、ほとんどが大学看護科または看護専門学校であり、看護職を強く希望している

傾向が見られる。栄養学科の併願校(ノートルダム清心女子大学、大阪府立大学等)では、栄

養、食品、健康に関する専門分野に志願している。社会福祉学専攻の併願校(龍谷大学、関

西大学、関西学院大学等)では、主に社会福祉、その他言語、経済など、社会福祉分野が多

い。子ども学専攻の併願校(ノートルダム清心女子大学、就実大学等)では、児童、初等教育、

保育、子ども医療福祉などが多く、併願校は県内の大学がほとんどであった。 

情報工学部では、県外国公立大学を併願する者が半数以上と多かった。情報通信工学科の

併願校(愛媛大学、福井大学等)は、関東、関西、中国、四国、九州が多く、情報システム工

学科の併願校(岡山大学、徳島大学等)は、関西、中国、四国を中心に、東北、沖縄などの遠

隔地も見られた。人間情報工学科の併願校(岡山大学、島根大学等)は、関西、中国、四国、

九州が多かった。 

デザイン工学科の併願校(近畿大学、関西大学等)は、デザイン、芸術、建築、環境などの

学科が多く、造形デザイン学科の併願校(大分県立芸術文化短期大学、広島市立大学等)では、

造形デザイン、工芸デザイン、美術、芸術などの学科が多かった。デザイン工学科では併願

校が関西の大学がほとんどであったのに対し、造形デザイン学科では広く分布していた。 

 

2.3 本学を志望した動機 

 本学を志望した動機の１位は、看護学科、栄養学科、社会福祉学専攻で「希望する資格が

得られる」が最も多く、子ども学専攻、情報システム工学科、人間情報工学科、デザイン工

学科、造形デザイン学科では「教育内容が希望に近い」が最も多く、昨年と同じだった（表

5）。情報通信工学科では「教育内容が希望に近い」から「センター試験等学力的にみて適当

だった」が最も多くなり、昨年と変わった。 

 

2.4 アドミッションポリシーの理解 

 アドミッションポリシーの理解状況を表 6に示す。「よく理解できた」と答えた学生が保

健福祉学部 3 学科とデザイン工学部 2 学科では 60％以上であり、看護学科、栄養学科、デ

ザイン工学科では昨年より 10ポイント台の改善があった。情報工学部 3学科では 50％前後

に留まり、昨年よりも情報通信工学科で 11 ポイント、人間情報工学科で 19.5 ポイントの

減少が見られた。 

 

2.5 受験科目 

 受験科目に関する質問では、昨年度は数学が最も受験しやすかった科目であったが、今年

度は理科になった。受験しにくかった科目について昨年度は小論文が挙げられていたが、今

年度は実技が最も受験しにくかった科目になった（表 7）。実技についてのコメントでは、

「描いたことのないモチーフだったから」、「前年までの試験内容（モチーフ）と比較して、
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やや難化したと感じたから」などがあがった。 

 

2.6 個別科目 

個別試験にあったら受験しなかった科目は「プレゼンテーション」が最大で 53.48％、次

いで「TOEICや英語検定」の 47.08％であり昨年と同じ順番だった（表 8）。昨年度と比較し

てみると「学力試験(数学)」「学力試験(理科)」の割合が減少してきており、これらの科目

への抵抗感がなくなってきている状況がうかがえる。一方で「ディベート」「プレゼンテー

ション」「学力試験(英語)」などは増加している。 

 

2.7 出願時の参考にしたもの 

 出願時の参考にしたものを表 9 に示す。本学受験に１番参考にしたものとして、看護学

科、栄養学科、造形デザイン学科では「本学のオープンキャンパスで得た情報」、子ども学

専攻では「高校生のための大学授業開放」、社会福祉学専攻では「学科のホームページ」、デ

ザイン工学科では「大学のホームページ」が挙げられ、大学から発信する情報を挙げる学生

が最も多かった。情報工学部 3学科では昨年度は「大学のホームページ」「学科のホームペ

ージ」が最も多かったが、今年度は「高校からの情報やアドバイス」が最も多かった。昨年

度も「高校からの情報やアドバイス」は多い傾向であったが、今年度はさらに 10ポイント

前後の増加があった。 

 まとめると、保健福祉学部とデザイン学部ではオープンキャンパスやホームページが多

く、情報工学部では高校からの情報やホームページを参考にしている学生が多かった。 

 

2.8 入学前に知りたかった情報 

 入学前に知りたかった情報を表 10 に示す。看護学科、社会福祉学専攻、子ども学専攻、

情報システム工学科、人間情報工学科、デザイン学部 2 学科では「カリキュラムや授業内

容」が最も多く、その他の学科でも 2番目に多く、昨年度と同様に全学部で多い結果となっ

た。その他の多かったものとしては、栄養学科、社会福祉学専攻で「学生生活」、情報通信

工学科で「就職先と就職率」が増加した。 

 

2.9 大学授業開放 

 大学授業開放についての結果を表 11に示す。受講者が入学者の 30％を超えていたのが栄

養学科（40.54％）、社会福祉学専攻(32.43％)、子ども学専攻(30.00％)であり、看護学科

(27.50％)、造形デザイン学科(27.27％) でも入学者に占める受講者の割合は高かった。栄

養学科が 21 ポイント増加し、子ども学専攻が 11ポイント減少した。他は 10ポイント以下

の増減である。 

 

2.10 今の気持ち 

本学で学び始めるにあたっての今の気持ちを聞いた質問（表 12）では「真剣に学んで、
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多くの知識や技術を身につけたい」を選んだ学生が昨年度と同様に全ての学科で最も多か

った。造形デザイン学科(72.73％)、情報通信工学科(66.67％)、情報システム工学科

(63.27％)、デザイン工学科(58.14％)、看護学科(55.00％)、子ども学専攻(55.00％)が 5割

超であった。 

 

2.11 本学に対する期待 

 本学に対する期待では、社会福祉学専攻を除くすべての学科で「専門教育」が最も多かっ

た。（表 13）。社会福祉学専攻では「国家試験対策」が最も多く、「専門教育」は 2番目であ

った。「国家試験対策」は保健福祉学部で高い結果となった。その他では、一般教養教育、

図書館、学内教育設備などに回答が分散している。 

 

2.12 本学で身につけたい能力 

 身につけたい能力(表 14)は、栄養学科、社会福祉学専攻、子ども学専攻、造形デザイン

学科ではコミュニケーションスキルの「日本語」が最も多く、デザイン工学科ではコミュニ

ケーションスキルの「外国語」が最も多かった。情報工学部 3 学科では、「ICT を利用する

力」が最も多かった。保健福祉学部では「チームワーク」が看護学科、子ども学専攻で最も

多く、栄養学科、社会福祉学専攻でも 2番目に多かった。 

 また、同じく身につけたい能力（PROG テストに合わせた質問）では、看護学科、栄養学

科、社会福祉学専攻、情報通信工学科、人間情報工学科、デザイン学部 2学科で「主体性」

をあげた学生が最も多く、子ども学専攻、情報システム工学科でも 2番目に多く全学科で多

い結果となった。 

 

2.13 卒業後希望進路 

 卒業後希望進路の結果を表 15 に示す。県内就職希望者は保健福祉学部で多く、看護学科

(57.50％)、子ども学専攻(55.00％)、社会福祉学専攻(40.54％)、栄養学科(29.73％)であっ

たのに対し、県外就職希望者はデザイン学部で多く、デザイン工学科(34.88％)、造形デザ

イン学科(27.27％)であった。一方、大学院進学希望者は情報システム工学科で 36.7％、情

報通信工学科で 33.3％に上ったが、他大学の大学院進学希望者が本学の大学院進学希望者

を上回っていた。本学大学院への進学希望は、情報工学部の 3学科のみであった。まだ分か

らないという回答は栄養学科、情報工学部、デザイン学部に多く 40～60％に達している。

子ども学専攻は昨年度と同じ 10％台で少なかった。 

 

2-4-3 入試日程別成績追跡調査 

2017 年度入学性から 2020 年度入学性までを対象として、入試日程別（推薦入試、前期

日程、中期日程、後期日程）と入学後の累積 GPA について相関分析を行った。グループ間

で平均値に差の可否については有意水準 5%で t 検定を行った。 
各学科の入試区分別に入学年度の累積 GPA の平均値を以下の表に示す。 
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保健福祉学部 看護学科 
 

保健福祉学部 栄養学科 
入試区分 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 

推薦入試 3.4 ± 0.5 2.8 ± 0.7 2.6 ± 0.4 3.0 ± 0.4 
一般入試（前期） 3.4 ± 0.6 2.9 ± 0.7 2.8 ± 0.6 3.0 ± 0.5 
一般入試（後期） 4.0 ± 0.0 2.4 ± 0.9 - 2.8 ± 0.4 

 
保健福祉学部 保健福祉学科（社会福祉学専攻） 

入試区分 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 
推薦入試 3.4 ± 0.5 3.2 ± 0.5 3.2 ± 0.3 3.2 ± 0.7 
一般入試（前期） 3.5 ± 0.4 3.2 ± 0.4 3.0 ± 0.7 3.1 ± 0.4 
一般入試（後期） 3.3 ± 0.6 2.9 ± 0.8 3.4 ± 0.3 3.2 ± 0.3 

 
保健福祉学部 保健福祉学科（子ども学専攻） 

入試区分 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 
推薦入試 3.3 ± 0.3 3.0 ± 0.2 3.2 ± 0.1 2.9 ± 0.5 
一般入試（前期） 3.2 ± 0.3 3.1 ± 0.3 3.1 ± 0.3 3.2 ± 0.3 
一般入試（後期） 3.5 ± 0.2 3.1 ± 0.4 2.7 ± 0.6 3.0 ± 0.5 

 
情報工学部 情報通信工学科 

入試区分 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 
推薦入試 2.9 ± 0.7 1.9 ± 1.2 2.7 ± 0.6 2.0 ± 0.9 
一般入試（前期） 3.1 ± 0.6 2.4 ± 1.0 2.3 ± 0.9 2.2 ± 0.9 
一般入試（中期） 2.8 ± 1.0 2.7 ± 0.9 2.9 ± 0.4 2.4 ± 1.0 

 
 
 
 
 
 

入試区分 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 
推薦入試 3.0 ± 0.3 2.9 ± 0.4 3.1 ± 0.4 3.2 ± 0.4 
一般入試（前期） 2.7 ± 0.4 2.9 ± 0.3 3.2 ± 0.3 3.0 ± 0.4 
一般入試（後期） 2.6 ± 0.1 2.8 ± 0.4 3.2 ± 0.2 3.1 ± 0.2 
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情報工学部 情報システム工学科 
入試区分 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 

推薦入試 3.0 ± 1.3 2.8 ± 0.6 2.4 ± 0.7 2.7 ± 0.6 
一般入試（前期） 3.4 ± 0.6 2.6 ± 0.9 2.1 ± 1.0 2.8 ± 0.6 
一般入試（中期） 3.2 ± 0.9 2.5 ± 0.9 2.1 ± 1.1 2.8 ± 0.9 

 
情報工学部人間情報工学科 

入試区分 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 
推薦入試 2.9 ± 1.0 2.9 ± 0.4 2.6 ± 0.7 2.8 ± 0.7 
一般入試（前期） 2.8 ± 1.4 2.8 ± 0.3 2.8 ± 0.6 2.4 ± 1.1 
一般入試（中期） 2.8 ± 1.1 3.0 ± 0.5 2.8 ± 0.5 2.3 ± 1.0 

 
デザイン学部 デザイン工学科 

入試区分 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 
推薦入試 2.6 ± 0.9 2.6 ± 0.8 2.5 ± 0.8 2.7 ± 0.8 
一般入試（前期） 2.7 ± 1.0 2.6 ± 0.7 2.4 ± 0.7 2.7 ± 0.5 

 
デザイン学部 造形デザイン工学科 

入試区分 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 
推薦入試 3.5 ± 0.6 2.4 ± 0.6 2.1 ± 0.7 2.6 ± 0.5 
一般入試（前期） 2.3 ± 1.0 2.3 ± 0.8 2.3 ± 0.6 2.5 ± 0.8 

 
看護学科の 2017 年度入学生の推薦入試と一般入試（後期日程）の間、保健福祉学科

（社会福祉学専攻）の 2019 年度入学生の一般入試の前期日程と後期日程の間、造形デザ

イン学科の 2017 年度入学生の推薦入試と一般入試（前期日程）の間で、累積 GPAに有意

な差が認められたが、それら以外には有意な差が認められなかった。さらに入試科目の成

績と累積 GPA との相関など詳細な分析結果が必要であるが、今年度発行予定のアドミッシ

ョン・高大連携センター年報に収載する予定である。 

 

2-5 まとめと課題 

 

令和 2 年度はコロナ禍の社会情勢により、毎年実施していた高大接続事業の高校生のた

めの授業開放は中止し、その他対面での高大連携事業や高校訪問などの広報活動が思うよ

うに実施できなかったが、オープンキャンパス WEBによる開催、作業部会の開催や高校教員

からの情報提供などを積極的に実施することができ、今後の入試改革等に有益な情報が得

られた。令和４年度からの高等学校では新学習指導要領に基づく教育改革が実施され、令和
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６年度には新たな入試を控え、令和４年度初頭には新たな入試に向けたアドミッションポ

リシーおよび入試概要を公表することになる。令和３年度はアドミッションポリシーおよ

び入試科目等の点検を行い、公表に向けた準備を行う必要がある。また、令和２年度に実施

した各学科の特別入試における各科目の得点と合否の相関や、面接等の詳細な評価方法、さ

らに一般入試の得点と合否の相関等、その他のセンターの活動記録をまとめて令和３年度

前期にはアドミッション・高大連携センター年報を公表する予定である。これまでに収集し

た各種アンケートや入試データの解析結果、他大学の入試改革状況、外部試験実施準備状況

などに鑑みて、学力の３要素を醸成に向けた高大連携改革を進め、今後、高大連携事業や入

試広報などの改革を積極的に進め、高校側との信頼関係を深めながら高大連携の更なる充

実を図ることが必要である。 
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第３部 内部質保証推進会議の活動と成果               

1 概要 

これまで本学の内部質保証体制は、平成 26年度に設置された大学教育開発センターが主

導で実施してきたが、学生生活支援ならびにキャリア支援の強化を目的に令和元年にキャ

リア・学生生活支援センターが独立し、同センターは教育開発センターと名称を改めた。さ

らに、令和 2年には学生獲得と高大連携事業の強化に向けてアドミッション・高大連携セン

ターが独立した。これら 3つのセンターで作成された原案は、大学活動委員会で承認され実

施されていた。 

たとえば、本学の学事歴は平成 29 よりクォーター制が導入されていたが、学生が予習・

復習する十分な時間が確保できないこと、また英語等では週 2 回の授業を別々の教員で実

施せざるを得ない場合があることなど、不都合が指摘されていた。そこで、教員ならびに両

制度を経験している学部 4 年次生を対象にアンケートを実施した結果、次のような結果が

得られた。このアンケートは学長の指示のもと、教育開発センターで原案作成したものが実

施され、結果をもとに大学活動委員会で審議され、令和 3 度からセメスター制に戻される

ことが承認された。 
 
【教員向け】 
学部名 回 答 者

数 

クォーター

制がよい 

セメスター

制がよい 

どちらとも

いえない 

全体 125 6 % 66 % 28 % 
保健福祉学部  58 3 % 53 % 43 % 
情報工学部  34 6 % 76 % 18 % 
デザイン学部  33 9 % 79 % 12 % 

 
選択した主な理由（自由記載を事務局で意訳して集計） 
 (クォーター制がよい) 

・集中的にできる（3 件） 
・授業計画が立てやすい(2 件) 

（セメスター制がよい） 
 ・クォーター制は宿題・予習・復習等が追いつかない。学修が定着しない。等（48 件） 
 ・予習復習などの学生の修学度をあげるにはセメスター制がよい。（15 件） 
 ・クォーター制は教員の負担が大きくなる。（7 件） 
 ・クォーター制は計画が立てにくい。（3 件） 
 ・クォーター制は出張がしにくい。（5 件） 
 ・クォーター制は留学にはあまり貢献しない。（5 件） 
（どちらともいえない） 
 ・あまり変わらない。どちらでもよい。（6 件） 
 ・一長一短 (それぞれの理由のあるもの)。（19 件） 
 
【学生向け】 
学部名 回 答 者

数 

クォーター

制がよい 

セメスター

制がよい 

どちらとも

いえない 

全体 321 20 % 51 % 29 % 
保健福祉学部 121 23 % 50 % 27 % 
情報工学部 133 15 % 51 % 34 % 
デザイン学部  67 25 % 52 % 22 % 
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選択した主な理由（自由記載を事務局で意訳して集計） 
 (クォーター制がよい) 

・短期で学修できるので理解が深まる。記憶が残りやすい。課題を集中的にできる。（31 件） 
・期末にまとめてテストするより分散化した方が負担が少ない。(14 件) 
・留学する人にとって都合がよい。(2 件) 
・セメスター制より計画的に行動できる。単位の調整がしやすい。授業を多く取る期間と、自分のした

いことに専念する期間を作れる。休みを作りやすい。（13 件） 
・4 つの学期に区切られるので、中だるみがなく、気持ちの切り替えができる。勉強しやすい。 

（セメスター制がよい） 
 ・クォーター制は宿題・予習・復習等が追いつかない。丁寧にできない。きつい。（91 件） 
 ・長期間のセメスター制の方が学びやすく頭に入りやすい。課題の締切が比較的長く取り組みやすい。

（16 件） 
 ・クォーター制だと授業のペースに偏りがある。不規則である。（13 件） 
 ・クォーター制は履修登録が煩雑で面倒である。分かりにくい。（9 件） 
 ・クォーター制にしても留学は難しい。（10 件） 
 ・クォーター制だと生活リズム、アルバイト、サークル等の全てにおいて学期が変わる毎に調整しなお

さないといけない。（不便さ）（8 件） 
（どちらともいえない） 
 ・あまり変わらない。どちらでもよい。（18 件） 
 ・一長一短(それぞれの理由のあるもの)。（52 件） 
 
折しも令和 2 年 1 月 22 日に教学マネジメント指針が公表され、供給者目線から学修者目

線への大学教育の明確な質転換が求められる中、大学がその教育目的の達成のために学生

の入学から卒業までを俯瞰した管理運営の責任部署が必要となり、令和 2 年 4 月に教学マ

ネジメント委員会を立ち上げた。この委員会は令和 2 年度に公表した学部教育の３つのポ

リシーの実質化に向けた取り組みとして、カリキュラムマップとカリキュラムツリーの作

成、シラバスの教育目標の明確化、入学時アンケートと学生生活アンケートならびに卒業時

アンケートの一貫した形への見直しと授業評価アンケートの内容見直し、アセスメントポ

リシーの改訂、FD 活動の方向性の決定などに加えて、大学院ポリシーの策定などにも関わ

った。その後、アセスメントプランの策定とそれに基づく機関レベルのチェックを含む学修

成果の把握・可視化を中心に、ルーブリック評価の導入を含めた FD・SD、教学 IR の実施

と活用を含めた内部質保証の推進とその情報公表に取り組むための責任部署として、同委

員会は令和 2 年 11 月に内部質保証推進会議と名称を改めることとなった。また、教学 IR
は学生生活支援に関わる事項ならびに入試に関わる事項の点検評価を、一貫性をもった形

で実施する必要があることから、これらを包含した総合 IR 室を新規に設置した。 
 

2 内部質保証推進体制 

 
 学長をトップとする学長室会議で提案される入試や教育、学生生活に関する様々な提案

は、入試に関わる事項は入試委員会で、それ以外の事項は大学活動委員会で審議承認され実

施に移される。得られた教育成果や学修成果は、大学活動委員会で審議承認された内部質保

証推進会議が策定し大学活動委員会で承認されたアセスメントプランに則り、同じく大学

活動委員会で審議承認された総合 IR室メンバーが作成したエビデンスとなるデータに基づ

いてチェックを実施している。改善案は大学活動委員会に提案され、審議承認された後、各

センターを通じて各学部・研究科ならびに共通教育に反映させている。 

これに加えて、学部別外部評価委員会において外部評価委員の意見を聴取し、評価室で作

成したデータに基づいた教育や学修成果の評価を実施し、評価委員会でとりまとめて報告

し学長室会議に改善案を提案、学長室会議で計画を立案し入試委員会ならびに大学活動委

員会で審議するというサイクルとなっている。 

さらに法人評価に関わる内容は部局長会議で策定した中期計画に基づく年度計画の成果

を評価委員会でチェックし、学長室会議での計画立案に生かしている。 
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3 学部教育の質保証 

 

3-1 授業科目・教育課程の編成・実施 

本年度策定された令和元年度からの第 3 期中期計画に基づいた令和 3 年度の学科改編が

行われることもあり、平成 30年度に「一体性・整合性」の観点から暫定的に見直したディ

プロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーの再度の見直しを

行った。今回の見直しでは、特に中教審のガイドラインに沿った学力の 3要素の養成と各学

科で養成する人材像の特徴をステークホルダーにわかりやすく表現することを念頭に、デ

ィプロマ・ポリシーにおいては「何ができるようになるか」に力点を置き、どのような学修

成果を上げれば卒業を認定し、学位を授与するのかという方針をできる限り具体的に示す

こととした。さらに、ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーとの一体性・整合性

を保証するためのカリキュラムマップを策定し、これらを修得する時系列を示したカリキ

ュラムツリーとともに履修案内に掲載した。また、アドミッション・ポリシーは卒業認定の

要件や入学後の学修に要する資質・能力等に照らして、入学に際して求められる学力をわか

りやすく具体的に示すよう、令和 3年度の入試制度改革に合わせて行った見直しであり、特

に学力の 3要素の評価基準をアドミッション・ポリシーに照らして具体的に策定した。これ

らは令和 2年度にホームページ等で公表している。 

 

さらに、シラバスの到達目標については、各学科のディプロマ・ポリシーの中のどれを達

成する目標であるかを、先のカリキュラムマップに基づいて明示するとともに、定量的に成

績評価できる目標であることと、その科目の単位を修得したものが全員身に付けている目

標であることとのいずれも満たすよう、全科目で書き換えることとし、「シラバスの到達目

標と成績評価基準の修正について」と題した下記のような周知を、令和 2年 10月付で全教

員に対して行った。この周知の後、シラバス備考欄にアクティブラーニング採用の有無とそ

の種類、ならびにオンライン授業実施予定についても記載するよう依頼した。 

 

 

（周知文から抜粋） 
１．「到達目標及び観点」の書き方 
①この科目を履修して単位を修得した学生が全員身に付けている能力としてください。 
②「成績評価方法と基準」で評価できる目標にしてください。 
③目標は「〇〇できる」という形式で、単位修得によって何ができるようになるかを、学生を主語にして

具体的に記載してください。 
④一文につき１つの目標を、箇条書きで記載してください。 
⑤到達目標の各項目について、各学科の「学位授与の方針」のどの項目と関係しているかを、各目標の文

章の最後に（ ）書きで学位授与の方針のアルファベット記号を記入することで明記してください。 
⑥上記⑤で記入したアルファベット記号は、各科目のディプロマポリシーとの対応を示したカリキュラム

マップに掲載してある◎、〇と一致させてください。 

⑦知識・理解、技能・表現、思考・判断伝達・コミュニケーション、協働の欄は、ディプロマポリシーの項

目名との整合性に注意しながら〇を入れてください。 
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（例 1） 

１ グルコース、インスリン、トリグリセリド、コレステロール、タンパク分画とリポタンパク分画の測

定方法と検査結果の意味を説明できる（D） 

２ 糖尿病とメタボリック症候群の病態、診断基準、ならびに栄養指導について説明できる（D） 

３ リポタンパク質の代謝を踏まえて脂質異常症の病態と栄養指導について説明できる（D） 

４ タンパク質分画の異常をきたす主な疾患の病態と栄養指導について説明できる（D） 

５ 血液凝固能の測定方法とワーファリンの効果判定方法について説明できる（D） 

６ 経腸栄養と経静脈栄養の方法、適用と注意点について説明できる（D） 

７ 過酸化脂質、活性酸素、酸化 LDLの生成機構と病態との関連を説明できる（D） 

８ 抗酸化ビタミンと抗酸化作用のある主な食品成分について、その作用機序を分子軌道の理解に基づい

て説明できる（D） 

９ 他者と協働して 1～8に関する自身の知識や考え方を高めることができる（D） 

 

（例２） 

１ 与えられた周期時間波形にフーリエ級数展開を適用することができる（C） 

２ 与えられた非周期時間波形にフーリエ変換を適用することができる（C） 

３ 与えられた s領域関数に部分分数展開による逆ラプラス変換を適用することができる（C） 

４ 与えられた微分方程式に対しフーリエ変換，ラプラス変換を適用することができる（C） 

 

２．「成績評価方法と基準」の書き方 
①到達目標と評価方法の対応関係を、到達目標のどの項目をどのような評価方法で評価するかを明記して

ください。 

②到達目標は１で記載した項目をそのまま転記してください。 

③それぞれの到達目標を評価する成績評価の方法を具体的に記入し、それぞれの評価方法の評価割合を、

合計が 100%になるように数値で記載してください。 

④評価方法としては、たとえば次のような方法が考えられます。 

・筆記試験による評価（期末試験、小テストなど） 

・完成作品による評価（レポート、ソフトウェアプログラム、芸術作品など） 

・実演による評価（コンピューターの操作、プレゼンテーションスキル、演奏など） 

・観察を通しての評価（グループワークにおける貢献、ノートの取り方、ミニッツペーパーなど） 

・対話を通しての評価（口頭試問など） 

・卒業研究など、上記のうち複数の評価方法を用いる評価 

⑤授業のはじめに学生にシラバスに記載の成績評価方法をご説明ください。 

⑥「出席すること」は一切の「加点要素」にはなりません。「出席点」「出席状況」などを成績評価に含める

ように読み取れる記載はしないでください。 

 

 

3-2 学修成果・教育成果の把握・可視化 

 

3-2-1 大学教育評価アンケート 

 これまで実施されてきた入学時アンケート、学生生活アンケート、卒業時アンケートを見

直し、全学のディプロマ・ポリシーが身に付いたかを、それぞれの時期の成長実感として学

生に共通設問の形で問うことにより、学修成果を主観的に測定する「大学教育評価アンケー

ト」を作成し、令和 3年 2月に学部生・院生に対し、令和 3年 3月に卒業生に対し、また令

和 3 年 4 月に学部新入生にそれぞれ実施した。共通設問は以下の 9 項目で、入学時アンケ

ート、学生生活アンケート、卒業時アンケートに同じ問い方で含まれている。 

 

（卒業時アンケートより抜粋） 
Ⅳ あなたが今現在において身についていると思う資質や知識、能力について尋ねます（Q１４～Q２２） 

Q１４．あなたは、幅広い教養を身につけていますか【５者択１】 (回答必須) 
① ほとんど身についていない 
② あまり身についていない 
③ どちらともいえない 
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④ ある程度身についている 
⑤ 十分に身についている 

 
Q１５．あなたは、専門的な知識や技能を身につけていますか 【５者択１】 (回答必須) 

① ほとんど身についていない 
② あまり身についていない 
③ どちらともいえない 
④ ある程度身についている 
⑤ 十分に身についている 

 
Q１６．あなたは、世代や言語や文化の相違をのりこえてコミュニケーションを図ることができますか 【５

者択１】 (回答必須) 
① ほとんどできない 
② あまりできない 
③ どちらともいえない 
④ ある程度できる 
⑤ 十分にできる 

 
Q１７．あなたは、世代や言語や文化の相違をのりこえて他者と積極的に協力して行動することができます

か【５者択１】 (回答必須) 
① ほとんどできない 
② あまりできない 
③ どちらともいえない 
④ ある程度できる 
⑤ 十分にできる 

 
Q１８．あなたは、自分の生活の中で課題をみつけて解決することができますか 【５者択１】 (回答必須) 

① ほとんどできない 
② あまりできない 
③ どちらともいえない 
④ ある程度できる 
⑤ 十分にできる 

 
Q１９．あなたは、自ら進んで論理的に考え、判断し、実行することができますか 【５者択１】(回答必須) 

① ほとんどできない 
② あまりできない 
③ どちらともいえない 
④ ある程度できる 
⑤ 十分にできる 

 
Q２０．あなたは、法や道徳を守り、社会を改善する意欲がありますか【５者択１】 (回答必須) 

① ほとんどない 
② あまりない 
③ どちらともいえない 
④ ある程度ある 
⑤ 十分ある 

 
Q２１．あなたは、未来に向けて新たな行動をする意欲がありますか【５者択１】 (回答必須) 

① ほとんどない 
② あまりない 
③ どちらともいえない 
④ ある程度ある 
⑤ 十分ある 

 
Q２２．あなたは、生涯にわたって学び続ける意欲がありますか【５者択１】 (回答必須) 

① ほとんどない 
② あまりない 
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③ どちらともいえない 
④ ある程度ある 
⑤ 十分ある 

 

 

3-2-2 研究科修了時アンケート 

大学院ディプロマ・ポリシーの修正に伴い、これまで実施されてきた研究科修了時アンケ

ートについても、研究科入学時アンケートと設問をそろえた形で実施し、ディプロマ・ポリ

シーが入学時と比較してどの程度身に付いたかを主観的に評価できるものに改めた。設問

は以下の通りで、令和 2年度修了生と令和 3年度入学生に実施した。 

 

（研究科修了時アンケートより抜粋） 
【１ 高度の専門性に立脚した研究能力】 

１－１ : あなたは自らの専門分野の研究に意欲的に取り組むことができますか 【5者択 1】 (回答必須) 

 ① ほとんどできない 

 ② あまりできない 

 ③ どちらともいえない 

 ④ ある程度できる 

 ⑤ 十分にできる 

 

１－２ : あなたは、専門的な知識や技能を身につけていますか 【5者択 1】 (回答必須) 

 ① ほとんど身についていない 

 ② あまり身についていない 

 ③ どちらともいえない 

 ④ ある程度身についている 

 ⑤ 十分に身についている 

 

１－３ : あなたは、研究倫理を遵守することはできますか 【5者択 1】 (回答必須) 

 ① ほとんどできない 

 ② あまりできない 

 ③ どちらともいえない 

 ④ ある程度できる 

 ⑤ 十分にできる 

  

１－４ : あなたは、自ら収集した専門分野の情報を活用し理論的に考え、課題を解決する力を身につけて

いますか【5者択 1】 (回答必須) 

 ① ほとんど身についていない 

 ② あまり身についていない 

 ③ どちらともいえない 

 ④ ある程度身についている 

 ⑤ 十分に身についている 

 

１－５ :あなたは専門分野の発展に寄与する研究課題を自立的に考案・促進させて、成果を得ることがで

きますか。【5者択 1】 (回答必須) 

 ① ほとんどできない 

 ② あまりできない 

 ③ どちらともいえない 

 ④ ある程度できる 

 ⑤ 十分にできる 

 

1 – ６：日本語を使用しての研究成果（学会発表、専門誌等での論文掲載、作品発表など）の発表件数の

うち、自身が筆頭のもの、あるいは自身で制作したものの件数を答えてください。【5者択 1】 (回答必須) 

 ① 0件 

 ② 1〜2件 
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 ③ 3〜4件 

 ④ 5〜6件 

 ⑤ 7件以上 

 

１− ７：日本語以外を使用しての研究成果（学会発表、専門誌等での論文掲載、作品発表など）の発表件数

のうち、自身が筆頭のもの、あるいは自身で制作したものの件数を答えてください。【5者択 1】 (回答必

須) 

 ① 0件 

 ② 1件 

 ③ 2件 

 ④ 3件 

 ⑤ 4件以上 

 

１－８ : 研究環境（教員や授業担当者、指導方法や内容、評価の仕方、施設や設備、オンライン授業、そ

の他）について、意⾒があれば入力してください 【記述式 100⽂字以内】 

 

【２ ヒューマン・スキル】 

２－１ : あなたは、自分の主観的な立場を離れ、物事を客観的・普遍的に考えることができますか【5者

択 1】 (回答必須) 

 ① ほとんどできない 

 ② あまりできない 

 ③ どちらともいえない 

 ④ ある程度できる 

 ⑤ 十分にできる 

 

２－２ : あなたは、地域の問題と国際社会の問題の双方に対応して考えることができますか【5者択 1】 

(回答必須) 

 ① ほとんどできない 

 ② あまりできない 

 ③ どちらともいえない 

 ④ ある程度できる 

 ⑤ 十分にできる 

 

２－３ : あなたは、現在解決すべき課題を、来たるべき社会を構想しながら考えることができますか【5

者択 1】 (回答必須) 

 ① ほとんどできない 

 ② あまりできない 

 ③ どちらともいえない 

 ④ ある程度できる 

 ⑤ 十分にできる 

 

２- 4 ： あなたは、世代や言語や文化の相違をこえてコミュニケーションを図り、他者と協働できますか

【5者択 1】 (回答必須) 

  ① ほとんどできない 

 ② あまりできない 

 ③ どちらともいえない 

 ④ ある程度できる 

 ⑤ 十分にできる 

 

２－5 : あなたは、自ら進んで論理的に判断し、提案し、率先して行動することができますか 【5者択 1】 

(回答必須) 

 ① ほとんどできない 

 ② あまりできない 

 ③ どちらともいえない 

 ④ ある程度できる 
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 ⑤ 十分にできる 

 

【３ 評価】 

３－１ : 本大学院での学修で、⾼い専門性と高度の教養が⾝につきましたか【5者択 1】 (回答必須) 

 ① ほとんど身についていない 

 ② あまり身についていない 

 ③ どちらともいえない 

 ④ ある程度身についている 

 ⑤ 十分に身についている 

 

３－２ 本大学院での学修は、今後の仕事（進学先または就職先）で役⽴つと思いますか 【5者択 1】 (回

答必須) 

 ①   まったく思わない 

 ② あまり思わない 

 ③ どちらともいえない 

 ④ ある程度そう思う 

 ⑤ 強くそう思う 

 

３－３ 岡山県立大学大学院で学ぶことが出来て良かったと思いますか 【5者択 1】 (回答必須) 

 ①   まったく思わない 

 ② あまり思わない 

 ③ どちらともいえない 

 ④ ある程度そう思う 

 ⑤ 強くそう思う 

 

３－４ : 本大学院での学修全般について、意⾒や要望があれば⼊⼒してください 【記述式 100⽂字以

内】 

 

【修了後の進路】 

あなたの修了後の進路を教えてください 【7者択 1】 (回答必須)（⑦を選んだ方は内容をお書き下さい） 

 ①  同じ研究科の博⼠後期課程へ進学 

 ② 他研究科あるいは他⼤学⼤学院等への進学・留学 

 ③ 修了後に新規に就職 

 ④ 在学中と同じ勤務先 

 ⑤ 修了後に転職・再就職 

 ⑥ 就職活動中 

 ⑦ その他 

 

 

 

3-2-3 授業改善アンケート 

 

3-2-3-1 授業評価アンケートの修正の方向性 

 これまでの授業評価アンケートは、学生が自身が受けた授業について問題点や改善点を

担当教員に示すことにより、授業をよりよいものにすることを目的に行われてきた。しかし

ながら、①教員にフィードバックされたアンケート結果が授業の改善に結び付いたかどう

かの検証は、教員個人の裁量に任されているままであり、大学全体としての客観的な検証は

行われておらず、他方で、単に教員の個人評価に活用されているのみであった。また、②現

状の設問項目はディプロマ・ポリシーとの関係が意識されておらず、項目全体の考え方を改

める必要があったほか、③個々の項目でも「真剣に」「熱意」「丁寧に」「努力」といった回

答しにくい文言があり、修正が必要であった。さらに、自由記述欄には匿名性を盾にした教
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員への誹謗中傷が含まれており、近年社会的批判が高まっている SNS 等での匿名での個人

攻撃がその延長線上として現れることも懸念されていた。 

 

 そこで、授業評価アンケートの修正が提案された。上記①については、授業評価アンケー

ト自体の学部別集計や全学的集計、項目別集計などを実施することで客観的な検証の基礎

は作れると考えられた。また、演習や実習などの少人数クラスと講義クラスを区別して、全

体の数値や平均に対する個々の授業の数値などを明確にすることで、教員の授業改善に結

び付くと思われた。②と③については項目の考え方や文言の修正が必要であり、これをディ

プロマ・ポリシーの考え方を基礎としつつ具体化していく必要があった。具体的には次のよ

うな項目が達成されているかどうか調査することを目的とした修正とされた。 

 

①大学が保証する学修成果が身に付いたと感じられる授業となっているか 
②履修により到達目標を達成できる授業となっているか 
③授業の実施方法の工夫が学修成果の達成度の向上につながっているか 
④評価方法が到達目標の達成度を適切に評価しているか 
 
 なお、アンケートを教員批判のアンケートにしないため、またアンケートに答える学生

が、「授業や教員を評価する」のではなく「授業自体を改善する」という積極的な姿勢と

なることを期待し、アンケートの名称を「授業改善アンケート」と変更することとなっ

た。 
 
3-2-3-2 授業改善アンケート 
授業改善アンケートは、授業の質の向上に役立てることを目的としており、皆さんの率直な意見を求め

ています。 
 なお、アンケートの結果は統計的処理をします。また、自由記述と合わせて、各学部・学科の責任者及び

授業担当教員に結果を伝え、今後の授業の質の向上に生かしていくこととしています。  
 
あなたの学年を選択してください。 【9者択 1】 (回答必須) 

① 1年生 

② 2年生 

③ 3年生 

④ 4年生 

⑤ 博士前期 1年次生（M1） 

⑥ 博士前期 2年次生（M2） 

⑦ 博士後期 1年次生（D1） 

⑧ 博士後期 2年次生（D2） 

⑨ 博士後期 3年次生（D3） 

 
 あなたの所属学科、所属研究科を選択してください。 【16者択 1】 (回答必須)  

① 看護学科 
② 栄養学科 
③ 保健福祉学科 
④ 現代福祉学科 
⑤ 子ども学科 
⑥ 情報通信工学科 
⑦ 情報システム工学科 
⑧ 人間情報工学科（スポーツシステム工学科） 
⑨ デザイン工学科 
⑩ 造形デザイン学科 
⑪ ビジュアルデザイン学科 
⑫ 工芸工業デザイン学科 
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⑬ 建築学科 
⑭ 保健福祉学研究科 
⑮ 情報系工学研究科 
⑯ デザイン学研究科 

 

Ⅰ この授業へのあなたの取り組みについて尋ねます 

Q1. あなたは、この授業の内容について積極的に理解するよう努力しましたか 【5者択 1】 (回答必須)  

① そう思わない 

② あまりそう思わない 

③ どちらとも言えない 

④ ややそう思う 

⑤ そう思う 

 
Q2. あなたは、1回の授業につき、授業時間以外で、この授業に関係する学習や調査、読書や討論などの

時間を平均してどのくらいつくりましたか。【5者択 1】 (回答必須)  

① 30分以内 

② 30分〜1時間 

③ 1時間〜1時間 30分 

④ 1時間 30分〜2時間 

⑤ 2時間以上 

 
Ⅱ  この授業の進め方や目標について尋ねます 

Q3. あなたは、この授業の教員の説明の仕方や工夫、設備や機器の利用、質疑やディスカッション、その

他の実施方法によって、授業内容の理解を深めることができたと思いますか 【5者択 1】 (回答必須)  

① そう思わない 

② あまりそう思わない 

③ どちらとも言えない 

④ ややそう思う 

⑤ そう思う 

 

Q4. あなたはこの授業を受けて、シラバスの「到達目標」に達していると思いますか 【5者択 1】 (回答

必須)  

① そう思わない 

② あまりそう思わない 

③ どちらとも言えない 

④ ややそう思う 

⑤ そう思う 

 

Ⅲ  この授業によって身についたことについて尋ねます 

Q5. あなたはこの授業を受けて、自ら進んで学修に取り組む意欲をもつようになりましたか 【5者択 1】 

(回答必須)  

① そう思わない 

② あまりそう思わない 

③ どちらとも言えない 

④ ややそう思う 

⑤ そう思う 

 

Q6. あなたはこの授業を受けて、授業に関する知識や能力が身につきましたか 【5者択 1】 (回答必須)  

① ほとんど身についていない 

② あまり身についていない 

③ どちらともいえない 

④ ある程度身についている 

⑤ 十分に身についている 

 

Ⅳ この授業を受けて、総合的にあなたが受けとめたことを尋ねます 
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Q7. あなたは、この授業を受けて授業内容や関連する学問について関心を強め、さらに学修を深めたいと

思いましたか 【5者択 1】 (回答必須)  

① そう思わない 

② あまりそう思わない 

③ どちらとも言えない 

④ ややそう思う 

⑤ そう思う 

 

Q8. あなたは、この授業を受けて満足しましたか【5者択 1】 (回答必須)  

① 満足していない 

   ②  あまり満足していない 

     ③ どちらともいえない 

   ④  ある程度満足している 

     ⑤ 満足している 

 

Ⅴ 大学は、各授業がどれほど良い授業であっても常に改善を目ざしています。あなたは、この授業をど

のようにしたら一層改善できると考えますか。（以下のキーワードも参考にしてください：担当者、講義内

容、説明の仕方、オンライン授業、時間配分、資料、評価方法、開講日時、設備）【記述式  500文字以内】 

 

 

4 大学院教育の質保証 

 
4-1 大学院カリキュラムの改正 

 

これまでの本学の大学院カリキュラムは大学院担当教員の専門性に基づいて作られた供

給者目線のものであり、教学マネジメント指針に定められている「学修者本位の教育の実現

を図るための教育改善に取り組みつつ、社会に対する説明責任を果たしていく」となってい

ないのが現状であった。大学院教育においても教学マネジメントは必要であり、ディプロ

マ・ポリシーに基づいて科目が設定され、その科目の教授に必要な教員が担当する体制に改

革していく必要がある。令和 2 年度に申請、採択された「大学による地方人材育成教育プロ

グラム構築事業」にある大学院教育改革は、この観点からの改革に沿ったものとなっており、

大学院改革はこれに沿った形で進めて行く必要があると考えられた。なお、改革にあたって

は R7 年度までに予定されている大学院の組織改編を見据えておく必要がある。 
  
 以上より、「大学による地方人材育成教育プログラム構築事業」開始年度の R3 年度まで

に、以下のことを進めておくこととされた。なお、教学マネジメントにおいて必要とされる

カリキュラムマップの作成、学修成果の把握のためのアンケート内容の修正については、次

年度以降に検討を進めることとされた。 
 
１．大学院３ポリシーの見直し（大学院全体のポリシーの設定を含む） 
２．大学院博士前期課程・修士課程カリキュラムの見直し 
・科目新設 
・各専攻開講計画とシラバスの見直し 
・各専攻の時間割の見直しと科目担当教員の確認 
 
4-2 大学院ポリシー 

 

 大学院全体のポリシーを新たに策定し、各研究科、専攻のポリシーについても修正し

た。新たに策定した大学院全体のポリシーのみ以下掲載する。なお、各専攻のアドミッシ
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ョン・ポリシーは、学力の 3要素が入試問題でいずれも検証されているかに特に留意しな

がら、大学あるいは大学院博士前期課程で身に付けているべき能力を具体的に示すものに

大きく変更した。 

 
4-2-1 本学大学院の学位授与の方針 （ディプロマ・ポリシー）  

本学大学院は、専攻分野における課題を解決できる研究能力を有し、地域社会の発展に

貢献し得るグローバル人材の育成を目指しています。各研究科で学位授与の方針を定め、

それぞれの分野における深い学識と高度な専門性を身につけた研究者あるいは高度専門職

業人を育成します。  
 
博士前期課・修士課程では、専攻分野における研究能力と高度な専門性を要する職業等

に必要な能力とともに、幅広い人間力を育成することを目的としています。修了要件を満

たすことにより、次の能力や態度・意欲を身に付けた者に学位を授与します。  
Ａ. 【高度な専門性に立脚した研究能力】  

高度な専門的知識・技能と情報収集能力、ならびにそれらを活用して理論的に思考し専

門分野の課題を解決する研究能力と研究成果の発信能力を身に付けている。  
Ｂ. 【ヒューマンスキル】  

物事を俯瞰する普遍的な視野の立場に立ち、社会の変化に柔軟に対応できる未来型思

考力とコミュニケーション能力を有し、多様な他者との協働のもと、主体的に行動する態

度・意欲を身に付けている。  
 
博士後期課程は、研究者として自立して専攻分野に関する研究活動を行い、学術的創造

性に富んだ研究成果を上げる能力とともに、高度に専門的な業務に従事するために必要な

豊かな学識を身に付けたグローバル人材を育成することを目的とします。修了要件を満た

すことにより、次の能力や態度・意欲を身に付けた者に学位を授与します。  
Ａ. 【高度の専門性と自立した研究遂行能力】  
専攻分野の高度な専門性と研究倫理を遵守する精神に基づいて、学問体系の確立と発展

に寄与する研究を自立して展開し、成果を得る能力を身に付けている。  
Ｂ. 【グローバルな情報発信能力】  
自ら得た研究成果を国際社会に発信できるグローバルな情報発信能力を身に付けてい

る。 
  
4-2-2 教育課程編成・実施の方針 （カリキュラム・ポリシー）  

【基本方針】  
本学大学院は、学位授与の方針に掲げる能力や態度・意欲を有する人材を育成するため

博士前期課程・修士課程と博士後期課程を設けており、体系的カリキュラムを編成してい

ます。  
 
【博士前期・修士課程】  
博士前期課程・修士課程においては、各研究科の専攻ごとに高度に専門的な知識・技能

を身に付ける講義、演習科目群と専門分野における研究能力を養成する特別研究科目群を

編成しています。また、グローバルなコミュニケーション力を含め広くヒューマンスキル

を養成する三研究科横断科目として研究科共通基盤科目群を編成しています。  
 
【博士後期課程】  
博士後期課程においては、研究科に一専攻をおき、高度に専門的な業務に従事するために

必要な豊かな学識を身に付けるための講義・演習科目群と、専門分野における自立的な研究

活動を行うことにより、学術的創造性に富んだ研究成果を上げる能力を養成する特別研究
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科目を編成しています。 
4-2-3 入学者受入の方針 （アドミッション・ポリシー） 

本学大学院は、専門分野における課題を提起してそれを解決し得る研究能力を持つとと

もに、専門職としての高度な知識・技術を身に付けることにより、社会においてリーダーと

して活躍できるグローバル人材の育成を目指しています。この観点から、各専攻分野に関す

る学力と柔軟な思考力、豊かな人間性を備え、学術研究に意欲的に取り組む人材を国内外か

ら広く受け入れます。 

各研究科の入学者選抜における選抜方法及び評価基準については、以上の選抜の方針を

ふまえた上で、専攻ごとの入学者受入れの方針に示されます。 
 
 
5 学修成果の公表 

 

5-1 学士力の育成 

 

5-1-1 主観的指標 

 大学教育評価アンケートが作成される前の令和 2年 3月の学部卒業時アンケートで問わ

れている学士力 8設問について、4月の学部入学時アンケートに同じ設問を加えて実施し

比較した結果を示す。この結果から、すべての学部において一般的に大学での養成が求め

られる学士力については、学生による主観的評価として、在学中に醸成されていると判断

できる。しかしながら、学部別にみると、情報工学部では卒業時に身に付いたと感じる能

力が、すべての学士力について 50%を下回っており、在学中に学士力が十分に身に付いた

とは言えない。今後は質問項目を DPと一致させる形でのアンケート実施が求められる。 

なお、学部学生を対象とした教育満足度調査として、令和元年度に実施された全国学生

調査に質問項目を合わせて本学学内で調査した結果については、教育開発センターの章に

掲載した。 

 

4 年間での学士力の成長（令和 2 年調査） 

 
※ グラフは、身についていると答えた学生の割合を表している（以下、同じ。） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（卒業）

職業人となる意識（入学）

（卒業）

ソーシャルスキル・ビジネスマナー（入学）

（卒業）

コミュニケーションの力（入学）

（卒業）

自らみがき発展する力（入学）

（卒業）

創造的に考える力（入学）

（卒業）

専門的な知識と技術（入学）

（卒業）

専門性を活かすための基礎知識とスキル（入学）

（卒業）

社会の一員として生きる力（入学）

全学

大いに かなり どちらとも あまり 全く
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（卒業）

職業人となる意識（入学）

（卒業）

ソーシャルスキル・ビジネスマナー（入学）

（卒業）

コミュニケーションの力（入学）

（卒業）

自らみがき発展する力（入学）

（卒業）

創造的に考える力（入学）

（卒業）

専門的な知識と技術（入学）

（卒業）

専門性を活かすための基礎知識とスキル（入学）

（卒業）

社会の一員として生きる力（入学）

保健福祉学部

大いに かなり どちらとも あまり 全く

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（卒業）

職業人となる意識（入学）

（卒業）

ソーシャルスキル・ビジネスマナー（入学）

（卒業）

コミュニケーションの力（入学）

（卒業）

自らみがき発展する力（入学）

（卒業）

創造的に考える力（入学）

（卒業）

専門的な知識と技術（入学）

（卒業）

専門性を活かすための基礎知識とスキル（入学）

（卒業）

社会の一員として生きる力（入学）

情報工学部

大いに かなり どちらともあまり 全く



（テ-15） 

 
 
 
5-1-2 客観的指標 

 英語語学力の成長については、毎年 TOEIC L&R テストを入学後と共通教育の必修英語科

目が修了する 2年次後期に実施しており、その比較については、語学教育推進室の章に記載

した。 

 

5-2 学生異動 

 

5-2-1 コロナ前の状況 

新型コロナ感染症が広がる前 3年間の休学者、復学者、退学者の総数を次に示す。 

 
学部 学科 平成 29年度   平成 30年度   令和元年度 

休学 復学 退学 休学 復学 退学 休学 復学 退学 

保祉 

健学 

福部 

看護学科   1   1   1   3   1   0 1 1 1 

栄養学科   1   0   1   3   0   1 2 3 1 

保健福祉学科   3   1   1   2   2   1 2 0 3 

情学

報部 

工 

情報通信工学科   0   1   4   3   1   2 4 3 5 

情報システム工学科   7   5   3   6   3   3 6 4 3 

人間情報工学科   6   1   2   2   5   2 4 2 4 

デン

ザ学

イ部 

デザイン工学科   8   1   6   4   3   4 3 1 1 

造形デザイン学科   9   3   7   11   3   5 8 5 10 

 

退学率は発生年度別に各学部各年度 5 月 1 日現在の学生数との比で計算すると、平成 29

年度は保健福祉学部 0.5%、情報工学部 1.3%、デザイン学部 3.4%、平成 30 年度は保健福祉

学部 0.3%、情報工学部 1.1%、デザイン学部 2.4%、令和元年度は保健福祉学部 0.7%、情報工

学部 1.8%、デザイン学部 2.8%と、全国国公立大学（昼間部のみ）平均値である 1.2％前後

と比較して保健福祉学部は低く、デザイン学部では高い。2015年度から 2016年度にかけて

の入学者について、退学した学生数を集計した結果は次の通りで、やはりデザイン学部で高

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（卒業）

職業人となる意識（入学）

（卒業）

ソーシャルスキル・ビジネスマナー（入学）

（卒業）

コミュニケーションの力（入学）

（卒業）

自らみがき発展する力（入学）

（卒業）

創造的に考える力（入学）

（卒業）

専門的な知識と技術（入学）

（卒業）

専門性を活かすための基礎知識とスキル（入学）

（卒業）

社会の一員として生きる力（入学）

デザイン学部

大いに かなり どちらともあまり 全く
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い傾向がある。 

 
2015-2016 

入学者 
保健福祉学部 情報工学部 デザイン学部 

全入学者数 295 333 187 

うち退学者数 4 18 19 

退学率(%) 1.4 5.4 10.2 

 

この原因として入学時の学力不足が関与する可能性を調べるため、2015年から 2019年に

入学した全学生について、入試日程別の退学率の分析を行ったところ、分析数が少ないため

統計学的有意な結論は出せないものの、各学部とも推薦入試よりも一般入試で入学した学

生の方が、退学率がやや高い傾向にあった。このことから、センター試験や個別入試などを

用いて、より高い学力を有する学生を選抜することが、必ずしも退学率を下げることにはつ

ながらないことが示唆される。 

 

2015-2019 

入学者 

保健福祉学部 情報工学部 デザイン学部 

推薦 
一般 

前期 

一般 

後期 
推薦 

一般 

前期 

一般 

中期 
推薦 

一般 

前期 

全入学者数 224 409 107 201 212 396 112 358 

うち退学者数 0 5 6 7 6 16 5 20 

退学率(%) 0 1.2 5.6 3.5 2.8 4 4.5 5.6 

 

そこで、入学時アンケートにより、入試日程別の学修モチベーションを過去 5年間にわた

り比較した結果を次に示す。 

 
       保健福祉学部          情報工学部          デザイン学部 

 

 
H28年度 
入学生 
 
        
H29年度      
入学生 
 
                                                                                                
 
H30年度  
入学生 
 
 
R1 年度  
入学生 
 
 
 
R2 年度 
入学生 
 
 
                         学修モチベーション高 
          学修モチベーション低       
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以上のように、学部や年度によるばらつきはあるものの、全体として、推薦入試で入学し

た学生の入学時の学修モチベーションが、一般入試で入学した学生の学修モチベーション

と比較して必ずしも高いとは言えない結果が得られている。これらの分析結果から、入学時

の学修モチベーションが高いことも、入学時の学力が高いこととともに、必ずしも退学率の

低下につながるとは言えないことが示唆される。 

 

5-2-2 コロナ禍の状況 

次に、新型コロナ感染症が広がった令和 2年度の学生異動状況について示す。 

 
学部 学科 令和２年度 

休学 復学 退学 

保祉 

健学 

福部 

看護学科 0 1 0 

栄養学科 1 1 0 

保健福祉学科 2 2 0 

情学

報部 

工 

情報通信工学科 7 1 4 

情報システム工学科 6 1 3 

人間情報工学科 3 2 4 

デン

ザ学

イ部 

デザイン工学科 3 1 1 

造形デザイン学科 3 3 5 

 

令和 2 年度の退学率は各学部 5 月 1 日現在の学生数との比で計算すると、保健福祉学部

0%、情報工学部 1.6%、デザイン学部 1.6%で、3学部全体では 1.0％となり、それ以前の退学

率（3学部全体で令和元年度 1.7%、平成 30年度 1.1%、平成 29年度 1.5%）と比較してむし

ろやや低い数値となっている。本学のコロナ禍における教育活動の対応は第 5 部にまとめ

るが、これらの対応により少なくとも退学率の上昇は抑えることができていると考えられ

た。 

 

5-3 卒業後の進路 

 

5-3-1 コロナ前の状況 

 新型コロナ感染症が広がる前 3年間の各年度 3月 31日時点での学部学生の就職内定状況

を次に示す。 

 
学部 学科 平成 29年度   平成 30年度   令和元年度 

就職希

望者数 

就職者

数 

就職率

(%) 

就職希

望者数 

就職者

数 

就職率

(%) 

就職希

望者数 

就職者

数 

就職率

(%) 

保祉 

健学 

福部 

看護学科   30   30   100   33   33   100   34   34   100 

栄養学科   40   38    95   40   40   100   33   33   100 

保健福祉学科   61   60    98   59   59   100   55   55   100 

情学

報部 

工 

情報通信工学科   38   37    97   39   38    97   34   34   100 

情報システム工学科   31   29   100   26   26    94   36   34    94 

人間情報工学科 

(29 年度はスポーツ

システム工学科) 

  29   29   100   23   23   100   39   39   100 

デン

ザ学

イ部 

デザイン工学科 30   27    90 37   37   100   33   32    97 

造形デザイン学科 37   32    87 35   33    94   42   38    91 

 

本学は公立大学としての性格から、県内定着率を高めることは地域から求められている
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必須の課題である。特に平成27年度に地（知）の拠点大学による地方創生推進事業に採択

された「地域で学び地域で未来を拓く‘生き活きおかやま’人材育成事業（以下COC＋事

業）」は、若者の地域定着率の10%向上を目的として教育改革、産学連携及び域学連携に

よる地域活性化を図り、地域志向の人材の輩出及びこれら人材の受け皿づくりを行う事業

として本学の教育資源を最大限活用して、準備期間を含めて4年半かけて取り組まれた。 

 完成年度に向けての地域定着率を学部別に示したのが次の図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 完成年度である県内就職率は大学全体では 45.8％と、事業取組前の平成 26年度の大学全

体の県内就職率 59.5%と比較すると低下していたが、地域で学ぶことを通じて学生の社会人

基礎力は主観的には増加しているとの結果も得られている。折しも令和 2 年度にはこの後

継事業である大学による地方創生人材教育プログラム構築事業に、本学の「吉備の杜」創造

戦略プロジェクトが採択され、県や自治体関係者からは、県内就職率の上昇へ向けての期待

が高まっている。 

 

5-3-2 コロナ禍の状況 

次に、新型コロナ感染症が広がった令和 2年度の 3月 31日時点での学部学生の就職内定

状況を次に示す。 

 
学部 学科 令和 2年度 

就職希

望者数 

就職者

数 

就職率

(%) 

保祉 

健学 

福部 

看護学科   40   40   100 

栄養学科   37   37   100 

保健福祉学科   57   57   100 

情学

報部 

工 

情報通信工学科   42   42   100 

情報システム工学科   37   34    92 

人間情報工学科   19   19   100 

デン

ザ学

イ部 

デザイン工学科 31   26    84 

造形デザイン学科 29   25    86 

72.0%
67.7% 67.7%

63.3%
61.4%

59.0%
56.0%

51.0%
54.7%

51.6%
49.5%

35.5%
39.1% 37.5%

27.9% 27.1%

38.6% 38.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

H26実績 H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 R1実績

保健福祉学部 情報工学部 デザイン学部
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令和 2 年度の就職率は各学部の就職希望者との比で計算すると、保健福祉学部 100%、情

報工学部 97%、デザイン学部 85%で、3学部全体では 96％となり、それ以前の 3年間の就職

率と比較すると、保健福祉学部（いずれも 100%）と情報工学部（令和元年度 98%、平成 30

年度 99%、平成 29 年度 97%）では大きな変化はないが、デザイン学部（令和元年度 93%、平

成 30年度 97%、平成 29年度 88%）においてはやや低い数値となっている。この原因につい

ては、全国的に新型コロナ感染症による就職活動の長期化、採用枠の減少などがあり、特に

県外就職率の高いデザイン学部の学生がそれらの影響を強く受けたことが考えられる。今

後は、就職相談室や就職支援部門，各学科の就職担当教員の連携を強化して、積極的な就職

活動の促し，ガイダンスの開催、県内企業情報・求人情報の周知強化を図っていく必要があ

る。 

 

6 まとめと課題 

  

 本年度は、内部質保証体制の確立に向けてその基礎作りに取り組んだ 1 年であり、特に

IR データの公表や、これに基づいた改善にまでは至っていない。また、大学院教育につい

ては、本学は教学マネジメントが全くできていない状況からのスタートとなったこともあ

り、その確立にも至ってはいない。しかしながら第 5部で詳述する対応によりこのコロナ禍

において、一人の PCR陽性者も出さずに退学率の上昇を抑えることができたことは、学生の

意見を丁寧に拾いながら対応したキャリア・学生生活支援センターならびに教育開発セン

ターを中心とした、本学教員ならびに事務局職員の学生支援に対する意識の高さを反映し

たものであり、学生生活 IRを改善に結び付けることができた事例として特筆に値する。 

今後は退学率の減少や地域定着率の上昇、前期日程の入試倍率の上昇など、達成が求めら

れる課題が多い中、現状の内部保証推進体制も、PDCA サイクルを回す形としては出来上が

っているが、特に体制の効率化や規程の整備ができていない。アセスメントプランを制定し、

総合 IR室でのデータの分析とその活用が喫緊の課題として求められており、出来上がった

ばかりの内部質保証推進会議を中心とした教育と学修の質保証に向けての教学マネジメン

トの確立は急務である。 
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第４部 附属図書館における教育活動と成果                     
 
1 概要 

 

本学図書館は、大学設置基準第 38 条に示す大学附属図書館として、学部の種類、規模等

に応じ、専門書、学術雑誌、視聴覚資料等の教育研究上必要な専門的資料を系統的に備える

べく努力をしてきた。また、グローバル化の中で学生に必要とされる広い視野と教養を涵養

すべく、一般教養図書、語学学習推進図書についても各学部および共通教育部教員の視点で

選書を行い、充実を図っている。さらに学術情報の電子化や検索システムの整備を行い、学

生、教員、地域に向けたサービスの充実・向上を目指し、積極的な取組を進めている。 
 
1-1 図書館活用の推進 

 
1-1-1 図書館の利用状況 

令和 2 年 4 月から令和 3 年 3 月の期間における図書館の利用状況を以下に示す。 
蔵書冊数は約 21 万冊でその内訳として、和書が約 8 割、洋書が約 2 割を占め、その他視

聴覚資料が約 2％となっている。入館者数は約 3 万人で貸出冊数は約 7 千冊となっている。

令和 2 年度から、コロナ禍での学修支援効果も大きいことから電子書籍を導入し、各学科

及び GLC の選書により約 500 タイトルを整備した。また、施設等の利用については、新型

コロナウイルス感染症対策のため、館内 PC は半数の利用を制限し、研究閲覧室及びグルー

プ閲覧室は貸し出しを停止している。研究閲覧室及びグループ閲覧室は、学生の主体的、能

動的な学修を支援するスペースで、近年多くの大学や図書館で設けられているラーニング

コモンズに準じたものである。当館のエントランス部分に設けたラーニングコモンズでも、

学生がグループ学習を進めている様子が常時見受けられることからも、自発的学修の意識

が定着してきている故と推察する。 
令和 2 年度図書館利用状況について 

（１）蔵書冊数         (R3.3.31 現在) 
分 類 和 書 洋 書 視聴覚 電子書籍 合 計 

０ 総 記 13,599 3,009 144 15 16,767 
１ 哲 学 8,219 1,251 194 0 9,664 
２ 歴 史 6,508 566 466 1 7,541 
３ 社 会 科 学 37,460 5,264 927 52 43,703 
４ 自 然 科 学 46,106 13,480 1,542 85 61,213 
５ 工 学 ・ 工 業 18,443 5,346 387 67 24,243 
６ 産 業 2,894 444 50 2 3,390 
７ 芸術・スポーツ 20,169 4,555 1,463 24 26,211 
８ 語 学 4,486 4,477 31 490 9,484 
９ 文 学 11,623 1,079 73 1 12,776 

合計 169,507 39,471 5,277 737 214,992 
構成比 78.8% 18.4% 2.5% 0.3% 100% 
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（２）入館者数等 

項 目 開館日数 
入館者数（人） 貸出冊数（冊） 貸出人数（人） 学外者

利用

（人）  １日 
平均  １日 

平均  １日 
平均 

2 年度 189 26,255 139  6,958 37 2,914 15 49 
元年度 264 81,919 310 13,715 52 6,438 24 1,741 

 
（３）資料受入状況 

項 目 和  書 洋  書 計 
2 年度 元年度 2 年度 元年度 2 年度 元年度 

図 書 1,234 2,124 170 459 1,404 2,583 
雑 誌 136 133 25 25 161 158 

視聴覚資料 49 33 1 2 50 35 
電子書籍 213 － 521 － 734 － 

 
（４）相互協力 

項    目 件  数 
2 年度 元年度 

文 献 複 写 複 写 提 供 件 数 666 610 
複 写 取 寄 件 数 734 891 

相 互 協 力 貸 出 冊 数 102 121 
借 受 冊 数 38 147 

 
（５）施設等の利用 

項    目 件  数 
2 年度 元年度 

館内パソコン利用者数 2,180 9,338 
研究閲覧室 － 2,002 
グループ閲覧室 6 282 

 
1-1-2 図書館ギャラリーの利用状況 

図書館ギャラリーは、学生や教員に館内の壁面等の空間を有効活用してもらうことによ

り図書館利用の促進を図ったもので、令和 2 年度は、教員による授業課題作品の展示など 6
件の利用があった。 

 
1-1-3 学生を対象とした図書館利用教育 

図書館では蔵書検索方法やデータベース活用法を具体的に示す「図書館ガイダンス」への

受講を学生に勧め、学生への教育・研究支援を図ってきた。平成 27 年度からは共通教育講

義科目「大学で学ぶ」（対象：全学科 1 年、必修）での図書館長担当授業において、図書館

ガイダンス受講を復習課題として導入している。令和 2 年度はコロナ禍による入構禁止措

置のためオンラインで実施した。 
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1-1-4 選書ツアー・ブックフェアへの学生参加状況及び学生希望図書の状況 

学生が学習や研究に必要な書籍を選書する取り組みとして、平成 21 年度から実施してい

る「選書ツアー」及び平成 29 年度から実施している「ブックフェア」を、令和 2 年度はコ

ロナ禍のためいずれもオンラインで実施した。内容を以下に示す。また希望図書の申請のあ

った図書数を以下に示す。 
 

(1)WEB 選書 2020 
実 施 日：令和 2 年 12 月 1 日(木)～12 月 13 日(日) 
書  店：丸善雄松堂 
参加人数：14 名応募 11 名実施 
選書冊数：143 冊 

(2)ブックフェア 2020 
実 施 日：令和 2 年 10 月 19 日(月)～10 月 25 日(日) 
書  店：宮脇書店総社店 
参加人数：学生 41 名 
選書冊数：154 冊 

(3)学生希望図書（令和 2 年度） 
 大学院 保健福祉 情報工 デザイン 総計 

学科 
保健
福祉
学 

情報
系工
学 

デザ
イン
学 

看護 栄養 保福 通信 シス
テム 人間 デ工 造形   

受付 2 2 0 0 0 2 2 0 3 0 0 11 
購入 2 2 0 0 0 2 2 0 3 0 0 11 

 
1-2 英語文献利用講習会 

 

英語文献の利用推進を図るため、令和 2 年 10 月 29 日にオンライン講習会を実施した。

第 1 部（論文執筆の基礎、データベースの使い方等）と第 2 部（文献管理ソフトの使い方）

の 2 回に分け、外部講師によるリアルタイム形式で講義を行った。人数は申込 24 名のうち

参加 17 名であった。申込者の内訳を以下に示す。 
教  員  1 名（栄養 1） 
院  生 12 名（保福 11、情報 1） 
学 部 生 11 名（栄養 3、通信 5、システム 1、人間情報 2） 
 

1-3 電子ジャーナルの利用 

 

教育・研究推進に必要不可欠な英語文献の電子ジャーナル契約の要望が増えている。以下

に本学で契約中の電子ジャーナルのタイトル及びその分野を示す。 
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令和 2 年度 利用可能な電子ジャーナルタイトル 
データベース名 分 野 

ScienceDirect（約 1,000 タイトル） 健康科学・神経科学・生化学等 
タイトル名 分 野 

The American journal of clinical nutrition 食品科学・栄養学 
Applied physics letters 物理学一般/応用物理学 
Architectural design 建築デザイン 
Journal of Agricultural and Food Chemistry 農業・食品/農学/食品科学・栄養学 
Journal of biological chemistry 生化学・分子生物学 
Journal of the ACM 情報理論/コンピュータ一般 
Journal of nursing education 看護教育 
Machine Learning 認知科学・人工知能 
Proceedings of national academy of sciences 科学技術一般 

 
1-4 リポジトリ公開登録及び利用状況 

 

現在、日本の機関リポジトリ設置機関数は世界有数の規模にまで広がり、教育研究成果の

公開やオープンアクセスの義務化も検討されようとする現状にある。このような中、オープ

ンアクセスへ寄与することは研究者や大学、研究機関として必要とされる条件となりつつ

ある。本学におけるリポジトリ公開登録件数及び利用状況を以下に示す。 
 

リポジトリ公開登録件数及び利用状況（令和 3 年 3 月 31 日現在） 
 公開登録件数 ダウンロード数 閲覧数 
令和 2 年度 23 件 108,213 件 48,971 件 
令和元年度 37 件 183,365 件 34,477 件 

 
1-5 まとめと課題 

 

図書館利用推進の一環として本年度も図書館ギャラリーの貸出しや学生を対象とした図書館利

用教育を実施した。学生の意向が蔵書に直接反映できる特性を持つ選書ツアーは、学生参加をさ

らに増やすためにも、オンライン形式とのハイブリッドなど工夫が今後さらに必要と考えられる。書

店が準備した本の中から学習等に必要な本を選ぶブックフェアをオンラインで開催し、参加した学

生から「気になる本を選ばせてくれるのはとてもありがたく嬉しいこと」「オンラインはどこ

からでも参加できるので、今後も継続してほしい」等の感想が寄せられた。また年間を通じて

受付けている学生希望図書は、コロナ禍による来学機会減少により昨年度と比べると申込件数が

少ないため、図書館ガイダンスやホームページでの広報やオンライン受付の検討など改善が必要

と考える。電子ジャーナルの活用促進を目的として開催した講習会では、参加した学生及び教員
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に対して文献管理ツール活用法を教示した。洋雑誌及び電子ジャーナルの利用統計を蓄積し今

後も利用状況をモニタリングして、よりより学修環境の提供に努めたい。  
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第５部 コロナ禍における教育活動の対応               

1 概要 

 実学の大学を標榜する本学が通常の対面授業を原則的に実施できないことになったコロ

ナ禍の状況は、教員や学生に個人的な対応を余儀なくさせ、教育の実質に大きな影響を与

えてしまうと当初懸念された。しかし、4月以降の感染症対策の下、遠隔授業に対する全

学対策、学部対策、学科対策など様々なレベルで、教員に対してはオンライン授業の導入

方法等の支援を、また学生に対しても受講の支援や、コロナ対策全般に亘る学生支援対策

を可能な限り講じてきた。このような教育支援の中で、とりわけ教員の創意工夫によって

実現できた実りあるオンライン授業が数多く見受けられた。2020 年度については、無事難

局を乗り越えたと考えられるが、コロナ禍やその影響は依然として続くであろうという見

通しの下、オンライン授業の教育方法の今後の展開可能性をも考慮して、本学教員全体の

授業形態を調査し評価することとした。これらのデータに基づき、一般的なオンライン授

業方法論に加えて教員個人の創意工夫による具体的な方法をも教育方法として教員同士で

共有することを目指し、さらには、学生のオンライン受講状況や学生による授業評価、生

活状況全般についてもアンケート調査を実施して、今後の教育と学生支援に活かすべく資

料としてまとめ、全体を「コロナ禍における教育活動の対応」として総括することとし

た。なお、コロナ関連対策に関する事項はすべて、学長室会議のメンバーに共通教育部長

とキャリア・学生生活支援センター長を含めたメンバーで構成されるコロナ対策支援本部

会議で綿密な審議を行ったうえで、決定した。 

第１クォーターは授業開始日を 10日ほど繰り下げ、原則すべてオンライン授業で開始

したが、実技・実習等については実施時期を繰り下げて対面式で実施したものもあった。

学生支援については一覧表に後述するが、大学独自の奨学金の支給や WiFiルーターの貸

与、就職活動への対応として Web面接体制の整備、インターンシップのオンライン化等を

行った。オンデマンド授業で特に課題提出期限などの時間管理に困難を伴うグレーゾーン

学生へは、授業担当教員やアドバイザー教員を介して細やかな対応を行った。また、コロ

ナ対応マニュアルを策定し、教職員ならびに学生の行動指針を定めた。 

第 2クォーター以降は、感染対策に十分な配慮を行いながら対面式授業について、コロ

ナ対策支援本部会議による許可制として導入を開始したが、特に通学などにおいて感染が

不安なため登校できない学生が不利にならないように十分な配慮を行った。また、教員の

在宅勤務も併用しながらオンライン授業を効果的に行う工夫も行った。学生の入構制限の

解除に伴い正課外活動については、活動を許可するにあたっての指針を明示した上で、学

生に様式に従って活動の申請をさせ、コロナ対策支援本部会議で審議して活動の許可を与

える形で再開した。さらに、学内の多くの場所に感染対策を啓発するポスターも掲示し、

熱中症の予防と換気を両立させるため、エネルギー消費量に注意しながら空調の設定温度
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を下げるなどの危機管理対策も行った。学外からの入構者への問診シートを作成し、同意

書とともに提出を義務付けた。また、新型コロナウイルス感染症対策マニュアルを策定

し、どのステージでどのような対応を取るかを明確化した。 

第 3クォーターは対面とオンラインを効果的に選択できる体制とし、対面授業の許可制

による導入を進めるとともに、ボランティア活動も再開した。アドバイザー面談も対面式

で行い、学生の心のケアに努めた。また、学生と教員を対象としたオンライン授業アンケ

ートを実施し、その結果を踏まえた授業の改善（課題の量や頻度の再考とフィードバッ

ク、課題資料の内容、通信環境の整備、次年度からの PC一斉購入など）を行ったが、詳

細は後述する。また、リアルタイム授業を学内でも安全かつ効率的に受講できるよう演習

室の整備を行った。 

第 4クォーターには、感染の再拡大を見据え年明けから大学入学共通テストまでの一時

的な学生入構禁止措置となったが、倉敷中央病院から感染症科の医師を講師として招き、

オンラインで感染対策のための講演を全学生と教職員を対象に実施したり、毎週保健室長

から「コロナ感染アラート」を発出するなど、教職員と学生の感染対策意識の向上を図っ

た。結果として 2020 年度末現在で、本学から PCR陽性者は一人も出ていない。学位授与

式も卒業生と一部教員のみではあったが、対面式で実施した。次年度は対面式授業をさら

に増やし、これまで原則オンラインで実施されてきた共通教育授業にも対面式の科目を増

やすこととなっているほか、シラバスにオンライン授業の予定についても可能な限り掲載

することとした。また、これまでの教員個人の工夫でされてきたオンライン授業のノウハ

ウを共有するため、学生と教員の両方のアンケート結果をもとに「オンライン授業マニュ

アル」を策定し、全教員に配信したが、その詳細についても後述する。 

2 教育の対応 

 教育の対応は教員と学生とによって成り立つものであるという考え方に基づき、教員側

の授業対応だけでなく、学生側の受講状況や反応をも考慮し、単なる教員アンケートではお

わらない対応を心がけた。それを「授業形態の調査と対応」と「オンライン授業のマニュア

ル作成」としてとりまとめた。 
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2-1 授業形態の調査と対応 

2-1-1 授業実施形態の調査結果 

令和２年度に開講した授業の実施形態を調

査した。864 科目1（対象となる科目が 934 科

目）回答があり、下記に授業形態別実施割合2

を円グラフで示している。対面で実施した授

業割合を全学（全期間）でみると３割以下にお

させられている。前期分（1Q、2Q、夏季休業

を含む）では、2 割を下回っている状況で、コ

ロナ禍において、いかに多くの授業がオンラ

インで実施されていることがわかる。 

共通教育科目では、一部の科目を除いて原則であったため、対面での授業割合が極めて

小さい。課題提供型オンデマンド授業の割合が多い。後期になって、ビデオオンデマンド

型の授業が増えてきていることがわかる。 

 

 

保健福祉学部では、前期よりリアルタイムでの授業実施割合が多くなっている。後期になる

と、リアルタイムで実施していた授業が対面に移行しているように見える。情報工学部では、

前期も後期もリアルタイム、ビデオオンデマンドの構成割合にほとんど変化はみられない。

                                                   
1 学部内で共通の科目が存在するため、実質的には 864科目より少ない。864科目の中には、授業実施期

間に関する記載がないなどの不備のあるものがある。 
2 複数回答があった場合であっても、トータル１件となるよう内容に応じて調整している。 

【全学】

29%

21%
8%

41%

1%

全期間

17%

23%

7%

52%

1%

前期分

37%

18%
10%

34%

1%

後期分

【共通教育】

5%
7%

14%

70%

4%

全期間

0%

8%
9%

79%

4%

前期分

7%
7%

18%

65%

3%

後期分

図 2.1 グラフの凡例 
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前期から後期にかけて、課題提供型オンデマンド授業から対面授業への移行があったと思

われる。最後にデザイン学部であるが、学部の特性を反映して、対面授業での実施が多くみ

られている。 

 

 

 

2-1-2 開講時期の変更に関する調査結果  

 令和 2 年度は当初対面授業をすべて禁止したが、上記の通り速やかにオンライン授業に

切り替えたため、日程を後ろ倒しする授業は全体で 9％にとどまった。開講時期の変更を行

った科目の割合は教育課程により大きな差があり、原則すべてオンラインに切り替えた共

通教育科目では開講時期の変更がほとんどなかったのに対し、対面授業を必要とするデザ

イン学部は 22%に上る科目が開講時期の変更を余儀なくされた。 

【保健福祉学部】

20%

41%7%

31%

1%

全期間

8%

46%

4%

42%

0%

前期分

28%

36%

11%

23%

2%

後期分

【情報工学部】

25%

8%

10%

56%

1%

全期間

10%
7%

13%

70%

0%

前期分

35%

10%
8%

46%

1%

後期分

【デザイン学部】

68%
6%

4%

22%

0%

全期間

60%
8%

5%

27%

0%

前期分

75%

4%

4%
17%

0%

後期分
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 当初の開講予定時期別にみると、前期、特に第 1Qに開講予定だった科目については、

変更があった科目が全体の 4分の 1を占めたが、第 3Q以降になると開講時期の変更を要

した科目は大きく減少した。変更先については、第 1Qまたは前期に開講予定だった科目

については第 2Qまたは夏季休業中に変更して実施した科目が最も多かった。一方、第 3Q

に開講予定だった科目は前期に移動した科目が最も多く、後期に開講が予定されていた科

目については、第 4Qまたは冬季休業中に開講時期を変更した科目が多かった。これ以外

の時期に開講が予定されていた科目については、いずれも予定された開講時期内での変更

であった。対面式授業の多いデザイン学部では、第 1Qまたは前期の開講予定だった科目

の半数以上を、第 2Q または夏季休業中に変更して開講した。 

 

【開講時期の変更の有無】

91%

9%

全体

99%

1%

共通教育科目

92%

8%

保健福祉学部教育科目

94%

6%

情報工学部教育科目

78%

22%

デザイン学部教育科目

n=850 n=146 n=334 n=181 n=189

変更なし変更あり

グラフの凡例
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【１Q開講予定だった科目】

【２Qまたは夏季休業に開講予定だった科目】

＊次年度の2Qへ

【前期開講予定だった科目】

【３Qに開講予定だった科目】

75%

3% 17%

3% 1%

全体

100%

共通教育科目

変更なし

1Q内で

の変更

2Qまたは夏季

休業への変更

前期への変更

4Qへ

の変更

グラフの凡例
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6% 2% 2%

保健福祉学部教育科目

59%

6%

18%

18%

情報工学部教育科目

46%

54%

デザイン学部教育科目

n=116 n=18 n=54 n=17 n=26

変更なし

2Qまたは夏季

休業内での変更
3Qへの変更

次年度の2Q

または夏季休

業への変更

グラフの凡例
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4%1% 1%
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100%

共通教育科目

97%

3%

保健福祉学部教育科目

100%

情報工学部教育科目

82%

15%

3%

デザイン学部教育科目

n=138 n=13 n=65 n=21 n=39

84%

11%
1%
1% 1% 3%

全体

98%

2%

共通教育科目

変更なし

2Qまたは夏季

休業への変更

前期内での変更3Qへの変更

後期への変更

通年への変更

グラフの凡例
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保健福祉学部教育科目

96%
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情報工学部教育科目

24%
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デザイン学部教育科目
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グラフの凡例
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8%

情報工学部教育科目

98%

2%

デザイン学部教育科目

n=125 n=9 n=58 n=13 n=45
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2-1-3 授業実施形態の詳細 

実際の開講時期別にみると、第１Q開講科目はすべて遠隔授業であったが、第 2Q以降対

面が開始された。ただし、前期全体（夏季休業を含む）にわたって開講された科目は第 1Q

開講科目には含まれていない点は注意すべきである（後期も同様）。傾向としては、対面

式のみで開講された科目の割合は、保健福祉学部では第 2Q以降次第に増加しているが、

デザイン学部は第 2Q（夏季休業を含む）以降次第に減少しているため、全体としてはほぼ

一定の割合になっている。対面式に関しては保健福祉学部では慎重に導入を進めたのに対

し、デザイン学部では 2-1-2での分析結果と合わせて、開講時期を後ろ倒しに変更してで

も対面式での開講が必要な科目が多かったことが窺える。実際デザイン学部では夏季休業

にかかった開講科目のうち 73%もの科目が、また開講時期の変更があった科目のうち 76%

もの科目が対面式のみでの開講となっている。全期間を通じての対面式の科目の割合がデ

ザイン学部では半数以上に上ったが、保健福祉学部と情報工学部は 12～14%にとどまっ

た。 

これに対して、対面授業と遠隔授業を併用する科目の割合はいずれの学部も経時的に次

第に増加しており、特に対面授業を中心もしくは同等に実施した科目でその傾向が強い。

教員がこのような方法での開講に次第に慣れて行ったことが窺える。  

【４Qまたは冬季休業に開講予定だった科目】

【後期に開講予定だった科目】

【通年で開講予定だった科目】

変更なし

2Qまたは夏季

休業への変更

4Qまたは冬季

休業内での変更

グラフの凡例

97%

2% 1%

全体

100%

共通教育科目

96%

4%

保健福祉学部教育科目

100%

情報工学部教育科目

96%

4%

デザイン学部教育科目

n=102 n=4 n=52 n=20 n=26

98%

1% 1%
全体

100%

共通教育科目

変更なし

4Qまたは冬季

休業への変更

後期内で

の変更

グラフの凡例

98%

2%

保健福祉学部教育科目

100%

情報工学部教育科目

92%

8%

デザイン学部教育科目

n=181 n=56 n=42 n=58 n=25

88%

3%
3% 6%

全体

変更なし

2Qまたは夏季

休業への変更
3Qへの変更

通年内での変更

グラフの凡例

81%

5%
5%

10%

保健福祉学部教育科目

100%

情報工学部教育科目

100%

デザイン学部教育科目

n=34 n=0 n=21 n=6 n=7



（ナ-8） 

 

教育課程別の各開講時期における授業実施形態の割合

■遠隔授業のみで実施 ■遠隔授業を中心に対面授業も併用
■対面授業を中心に遠隔授業も併用（両者を同等に実施したものを含む）
■対面授業のみで実施 ■未回答

夏季休業にかかった科目の授業実施形態の割合

開講時期の変更のあった科目となかった科目の授業実施形態の割合

■遠隔授業のみで実施 ■遠隔授業を中心に対面授業も併用
■対面授業を中心に遠隔授業も併用（両者を同等に実施したものを含む）
■対面授業のみで実施 ■未回答

65%
94%

71%
67%

22%

5%

7%
3%

8%

12%

1%
9%

17%
20%

17%
3%

11%
13%

49%

1%
2%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全科目

共通教育科目

保健福祉学部教育科目

情報工学部教育科目

デザイン学部教育科目

98%
83%
85%

70%
50%

58%
70%

4%
5%

9%
10%

10%
7%

4%

5%
11%

12%
11%

9%

7%
3%

11%
29%
19%

12%

2%
1%
1%

2%
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1Q

2Qおよび夏季休業

前期（夏季休業を含む）

3Q

4Qおよび冬季休業、春季休業

後期（冬季休業および春季休業を含む）

全期間

共通教育科目 保健福祉学部教育科目

全科目

100%
24%

35%
10%

21%
11%

21%

2%
4%

10%
7%

8%
7%

6%
6%

25%
32%

23%
17%

68%
55%
54%

39%
58%
55%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1Q

2Qおよび夏季休業

前期（夏季休業を含む）

3Q

4Qおよび冬季休業、春季休業

後期（冬季休業および春季休業を含む）

全期間

デザイン学部教育科目

99%
61%

77%
47%

44%
51%

62%

2%
3%

9%
7%

6%
5%

6%
4%

16%
21%

16%
11%

30%
14%

28%
28%
26%

20%

1%
1%
1%

1%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1Q

2Qおよび夏季休業

前期（夏季休業を含む）

3Q

4Qおよび冬季休業、春季休業

後期（冬季休業および春季休業を含む）

全期間

■遠隔授業のみで実施
■遠隔授業を中心に対面授業も併用
■対面授業を中心に遠隔授業も併用
（両者を同等に実施したものを含む）
■対面授業のみで実施

26%
100%

44%

19%

4%

11%

3%

9%

22%

5%

62%

22%

73%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全科目

共通教育科目

保健福祉学部教育科目

情報工学部教育科目

デザイン学部教育科目

100%
100%
97%
100%
100%

90%
94%

3%

1%

6%
3%

3%

1%
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1Q

2Qおよび夏季休業

前期（夏季休業を含む）

3Q

4Qおよび冬季休業、春季休業

後期（冬季休業および春季休業を含む）

全期間

100%
77%

86%
50%
50%
53%

66%

2%
8%

3%
3%

12%
6%

17%
35%
26%

17%

12%
6%

25%
15%
18%
14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1Q

2Qおよび夏季休業

前期（夏季休業を含む）

3Q

4Qおよび冬季休業、春季休業

後期（冬季休業および春季休業を含む）

全期間

33%
100%

50%
50%

17%

4%

8%

2%

8%

8%
20%

5%

51%

21%
30%

76%

4%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全科目

共通教育科目

保健福祉学部教育科目

情報工学部教育科目

デザイン学部教育科目

開講時期の変更のあった科目 開講時期の変更のなかった科目

情報工学部教育科目 n=181

n=146

n=189

n=332

n=848

n=47

n=76 n=772
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2-1-4 遠隔授業の詳細 

 遠隔授業の形式については、リアルタイム、オンデマンド（ビデオオンデマンド、課題

資料提供型オンデマンド）とそれら組み合わせに大きく分けられる。遠隔授業全体の中で

は、課題提供型オンデマンド形式のみでの実施された科目が最も多く、対面式を含めた全

授業形態の 34%を占めた。しかしながら、教育課程別にみると差が大きく、共通教育科目

ならびに情報工学部教育科目については、それぞれ 64%ならびに 48%の科目が課題提供型

オンデマンド形式のみで実施されたのに対し、保健福祉学部教育科目では、30%にも上る

科目がリアルタイムで実施されており、対面式も含めたすべての授業形態の中で最も多か

った。デザイン学部では遠隔授業はハイブリッド授業すなわち対面式と併用しての活用が

最も多かった。 

 

凡例

全体

(n=849)

共通教育科目

(n=151)

保健福祉学部教育科目

(n=326)

情報工学部教育科目

(n=182)

デザイン学部教育科目

(n=190)

＋リアルタイム ＋ビデオ ＋課題 ＋リアルタイム＋ビデオ ＋リアルタイム＋課題 ＋ビデオ＋課題 ＋オンデマンド全部

リアルタイムのみ オンデマンドのみ
リアルタイム＋

オンデマンド

ハイブリッド

（対面式＋遠隔）
対面のみ

0% 20% 40% 60% 80% 100%
ビデオ 課題 ビデオ＋課題 ＋ビデオ ＋課題 ＋ビデオ＋課題

5% 1% 6% 0% 2% 0% 0%

1% 6% 1%

14% 42% 8% 16% 21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
5% 34% 3%

1% 1%

1% 4%

5% 83% 5%2%5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
9% 64% 11%

7% 1% 2% 1% 4% 0% 1%

2% 11% 2%

30% 28% 14% 16% 12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
4% 23% 1%

5% 2% 11% 1% 2% 1%

1% 2% 2%

3% 58% 4% 21% 14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
7% 48% 2%

6% 2% 13% 2% 2%

1% 1%

3% 17% 2% 24% 55%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
3% 14%



（ナ-10） 

オンデマンドのみで実施された授業については共通教育、各学部教育とも課題資料提供

型オンデマンドが大部分をしめたが、リアルタイム授業と組み合わせた授業では、情報工学

部ではビデオオンデマンドを活用した授業の割合がやや多かった。また、対面式授業と遠隔

授業の組み合わせ、すなわちハイブリッド授業で使われた遠隔授業は、共通教育科目、情報

工学部教育科目、デザイン学部教育科目では課題資料提供型オンデマンドが多かったが、保

健福祉学部教育ではリアルタイムが最も多かった。 
 

2-1-5 成績評価方法の変更の詳細 

 対面式授業を控えざるを得ない状況下では、対面式での試験の実施が困難になったこと

は容易に予想されるが、実際、全体の約 1/4の科目において、成績評価方法が当初の予定

から変更された。成績評価方法の変更がなかった科目は、63%が対面式での実施が必要な

いレポートや作品による評価であったが、21%の科目は当初の予定通り筆記試験や小テス

トでの評価が実施できていた。一方成績評価方法の変更を必要とされた科目のうち 78％

が、当初予定の評価方法が筆記試験や小テストであったものから、対面式での実施が必要

のないレポートや作品に切り替えていた。 

教育課程別にみると、共通教育科目と保健福祉学部教育科目ではそれぞれ 94%ならびに

70%の科目が遠隔授業のみで実施されたにもかかわらず、成績評価方法の変更が必要であ

った科目は 1/4にとどまり、それぞれ 18%ならびに 22％の科目で筆記試験・小テストでの

評価が実施できていた。変更のあった科目の 80％ならびに 70％は成績評価方法を筆記試

験・小テストからレポート・作品に切り替えていた。情報工学部では、遠隔授業のみで実

施された科目は共通教育科目と保健福祉学部よりも少ない 66%であったが、成績評価方法

の変更を要した科目はこれら 2つの教育課程よりも多い 37%に上った。これは、情報工学

部ではもともと筆記試験・小テストで成績評価をしていた科目が多かったためと考えら

れ、実際、成績評価方法の変更をしなかった科目の 40％の科目が筆記試験・小テストで評

価されていた。一方、評価方法の変更を行った科目のほぼすべてが、筆記試験・小テスト

からレポート・作品に切り替えられていた。デザイン学部では、対面式授業を実施した科

目が半数以上を占めたことを反映して、成績評価方法を変更した科目は 5%にとどまった

が、変更をしなかった科目での成績評価方法が、対面での実施を必要としないレポート・

作品であったことも影響していると思われる。 

成績評価方法の変更があった科目で、単位修得者の到達目標の達成度に変化がなかった

か、成績評価の厳密性を調べることによる学修の質保証の検証が必要である。 

 

【成績評価方法の変更の有無】

76%

24%

全体

74%

26%

共通教育科目

73%

27%

保健福祉学部教育科目

63%

37%

情報工学部教育科目

95%

5%

デザイン学部教育科目

変更なし変更あり

グラフの凡例

n=853 n=154 n=328 n=182 n=189
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2-2 オンライン授業のマニュアル作成 

 学生個人の通信環境の問題や彼等が所有する多様なデバイスの問題からオンライン授業

方法を考えるならば、学生の受講環境にとって最も負担の少ない授業方法はオンデマンド

型授業であると思われる。本学でも多くの授業は原則オンデマンド型授業となったが、単な

る資料の配付と課題の提出の往復では、教員も学生も教育の実質を捉えがたいと感じられ

るのは当然である。これを補うべく、本学の教員は、或いは学部や学科にて対策を講じると

共に、教員個人も教育に実質を与えるために改善を試みてきた。教育開発センターはキャリ

ア・学生生活支援センターと協力して、多岐に亘る教育改善の試みを教員間で共有するため

に、全学アンケート調査を実施して各種の方法をとりまとめることとなった。そして、オン

ライン教育の方法については一律に方法化することはできないので、技術的な一般的側面

（Ⅰオンライン授業の方法に関する技術的な情報）と、教員の創意工夫による個別的な側面

（Ⅱ授業形態に応じたオンライン授業の工夫や対応）とに区別し、加えてオンライン授業に

対する学生の評価等も組み込んで、「オンライン授業のマニュアル」を作成し教員への配布

を実施した。その全体像については、以下目次において記す。 

 

Ⅰ オンライン授業の方法に関する技術的な情報 

① MS-Teams を利用した授業方法（プライベートチャネルを作成する方法・学生を班

ごとに 分けて作業させる方法） 

【成績評価方法の変更のあった科目となかった科目の成績評価方法の割合】

    グラフの凡例：A, 筆記試験・小テスト、B, レポート・作品、C, プレゼンテーション・ミニッツペーパー、D, その他

80%

5% 3% 3% 3% 3% 3% 3%
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50%

100%
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B+C

A→

C
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D

B+C→

C

C→

B

C→

B+C

D→

A

D→

B+C

D→

B+C+D

共通教育科目

1%

78%

1% 1% 7% 1% 2% 1% 3% 1%
0%

50%

100%

A→

A+B

A→

B

A→

B+C
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C

A→

D

A+B→

B

B→
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B→

C

B→

D

B+C→

C

C→

B

C→

B+C

D→

A

D→

B+C

D→

B+C+D

全体

2%

70%

3% 2% 15% 2% 1% 2% 1%
0%

50%

100%

A→

A+B

A→
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C
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B
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D→
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保健福祉学部教育科目

97%

1% 1%
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100%

A→

A+B
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B

A→

B+C

A→

C

A→

D

A+B→

B

B→

A

B→

C

B→

D

B+C→

C

C→

B

C→

B+C

D→

A

D→

B+C

D→

B+C+D

情報工学部教育科目

40%
10%

30% 20%
0%

50%

100%

A→

A+B

A→

B

A→

B+C

A→

C

A→

D

A+B→

B

B→

A
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B→

D

B+C→

C

C→

B

C→

B+C
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D→
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デザイン学部教育科目

21%
2%

63%

2% 1% 1% 4% 5%
0%

50%

100%

A A+B A+C B B+C B+C+D B+D C C+D D

全体
成績評価方法の変更のあった科目 成績評価方法の変更のなかった科目

18% 3% 2%

61%

2% 2% 7% 5%
0%

50%

100%

A A+B A+C B B+C B+C+D B+D C C+D D

共通教育科目

22%
1%

56%

2% 2% 5% 11%
0%

50%

100%

A A+B A+C B B+C B+C+D B+D C C+D D

保健福祉学部共通教育科目

40%
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56%

1%
0%

50%

100%

A A+B A+C B B+C B+C+D B+D C C+D D

情報工学部教育科目
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50%

100%

A A+B A+C B B+C B+C+D B+D C C+D D

デザイン学部教育科目

n=647n=206
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② MS-Teamsを利用して外部講師を招待する方法 

③ MS-Teamsを利用してグループで１つのパワーポイントなど資料を作成する方法 .  

④ Zoomミーティングを利用した授業方法 

⑤ MS-PowerPointと YouTubeを利用して動画をアップする授業方法 

⑥ Google Formsを利用した授業方法 

⑦ Bandicamと Bandicut（パワーポイントよりも細かい設定が可能。両者で 5000円程

度）を利 用した動画の作成方法 

⑧ iPad関連（iPad での動画撮影→編集(iMovie)→MP4 への変換 ） 

⑨ その他の情報 

Ⅱ 授業形態に応じたオンライン授業の工夫や対応（学生と教員のアンケートの集約）  

① 学生（複数）の評価の高いオンライン授業の主要な方法 

A． オンデマンド講義科目（受講生 150名、1年次生）：オンデマンド型(ビデオ配信、

音声 付き資料配信、教科書等の資料配布)  

B． リアルタイム型(同時双方型)(Zoom等によるリアルタイム配信、チャット機能含

む) 語学 科目と、オンデマンド型(ビデオ配信、音声付き資料配信、教科書等

の資料配布) 語学科目  

C． ハイブリット型(対面授業とオンデマンド授業(ビデオ配信、音声付き資料配信、

教科書 等の資料配布)のハイブリット)：実験科目（3年次生） 

D． オンデマンド型(ビデオ配信、音声付き資料配信、教科書等の資料配布) 

② 授業形態に応じたオンライン授業の工夫や対応（教員アンケートの集約） 

A． オンデマンド型(ビデオ配信、音声付き資料配信、教科書等の資料配布) 

B． ハイブリット型(対面授業とオンデマンド授業のハイブリット) 

C． ハイブリット型(対面授業とリアルタイム授業のハイブリット) 

D． リアルタイム型(同時双方型)(Zoom等によるリアルタイム配信、チャット機能含 

   む) 

E． リアルタイム型とオンデマンド型の併用（リアルタイム授業の動画の公開、課題

が提供され教員がリアルタイムで質問に回答など） 

  F．  その他のオンライン授業形態  

 以上のマニュアルは、科目の性質や授業の個性に応じて編み出された教員の授業力を示

すと同時に、Ⅱ①のように、学生の評価の高い模範的なオンライン授業の成果をも表してお

り、2021 年度以降の授業形式として、本学のカリキュラムにおいてオンライン授業をどの

ように組み込むことが可能であるかという点で、将来の展望も開ける結果であったと言え

るであろう。また、およそ、文字資料や静止画だけの授業よりも動画資料やリアルタイムの

質疑応答可能な機会を設定した授業の方が、教員と学生の双方から教育の質が高いと評価

される傾向にあり、この度の教育の対応では、オンライン授業におけるアクティブラーニン

グについても積極的に捉えて行く良い契機となった。 
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3 学生生活支援の対応 

 

 新型コロナ感染症の拡大を受けて、様々な学生支援を行った。3-1では実施した学生支援

を時系列で記した。また、支援はアンケート調査結果を根拠として実施したものも多くあり、

それらについて 3-2 にアンケート結果とそれによって実施した支援について記した。最後

に経済的支援内容の詳細について 3-3に記した。 

 

3-1 学生生活支援の流れ 

 

新型コロナ感染に対して表 3.1に示す流れで学生生活支援に関する対応を行った。 

※区分の説明 

調査：アンケート調査、経済：経済的支援、修学：修学支援、就職：就職支援、正外：正 課

外活動支援（禁止・自粛含む）、特情：特設ページによる情報提供、情報：情報提供、学長：

学長メッセージ 

 

表 3.1 学生生活支援の流れ 

No

. 
年月日 内容 区分 

1 R2.1.21 新型コロナウイルスに関する情報【感染情報通知】 情報 

2 R2.1.26 続報 新型コロナウイルスに関する情報【感染情報通知】 情報 

3 R2.2.1 中国における新型コロナウイルスの発生（一部地域の感染症危

険レベルの引き上げ）【渡航制限通知】 

情報 

4 R2.2.5 インフルエンザに関する学内対応の変更と新型コロナウイルス

について【学生対応関係】 

情報 

5 R2.2.5 【学生の皆様へ】新型コロナウイルスの感染拡大状況を踏まえ

ての大切なお知らせ 

情報 

6 R2.2.16 新型コロナウイルスに関する情報【感染情報通知】 情報 

7 R2.2.18 中国における新型コロナウイルスに関する注意喚起等（一部地

域の感染症危険レベルの引き上げ））【渡航制限通知】 

情報 

8 R2.2.25 コロナウイルスに関するQA 情報 

9 R2.2.27 新型コロナウイルスの感染拡大を踏まえての岡山県立大学の3月

と4月の対応方針 

情報 

10 R2.2.28 正課外活動・ボランティア活動自粛 正外 

11 R2.3.1 韓国、イランなど新型コロナウイルスの発生に係る感染症危険

レベルの引き上げ等について【渡航制限通知】 

情報 

12 R2.3.20 ホームページ（新型コロナ留意事項）新設 特情 
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13 R2.3.24 学生の海外渡航歴緊急調査開始 調査 

14 R2.3.27 ホームページ（新型コロナ留意事項）更新 特情 

15 R2.4.6 新入生オリエンテーションに関わる動画配信 修学 

 R2.4.7 緊急事態宣言（7都府県） 

16 R2.4.7 LINEアカウント「新型コロナ対策パーソナルサポート」の紹介 情報 

17 R2.4.10 就職活動の支援について（就職支援HPの案内）（HPに掲載） 就職 

18 R2.4.14 通常練習を含む一切の正課外活動の禁止 正外 

19 R2.4.14 ホームページ（新型コロナ留意事項）更新 特情 

20 R2.4.15 ホームページ（新型コロナ留意事項）更新 特情 

 R2.4.16 緊急事態宣言（全都道府県） 

21 R2.4.20 1Q・前期 授業開始（オンライン）  

22 R2.4.20 ほっとルームの電話相談開始 修学 

23 R2.4.20 ホームページ（新型コロナ留意事項）更新 特情 

24 R2.4.21 構内立入禁止（～6/10）  

25 R2.4.21 学長メッセージ 学生諸君へ 学長 

26 R2.4.22 就職活動に伴う移動に対する支援（相談）開始 就職 

27 R2.4.22 ホームページ（新型コロナ留意事項）更新 特情 

28 R2.4.24 Web就職相談開始 就職 

29 R2.4.30 ホームページ（新型コロナ留意事項）更新 特情 

30 R2.5.7 web面接のための構内施設の利用許可 就職 

31 R2.5.8 通信環境・学生生活状況アンケート調査開始（～5/15） 調査 

32 R2.5.8 ホームページ（新型コロナ留意事項・国等の経済的支援通知）

更新 

特情 

33 R2.5.12 ホームページ（新型コロナ留意事項・経済的支援通知）更新 特情 

34 R2.5.13 ポケットWi-Fi無償貸与の申込受付開始（～2/19） 経済 

修学 

 R2.5.14 緊急事態宣言解除（特定警戒都道府県5県を含む39県） 

35 R2.5.15 就職活動アンケート調査開始（～5/24） 調査 

 R2.5.21 緊急事態宣言解除（3府県） 

36 R2.5.21 就職相談室ニュースレター発行開始（Vol.1) 就職 

37 R2.5.25 緊急事態宣言解除（全都道府県） 

38 R2.5.26 学長メッセージ 学生諸君へ 学長 

39 R2.5.26 ホームページ（新型コロナ留意事項）更新 特情 

40 R2.5.27 学生支援緊急給付金受付開始（～6/16） 経済 

41 R2.5.29 就職相談室ニュースレター発行（Vol.2、3) 就職 

42 R2.6.3 オンライン授業アンケート調査（学生対象）開始（～6/10） 調査 
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43 R2.6.4 就職相談室ニュースレター発行（Vol.4) 就職 

44 R2.6.4 アドバイザー面談開始（～6/19） 修学 

45 R2.6.9 ホームページ（新型コロナ留意事項）更新 特情 

46 R2.6.11 2Q 授業開始（オンライン・一部対面授業開始）  

47 R2.6.11 構内立入禁止 一部解除  

48 R2.6.11 ほっとルーム対面面談再開 修学 

49 R2.6.11 図書館の一部サービス制限による利用再開 修学 

50 R2.6.15 就職ガイダンス動画配信開始 就職 

51 R2.6.16 障害等により困難さを抱えやすい学生の対応について通知 

［教職員に対して］ 

修学 

52 R2.6.16 オンライン授業におけるガイドライン通知  ［教職員に対し

て］ 

修学 

53 R2.6.16 ホームページ（新型コロナ留意事項）更新 特情 

54 R2.6.25 オンライン授業に係る課題設定上の留意点について通知  

［教職員に対して］ 

修学 

55 R2.6.30 正課外活動の許可申請手続き開始 正外 

56 R2.7.6 入構規制解除  

57 R2.7.6 全学演習室（PC教室）の限定的開放 修学 

58 R2.7.6 正課外活動制限一部解除（許可制） 正外 

59 R2.7.9 学生支援緊急給付金・二次募集受付開始（～7/22） 経済 

60 R2.7.13 前期授業料の納期延期（7/31→9/23） 経済 

61 R2.7.15 自動発券機の稼働再開 修学 

62 R2.7.20 図書館の開館時間の延長 修学 

63 R2.8.3 新型コロナウイルス感染症に係る本学独自の授業料免除申請受

付開始（～8/26） 

経済 

64 R2.8.11 オンライン授業アンケート調査（教員対象）開始（～8/28） 調査 

65 R2.9.14 オンライン授業アンケート調査（教員対象）結果公表 修学 

66 R2.9.23 前期授業料の納付期限（新型コロナウイルス感染症に係る本学

独自の授業料減免を実施、実績：661名） 

経済 

67 R2.9.24 アドバイザー面談開始（～10/2） 修学 

68 R2.9.25 就職相談室ニュースレター発行（Vol.5、6) 就職 

69 R2.10.13 2020年度前期成績と休退学者の分析開始 調査 

70 R2.10.21 秋じゃけん開催 正外 

71 R2.11.10 民間団体等寄附金活用型学生支援緊急給付金受付開始（～

11/24） 

経済 

72 R2.11.13 就職相談室ニュースレター発行（Vol.7) 就職 
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73 R2.11.16 2020年度前期成績と休退学者の分析結果公表［学長室会議］ 修学 

74 R2.11.26 アドバイザー面談開始（～12/4） 修学 

75 R2.11.30 就職相談室ニュースレター発行（Vol.8) 就職 

76 R2.12.4 学長メッセージ 新型コロナウィルス感染症に関する学長メッ

セージ 

学長 

 R2.12.21 「岡山県医療非常事態宣言」発令 

77 R2.12.1 学長メッセージ 緊急学長メッセージ 学生・保護者の皆様へ 学長 

78 R2.12.25 民間団体等寄附金活用型学生支援緊急給付金給付（実績：66

名） 

経済 

79 R2.12.29 正課外活動の禁止（～1/17） 正外 

80 R3.1.1 構内立入禁止（～1/17）  

 R3.1.8 緊急事態宣言（4都県） 

 R3.1.14 緊急事態宣言（7府県） 

81 R3.1.14 正課外活動の禁止期間延長（～2/9） 正外 

82 R3.1.18 入構規制解除 一部対面授業再開  

83 R3.1.21 就職相談室ニュースレター発行（Vol.9) 就職 

84 R3.1.26 正課外活動の禁止期間延長（～3/31） 正外 

 

3-2 調査結果と対応 

 

3-2-1 通信環境・学生生活状況アンケート調査（No.31） 

 【調査実施期間】    2020年 5月 8日～5月 15日 

 【調査対象】      全学生（学部生・大学院生）約 1、800人 

 【有効回答数（回答率）】 1、441人（79.5％） 

   表 3.2 学年別回答数と回答率 

学年 回答数 回答率 

学部 1年生 389人 （100％） 

学部 2年生 396人 （98％） 

学部 3年生 350人 （91％） 

学部 4年生 260人 （57％） 

修士（博士前期）1年生 46人 （67％） 

修士（博士前期）2年生 41人 （50％） 

博士（博士後期）1年生 5人 （71％） 

博士（博士後期）2年生 6人 （55％） 

博士（博士後期）3年生 5人 （23％） 
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【アンケート結果の概要】 

・オンライン授業を受けるうえで必要な通信環境が整っていない学生が約 150名いる。 

  ・授業料の支払いに困っている学生が 42.1%（634人）いる。 

  ・授業料の支払いに困っている学生の居住地・居住類別に差異はほとんどない（37.6%

～48.3%）。 

  ・アルバイトと奨学金で生活費を賄っている学生で授業料の支払いに困っている学生

の割合が高い傾向にある（アルバイト 54.3%：260人、奨学金 53.5%：85人）。 

  ・授業料の支払いを奨学金に頼っている学生で授業料の支払いに困っている学生の割

合が高い傾向にある（57.6%：121人）。 

  ・生活費に困っている学生が 51.7%（785人）いる。 

  ・生活費に困っている学生は特に自宅生以外で高い傾向にある（県内 58.8%：403 人、

県外 57.1%：34人）。 

  ・アルバイトと奨学金で生活費を賄っている学生で生活費に困っている学生の割合が

高い傾向にある（アルバイト 68.7%：349人、奨学金 57.2%：95人）。 

  ・授業料の支払い者が保護者以外の学生で生活費に困っている学生の割合が高い傾向

にある（本人 53.2%：33人、奨学金 67.3%：132人、授業料免除 67.7%：23人）。 

  ・新型コロナ感染症の影響で、授業料の支払いに困っている学生で各種制度に「申し込

みをした」「申し込みをする予定」である学生が 139人いる。 

・新型コロナ感染症の影響で、生活費に困っている学生で各種制度に「申し込みをした」

「申し込みをする予定」である学生が 143人いる。 

 

【アンケートを受けて行った対応】 

  ・ポケット Wi-Fi無償貸与（表 3.1-No.34、3-3-1） 

  ・学生支援緊急給付金斡旋（表 3.1-No.40） 

・学生支援緊急給付金二次募集斡旋（表 3.1-No.59） 

  ・前期授業料の納期延期（表 3.1-No.60） 

  ・本学独自の授業料免除（表 3.1-No.63、3-3-2） 

  ・民間団体等寄附金活用型学生支援緊急給付金斡旋（表 3.1-No.71、3-3-3） 
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21.8%

4.09%

65.2%

8.81%
0.139%

スマートフォン

タブレット

ノートPC

デスクトップPC

その他（旧来の携帯端末など）

その他
（旧来の
携帯端
末など）

学部生 2

院生 0

格安SIM その他
わから
ない

学部生 5 1 1

院生 0 0 0

格安SIM その他

学部生 27 2

院生 3 0

NTT 
docomo

KDDI 
(au) Softbank

学部生 48 26 21

院生 7 0 1

合計

学部生 134

院生 11

合計 145

格安SIM

学部生 1

院生 0

ルーターの貸与が必要な
可能性の高い学生数

オンライン授業（会議形式，双方向映像送信）を受

けるときに使用する端末

36%

48%

16%

はい

いいえ

わからない

ネットワークの契約者

27%

27%

27%

13.5%

2.7% 2.7%

NTT docomo
KDDI (au)
Softbank
格安SIM
その他
わからない

WiFi アイコンがない場合のモバイル契約（キャリア）

43.5%

24.8%

16.4%

14%

0.935% 0.467%

NTT docomo
KDDI (au)
Softbank
格安SIM
その他
所有していない

所有しているスマートフォンのモバイル契約（キャリア）

7.81%

18.7%

39.1%1.56%

32.8%

NTT docomo

KDDI (au)

Softbank

格安SIM

それ以外，わからない

モバイルWiFiルータの契約（キャリア）

【回答者：1441人】

【回答者：37人】

【回答者：250人】

【回答者：214人】

【回答者：64人】

オンライン授業を受講する上での通信環境状況（WiFiルータ―貸与数の見積）

自分自身

自分以外

わからない

県外・アパートなど

17.9%

23.2%

41.1%

17.9%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

県外・自宅

7.89%

40.4%

33.3%

18.4%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

県外・アパートなど

19.6%

25.5%
37.3%

17.6%

県外・自宅

7.77%

41.7%

32%

18.4%

県外・アパートなど

0%0%

80%

20%

県外・自宅

9.09%

27.3%

45.5%

18.2%

全体

43.2%

45%

7.91%
3.89%

県内・自宅

県内・アパートなど

県外・自宅

県外・アパートなど

学部生

44.2%

44.3%

7.7%
3.81%

大学院

31.1%

53.4%

10.7%

4.85%

居住地・居住類別，授業料支払い困窮状況

全体 【56人】 学部生 【51人】 大学院 【5人】全体 【114人】 学部生 【103人】 大学院 【11人】

県外・自宅 県外・アパート

48.3% 41.1%

全体

13%

29.1%

41.8%

16.1%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

学部生

12.3%

29.5%

42.3%

15.8%

大学院

22.3%

23.3%
35%

19.4%

42.1%

県内・アパートなど

16.5%

29%
42.1%

12.3%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

県内・自宅

9.95%

27.6%

43%

19.4%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

県内・アパートなど

15.5%

29.5%
43.3%

11.6%

県内・自宅

9.31%

27.7%

43.5%

19.5%

県内・アパートなど

27.3%

23.6%
29.1%

20%

県内・自宅

21.9%

25%34.4%

18.7%

全体 【623人】 学部生 【591人】 大学院 【32人】 全体 【648人】

県内・自宅 県内・アパート

37.6% 45.5%

学部生 【593人】 大学院 【55人】

居
住
地
・
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居住地・居住類別，生活費困窮状況

全体 【56人】 学部生 【51人】 大学院 【5人】全体 【114人】 学部生 【103人】 大学院 【11人】

県外・自宅 県外・アパート

47.4% 57.1%

県外・アパートなど

25%

32.1%

35.7%

7.14%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

県外・自宅

11.4%

36%
37.7%

14.9%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

県外・アパートなど

27.5%

31.4%

35.3%

5.88%

県外・自宅

12.6%

37.9%35%

14.6%

県外・アパートなど

0%

40%

40%

20%

県外・自宅

0%

18.2%

63.6%

18.2%

全体 【623人】 学部生 【591人】 大学院 【32人】 全体 【648人】 学部生 【593人】 大学院 【55人】

県内・自宅 県内・アパート

44.8% 58.8%

県内・アパートなど

27%

31.8%

31.8%

9.41%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

県内・自宅

14.6%

30.2%

37.4%

17.8%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

県内・アパートなど

26.3%

31.4%

33.1%

9.27%

県内・自宅

14.2%

29.9%

37.9%

17.9%

県内・アパートなど

34.5%

36.4%

18.2%

10.9%

県内・自宅

21.9%

34.4%

28.1%

15.6%

全体

43.2%

45%

7.91%
3.89%

県内・自宅

県内・アパートなど

県外・自宅

県外・アパートなど

学部生

44.2%

44.3%

7.7%
3.81%

大学院

31.1%

53.4%

10.7%

4.85%
居
住
地
・
居
住
類

生
活
費
・
困
窮
状
況

×

全体

20.3%

31.4%
34.8%

13.4%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

大学院

25.2%

34%

27.2%

13.6%

大学院

25.2%

34%

27.2%

13.6%
51.7%

全体

33.2%

48.1%

11%

7.63%

アルバイト

仕送り（家庭の補助含む）

奨学金

仕事（社会人）

学部生

33.6%

49.3%

10.9%

6.2%

大学院

28.2%

33%
12.6%

26.2%

生活費を賄っている手段別，授業料支払い困窮状況

アルバイト

20.3%

34%

35.5%

10.2%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

仕送り（家庭の補助含む）

6.35%

25.7%

47.6%

20.3%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

アルバイト

18.7%

34.4%

36.2%

10.7%

仕送り（家庭の補助含む）

6.22%

25.6%

48.1%

20%

アルバイト

44.8%

27.6%

24.1%

3.45%

仕送り（家庭の補助含む）

8.82%

26.5%

38.2%

26.5%

全体 【479人】 学部生 【450人】 大学院 【29人】 全体 【693人】 学部生 【659人】 大学院 【34人】

アルバイト 仕送り（家庭の補助含む）

54.3% 32.0%

奨学金

23.9%

29.6%

36.5%

10.1%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

仕事（社会人）

8.18%

28.2%

40%

23.6%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

奨学金

22.6%

27.4%

39%

11%

仕事（社会人）

8.43%

37.3%

34.9%

19.3%

奨学金

38.5%

53.8%

7.69% 0%

仕事（社会人）

7.41%
0%

55.6%

37%

全体 【110人】 学部生 【83人】 大学院 【27人】全体 【159人】 学部生 【146人】 大学院 【13人】

奨学金 仕事（社会人）

53.5% 36.4%

生
活
費
を
賄
う
手
段

授
業
料
・
困
窮
状
況

×

全体

13%

29.1%

41.8%

16.1%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

学部生

12.3%

29.5%

42.3%

15.8%

大学院

22.3%

23.3%
35%

19.4%

42.1%
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生活費をまかなっている手段別，生活費困窮状況

アルバイト

34.9%

33.8%

24.2%

7.1%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

仕送り（家庭の補助含む）

10.5%

30.2%

41.6%

17.7%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

アルバイト

33.8%

33.6%

25.1%

7.56%

仕送り（家庭の補助含む）

10.5%

29.4%

42%

18.1%

アルバイト

51.7%
37.9%

10.3% 0%

仕送り（家庭の補助含む）

11.8%

44.1%

32.4%

11.8%

全体 【479人】 学部生 【450人】 大学院 【29人】 全体 【693人】 学部生 【659人】 大学院 【34人】

アルバイト 仕送り（家庭の補助含む）

68.7% 40.7%

奨学金

27%

30.2%

37.7%

5.03%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

仕事（社会人）

9.09%

30.9%

34.5%

25.5%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

奨学金

25.3%

28.8%

40.4%

5.48%

仕事（社会人）

10.8%

37.3%

30.1%

21.7%

奨学金

46.2%

46.2%

7.69% 0%

仕事（社会人）

3.7%
11.1%

48.1%

37%

全体 【110人】 学部生 【83人】 大学院 【27人】全体 【159人】 学部生 【146人】 大学院 【13人】

奨学金 仕事（社会人）

57.2% 40.0%

全体

33.2%

48.1%

11%

7.63%

アルバイト

仕送り（家庭の補助含む）

奨学金

仕事（社会人）

学部生

33.6%

49.3%

10.9%

6.2%

大学院

28.2%

33%
12.6%

26.2%

生
活
費
を
賄
う
手
段

生
活
費
・
困
窮
状
況

×

全体

20.3%

31.4%
34.8%

13.4%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

大学院

25.2%

34%

27.2%

13.6%

大学院

25.2%

34%

27.2%

13.6%
51.7%

全体

79.7%

4.3%

13.6%
2.36%

保護者

本人

奨学金

授業料免除の適用

学部生

81.5%

2.17%

14.1%

2.17%

大学院

56.3%32%

6.8%
4.85%

授業料の支払い手段別，授業料支払い困窮状況

保護者

10.4%

28.9%

43.5%

17.1%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

本人

29%

17.7%33.9%

19.4%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

保護者

9.81%

28.8%

44.1%

17.3%

本人

48.3%

27.6%

17.2%

6.9%

保護者

22.4%

31%

32.8%

13.8%

本人

12.1%

9.09%

48.5%

30.3%

全体 【1149人】 学部生 【1091人】 大学院 【58人】 全体 【62人】 学部生 【29人】 大学院 【33人】

保護者 本人

39.3% 46.7%

奨学金

21.4%

36.2%

35.2%

7.14%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

授業料免除の適用

23.5%

14.7%
35.3%

26.5%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

奨学金

20.6%

36%

36%

7.41%

授業料免除の適用

17.2%

17.2%

41.4%

24.1%

奨学金

42.9%

42.9%

14.3%
0%

授業料免除の適用

60%

0%0%

40%

全体 【34人】 学部生 【29人】 大学院 【5人】全体 【196人】 学部生 【189人】 大学院 【7人】

奨学金 授業料免除の適用

57.6% 38.2%

授
業
料
支
払
い
手
段

授
業
料
・
困
窮
状
況

×

全体

13%

29.1%

41.8%

16.1%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

学部生

12.3%

29.5%

42.3%

15.8%

大学院

22.3%

23.3%
35%

19.4%

42.1%
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Q.授業料の支払いについて，新型コロナの影響を受けて困っていますか？

新型コロナ感
染症の影響を
受けて，申し
込みをした

新型コロナ感
染症の影響を
受けて，申し
込みをする予

定である

新型コロナ感
染症は関係な
く，申し込み

をした

新型コロナ感
染症は関係な
く，申し込み
をする予定で

ある

申し込みをす
る予定はない

学部生 7(1.3) 44(7.9) 51(9.1) 20(3.6) 438(78.2)

院生 0(0) 3(6.4) 1(2.1) 2(4.3) 41(87.2)

合計 7(1.2) 47(7.7) 52(8.6) 22(3.6) 479(78.9)

新型コロナ感
染症の影響を
受けて，申し
込みをした

新型コロナ感
染症の影響を
受けて，申し
込みをする予

定である

新型コロナ感
染症は関係な
く，申し込み

をした

新型コロナ感
染症は関係な
く，申し込み
をする予定で

ある

申し込みをす
る予定はない

学部生 11(2.0) 23(4.1) 246(43.9) 24(4.3) 256(45.7)

院生 5(10.6) 2(4.3) 17(36.2) 7(14.9) 16(34.0)

合計 16(2.6) 25(4.1) 263(43.3) 31(5.1) 272(44.8)

新型コロナ感
染症の影響を
受けて，申し
込みをした

新型コロナ感
染症の影響を
受けて，申し
込みをする予

定である

新型コロナ感
染症は関係な
く，申し込み

をした

新型コロナ感
染症は関係な
く，申し込み
をする予定で

ある

申し込みをす
る予定はない

学部生 4(0.7) 33(5.9) 19(3.4) 18(3.2) 486(86.8)

院生 0(0) 4(8.5) 0(0) 2(4.3) 41(87.2)

合計 4(0.7) 37(6.1) 19(3.4) 20(3.3) 527(86.8)

高等教育の修学支援新制度

かなり困っ
ている

少し困って
いる

あまり困っ
ていない

全然困って
いない

学部生 165 395 566 212

院生 23 24 36 20

合計 188 419 602 232

日本学生支援機構の奨学金自治体や民間の奨学金

授業料の支払いに困っ
ている学生の修学支援

新制度申込状況

授業料の支払いに
困っている学生の日本
学生支援機構奨学金

申込状況
授業料の支払いに困っている学生の

自治体・民間奨学金申込状況

人数( )パーセンテージ

全体

13%

29.1%

41.8%

16.1%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

学部生

12.3%

29.5%

42.3%

15.8%

大学院

22.3%

23.3%
35%

19.4%

学部生

1.25%7.86%

9.11%

3.57%

78.2%

大学院

0%6.38%
2.13%

4.26%

87.2%

学部生

1.96% 4.11%

43.9%

4.29%

45.7%

大学院

10.6%

4.26%

36.2%

14.9%

34%

学部生

0.714%
5.89%

3.39%

3.21%

86.8%

大学院

0%
8.51%

0%
4.26%

87.2%

新型コロナ感染症の影響を受けて，申し込みをした

新型コロナ感染症の影響を受けて，申し込みをする予定

新型コロナ感染症は関係なく，申し込みをした

新型コロナ感染症は関係なく，申し込みをする予定である

申し込みをする予定はない

人数( )パーセンテージ

人数( )パーセンテージ

42.1%

授業料支払い困窮学生の各種制度申し込み状況

全体

0.659%6.1%
3.13%

3.29%

86.8%

全体

2.64%
4.12%

43.3%

5.11%

44.8%

全体

1.15%
7.74%

8.57%

3.62%

78.9%

授業料の支払い手段別，生活費困窮状況

保護者

17.4%

31.2%36.6%

14.8%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

本人

29%

24.2%

29%

17.7%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

保護者

16.9%

30.6%37.3%

15.2%

本人

51.7%

27.6%

17.2%

3.45%

保護者

27.6%

41.4%

24.1%

6.9%

本人

9.09%

21.2%

39.4%

30.3%

全体 【1149人】 学部生 【1091人】 大学院 【58人】 全体 【62人】 学部生 【29人】 大学院 【33人】

保護者 本人

39.3% 53.2%

奨学金

32.1%

35.2%

28.1%

4.59%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

授業料免除の適用

35.3%

32.4%

23.5%

8.82%

かなり困っている
少し困っている

あまり困っていない
全然困っていない

奨学金

31.2%

35.4%

28.6%

4.76%

授業料免除の適用

31%

31%

27.6%

10.3%

奨学金

57.1%28.6%

14.3%
0%

授業料免除の適用

60%

40%

0%0%

全体 【34人】 学部生 【29人】 大学院 【5人】全体 【196人】 学部生 【189人】 大学院 【7人】

奨学金 授業料免除の適用

67.3% 67.7%

全体

79.7%

4.3%

13.6%
2.36%

保護者

本人

奨学金

授業料免除の適用

学部生

81.5%

2.17%

14.1%

2.17%

大学院

56.3%32%

6.8%
4.85%

授
業
料
支
払
い
手
段

×

生
活
費
・
困
窮
状
況

全体

20.3%

31.4%
34.8%

13.4%

かなり困っている

少し困っている

あまり困っていない

全然困っていない

大学院

25.2%

34%

27.2%

13.6%

大学院

25.2%

34%

27.2%

13.6%
51.7%
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3-2-2 就職活動アンケート調査（No.35） 

【調査実施期間】    2020 年 5月 15日～5月 24日 

 【調査対象】      学部 4年生・大学院生 480人 

 【有効回答数（回答率）】 340 人（70.8％） 

   表 3.3 学科別回答数と回答率 

学科 回答数 回答率 

看護学科 41人 （93％） 

栄養学科 33人 （69％） 

保健福祉学科 52人 （84％） 

情報通信工学科 41人 （62％） 

情報システム工学科 39人 （65％） 

人間情報工学科 35人 （92％） 

デザイン工学科 17人 （42％） 

造形デザイン学科 31人 （67％） 

保健福祉学研究科 10人 （42％） 

情報系工学研究科 27人 （60％） 

デザイン学研究科 4人 （67％） 

新型コロナ感
染症の影響を
受けて，申し
込みをした

新型コロナ感
染症の影響を
受けて，申し
込みをする予

定である

新型コロナ感
染症は関係な
く，申し込み

をした

新型コロナ感
染症は関係な
く，申し込み
をする予定で

ある

申し込みをす
る予定はない

学部生 7(1.0) 45(6.6) 62(9.1) 21(3.1) 550(80.3)

院生 0(0) 4(6.6) 1(1.6) 2(3.3) 54(88.5)

合計 7(1.0) 49(6.6) 63(8.4) 23(3.1) 604(81.1)

新型コロナ感
染症の影響を
受けて，申し
込みをした

新型コロナ感
染症の影響を
受けて，申し
込みをする予

定である

新型コロナ感
染症は関係な
く，申し込み

をした

新型コロナ感
染症は関係な
く，申し込み
をする予定で

ある

申し込みをす
る予定はない

学部生 9(1.3) 22(3.2) 285(41.6) 24(3.5) 345(50.4)

院生 7(11.5) 2(3.3) 21(34.4) 5(8.2) 26(42.6)

合計 16(2.1) 24(3.2) 306(41.0) 29(3.9) 371(49.7)

新型コロナ感
染症の影響を
受けて，申し
込みをした

新型コロナ感
染症の影響を
受けて，申し
込みをする予
定である

新型コロナ感
染症は関係な
く，申し込み

をした

新型コロナ感
染症は関係な
く，申し込み
をする予定で

ある

申し込みをす
る予定はない

学部生 4(0.6) 36(5.3) 23(3.4) 18(2.6) 604(88.2)

院生 0(0) 5(8.2) 0(0) 3(4.9) 53(86.9)

合計 4(0.5) 41(5.5) 23(3.1) 21(2.8) 657(88.1)

かなり困っ
ている

少し困って
いる

あまり困っ
ていない

全然困って
いない

学部生 267 418 474 179

院生 26 35 28 14

合計 293 453 502 193

Q.生活費について，新型コロナ感染症の影響を受けて困っていますか？

人数( )パーセンテージ 人数( )パーセンテージ

人数( )パーセンテージ

生活費に困っている学
生の日本学生支援機

構奨学金
申込状況

生活費に困っている学生の
自治体・民間奨学金申込状況

新型コロナ感染症の影響を受けて，申し込みをした

新型コロナ感染症の影響を受けて，申し込みをする予定

新型コロナ感染症は関係なく，申し込みをした
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【アンケート結果の概要】 

  ・就職活動で困りごとがある学生が 55%（132人）いる（特に保健福祉学部とデザイン

学部の学生で高い割合）。 

  ・困りごとの上位は「働いている人の雰囲気が分からない」「会社見学ができない」「選

考が進まない・始まらない」であった。 

  ・就職活動に不安や悩みがある学生が 78.3%（183人）いる（特に保健福祉学部の 3学

科と造形デザイン学科で高い割合）。 

・不安や悩みの上位は「自分は他の人に比べて遅れていないか」「例年通りの採用とな

るか」「採用が中止にならないか」であった。 

・大学に求める就職支援の内容の上位は「面接指導」「就活動向の情報提供」「ES指導・

添削」であった。 

【アンケートを受けて行った対応】 

  ・就職支援周知のために就職支援ページの案内を大学 HP の新着情報に掲載（表 3.1-

No.17） 

  ・就職活動における移動に対する支援（相談）開始（表 3.1-No.26） 

・Web就職相談開始（表 3.1-No.28） 

  ・web面接のための構内施設の利用許可（表 3.1-No.30） 

  ・就職相談室ニュースレター発行（表 3.1-No.36、41、43、68、72、75、83） 

  ・就職ガイダンス動画配信開始（表 3.1-No.50） 
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3-2-3 オンライン授業アンケート調査（学生対象）（No.42） 

 【調査実施期間】    2020年 6月 3日～6月 10日 

 【調査対象】      全学生（学部生・大学院生）約 1、800人 

 【有効回答数（回答率）】 1、076人（59.3％） 

   表 3.4学年別回答数と回答率 

学年 回答数 回答率 

学部 1年生 298人 （79％） 

学部 2年生 318人 （79％） 

学部 3年生 252人 （65％） 

学部 4年生 147人 （32％） 

修士（博士前期）1年生 28人 （41％） 

修士（博士前期）2年生 22人 （27％） 

博士（博士後期）1年生  3人 （43％） 

博士（博士後期）2年生  5人 （46％） 

博士（博士後期）3年生  3人 （14％） 

  

【アンケート結果の概要】 

  ・リアルタイム授業の満足度 53.2%、オンデマンド授業の満足度 45.9%であった。 

・リアルタイム授業の不満足度 15.0%、オンデマンド授業の不満足度 28.1%であった。 

  ・リアルタイム授業の理解度 64.0%、オンデマンド授業の理解度 48.9%であった。 

  ・リアルタイム授業の不理解度 13.2%、オンデマンド授業の不理解度 25.2%であった。 

  ・満足度、理解度ともにリアルタイム授業の方が高い傾向。 

  ・リアルタイム授業の困りごと上位は「課題が多い：39.0%」「課題の指示が分かりにく

い：31.3%」「集中力が続かない：30.8%」であった。 

  ・オンデマンド授業の困りごと上位は「課題が多い：45.7%」「課題の指示が分かりにく

い：36.3%」「勉強のペースがつかみにくい：34.6%」であった。 

  ・自由記述において回答の多かった改善要求は「課題の指示が分かりにくい」「課題の

提出方法を統一して欲しい」「課題の分量を少なくして欲しい」「動画や音声を使うな

ど資料を改善して欲しい」であった。 

 

【アンケートを受けて行った対応】 

  ・障害等により困難さを抱えやすい学生の対応について通知 ［教職員対象］（表 3.1-

No.51） 

  ・オンライン授業におけるガイドライン通知  ［教職員対象］（表 3.1-No.52） 

・オンライン授業に係る課題設定上の留意点について通知  ［教職員対象］（表 3.1-

No.54） 
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  ・全学演習室（PC教室）の限定的開放（表 3.1-No.57） 

  ・オンライン授業マニュアルの作成 
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3-2-4 オンライン授業アンケート調査（教員対象）（No.64） 

【調査実施期間】    2020 年 8月 11日～8月 28日 

 【調査対象】      全教員 159人 

 【有効回答数（回答率）】 110 人（69.2％） 

   表 3.5学科別回答数と回答率 

学科 回答数 回答率 

看護学科 10人 （50％） 

栄養学科 16人 （84％） 

保健福祉学科 18人 （64％） 

情報通信工学科 16人 （80％） 

情報システム工学科 13人 （72％） 

人間情報工学科 10人 （71％） 

デザイン工学科 11人 （69％） 

造形デザイン学科 16人 （67％） 

  

【アンケート結果の概要】 

  ・リアルタイム授業の実施率は 59.1%（保健福祉学部：95.5%、情報工学部：23.1%、デ

ザイン学部：51.9%）。 

  ・リアルタイム授業で使用したツールの上位は「MS-Teams テレビ会議機能：45.0%」

「Zoom：22.8%、」「MS-Teamsチャット：18.1%」であった。 

  ・リアルタイム授業での課題の頻度の上位は「毎回：48.6%」「授業 2回に 1回：23.6%」

「授業 3回に 1回：12.5%」であった。 

  ・リアルタイム授業の困りごと上位は「学生の通信環境が十分ではない：53.8%」「授業

資料を新たに作成する必要があった：52.3%」「学生の理解度が把握できない：41.5%」

であった。 

・オンデマンド授業の実施率は 79.1%（保健福祉学部：77.3%、情報工学部：87.2%、デ

ザイン学部：70.4%）。 

  ・オンデマンド授業で使用したツールの上位は「はっとりん：46.8%」「メール：31.6%、」

であった。 

  ・オンデマンド授業での課題の頻度の上位は「毎回：59.8%」「授業 2回に 1回：20.6%」

「授業 3回に 1回：9.3%」であった。 

  ・オンデマンド授業の困りごと上位は「授業資料を新たに作成する必要があった：66.7%」     

「学生の理解度が把握できない：50.6%」「はっとりんの利用制限（ファイル容量）に対

応しなければならない：49.4%」であった。 

・オンライン授業をするうえで、本学が改善・対応すべきことの上位は「はっとりんの    

制限の引き上げ（容量制限）：63.6%」「学生に対するパソコン・タブレットの貸与：
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63.6%」「学生に対する WiFi ルータの貸与強化：56.4%」であった。 

 

【アンケートを受けて行った対応】 

  ・オンライン授業アンケート調査（教員対象）結果公表［教職員対象］（表 3.1-No.65） 

  ・オンライン授業マニュアルの作成 

・はっとりんの容量制限の引き上げ 
・学内 WiFi 環境の整備検討 
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【65】

【45】

【10】 【15】

【1】

【17】

【1】 【1】

【15】

【4】

【9】

【4】
【6】 【5】

【6】 【9】
【7】

【34】

【18】

【13】

【27】

【5】

【5】

【2】

【1】

【1】

【9】

【2】
【1】

【5】
【10】

【10】

【13】

【3】

【2】
【1】

【1】

【1】

【2】

【2】
【2】【2】

【3】

【2】
【1】

【3】

【11】

【1】
【1】

0 10 20 30 40 50 60 70

MS-Teamsテレビ会議機能
Zoom

MS-Teamsチャット機能
Slack

Jitsi Meet
Google Drive

LINE
OneDrive

Skype
FaceTime
MS-forms

電話
Google Meet

実施件数【件】

【人数】

【45.0%】
【22.8%】

【18.1%】
【4.0%】

【2.0%】
【1.3%】
【1.3%】
【1.3%】
【1.3%】
【0.7%】
【0.7%】
【0.7%】
【0.7%】

【人数】

リアルタイム型授業



（ナ-30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 5 10 15 20 25

デザイン工学科

造形デザイン学科

実施件数【件】
0 5 10 15 20 25

配布したスライド

配布したレジュメ

教科書

参考図書の指定

その他

看護学科
栄養学科
保健福祉学科

実施件数【件】
0 5 10 15 20 25

情報通信工学科
情報システム工学科
人間情報工学科

実施件数【件】
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◆ ゼミで学生がメールで送ってきた資料をもとに指導 【保福】

◆ 院生発表原稿 【保福】
◆ 演習課題 【人間】
◆ 質疑に対する答えをその場でスライドを作成しながら 【デ工】
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【1】

【6】

【9】

【6】

【1】
【1】

【1】

【1】 【1】

【1】

【3】 【3】 【3】

【2】【2】

【2】

【1】

【1】

【44】【6】
【2】
【13】

【7】

【8】
【4】

【3】

【5】

【2】
【1】

【3】

【2】

【19】

【3】

【2】

【1】 【5】

【1】

【2】

【3】

【1】【1】

【2】

【2】

【1】

【1】

0 10 20 30 40 50

はっとりんのレポート機能

Teams

メール

Slack

郵送

Forms

その他

実施件数【件】

【人数】

【人数】

【32.5%】

【28.6%】

【28.6%】

【4.0%】

【3.2%】

【1.6%】

【1.6%】
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Q30．リアルタイム型授業をして良かったことはありますか？ 【複数選択可】

Q31．リアルタイム型授業をして困ったことはありますか？ 【複数選択可】

◆ 学生が教科書をよく読んでいるように感じました 【看護】

◆ 学生からの要望であった 【栄養】

◆ 顔を見ながら呼応しながら授業ができるので、意思疎通や理解度に注意した授業がで

きた。 【造形】

◆ 通信環境の状況により学生が顔出しを続けられないため、学生の表情などの様子が

把握できないこと、問いかけに対する反応がワンテンポ遅れるため間合いの取り方が乱

れること 【看護】

◆その時々の学生の反応が分かりにくいこと 【看護】

◆ 授業中の学生の反応がわからない、知識のみの講義となる 【看護】

◆ 学生さんがカメラとマイクをオフにしていることが多く、対面に比べて反応が分かりづら

かったこと。 リアルタイム方式授業のための知識がないまま実施したこと。 【栄養】

◆ 真面目に取り組む学生とそうでない学生の差が大きく感じた 【栄養】

◆ 時折、通信環境が悪くなること 【保福】

◆ 学習の共有化に手間がかかる 【保福】

◆ ロールプレイや模擬授業・体験に制約がある。 【保福】

◆ 教員間の連携不足，演習内容の急遽変更による過労 【シス】

◆ 顔出しをしてもらえない人が多数出ると、興味の高さや理解度が読めない。 【造形】

◆ 対面での実物を確認しながらの指導ができなかった。 【造形】

0 10 20 30 40 50

授業の仕方の幅が広がった

コンピュータやコンテンツに対する知識やスキルが高まった

オンデマンド型授業に比べて学生の理解度が高いように感じた

オンデマンド型授業に比べて活発なディスカッションができた

対面授業に比べてゆっくり丁寧に指導できた

在宅で仕事ができた

授業資料を見直し，分かりやすいものができた

オンデマンド型授業に比べてゆっくり丁寧に指導できた

オンデマンド型授業に比べて出欠管理が容易にできた

特にない

授業の内容の幅が広がった

対面授業に比べて学生の理解度が高いように感じた

対面授業に比べて出欠管理が容易にできた

自分のペースで仕事ができた

対面授業に比べて活発なディスカッションができた

その他

【%】

0 10 20 30 40 50 60

学生の通信環境が十分ではないこと

授業資料を新たに作成する必要があったこと

学生の理解度が把握できないこと

活発なディスカッションができないこと

学生がパソコンや適切なソフトを所有していないこと

学生から頻繁に連絡が来て，その管理と返信にかなりの時間をとられる

演習室が使えないこと

著作権への対応

はっとりんの利便性が悪いこと

授業の内容がうまく伝わらないこと

図書館が使えないこと

はっとりんを学生が確認していないこと

課題未提出者に対して連絡しても反応がないこと

Zoomなど外部ツール操作を学生が理解していないこと

障害のある学生に対する合理的配慮

Zoomなどの利用制限（人数・時間）に対応しなければならないこと

課題が提出されないこと

在宅で仕事はできなかった

Microsoftのツールが利用できないこと

特にない

Zoomなどの利便性が悪いこと

その他

【%】

【32: 49.2%】

【26: 40.0%】

【19: 29.2%】

【17: 26.2%】

【17: 26.2%】

【16: 24.6%】

【16: 24.6%】

【14: 21.5%】

【13: 20.0%】

【13: 20.0%】

【11: 16.9%】

【10: 15.4%】

【10: 15.4%】

【7: 10.8%】

【7: 10.8%】

【3: 4.6%】

【35: 53.8%】

【34: 52.3%】

【27: 41.5%】

【26: 40.0%】

【21: 32.3%】

【20: 30.8%】

【17: 26.2%】

【16: 24.6%】

【14: 21.5%】

【12: 18.5%】

【11: 16.9%】

【10: 15.4%】

【10: 15.4%】

【7: 10.8%】

【7: 10.8%】

【6: 9.2%】

【5: 7.7%】

【5: 7.7%】

【4: 6.2%】

【3: 4.6%】

【2: 3.1%】

【11: 16.9%】
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全学科

79.1%

20.9%

実施した 実施していない

デザイン工学科

45.5%
54.5%

栄養学科

81.3%

18.7%

保健福祉学科

88.9%

11.1%

看護学科

50%50%

人間情報工学科

90%

10%

情報システム工学科

84.6%

15.4%

情報通信工学科

87.5%

12.5%

造形デザイン学科

87.5%

12.5%

全学科

6.9%
8.05%

12.6%

56.3%

9.2%

5.75%

1.15% 10人以下 11～20人 21～40人 41～70人 71～100人 100～200人 201人以上

デザイン工学科

20%

20%

20%

40%

栄養学科

15.4%

61.5%

15.4%

7.69%

保健福祉学科

25%

31.2%

6.25%

25%

6.25%

6.25%

看護学科

20%

60%

20%

人間情報工学科

11.1%

77.8%

11.1%

情報システム工学科

18.2%

72.7%

9.09%

造形デザイン学科

7.14%

14.3%

14.3%

42.9%

21.4%

0 2 4 6 8 10 12 14

デザイン工学科

造形デザイン学科

実施件数【件】
0 2 4 6 8 10 12 14

はっとりん
メール

MS-Teams
Google Drive

YouTube
Google Classroom

OneDrive
Dropbox

学内webサーバ
Googleサイト

google document
その他

看護学科

栄養学科

保健福祉学科

実施件数【件】
0 2 4 6 8 10 12 14

情報通信工学科
情報システム工学科
人間情報工学科

実施件数【件】

Q32．オンデマンド型授業を実施しましたか？（ビデオ配信，音声付き資料配信，教科書等の資料配信など）

Q33．受講者数はどのくらいですか？

Q34．オンデマンド型授業で使用したツールは何ですか？【複数選択可】

◆ 自分で立てているWebサーバ 【シス】
◆ H Pからのダウンロード 【人間】
◆ Forms 【造形】
◆ Googleサイトで授業資料の提供、Googleフォームで受講確認およびミニッツペーパーの提出 【造形】

【87】

【23】

【5】【5】 【13】

【3】

【16】

【2】

【14】

【2】

【2】

【11】 【9】

【1】

【5】
【6】 【14】

【2】

【6】
【7】

【11】

【49】

【8】

【5】

【1】

【3】

【1】 【2】

【8】

【2】

【1】

【4】

【5】
【1】

【4】

【1】
【1】

情報通信工学科

7.14%

85.7%

7.14%

【1】

【12】

【1】

【2】

【8】

【1】 【1】

【7】

【1】

【1】

【1】

【1】

【2】

【1】

【2】

【2】

【6】

【3】

0 10 20 30 40 50 60 70 80

はっとりん
メール

MS-Teams
Google Drive

YouTube
Google Classroom

OneDrive
Dropbox

学内webサーバ
Googleサイト

google document
その他

実施件数【件】

【人数】

【人数】

【46.8%】
【31.6%】

【5.7%】
【5.1%】

【3.8%】
【2.5%】

【1.3%】
【0.6%】

【2.5%】

オンデマンド型授業

0 5 10 15

デザイン工学科

造形デザイン学科

実施件数【件】
0 5 10 15

レジュメ

スライド（音声なし・動画なし）

教科書

参考図書の指定

スライド（音声・動画あり）

音声ファイル

スライド（音声あり・動画なし）

授業動画

スライド（音声なし・動画あり）

その他

看護学科

栄養学科

保健福祉学科

実施件数【件】
0 5 10 15

情報通信工学科
情報システム工学科
人間情報工学科

実施件数【件】

Q35．オンデマンド型授業で使用した教材（コンテンツ）は何ですか？【複数選択可】

Q36．質問への対応はどのようにしましたか？【複数選択可】

Q37．学生の学習状況をどのように確認しましたか？

0 2 4 6 8 10 12 14

デザイン工学科

造形デザイン学科

実施件数【件】
0 2 4 6 8 10 12 14

メールで受け付け，メールで回答（個人へ）

メールで受け付け，メールで回答（全員へ）

課題内で受け付け，メールで回答（個人へ）

課題内で受け付け，メールで回答（全員へ）

対応しなかった

その他

看護学科

栄養学科

保健福祉学科

実施件数【件】
0 2 4 6 8 10 12 14

情報通信工学科

情報システム工学科

人間情報工学科

実施件数【件】

デザイン工学科

100%

栄養学科

100%

保健福祉学科

100%

看護学科

100%

人間情報工学科

100%

情報システム工学科

100%

情報通信工学科

100%

造形デザイン学科

92.9%

7.14%

全学科

98.9%

1.15%

課題（ミニッツペーパー，レポート等）を与え，提出状況・課題の内容で把握した メールで質問をするなどして把握した 確認しなかった

◆ Web上の資料（URL） 【栄養】
◆ 外部（学会HP)からの動画配信を参考教材とした。 【栄養】
◆ 参考資料の提示と、外部（学会HP)の動画配信を参考教材とした 【栄養】
◆ 独自に教材作成 【保福】
◆ インターネット 【保福】
◆ 教科書の補足説明資料 【通信】

◆ htmlコンテンツ 【通信】
◆ 関連資料のまとめ、連絡などをまとめたポータルWebページ 【通信】
◆ htmlコンテンツ 【通信】
◆ 関連資料のまとめなどをまとめたポータルWebページ 【通信】
◆ 課題の解答や質問に関する解説資料 【シス】
◆ 課題プリント 【シス】

◆ 課題の解答や質問に関する解説資料 【シス】
◆ 課題、補足資料 【人間】
◆ Googleサイト（ウェブサイト）によるテキスト・画像・動画リンク・ウェブサイトリンクなどの授業資料の提供 【造形】
◆ 外部機関のHP 【造形】
◆ YouTube 【造形】
◆ ワークシート 【造形】
◆ Googleサイト（ウェブサイト）によるテキスト・スライドリンクなどの授業資料の提供 【造形】

◆ Teamsのチャット機能で質問されたら対応した 【栄養】
◆ メールや課題内で受け付け、補足資料として回答（全員へ） 【栄養】
◆ 課題内で受け付け、次回の講義で全員へ回答 【栄養】
◆ 特に質問がなかった 【栄養】
◆ 特に質問がなかった 【栄養】
◆ google form 【保福】
◆ メールで受け付け、教材で回答（全員へ） 【保福】
◆ メールで受け付け、教材で回答（全員へ） 【保福】

◆ リアルタイム授業との組み合わせで実施し、授業内で回答 【保福】
◆ google meetで対応(チャット） 【通信】
◆ 課題内で受け付け、全員にアナウンスした方がいい場合はポータルWebページ上で回答 【通信】
◆ 課題内で受け付け、内容によりメールで回答、ポータルWebページ上で全員に回答を使い分けた 【通信】
◆ Google Classroomのチャット機能 【通信】
◆ メールで受け付け、はっとりんの授業掲示板などで回答 【シス】
◆ メールで受け付け、はっとりんの授業掲示板などで回答 【シス】
◆ 課題内で受け付け，次の授業内で回答 【シス】

◆ 解答をはっとりんで配布または授業の資料へ追加 【シス】
◆ 回答をはっとりんで配布または授業の資料へ追加 【シス】
◆ フォーム 【デ工】
◆ Googleフォームにより受付、Googleサイトで回答（全員へ） 【造形】
◆ Zoom会議室に入室した学生に応答した。 【造形】
◆ メールで受け付け、はっとりんの授業掲示板で全体に回答 【造形】
◆ メールで受け付け、次回スライドで全員に共有し回答 【造形】

【86】

【1】

【5】 【13】 【16】 【14】 【11】 【9】 【5】 【13】

【1】

0 10 20 30 40 50 60

レジュメ

スライド（音声なし・動画なし）

教科書

参考図書の指定

スライド（音声・動画あり）

音声ファイル

スライド（音声あり・動画なし）

授業動画

スライド（音声なし・動画あり）

その他

実施件数【件】

0 10 20 30 40 50 60 70

メールで受け付け，メールで回答（個人へ）

メールで受け付け，メールで回答（全員へ）

課題内で受け付け，メールで回答（個人へ）

課題内で受け付け，メールで回答（全員へ）

対応しなかった

その他

実施件数【件】

【人数】

【25.6%】

【21.1%】

【21.1%】

【9.5%】

【4.5%】

【3.0%】

【2.0%】

【2.0%】

【1.5%】

【9.5%】

【41.8%】

【20.6%】

【13.3%】

【9.7%】

【0.6%】

【13.9%】
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全学科

34.9%

47.7%

2.33%

8.14%
2.33%

4.65%
はっとりんのレポート機能 メール Teams 郵送 Forms Google Classroom その他

デザイン工学科

40%

60%

栄養学科

61.5%15.4%

7.69%
15.4%

保健福祉学科

43.7%

37.5%

6.25%

12.5%

看護学科

100%

人間情報工学科

22.2%

77.8%

情報システム工学科

18.2%

63.6%

9.09%

9.09%

情報通信工学科

14.3%

57.1%

14.3%

14.3%

造形デザイン学科

15.4%

61.5%

23.1%

0 2 4 6 8 10 12

デザイン工学科

造形デザイン学科

実施件数【件】
0 2 4 6 8 10 12

毎回

授業2回に1回程度

授業3回に1回程度

最終のみ1回

授業4回に1回程度

授業5回に1回程度

中間と最終の2回

看護学科

栄養学科

保健福祉学科

実施件数【件】
0 2 4 6 8 10 12

情報通信工学科
情報システム工学科
人間情報工学科

実施件数【件】

Q38．課題はどのように提出させましたか？

Q39．課題はどのくらいの頻度で与えましたか？【複数選択可】

Q40．提出課題の受理についての返答の頻度はどの程度ですか？

全学科

53.5%

8.14%
2.33%

15.1%

6.98%

14%

提出のたびに返答した

1～3日間分をまとめて返答した

4～7日間分をまとめて返答した

提出期日にまとめて返答した

2週間以上の頻度でまとめて返答した

返答していない

デザイン工学科

60%20%

20%

栄養学科

38.5%

38.5%

23.1%

保健福祉学科

68.7%

12.5%

12.5%

6.25%

看護学科

40%

20%

40%

人間情報工学科

55.6%

11.1%

22.2%

11.1%

情報システム工学科

63.6%
9.09%

9.09%

9.09%

9.09%

情報通信工学科

50%

7.14%

21.4%

21.4%

造形デザイン学科

46.2%

15.4%7.69%

15.4%

7.69%

7.69%

◆ 大学に来る他の科目の授業の日に提出させた。 【栄養】
◆はっとりんのレポート機能、Teams、Googleフォーム、郵送を課題の内容ならびに学生の環境に応じて使い分けた 【栄養】
◆ Google Classroom, メール, オンラインアンケートページなどを講義ごとに使い分けた 【通信】
◆ メール，およびGoogle Classroom 【通信】
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0 10 20 30 40 50 60

毎回

授業2回に1回程度

授業3回に1回程度

最終のみ1回

授業4回に1回程度

授業5回に1回程度

中間と最終の2回

実施件数【件】

【人数】

【人数】

【59.8%】

【20.6%】

【9.3%】

【3.1%】

【3.1%】

【3.1%】

【1.0%】

Q59．オンデマンド型授業をして良かったことはありますか？【複数選択可】

Q60．オンデマンド型授業をして困ったことはありますか？【複数選択可】

◆ 教科書を読んで取り組む課題を出した為だとは思いますが、対面やオンデマンドに

比べて教科書の内容を理解できているようにも感じました。 【栄養】

◆ 課題として学生に毎回の振り返りを確実にさせることができた 【保福】

◆ YouTubeで動画を作成・公開したのが、あとで何度も見返すことができる点で学生に

は好評だったように思われる 【通信】

◆ 課題未提出者に毎回メールを送ったので、対面授業より出席率が上がった。 【通

信】

◆ ふだん大学に来ていない学生からの積極的な参加がみられた 【シス】

◆ 対面授業に比べて学生の感想・意見が多かった 【シス】

◆ 対面授業に比べて、学生が文章を読む機会が増えたので、文章力・読解力は高め

られたと思う。 【デ工】

◆ 学生が自分で調べなければならなくなる点は良い。ただ、それが意図とは異なる方

向に行っている場合でも、タイムリーに指導することができない。 【デ工】

◆ 遅れている学生にメールで丁寧に指導ができた。 【造形】

◆ 学生がより能動的に調査するなどの参加度が増え、少し理解度が高くなった気がす

る。 【造形】

◆ 対面やリアルタイムとは異なり、教科書に記載されていない事例や例外を口頭では

なく文章で伝えるための表現方法に苦慮しました。 【栄養】

◆ 提出課題の受領確認メールの送信、採点済の答案の返却に相当な時間を要した。

（１科目（受講生53人）で送信したメールの件数は約1400通にのぼる） 【通信】

◆ スキャナを所有していないため課題を写真で送ってくる学生が多く，非常に読みにく

いものが多数あった 【通信】

◆ パソコンを長時間みるようになったので、目の疲労や痛みなど、目への負担が大きく

なった。 【シス】

◆ 授業の準備に多大な時間と労力が必要 【シス】

◆ オンデマンド型授業で困ったことではないが，学生の通信環境やパソコン等の環境

が担保できないため，オンデマンド型にせざるを得なかった．（リアルタイム型を実施

を断念した．） 【シス】

◆ 実験を通した学びなどができなかったため、授業目的をシフトし対応したが、カバー

できていない部分があるのが気がかりだ。 【造形】

0 10 20 30 40 50

授業資料を見直し，分かりやすいものができた

特にない

授業の仕方の幅が広がった

在宅で仕事ができた

自分のペースで仕事ができた

コンピュータやコンテンツに対する知識やスキルが高まった

対面授業に比べて学生の理解度が高いように感じた

授業の内容の幅が広がった

対面授業に比べて出欠管理が容易にできた

対面授業に比べてゆっくり丁寧に指導できた

リアルタイム型授業に比べてゆっくり丁寧に指導できた

リアルタイム型授業に比べて学生の理解度が高いように

リアルタイム型授業に比べて出欠管理が容易にできた

対面授業に比べて活発なディスカッションができた

リアルタイム型授業に比べて活発なディスカッションができた

その他

【%】

0 10 20 30 40 50 60 70

授業資料を新たに作成する必要があったこと

学生の理解度が把握できないこと

はっとりんの利用制限（ファイル容量）に対応しなければならないこと

活発なディスカッションができないこと

はっとりんの利便性が悪いこと

課題未提出者に対して連絡しても反応がないこと

学生の通信環境が十分ではないこと

授業の内容がうまく伝わらないこと

学生から頻繁に連絡が来て，その管理と返信にかなりの時間をとられる

学生がパソコンや適切なソフトを所有していないこと

はっとりんを学生が確認していないこと

課題が提出されないこと

著作権への対応

演習室が使えないこと

図書館が使えないこと

障害のある学生に対する合理的配慮

在宅で仕事はできなかった

Microsoftのツールが利用できないこと

Teamsなど外部ツール操作を学生が理解していないこと

特にない

その他

【%】

【58: 66.7%】

【37: 42.5%】

【28: 32.2%】

【24: 27.6%】

【22: 25.3%】

【18: 20.7%】

【15: 17.2%】

【15: 17.2%】

【9: 10.3%】

【9: 10.3%】

【5: 5.7%】

【4: 4.6%】

【3: 3.4%】

【2: 2.3%】

【2: 2.3%】

【1: 1.1%】

【10: 11.5%】

【44: 50.6%】

【43: 49.4%】

【37: 42.5%】

【34: 39.1%】

【34: 39.1%】

【33: 37.9%】

【30: 34.5%】

【29: 33.3%】

【26: 29.9%】

【19: 21.8%】

【18: 20.7%】

【18: 20.7%】

【16: 18.4%】

【10: 11.5%】

【9: 10.3%】

【8: 9.2%】

【7: 8.0%】

【7: 8.0%】

【3: 3.4%】

【7: 8.0%】
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0 10 20 30 40 50 60 70

はっとりんの制限の引き上げ（容量制限）

学生に対するパソコン・タブレットの貸与

学生に対するWiFiルータの貸与強化

はっとりんの利便性向上

オンラインツール利用に係るサポート体制の充実

オンライン会議システムの導入・契約（Zoomなど）

学生に対する通信環境整備のための経済的支援

演習室の開放

オンライン授業の研修会開催（教員向け）

教員の在宅勤務環境に対する支援

オンライン教材（コンテンツ）制作技術支援

演習室パソコンのリアルタイム授業対応

障害のある学生に対するきめ細かな対応

図書館の開放

新たな学習管理システムの導入（Moodleなど）

撮影用スタジオの整備

特にない

その他

【%】

Q61．オンライン授業を実施したうえで，また学生のアンケート結果を踏まえたうえで，今後もオンライン授業を継続する必要があった場合，本学が改善・対応すべきことはありますか？【複数選択可】

◆ オンライン授業できる場所の確保(個室でない場合、オンライン授業の為の部屋の確保が課題)

◆ 実習中止となった場合に学内での演習となるためシミュレータの整備が必要／

◆ 学生がPCを持つことの義務化

◆ 実験実習の対応。登校日の設定（特に新入生）

◆ 音声入力のための機材等貸与など

◆ 研究室で授業を行うようになったが，授業中に電話が鳴る．外部の人は学内の状況を把握していないために仕方がないが，職員はWAWAオフィスを見れば授業中かは分かるのに電話をしてくるのは解せない．

出ないと連呼される場合もある．

◆ オンライン授業の実施ガイドラインの策定（授業類型ごと）

◆ 学生側から見た時に、各教員ごとにやり方がバラバラであったり、一つ一つの講義の課題は適性であったとしてもそれらが蓄積すると過度の負担になったりするなどの点は改善の余地があると思います

◆ オンデマンドで実施する限りは特にない

◆ VPNでの学内ネットへのアクセスの緩和

◆ プリンタ，スキャナを自宅で所有していない学生への対応

◆ リアルタイム型授業ツールの統一

◆ 学生全体のMicrosoftアカウントの取得と学生向けOffice講習会開催

◆ 許可制ではなく、教員が自由に在宅勤務できるようにすること。授業環境整備に集中できるように委員会などの業務のスクラップを行うこと。多様な勤務状況において、過労にならないように適正な労務管理を整

備すること。

◆ Office365の使用促進（学生＋教員）．Office365のパスワードを各自でリセット可能になれば助かる．

◆ 学生に対する印刷機の貸与

◆ オンライン教材作成を具体的に支援するスタッフが欲しい。ハットりんのレポート提出機能を使うなと言われたが、結果的に無理。今後使えるようにしてもらいたいです。

0 20 40 60 80 100

デザイン工学科

造形デザイン学科

【%】
0 20 40 60 80 100

はっとりんの制限の引き上げ（容量制限）

学生に対するパソコン・タブレットの貸与

学生に対するWiFiルータの貸与強化

はっとりんの利便性向上

オンラインツール利用に係るサポート体制の充実

オンライン会議システムの導入・契約（Zoomなど）

学生に対する通信環境整備のための経済的支援

演習室の開放

オンライン授業の研修会開催（教員向け）

教員の在宅勤務環境に対する支援

オンライン教材（コンテンツ）制作技術支援

演習室パソコンのリアルタイム授業対応

障害のある学生に対するきめ細かな対応

図書館の開放

新たな学習管理システムの導入（Moodleなど）

撮影用スタジオの整備

特にない

その他

看護学科

栄養学科

保健福祉学科

【%】
0 20 40 60 80 100

情報通信工学科

情報システム工学科

人間情報工学科

【%】

【70: 63.6%】

【70: 63.6%】

【62: 56.4%】

【61: 55.5%】

【60: 54.5%】

【52: 47.3%】

【52: 47.3%】

【46: 41.8%】

【44: 40.0%】

【39: 35.5%】

【36: 32.7%】

【33: 30.0%】

【33: 30.0%】

【28: 25.5%】

【26: 23.6%】

【11: 10.0%】

【1: 0.9%】

【17: 15.5%】

デザイン工学科

45.5%

36.4%

18.2%

栄養学科

37.5%

18.7%

6.25%

37.5%

保健福祉学科

33.3%

33.3%

11.1%

22.2%

看護学科

60%

40%

人間情報工学科

30%

50%

10%

10%

情報システム工学科

38.5%

15.4%

46.2%

情報通信工学科

56.2%
25%

18.7%

造形デザイン学科

25%

31.2%

12.5%

31.2%

全学科

40%

26.4%

8.18%

25.5%

オンライン授業の実施環境が整わなくても継続を希望する

オンライン授業の実施環境が整えば継続を希望するが，整わなければ継続を希望しない

オンライン授業の実施環境が整っても継続を希望しない

その他

Q63．今の情勢が続いた場合，今後もオンライン授業を継続することを望みますか？

◆ オンライン環境を整えるか、整えられないのであれば、感染管理の備品整備の徹底（マスク、フェイスシールド、消毒液、扇風機などの換気システム）の整備のどちらかを確実に行うことが重要と考えるので、どれも選択でき

ませんでした。

◆ オンライン授業と対面授業の併用ができるといいのではないかと思います。

◆ 全学科で使用するツールを統一してほしい

◆ オンライン授業と対面授業（演習）の併用、

◆ 学生の満足度が低くなければ継続したい

◆ 他の方法がなければ、オンライン授業の継続を希望します。

◆ オンライン授業の継続はやむを得ないのは理解しているが、実施環境を整えてほしい。

◆ 質問の意図がよくわかりませんでした。オンライン授業よりも対面授業の方がよいと思います。希望はしませんが、代替策が思いつかないのでオンライン授業を実施するしかないと思います。

◆ 科目ごとに向き不向きがあります。適切に選択するのが良いのではないかと思います。

◆ 実施環境の充実を望みます。授業内容によって、対面あるいはオンラインを使い分けることも可能かと思いますし、学生が何を望んでいるかを把握することも重要だと考えています。

◆ 今の情勢が続けばやむをえないと思います（「希望する」ではない）

◆ 教員側はオンラインでも特に問題を感じないが、ずっとオンランイン授業の場合、学生からクレームが出てくる気がする。

◆ 対面授業ができる環境整備も検討頂きたい。消毒液や透明な仕切りなど。

◆ 感染予防の環境が整えられるのであれば、継続を希望しない。

◆ 継続は希望しないがやむを得ない

◆ 岡山県に緊急事態宣言が出てない場合は対面で良いのではと思う．

◆ 学生のアンケート結果次第で対応する

◆ オンラインと対面の共存も可能かもしれない．実施環境だけでなく，感染拡大状況，安全性，教育効果など総合的な視点から，弾力的，主体的に判断すべきと考える．

◆ はっとりんの利便性向上を切に希望するが、期待しない

◆ 三蜜を避けて対面での併用で対応したい

◆ 密を避けるため人数制限をした対面とオンラインを併用するべき

◆ 希望云々ではなく、継続は必要であると考える。現在、企業におけるインターンシップはほぼオンラインになっている。その状況を鑑み、学生もオンラインでのディスカッションなどになれる必要がある。大学の授業をオンライ

ン化することはその点をサポートすることにも繋がる。

◆ オンライン授業と対面授業の併用を希望します

◆ 対面と合わせて、特徴を生かしながらオンライン授業を使いたい。

◆ オンライン授業では成り立たない授業がある。演習系はオンラインでは難しく、大学の設備を使わないとできないことや、技術修得に関してはオンラインでは難しいので、オンラインと対面両方を希望する。

◆ 資料送付など、オンラインで行った方がいい部分は感染症が拡大しなくても推進していくべき。ペーパーレスなど、環境配慮も積極的に行なっていくべきである。

◆ オンライン授業と対面授業の併用を希望します

◆ オンライン授業の環境を整えた上で、対面との併用が望ましい

【人数】

【44】

【29】

【9】

【28】

【6】

【4】 【6】

【3】
【1】

【6】 【6】

【6】

【2】

【4】

【9】【4】

【3】

【5】

【2】

【6】
【3】

【5】

【1】
【1】

【5】

【4】

【2】 【4】

【5】

【2】

【5】
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3-3 経済的支援の内容 

3-3-1 ポケット WiFiの無償貸与 

概  要：通信環境が整っていない学生にポケット WiFi を無償貸与 
財  源：新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 8、979 千円 

学内予算 2、209 千円 
貸出実績：令和 2 年 5 月～令和 3 年 3 月（約 100 台） 
 

3-3-2 授業料の減額 

概  要：新型コロナウイルスの影響で、経済的に困窮する学生に対し、授業料を一人

当たり 3 万円減額する 
財  源：新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 
減額総額：学部生  592 名  

大学院生  69 名 計 661 名  
30 千円×661 名＝19、830 千円 

 

3-3-3 給付金 

(1) 学生支援給付金 

概  要：新型コロナウイルスの影響で、アルバイト収入の減等による経済的に困窮す

る学生に対し住民税非課税世帯の学生に 20 万円、その他の学生に 10 万円

を給付する 
財  源：日本学生支援機構 
給付総額：計 242 名 

28、300 千円 

(2) 寄附金の活用 

概  要：本学への寄附金等を活用し、経済的に困窮している学生に対し、5 万円給付

する 
寄附金等総額 3、300 千円 

国際ソロプチミスト総社   1、000 千円 
ＮＳ会           1、000 千円 

500 千円 
日本学生支援機構助成金    800 千円 

給付総額：学部生・大学院生 計 66 名 
     50 千円×66 名＝3、300 千円 
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（3）寄贈された県産米の活用 

  概  要：ＪＡ岡山中央会から本学に寄贈された県産米を活用し、食費を切り 

詰めている学生に配付した。 

寄贈数量 67袋（2㎏入り） 

   配付数量：学部生・大学院生 計 67 名   
 

4 まとめと課題 

 

コロナ禍で大学への入構制限を含む多くの活動制限がとられる中、精神的なケアをいか

に効果的に行うかが課題であった一方で、特に登校中や構内での感染の不安からできれば

大学に出てきたくないと考える学生もいることが、学生を対象としたアンケートから明ら

かになり、両者への対応を行った。また、オンライン授業が当分の間なくなる見込みがない

中、対面式に劣らない十分な学修効果が得られる教授方法を教員が身に付けること、実際そ

の学修効果を検証することが今後の大きな課題である。前者に関しては、本学の教員の創意

工夫に学生の意見も反映させたオンライン授業マニュアルが、教育開発センターとキャリ

ア・学生生活支援センターを中心に作成されたことの意義は大きい。 

さらに、学外講師による講演やコロナ感染アラートを継続して出すことが、2020 年度に

本学学生に PCR 陽性者が出ていないことにつながったと考えられるが、学生にとって新型

コロナ感染予防行動をとる必要性を理解し身に付けることも社会人基礎力の一つとして重

要である。 

アルバイトも行えない学生が多かった時期もあったことから、経済的支援も積極的に行

った。特に教育環境の支援としての WiFiルーターの無償貸出しや、授業料の減額、給付金

の給付などは、経済的困窮を理由とした退学の防止に役立ったことは想像に難くない。また、

就職支援に関してもオンライン面接の環境整備などハード面での支援とともに、県外就職

先からの対面での面接の要請に対する大学としての対応なども行った。海外渡航が制限さ

れる中、海外の研究室とリアルタイムでつないでの専門分野の英語でのオンライン授業の

実施や、グローバルラーニングセンターが主催しての本学学生の英語によるスピーチの機

会の確保など、グローバル感覚の醸成にも力を注いだ。 

これらの丁寧な対応により、第 3 部で述べた通り、令和 2 年度中の退学率は例年よりも

低く抑えることができ、コロナ禍の教育の対応と支援は一定の成果があったものと考えら

れる。今後は、感染拡大防止に最新の注意を払いながらも、学生の精神的健康と学修の質の

両者をいかに確保するか、ポストコロナを見据えて先駆的かつ効果的に実現していくこと

が課題である。  
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付録 

Ａ 入試統計 

A-1 学士課程 

 
〇倍率＝受験者数/合格者数 

 

A-2 大学院課程 

 
〇倍率＝受験者数/合格者数 

一般選抜 単位：人 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

看護学科 28 94 48 28 28 1.7 28 151 91 28 27 3.3
栄養学科 28 80 75 38 29 2.0 28 103 101 34 27 3.0
保健福祉学科社会福祉学専攻 28 80 49 33 29 1.5 - - - - - -
保健福祉学科子ども学専攻 14 67 40 19 14 2.1 - - - - - -
現代福祉学科 - - - - - - 21 115 76 24 21 3.2
子ども学科 - - - - - - 17 99 61 19 18 3.2

学　部　計 98 321 212 118 100 1.8 94 468 329 105 93 3.1
情報通信工学科 37 596 239 84 37 2.8 37 729 454 85 36 5.3
情報システム工学科 37 1,003 388 101 37 3.8 37 782 420 108 39 3.9
人間情報工学科 27 355 160 49 27 3.3 27 258 141 53 27 2.7

学　部　計 101 1,954 787 234 101 3.4 101 1,769 1,015 246 102 4.1
デザイン工学科 30 78 73 34 33 2.1 - - - - - -
造形デザイン学科 38 85 81 42 38 1.9 - - - - - -
ビジュアルデザイン学科 - - - - - - 18 45 44 18 17 2.4
工芸工業デザイン学科 - - - - - - 18 67 64 21 20 3.0
建築学科 - - - - - - 18 48 45 20 19 2.3

学　部　計 68 163 154 76 71 2.0 54 160 153 59 56 2.6

267 2,438 1,153 428 272 2.7 249 2,397 1,497 410 251 3.7

総合型選抜 単位：人 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

現代福祉学科 - - - - - - 3 37 36 6 6 6.0
学　部　計 - - - - - - 3 37 36 6 6 6.0

ビジュアルデザイン学科 - - - - - - 4 39 39 4 4 9.8
工芸工業デザイン学科 - - - - - - 4 29 29 4 4 7.3
建築学科 - - - - - - 4 25 25 4 4 6.3

学　部　計 - - - - - - 12 93 93 12 12 7.8

- - - - - - 15 130 129 18 18 7.2

学校推薦型選抜 単位：人 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

看護学科 12 44 44 13 13 3.4 12 49 49 14 14 3.5
栄養学科 12 31 31 12 12 2.6 12 25 25 13 13 1.9
保健福祉学科社会福祉学専攻 12 27 27 12 12 2.3 - - - - - -
保健福祉学科子ども学専攻 6 26 26 6 6 4.3 - - - - - -
現代福祉学科 - - - - - - 11 39 39 11 11 3.5
子ども学科 - - - - - - 8 23 23 8 8 2.9

学　部　計 42 128 128 43 43 3.0 43 136 136 46 46 3.0
情報通信工学科 13 22 22 13 13 1.7 13 29 29 14 14 2.1
情報システム工学科 13 30 30 14 14 2.1 13 27 27 14 14 1.9
人間情報工学科 13 22 22 13 13 1.7 13 19 19 13 13 1.5

学　部　計 39 74 74 40 40 1.9 39 75 75 41 41 1.8
デザイン工学科 10 16 16 10 10 1.6 - - - - - -
造形デザイン学科 12 41 41 12 12 3.4 - - - - - -
ビジュアルデザイン学科 - - - - - - 8 26 26 8 8 3.3
工芸工業デザイン学科 - - - - - - 8 15 15 8 8 1.9
建築学科 - - - - - - 8 15 15 8 8 1.9

学　部　計 22 57 57 22 22 2.6 24 56 56 24 24 2.3

103 259 259 105 105 2.5 106 267 267 111 111 2.4

学　部 学　　科
令和２年度

保健福祉学部

情報工学部

令和３年度

デザイン学部

合　　　　　　　　　　計

令和３年度

保健福祉学部

デザイン学部

合　　　　　　　　　　計

学　部 学　　科
令和２年度

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

合　　　　　　　　　　計

令和３年度

学　部 学　　科
令和２年度

博士前期課程・修士課程 単位：人 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

看護学専攻 7 14 14 13 11 1.1 7 14 14 10 7 1.4
栄養学専攻 6 6 6 6 6 1.0 6 10 10 10 10 1.0
保健福祉学専攻 7 7 7 7 6 1.0 7 6 6 6 5 1.0

研　究　科　計 20 27 27 26 23 1.0 20 30 30 26 22 1.2
情報系工学研究科 システム工学専攻 52 52 52 48 43 1.1 52 66 65 61 53 1.1

デザイン工学専攻 7 3 2 2 2 1.0 7 8 8 7 6 1.1
造形デザイン学専攻 9 2 2 2 2 1.0 9 3 3 3 3 1.0

研　究　科　計 16 5 4 4 4 1.0 16 11 11 10 9 1.1

88 84 83 78 70 1.1 88 107 106 97 84 1.1

博士後期課程 単位：人 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

保健福祉学研究科 保健福祉科学専攻 5 8 8 7 7 1.1 5 10 10 8 8 1.3
情報系工学研究科 システム工学専攻 6 0 0 0 0 - 6 3 3 3 3 1.0

11 8 8 7 7 1.1 11 13 13 11 11 1.2合　　　　　　　　　　計

研 究 科 専　　攻
令和２年度

保健福祉学研究科

デザイン学研究科

令和３年度

合　　　　　　　　　　計

研 究 科 専　　攻
令和２年度

令和３年度
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回答数 全数 回答率(%)
看護学科 40 41 97.56
栄養学科 37 41 90.24
保健福祉学科・社会福祉学専攻 37 41 90.24
保健福祉学科・子ども学専攻 20 20 100.00
情報通信工学科 48 50 96.00
情報システム工学科 49 51 96.08
人間情報工学科 41 40 102.50
デザイン工学科 43 43 100.00
造形デザイン学科 44 50 88.00

全体 359 377 95.23

【付録 B】入学時アンケート 

 
 実施日時：2020 年 4 月 6 日～5 月 1 日 
 実施方法：Web アンケートサイト（Questant）上で実施 
 対象者：総数 377 人中、回答 359 人（回答率 95.23％） 
 
 

表 1 アンケート回答率 
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項目 度数 割合(%) 度数 割合(%)
看護学科 第１志望 28 68.29 36 90.00

第２志望 12 29.27 4 10.00
第３志望 1 2.44 0 0.00
第４志望以下 0 0.00 0 0.00

栄養学科 第１志望 38 92.68 30 81.08
第２志望 2 4.88 6 16.22
第３志望 0 0.00 0 0.00
第４志望以下 1 2.44 1 2.70

保健福祉学科  社会福祉学専攻 第１志望 37 86.05 37 100.00
第２志望 6 13.95 0 0.00
第３志望 0 0.00 0 0.00
第４志望以下 0 0.00 0 0.00

保健福祉学科  子ども学専攻 第１志望 21 95.45 18 90.00
第２志望 1 4.55 2 10.00
第３志望 0 0.00 0 0.00
第４志望以下 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 第１志望 23 45.10 24 50.00
第２志望 15 29.41 7 14.58
第３志望 11 21.57 13 27.08
第４志望以下 2 3.92 4 8.33

情報システム工学科 第１志望 24 39.34 25 51.02
第２志望 22 36.07 13 26.53
第３志望 9 14.75 10 20.41
第４志望以下 6 9.84 1 2.04

人間情報工学科 第１志望 20 47.62 22 53.66
第２志望 11 26.19 12 29.27
第３志望 6 14.29 4 9.76
第４志望以下 5 11.90 3 7.32

デザイン工学科 第１志望 33 78.57 37 86.05
第２志望 6 14.29 4 9.30
第３志望 1 2.38 1 2.33
第４志望以下 2 4.76 1 2.33

造形デザイン学科 第１志望 45 86.54 41 93.18
第２志望 7 13.46 3 6.82
第３志望 0 0.00 0 0.00
第４志望以下 0 0.00 0 0.00

2019 2020

学科 併願校 人数 学科 併願校 人数 学科 併願校 人数 学科 併願校 人数
看護 川崎医療福祉大学 4 栄養 ノートルダム清心女子大学 10 社会福祉 龍谷大学 4 子ども ノートルダム清心女子大学 6

香川大学 3 大阪府立大学 2 関西学院大学 2 就実大学 5
岡山大学 3 滋賀県立大学 2 川崎医療福祉大学 2 川崎医療福祉大学 3
山陽学園大学 2 武庫川女子大学 2 佛教大学 2 島根県立大学 2
ノートルダム清心女子大学 2 川崎医療福祉大学 2 ノートルダム清心女子大学 2 中国短期大学 1
倉敷中央看護専門学校 2 神戸学院大学 2 武庫川女子大学 2 武庫川女子大学 1
就実大学 2 安田女子大学 2 関西大学 2 新見公立大学 1
久瑠米大学 1 京都女子大学 2 山陽学園大学 2 松山大学 1
四天王寺大学 1 新潟県立大学 1 山口県立大学 2 美作大学 1
関西福祉大学 1 別府大学 1 就実短期大学 2 帝京大学 1
安田女子大学 1 長崎県立大学 1 日本社会事業大学 1 岡山大学 1
山口大学 1 岡山大学 1 就実大学 1
龍谷大学 1 香川大学 1 神戸女子大学 1
朝日大学 1 兵庫県立大学 1 朝日医療大学 1
北九州市立大学 1 静岡県立大学 1 関西福祉科学大学 1
新見公立大学 1 静岡大学 1 新見公立大学 1
富山県立大学 1 くらしき作陽大学 1 福山大学 1
大分県立看護科学大学 1 弘前大学 1 四国大学 1
聖路加国際大学 1 神戸女子大学 1 倉敷市立短期大学 1
高知県立大学　 1 愛媛大学 1 長野大学 1
三洋学園大学 1 就実大学 1 立命館大学 1

中村学園大学 1 広島経済大学 1
高崎健康福祉大学 1 明治大学 1
山口県立大学 1 県立広島大学 1
中国学園大学 1 名城大学 1
日本女子大学 1 立命館大学 1
仁愛大学 1 静岡福祉大学 1
九州栄養福祉大学 1 久留米大学 1
広島修道大学 1
同志社女子大学 1
金沢学院大学 1

表 3 志望順位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 併願校 
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学科 併願校 人数 学科 併願校 人数
デザイン 近畿大学 5 造形 大分県立芸術文化短期大学 4

大阪工業大学 2 成安造形大学 3
関西大学 2 広島市立大学 3
京都精華大学 2 神戸芸術工科大学 3
同志社大学 2 静岡文化芸術大学 2
富山大学 2 秋田公立美術大学 2
ノートルダム清心女子大学 2 倉敷市立短期大学 2
武庫川女子大学 2 川崎医療福祉大学 2
大阪教育大学 1 富山大学 2
大阪芸術大学 1 尾道市立大学 2
川崎医療福祉大学 1 名古屋学芸大学 2
関西学院大学 1 長岡造形大学 1
九州産業大学 1 安田女子大学 1
京都工芸繊維大学 1 九州産業大学 1
倉敷芸術科学大学 1 嵯峨美術短期大学 1
倉敷市立短期大学 1 甲南女子大学 1
神戸芸術工科大学 1 奈良芸術短期大学 1
神戸女子大学 1 岐阜市立女子短期大学 1
佐賀大学 1 大阪芸術大学 1
滋賀県立大学 1 佐賀大学 1
静岡文化芸術大学 1 四国大学 1
多摩美術大学 1 京都造形芸術大学 1
筑波大学 1 広島大学 1
津市立三重短期大学 1 倉敷芸術科学大学 1
長岡造形大学 1 金沢美術工芸大学 1
立命館大学 1 東京工芸大学 1
畿央大学 1
武蔵野美術大学 1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学科 併願校 人数 学科 併願校 人数 学科 併願校 人数
情報通信 愛媛大学 5 システム 岡山大学 8 人間情報 岡山大学 5

岡山理科大学 4 徳島大学 6 島根大学 3
兵庫県立大学 4 電気通信大学 3 近畿大学 3
福井大学 4 静岡大学 3 徳島大学 3
福岡工業大学 3 岡山理科大学 3 九州大学 2
岡山大学 3 京都工芸繊維大学 3 三重大学 2
鳥取大学 3 近畿大学 3 岡山理科大学 2
神戸大学 3 名古屋工業大学 2 立命館大学 2
東京理科大学 3 九州工業大学 2 和歌山大学 1
早稲田大学 2 島根大学 2 電気通信大学 1
名古屋工業大学 2 龍谷大学 2 山梨大学 1
北九州市立大学 2 香川大学 2 広島大学 1
九州工業大学 2 愛媛大学 2 ノートルダム清心女子大学 1
滋賀県立大学 2 広島市立大学 2 大阪府立大学 1
立命館大学 2 大阪工業大学 2 香川大学 1
電気通信大学 1 鳥取大学 2 関西学院大学 1
金沢大学 1 尾道市立大学 1 京都大学 1
東京工業大学 1 大阪大学 1 兵庫県立大学 1
高知大学 1 筑波大学 1 福岡大学 1
岐阜大学 1 秋田県立大学 1 京都工芸繊維大学 1
滋賀大学 1 関西大学 1 高知工科大学 1
中国職業能力開発大学校 1 和歌山大学 1 佐賀大学 1
東京都立大学 1 神戸大学 1 前橋工科大学 1
茨城大学 1 弘前大学 1 県立広島大学 1
徳島大学 1 滋賀県立大学 1 関西大学 1
慶應義塾大学 1 富山大学 1 名古屋工業大学 1
長崎大学 1 琉球大学 1 長崎大学 1
北見工業大学 1 山口大学 1
埼玉大学 1 立命館大学 1
島根大学 1
山口大学 1
名城大学 1
青山学院大学 1
福岡大学 1
同志社大学 1
職業能力総合大学校 1
関西大学 1
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項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 教育内容が希望に近い 10 24.39 10 25.00 保健福祉学科 教育内容が希望に近い 11 26.19 6 16.67

研究内容に興味がある 0 0.00 1 2.50 　社会福祉学専攻 研究内容に興味がある 2 4.76 2 5.56
施設設備が充実 0 0.00 0 0.00 施設設備が充実 2 4.76 0 0.00
就職職種が希望に近い 0 0.00 3 7.50 就職職種が希望に近い 2 4.76 2 5.56
希望する資格が得られる 18 43.90 13 32.50 希望する資格が得られる 17 40.48 18 50.00
卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00 卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00
本学で学ぶことを強く希望していた 2 4.88 2 5.00 本学で学ぶことを強く希望していた 1 2.38 3 8.33
本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 0 0.00 本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 0 0.00
本学で学びたい先生がいる 0 0.00 1 2.50 本学で学びたい先生がいる 0 0.00 1 2.78
本学が開催した事業の印象がよかった 1 2.44 1 2.50 本学が開催した事業の印象がよかった 0 0.00 1 2.78
入試科目が受験しやすかった 3 7.32 0 0.00 入試科目が受験しやすかった 3 7.14 1 2.78
入試日程が受験しやすかった 0 0.00 0 0.00 入試日程が受験しやすかった 0 0.00 0 0.00
センター試験等、学力的にみて適当だった 4 9.76 4 10.00 センター試験等、学力的にみて適当だった 2 4.76 2 5.56
学費が安い 0 0.00 2 5.00 学費が安い 1 2.38 0 0.00
通学に便利 2 4.88 1 2.50 通学に便利 1 2.38 0 0.00
その他 1 2.44 2 5.00 その他 0 0.00 0 0.00

栄養学科 教育内容が希望に近い 6 15.00 4 12.12 保健福祉学科 教育内容が希望に近い 11 50.00 9 47.37
研究内容に興味がある 4 10.00 3 9.09 　子ども学専攻 研究内容に興味がある 0 0.00 0 0.00
施設設備が充実 2 5.00 0 0.00 施設設備が充実 0 0.00 0 0.00
就職職種が希望に近い 0 0.00 2 6.06 就職職種が希望に近い 1 4.55 1 5.26
希望する資格が得られる 19 47.50 14 42.42 希望する資格が得られる 3 13.64 6 31.58
卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00 卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00
本学で学ぶことを強く希望していた 1 2.50 3 9.09 本学で学ぶことを強く希望していた 2 9.09 2 10.53
本学で学ぶことに誇りを感じる 1 2.50 0 0.00 本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 0 0.00
本学で学びたい先生がいる 0 0.00 1 3.03 本学で学びたい先生がいる 0 0.00 0 0.00
本学が開催した事業の印象がよかった 0 0.00 0 0.00 本学が開催した事業の印象がよかった 2 9.09 0 0.00
入試科目が受験しやすかった 3 7.50 1 3.03 入試科目が受験しやすかった 1 4.55 1 5.26
入試日程が受験しやすかった 0 0.00 0 0.00 入試日程が受験しやすかった 0 0.00 0 0.00
センター試験等、学力的にみて適当だった 3 7.50 3 9.09 センター試験等、学力的にみて適当だった 1 4.55 0 0.00
学費が安い 0 0.00 1 3.03 学費が安い 1 4.55 0 0.00
通学に便利 1 2.50 1 3.03 通学に便利 0 0.00 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00 その他 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 教育内容が希望に近い 13 25.49 10 21.28
研究内容に興味がある 6 11.76 2 4.26
施設設備が充実 3 5.88 0 0.00
就職職種が希望に近い 3 5.88 3 6.38
希望する資格が得られる 0 0.00 1 2.13
卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00
本学で学ぶことを強く希望していた 1 1.96 0 0.00
本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 0 0.00
本学で学びたい先生がいる 0 0.00 1 2.13
本学が開催した事業の印象がよかった 0 0.00 0 0.00
入試科目が受験しやすかった 4 7.84 11 23.40
入試日程が受験しやすかった 6 11.76 1 2.13
センター試験等、学力的にみて適当だった 10 19.61 15 31.91
学費が安い 1 1.96 2 4.26
通学に便利 2 3.92 1 2.13
その他 2 3.92 0 0.00

情報システム工学科 教育内容が希望に近い 16 27.12 15 30.61 人間情報工学科 教育内容が希望に近い 15 36.59 10 24.39
研究内容に興味がある 3 5.08 3 6.12 研究内容に興味がある 7 17.07 5 12.20
施設設備が充実 3 5.08 1 2.04 施設設備が充実 1 2.44 0 0.00
就職職種が希望に近い 2 3.39 0 0.00 就職職種が希望に近い 2 4.88 2 4.88
希望する資格が得られる 0 0.00 0 0.00 希望する資格が得られる 0 0.00 0 0.00
卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00 卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00
本学で学ぶことを強く希望していた 0 0.00 1 2.04 本学で学ぶことを強く希望していた 0 0.00 0 0.00
本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 2 4.08 本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 0 0.00
本学で学びたい先生がいる 0 0.00 0 0.00 本学で学びたい先生がいる 0 0.00 0 0.00
本学が開催した事業の印象がよかった 0 0.00 1 2.04 本学が開催した事業の印象がよかった 2 4.88 1 2.44
入試科目が受験しやすかった 6 10.17 2 4.08 入試科目が受験しやすかった 3 7.32 10 24.39
入試日程が受験しやすかった 2 3.39 7 14.29 入試日程が受験しやすかった 2 4.88 1 2.44
センター試験等、学力的にみて適当だった 14 23.73 11 22.45 センター試験等、学力的にみて適当だった 5 12.20 9 21.95
学費が安い 6 10.17 2 4.08 学費が安い 3 7.32 3 7.32
通学に便利 5 8.47 4 8.16 通学に便利 1 2.44 0 0.00
その他 2 3.39 0 0.00 その他 0 0.00 0 0.00

デザイン工学科 教育内容が希望に近い 17 40.48 21 50.00 造形デザイン学科 教育内容が希望に近い 18 35.29 16 37.21
研究内容に興味がある 1 2.38 3 7.14 研究内容に興味がある 6 11.76 1 2.33
施設設備が充実 3 7.14 1 2.38 施設設備が充実 2 3.92 3 6.98
就職職種が希望に近い 2 4.76 3 7.14 就職職種が希望に近い 3 5.88 3 6.98
希望する資格が得られる 5 11.90 5 11.90 希望する資格が得られる 0 0.00 0 0.00
卒業生が社会で活躍している 0 0.00 0 0.00 卒業生が社会で活躍している 1 1.96 0 0.00
本学で学ぶことを強く希望していた 4 9.52 0 0.00 本学で学ぶことを強く希望していた 5 9.80 3 6.98
本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 0 0.00 本学で学ぶことに誇りを感じる 0 0.00 0 0.00
本学で学びたい先生がいる 0 0.00 0 0.00 本学で学びたい先生がいる 0 0.00 0 0.00
本学が開催した事業の印象がよかった 1 2.38 1 2.38 本学が開催した事業の印象がよかった 0 0.00 1 2.33
入試科目が受験しやすかった 1 2.38 4 9.52 入試科目が受験しやすかった 3 5.88 4 9.30
入試日程が受験しやすかった 1 2.38 0 0.00 入試日程が受験しやすかった 1 1.96 0 0.00
センター試験等、学力的にみて適当だった 4 9.52 3 7.14 センター試験等、学力的にみて適当だった 6 11.76 6 13.95
学費が安い 2 4.76 1 2.38 学費が安い 4 7.84 5 11.63
通学に便利 1 2.38 0 0.00 通学に便利 1 1.96 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00 その他 1 1.96 1 2.33

2019 2020

表 5 志望動機 
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項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 よく理解できた 28 70.00 33 82.50

どちらとも言えない 12 30.00 5 12.50
わかりにくかった 0 0.00 2 5.00

栄養学科 よく理解できた 20 57.14 23 69.70
どちらとも言えない 13 37.14 9 27.27
わかりにくかった 2 5.71 1 3.03

保健福祉学科 よく理解できた 32 76.19 31 86.11
　社会福祉学専攻 どちらとも言えない 10 23.81 5 13.89

わかりにくかった 0 0.00 0 0.00
保健福祉学科 よく理解できた 22 100.00 17 85.00
　子ども学専攻 どちらとも言えない 0 0.00 2 10.00

わかりにくかった 0 0.00 1 5.00
情報通信工学科 よく理解できた 24 60.00 15 48.39

どちらとも言えない 12 30.00 9 29.03
わかりにくかった 4 10.00 7 22.58

情報システム工学科 よく理解できた 18 42.86 18 51.43
どちらとも言えない 20 47.62 13 37.14
わかりにくかった 4 9.52 4 11.43

人間情報工学科 よく理解できた 14 53.85 11 34.38
どちらとも言えない 8 30.77 19 59.38
わかりにくかった 4 15.38 2 6.25

デザイン工学科 よく理解できた 20 55.56 29 74.36
どちらとも言えない 15 41.67 8 20.51
わかりにくかった 1 2.78 2 5.13

造形デザイン学科 よく理解できた 26 54.17 26 60.47
どちらとも言えない 19 39.58 15 34.88
わかりにくかった 3 6.25 2 4.65

2019 2020

項目 度数 割合 度数 割合
センター試験 受験しやすかった 329 96.48 297 95.19

どちらかというと受験しにくかった 12 3.52 15 4.81
受験しなかった 54 47

小論文 受験しやすかった 110 90.16 104 94.55
どちらかというと受験しにくかった 12 9.84 6 5.45
受験しなかった 273 249

理科 受験しやすかった 76 96.20 58 98.31
どちらかというと受験しにくかった 3 3.80 1 1.69
受験しなかった 316 300

数学 受験しやすかった 154 98.72 123 93.89
どちらかというと受験しにくかった 2 1.28 8 6.11
受験しなかった 239 228

実技 受験しやすかった 94 94.95 83 91.21
どちらかというと受験しにくかった 5 5.05 8 8.79
受験しなかった 296 268

面接 受験しやすかった 177 96.72 155 94.51
どちらかというと受験しにくかった 6 3.28 9 5.49
受験しなかった 212 195

2019 2020

2019,n= 395 2020,n= 359
度数 割合(%) 度数 割合(%) 2019との％の差異

集団面接 130 32.91 112 31.20 -1.714
学力試験(英語) 75 18.99 72 20.06 1.068
TOEICや英語検定 194 49.11 169 47.08 -2.039
小論文 124 31.39 116 32.31 0.920
総合問題 109 27.59 100 27.86 0.260
学力試験(理科) 93 23.54 68 18.94 -4.603
その他 5 1.27 2 0.56 -0.709
学力試験(数学) 110 27.85 82 22.84 -5.007
個人面接 98 24.81 81 22.56 -2.247
聴講型試験 155 39.24 131 36.49 -2.750
口頭試問 149 37.72 128 35.65 -2.067
プレゼンテーション 204 51.65 192 53.48 1.836
ディベート 164 41.52 158 44.01 2.492
集団討論 174 44.05 147 40.95 -3.104
実技 128 32.41 115 32.03 -0.372

表 6 ＡＰの理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7 受験科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 8 個別科目 
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表 9 出願時の参考 

 

 

 

 

 

項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 大学のホームページ 2 4.88 5 12.5 保健福祉学科 大学のホームページ 4 9.30 2 5.41

学科のホームページ 4 9.76 6 15 　社会福祉学専攻 学科のホームページ 7 16.28 9 24.32
大学案内 6 14.63 4 10 大学案内 8 18.60 3 8.11
学部学科パンフレット（チラシ） 1 2.44 5 12.5 学部学科パンフレット（チラシ） 5 11.63 5 13.51
学科の受入方針（アドミッションポリシー） 1 2.44 2 5 学科の受入方針（アドミッションポリシー） 1 2.33 1 2.70
本学のオープンキャンパスで得た情報 11 26.83 7 17.5 本学のオープンキャンパスで得た情報 8 18.60 6 16.22
本学の「高校生のための大学授業開放」 1 2.44 3 7.5 本学の「高校生のための大学授業開放」 3 6.98 5 13.51
高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0 高校で実施された進学ガイダンスでの情報 1 2.33 0 0.00
本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0 本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0 イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
受験雑誌　 0 0.00 0 0 受験雑誌　 0 0.00 0 0.00
赤本等の過去問 0 0.00 0 0 赤本等の過去問 0 0.00 1 2.70
予備校が提供する情報　 2 4.88 1 2.5 予備校が提供する情報　 2 4.65 0 0.00
高校からの情報やアドバイス 6 14.63 3 7.5 高校からの情報やアドバイス 2 4.65 4 10.81
塾の教員からの情報やアドバイス 0 0.00 1 2.5 塾の教員からの情報やアドバイス 1 2.33 0 0.00
家族や知人からの情報やアドバイスなど 6 14.63 1 2.5 家族や知人からの情報やアドバイスなど 1 2.33 1 2.70
出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 1 2.44 2 5 出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 0 0.00 0 0.00

栄養学科 大学のホームページ 7 17.07 5 13.51 保健福祉学科 大学のホームページ 2 9.09 3 15.00
学科のホームページ 4 9.76 5 13.51 　子ども学専攻 学科のホームページ 4 18.18 2 10.00
大学案内 3 7.32 3 8.11 大学案内 2 9.09 1 5.00
学部学科パンフレット（チラシ） 3 7.32 5 13.51 学部学科パンフレット（チラシ） 1 4.55 3 15.00
学科の受入方針（アドミッションポリシー） 0 0.00 1 2.70 学科の受入方針（アドミッションポリシー） 0 0.00 0 0.00
本学のオープンキャンパスで得た情報 6 14.63 6 16.22 本学のオープンキャンパスで得た情報 8 36.36 2 10.00
本学の「高校生のための大学授業開放」 1 2.44 1 2.70 本学の「高校生のための大学授業開放」 5 22.73 4 20.00
高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
受験雑誌　 2 4.88 0 0.00 受験雑誌　 0 0.00 1 5.00
赤本等の過去問 1 2.44 1 2.70 赤本等の過去問 0 0.00 0 0.00
予備校が提供する情報　 3 7.32 3 8.11 予備校が提供する情報　 0 0.00 1 5.00
高校からの情報やアドバイス 6 14.63 4 10.81 高校からの情報やアドバイス 0 0.00 1 5.00
塾の教員からの情報やアドバイス 1 2.44 1 2.70 塾の教員からの情報やアドバイス 0 0.00 0 0.00
家族や知人からの情報やアドバイスなど 4 9.76 2 5.41 家族や知人からの情報やアドバイスなど 0 0.00 2 10.00
出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 0 0.00 0 0.00 出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 大学のホームページ 9 17.65 7 14.58
学科のホームページ 16 31.37 11 22.92
大学案内 3 5.88 3 6.25
学部学科パンフレット（チラシ） 1 1.96 1 2.08
学科の受入方針（アドミッションポリシー） 1 1.96 1 2.08
本学のオープンキャンパスで得た情報 2 3.92 4 8.33
本学の「高校生のための大学授業開放」 0 0.00 1 2.08
高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
受験雑誌　 4 7.84 1 2.08
赤本等の過去問 2 3.92 3 6.25
予備校が提供する情報　 2 3.92 0 0.00
高校からの情報やアドバイス 8 15.69 14 29.17
塾の教員からの情報やアドバイス 1 1.96 0 0.00
家族や知人からの情報やアドバイスなど 2 3.92 1 2.08
出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 0 0.00 1 2.08

情報システム工学科 大学のホームページ 14 22.95 7 14.29 人間情報工学科 大学のホームページ 11 26.19 6 14.63
学科のホームページ 6 9.84 8 16.33 学科のホームページ 6 14.29 5 12.20
大学案内 6 9.84 3 6.12 大学案内 3 7.14 2 4.88
学部学科パンフレット（チラシ） 3 4.92 1 2.04 学部学科パンフレット（チラシ） 4 9.52 5 12.20
学科の受入方針（アドミッションポリシー） 0 0.00 1 2.04 学科の受入方針（アドミッションポリシー） 0 0.00 0 0.00
本学のオープンキャンパスで得た情報 3 4.92 2 4.08 本学のオープンキャンパスで得た情報 3 7.14 4 9.76
本学の「高校生のための大学授業開放」 1 1.64 1 2.04 本学の「高校生のための大学授業開放」 2 4.76 0 0.00
高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
受験雑誌　 2 3.28 2 4.08 受験雑誌　 1 2.38 0 0.00
赤本等の過去問 3 4.92 4 8.16 赤本等の過去問 1 2.38 0 0.00
予備校が提供する情報　 4 6.56 1 2.04 予備校が提供する情報　 3 7.14 5 12.20
高校からの情報やアドバイス 12 19.67 13 26.53 高校からの情報やアドバイス 5 11.90 12 29.27
塾の教員からの情報やアドバイス 2 3.28 3 6.12 塾の教員からの情報やアドバイス 1 2.38 1 2.44
家族や知人からの情報やアドバイスなど 4 6.56 1 2.04 家族や知人からの情報やアドバイスなど 1 2.38 1 2.44
出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 1 1.64 2 4.08 出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 1 2.38 0 0.00

デザイン工学科 大学のホームページ 6 14.29 12 27.91 造形デザイン学科 大学のホームページ 12 23.08 5 11.36
学科のホームページ 9 21.43 8 18.60 学科のホームページ 3 5.77 5 11.36
大学案内 3 7.14 4 9.30 大学案内 5 9.62 7 15.91
学部学科パンフレット（チラシ） 2 4.76 3 6.98 学部学科パンフレット（チラシ） 4 7.69 1 2.27
学科の受入方針（アドミッションポリシー） 0 0.00 0 0.00 学科の受入方針（アドミッションポリシー） 0 0.00 1 2.27
本学のオープンキャンパスで得た情報 5 11.90 6 13.95 本学のオープンキャンパスで得た情報 5 9.62 9 20.45
本学の「高校生のための大学授業開放」 0 0.00 0 0.00 本学の「高校生のための大学授業開放」 2 3.85 1 2.27
高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 高校で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 本学で実施した進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00 イベント会場等で実施された進学ガイダンスでの情報 0 0.00 0 0.00
受験雑誌　 0 0.00 2 4.65 受験雑誌　 0 0.00 2 4.55
赤本等の過去問 2 4.76 0 0.00 赤本等の過去問 0 0.00 0 0.00
予備校が提供する情報　 2 4.76 0 0.00 予備校が提供する情報　 0 0.00 2 4.55
高校からの情報やアドバイス 4 9.52 3 6.98 高校からの情報やアドバイス 8 15.38 5 11.36
塾の教員からの情報やアドバイス 2 4.76 3 6.98 塾の教員からの情報やアドバイス 11 21.15 4 9.09
家族や知人からの情報やアドバイスなど 5 11.90 2 4.65 家族や知人からの情報やアドバイスなど 2 3.85 1 2.27
出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 2 4.76 0 0.00 出身高校の先輩(本学学生)からの情報やアドバイス 0 0.00 1 2.27
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項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 受講した 9 21.95 11 27.50

知っていたが、受講しなかった 11 26.83 13 32.50
知らなかった 21 51.22 16 40.00

栄養学科 受講した 8 19.5 15 40.54
知っていたが、受講しなかった 9 22 5 13.51
知らなかった 24 58.5 17 45.95

保健福祉学科 受講した 12 27.9 12 32.43
　社会福祉学専攻 知っていたが、受講しなかった 12 27.9 6 16.22

知らなかった 19 44.2 19 51.35
保健福祉学科 受講した 9 40.9 6 30.00
　子ども学専攻 知っていたが、受講しなかった 6 27.3 6 30.00

知らなかった 7 31.8 8 40.00
情報通信工学科 受講した 3 5.88 7 14.58

知っていたが、受講しなかった 5 9.80 4 8.33
知らなかった 43 84.31 37 77.08

情報システム工学科 受講した 9 14.8 6 12.24
知っていたが、受講しなかった 9 14.8 2 4.08
知らなかった 43 70.5 41 83.67

人間情報工学科 受講した 8 19 8 19.51
知っていたが、受講しなかった 3 7.14 5 12.20
知らなかった 31 73.8 28 68.29

デザイン工学科 受講した 9 21.4 7 16.28
知っていたが、受講しなかった 5 11.9 10 23.26
知らなかった 28 66.7 26 60.47

造形デザイン学科 受講した 9 17.3 12 27.27
知っていたが、受講しなかった 15 28.8 13 29.55
知らなかった 28 53.8 19 43.18

2019 2020

表 10 知りたかった情報 

 

 

表 11 大学授業開放 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 各学部・学科の特色 12 11.54 12 11.65 保健福祉学科 各学部・学科の特色 10 8.26 16 14.95

カリキュラムや授業内容 23 22.12 25 24.27 　社会福祉学専攻 カリキュラムや授業内容 30 24.79 23 21.50
教員の研究内容や人物 5 4.81 9 8.74 教員の研究内容や人物 7 5.79 10 9.35
取得できる資格と合格率 13 12.50 12 11.65 取得できる資格と合格率 19 15.70 10 9.35
就職先と就職率 11 10.58 10 9.71 就職先と就職率 18 14.88 12 11.21
学生生活 23 22.12 19 18.45 学生生活 21 17.36 23 21.50
学費や授業料減免制度・奨学金制度 7 6.73 4 3.88 学費や授業料減免制度・奨学金制度 9 7.44 8 7.48
教育設備や周辺環境 9 8.65 11 10.68 教育設備や周辺環境 7 5.79 5 4.67
その他 1 0.96 1 0.97 その他 0 0.00 0 0.00

栄養学科 各学部・学科の特色 15 11.63 14 14.74 保健福祉学科 各学部・学科の特色 10 17.54 4 8.70
カリキュラムや授業内容 25 19.38 17 17.89 　子ども学専攻 カリキュラムや授業内容 14 24.56 14 30.43
教員の研究内容や人物 13 10.08 9 9.47 教員の研究内容や人物 2 3.51 5 10.87
取得できる資格と合格率 16 12.40 7 7.37 取得できる資格と合格率 5 8.77 5 10.87
就職先と就職率 23 17.83 14 14.74 就職先と就職率 7 12.28 4 8.70
学生生活 17 13.18 25 26.32 学生生活 10 17.54 8 17.39
学費や授業料減免制度・奨学金制度 7 5.43 3 3.16 学費や授業料減免制度・奨学金制度 3 5.26 3 6.52
教育設備や周辺環境 12 9.30 5 5.26 教育設備や周辺環境 6 10.53 3 6.52
その他 1 0.78 1 1.05 その他 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 各学部・学科の特色 29 21.17 16 13.22
カリキュラムや授業内容 26 18.98 23 19.01
教員の研究内容や人物 7 5.11 7 5.79
取得できる資格と合格率 11 8.03 20 16.53
就職先と就職率 21 15.33 23 19.01
学生生活 25 18.25 14 11.57
学費や授業料減免制度・奨学金制度 7 5.11 8 6.61
教育設備や周辺環境 9 6.57 8 6.61
その他 2 1.46 2 1.65

情報システム工学科 各学部・学科の特色 30 20.83 27 20.15 人間情報工学科 各学部・学科の特色 18 20.00 14 12.61
カリキュラムや授業内容 35 24.31 31 23.13 カリキュラムや授業内容 18 20.00 26 23.42
教員の研究内容や人物 5 3.47 12 8.96 教員の研究内容や人物 3 3.33 9 8.11
取得できる資格と合格率 11 7.64 10 7.46 取得できる資格と合格率 13 14.44 13 11.71
就職先と就職率 25 17.36 17 12.69 就職先と就職率 19 21.11 21 18.92
学生生活 18 12.50 17 12.69 学生生活 12 13.33 13 11.71
学費や授業料減免制度・奨学金制度 3 2.08 7 5.22 学費や授業料減免制度・奨学金制度 3 3.33 6 5.41
教育設備や周辺環境 17 11.81 13 9.70 教育設備や周辺環境 2 2.22 7 6.31
その他 0 0.00 0 0.00 その他 2 2.22 2 1.80

デザイン工学科 各学部・学科の特色 16 13.33 18 15.65 造形デザイン学科 各学部・学科の特色 19 13.19 10 8.33
カリキュラムや授業内容 25 20.83 26 22.61 カリキュラムや授業内容 32 22.22 28 23.33
教員の研究内容や人物 5 4.17 5 4.35 教員の研究内容や人物 12 8.33 9 7.50
取得できる資格と合格率 17 14.17 22 19.13 取得できる資格と合格率 13 9.03 12 10.00
就職先と就職率 22 18.33 15 13.04 就職先と就職率 21 14.58 20 16.67
学生生活 19 15.83 13 11.30 学生生活 20 13.89 20 16.67
学費や授業料減免制度・奨学金制度 5 4.17 4 3.48 学費や授業料減免制度・奨学金制度 15 10.42 7 5.83
教育設備や周辺環境 11 9.17 10 8.70 教育設備や周辺環境 11 7.64 14 11.67
その他 0 0.00 2 1.74 その他 1 0.69 0 0.00

2019 2020
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項目 度数 割合 度数 割合
推薦入試 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 52 47.71 68 66.67

地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 14 12.84 10 9.80
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 18 16.51 11 10.78
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 25 22.94 13 12.75
その他 0 0.00 0 0.00

帰国生入試 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 1 50.00 0
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 0 0.00 0
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 0 0.00 0
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 1 50.00 0
その他 0 0.00 0

一般入試　前期日程 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 108 56.25 88 51.76
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 23 11.98 17 10.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 35 18.23 32 18.82
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 26 13.54 32 18.82
その他 0 0.00 1 0.59

一般入試　中期日程 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 49 64.47 34 54.84
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 4 5.26 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 9 11.84 10 16.13
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 12 15.79 17 27.42
その他 2 2.63 1 1.61

一般入試　後期日程 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 6 37.50 18 69.23
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 3 18.75 3 11.54
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 2 12.50 4 15.38
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 5 31.25 1 3.85
その他 0 0.00 0 0.00

2019 2020

表 12 今の気持ち 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 17 41.46 22 55.00

地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 7 17.07 6 15.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 7 17.07 8 20.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 10 24.39 4 10.00
その他 0 0.00 0 0.00

栄養学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 23 56.10 17 45.95
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 4 9.76 2 5.41
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 7 17.07 8 21.62
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 7 17.07 9 24.32
その他 0 0.00 1 2.70

保健福祉学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 17 39.53 18 47.37
　社会福祉学専攻 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 10 23.26 9 23.68

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 6 13.95 3 7.89
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 10 23.26 8 21.05
その他 0 0.00 0 0.00

保健福祉学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 10 45.45 11 55.00
　子ども学専攻 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 4 18.18 3 15.00

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 6 27.27 3 15.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 2 9.09 3 15.00
その他 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 28 54.90 32 66.67
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 3 5.88 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 10 19.61 5 10.42
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 10 19.61 10 20.83
その他 0 0.00 1 2.08

情報システム工学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 40 65.57 31 63.27
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 4 6.56 1 2.04
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 9 14.75 7 14.29
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 8 13.11 10 20.41
その他 0 0.00 0 0.00

人間情報工学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 18 42.86 20 48.78
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 5 11.90 3 7.32
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 7 16.67 8 19.51
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 10 23.81 10 24.39
その他 2 4.76 0 0.00

デザイン工学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 31 73.81 25 58.14
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 2 4.76 5 11.63
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 6 14.29 7 16.28
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 3 7.14 6 13.95
その他 0 0.00 0 0.00

造形デザイン学科 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 32 61.54 32 72.73
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 5 9.62 1 2.27
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 6 11.54 8 18.18
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 9 17.31 3 6.82
その他 0 0.00 0 0.00

2019 2020
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項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 3 23.08 10 90.91

地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 1 7.69 1 9.09
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 3 23.08 0 0.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 6 46.15 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00

帰国 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 1 100.00 0
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 0 0.00 0
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 0 0.00 0
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 0 0.00 0
その他 0 0.00 0

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 10 52.63 6 31.58
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 3 15.79 4 21.05
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 4 21.05 6 31.58
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 2 10.53 3 15.79
その他 0 0.00 0 0.00

後期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 3 37.50 6 75.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 3 37.50 1 12.50
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 0 0.00 1 12.50
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 2 25.00 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00

栄養学科 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 6 46.15 4 33.33
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 1 7.69 2 16.67
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 3 23.08 3 25.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 3 23.08 3 25.00
その他 0 0.00 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 17 60.71 10 50.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 3 10.71 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 4 14.29 4 20.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 4 14.29 5 25.00
その他 0 0.00 1 5.00

後期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 0 3 60.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 0 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 0 1 20.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 0 1 20.00
その他 0 0 0.00

保健福祉学科 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 7 53.85 3 27.27
　社会福祉学専攻 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 1 7.69 5 45.45

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 3 23.08 0 0.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 2 15.38 3 27.27
その他 0 0.00 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 9 34.62 10 50.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 9 34.62 3 15.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 2 7.69 2 10.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 6 23.08 5 25.00
その他 0 0.00 0 0.00

後期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 1 25.00 5 71.43
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 0 0.00 1 14.29
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 1 25.00 1 14.29
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 2 50.00 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00

保健福祉学科 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 4 57.14 5 83.33
　子ども学専攻 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 2 28.57 1 16.67

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 1 14.29 0 0.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 0 0.00 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 4 36.36 2 25.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 2 18.18 1 12.50
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 4 36.36 2 25.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 1 9.09 3 37.50
その他 0 0.00 0 0.00

後期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 2 50.00 4 66.67
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 0 0.00 1 16.67
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 1 25.00 1 16.67
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 1 25.00 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00
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項目 度数 割合 度数 割合
情報通信 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 7 53.85 11 84.62
工学科 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 1 7.69 0 0.00

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 2 15.38 1 7.69
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 3 23.08 1 7.69
その他 0 0.00 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 9 56.25 7 53.85
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 0 0.00 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 5 31.25 3 23.08
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 2 12.50 3 23.08
その他 0 0.00 0 0.00

中期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 12 54.55 14 63.64
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 2 9.09 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 3 13.64 1 4.55
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 5 22.73 6 27.27
その他 0 0.00 1 4.55

情報システム 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 9 60.00 9 69.23
工学科 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 0 0.00 1 7.69

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 2 13.33 2 15.38
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 4 26.67 1 7.69
その他 0 0.00 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 6 46.15 8 61.54
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 2 15.38 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 4 30.77 1 7.69
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 1 7.69 4 30.77
その他 0 0.00 0 0.00

中期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 25 75.76 14 60.87
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 2 6.06 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 3 9.09 4 17.39
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 3 9.09 5 21.74
その他 0 0.00 0 0.00

人間情報 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 2 15.38 8 66.67
工学科 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 5 38.46 0 0.00

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 1 7.69 2 16.67
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 5 38.46 2 16.67
その他 0 0.00 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 5 55.56 6 50.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 0 0.00 3 25.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 3 33.33 1 8.33
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 1 11.11 2 16.67
その他 0 0.00 0 0.00

中期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 11 55.00 6 35.29
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 0 0.00 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 3 15.00 5 29.41
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 4 20.00 6 35.29
その他 2 10.00 0 0.00

デザイン工学科 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 7 70.00 9 90.00
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 1 10.00 0 0.00
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 1 10.00 0 0.00
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 1 10.00 1 10.00
その他 0 0.00 0 0.00

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 24 75.00 16 48.48
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 1 3.13 5 15.15
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 5 15.63 7 21.21
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 2 6.25 5 15.15
その他 0 0.00 0 0.00

造形デザイン 推薦 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 7 58.33 9 75.00
学科 地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 2 16.67 0 0.00

課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 2 16.67 2 16.67
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 1 8.33 1 8.33
その他 0 0.00 0 0.00

帰国 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 0 0.00 0
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 0 0.00 0
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 0 0.00 0
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 1 100.00 0
その他 0 0.00 0

前期 真剣に学んで、多くの知識や技術を身につけたい 25 64.10 23 71.9
地域ボランティアや海外留学などの多くの経験を積んで、人間性を磨きたい 3 7.69 1 3.13
課外活動やアルバイトなどを含め、学生生活を思い切り楽しみたい 4 10.26 6 18.8
とりあえず無事に卒業し、就職や進学をしたい。(資格試験の合格を含む) 7 17.95 2 6.25
その他 0 0.00 0 0.00
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項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 専門教育 19 46.34 18 45.00 保健福祉学科 専門教育 17 41.46 12 33.33

国家試験対策(保健福祉学部のみ) 12 29.27 14 35.00 　社会福祉学専攻 国家試験対策(保健福祉学部のみ) 17 41.46 18 50.00
一般教養教育 2 4.88 1 2.50 一般教養教育 1 2.44 2 5.56
語学教育 4 9.76 1 2.50 語学教育 0 0.00 0 0.00
学内教育設備 0 0.00 1 2.50 学内教育設備 0 0.00 0 0.00
地域活動・ボランティア活動の機会 0 0.00 2 5.00 地域活動・ボランティア活動の機会 5 12.20 2 5.56
国際的活動(海外での授業など)の機会 2 4.88 2 5.00 国際的活動(海外での授業など)の機会 1 2.44 1 2.78
インターンシップ 1 2.44 0 0.00 インターンシップ 0 0.00 0 0.00
学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 0 0.00 0 0.00 学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 0 0.00 1 2.78
図書館 0 0.00 0 0.00 図書館 0 0.00 0 0.00
課外活動施設(体育館・プールなど) 0 0.00 0 0.00 課外活動施設(体育館・プールなど) 0 0.00 0 0.00
その他 1 2.44 1 2.50 その他 0 0.00 0 0.00

栄養学科 専門教育 18 48.65 16 43.24 保健福祉学科 専門教育 16 80.00 15 75.00
国家試験対策(保健福祉学部のみ) 14 37.84 16 43.24 　子ども学専攻 国家試験対策(保健福祉学部のみ) 1 5.00 4 20.00
一般教養教育 0 0.00 2 5.41 一般教養教育 2 10.00 0 0.00
語学教育 0 0.00 0 0.00 語学教育 0 0.00 0 0.00
学内教育設備 1 2.70 0 0.00 学内教育設備 0 0.00 0 0.00
地域活動・ボランティア活動の機会 2 5.41 2 5.41 地域活動・ボランティア活動の機会 1 5.00 1 5.00
国際的活動(海外での授業など)の機会 1 2.70 0 0.00 国際的活動(海外での授業など)の機会 0 0.00 0 0.00
インターンシップ 0 0.00 1 2.70 インターンシップ 0 0.00 0 0.00
学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 0 0.00 0 0.00 学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 0 0.00 0 0.00
図書館 1 2.70 0 0.00 図書館 0 0.00 0 0.00
課外活動施設(体育館・プールなど) 0 0.00 0 0.00 課外活動施設(体育館・プールなど) 0 0.00 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00 その他 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 専門教育 38 79.17 32 68.09
国家試験対策(保健福祉学部のみ) 0 0.00 0 0.00
一般教養教育 2 4.17 6 12.77
語学教育 1 2.08 0 0.00
学内教育設備 3 6.25 1 2.13
地域活動・ボランティア活動の機会 2 4.17 0 0.00
国際的活動(海外での授業など)の機会 1 2.08 1 2.13
インターンシップ 0 0.00 2 4.26
学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 0 0.00 2 4.26
図書館 1 2.08 3 6.38
課外活動施設(体育館・プールなど) 0 0.00 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00

情報システム工学科 専門教育 38 64.41 35 74.47 人間情報工学科 専門教育 25 60.98 23 56.10
国家試験対策(保健福祉学部のみ) 0 0.00 0 0.00 国家試験対策(保健福祉学部のみ) 0 0.00 0 0.00
一般教養教育 7 11.86 5 10.64 一般教養教育 6 14.63 3 7.32
語学教育 1 1.69 1 2.13 語学教育 1 2.44 3 7.32
学内教育設備 4 6.78 2 4.26 学内教育設備 1 2.44 2 4.88
地域活動・ボランティア活動の機会 1 1.69 1 2.13 地域活動・ボランティア活動の機会 1 2.44 1 2.44
国際的活動(海外での授業など)の機会 0 0.00 1 2.13 国際的活動(海外での授業など)の機会 0 0.00 0 0.00
インターンシップ 1 1.69 0 0.00 インターンシップ 1 2.44 0 0.00
学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 1 1.69 1 2.13 学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 1 2.44 1 2.44
図書館 3 5.08 0 0.00 図書館 4 9.76 6 14.63
課外活動施設(体育館・プールなど) 2 3.39 0 0.00 課外活動施設(体育館・プールなど) 0 0.00 0 0.00
その他 1 1.69 1 2.13 その他 1 2.44 2 4.88

デザイン工学科 専門教育 33 80.49 34 80.95 造形デザイン学科 専門教育 41 78.85 37 84.09
国家試験対策(保健福祉学部のみ) 0 0.00 0 0.00 国家試験対策(保健福祉学部のみ) 0 0.00 0 0.00
一般教養教育 1 2.44 3 7.14 一般教養教育 1 1.92 0 0.00
語学教育 1 2.44 1 2.38 語学教育 1 1.92 0 0.00
学内教育設備 4 9.76 1 2.38 学内教育設備 3 5.77 3 6.82
地域活動・ボランティア活動の機会 0 0.00 2 4.76 地域活動・ボランティア活動の機会 2 3.85 1 2.27
国際的活動(海外での授業など)の機会 0 0.00 0 0.00 国際的活動(海外での授業など)の機会 0 0.00 0 0.00
インターンシップ 1 2.44 0 0.00 インターンシップ 0 0.00 1 2.27
学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 0 0.00 1 2.38 学生生活支援(奨学金・就活サポートなど) 1 1.92 2 4.55
図書館 0 0.00 0 0.00 図書館 0 0.00 0 0.00
課外活動施設(体育館・プールなど) 1 2.44 0 0.00 課外活動施設(体育館・プールなど) 1 1.92 0 0.00
その他 0 0.00 0 0.00 その他 2 3.85 0 0.00
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項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 コミュニケーションスキル（日本語） 29 17.26 26 13.83

コミュニケーションスキル（外国語） 31 18.45 26 13.83
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 7 4.17 4 2.13
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 15 8.93 15 7.98
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 2 1.19 4 2.13
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 10 5.95 17 9.04
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 19 11.31 17 9.04
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 13 7.74 18 9.57
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 23 13.69 32 17.02
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 19 11.31 29 15.43
その他 0 0.00 0 0.00

栄養学科 コミュニケーションスキル（日本語） 31 19.14 27 14.75
コミュニケーションスキル（外国語） 18 11.11 24 13.11
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 12 7.41 11 6.01
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 16 9.88 17 9.29
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 6 3.70 4 2.19
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 10 6.17 20 10.93
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 13 8.02 12 6.56
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 17 10.49 21 11.48
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 23 14.20 24 13.11
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 16 9.88 23 12.57
その他 0 0.00 0 0.00

保健福祉学科 コミュニケーションスキル（日本語） 36 21.69 32 15.92
　社会福祉学専攻 コミュニケーションスキル（外国語） 16 9.64 17 8.46

情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 6 3.61 12 5.97
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 13 7.83 15 7.46
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 3 1.81 8 3.98
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 15 9.04 20 9.95
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 13 7.83 18 8.96
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 18 10.84 21 10.45
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 25 15.06 31 15.42
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 21 12.65 27 13.43
その他 0 0.00 0 0.00

保健福祉学科 コミュニケーションスキル（日本語） 20 20.41 17 15.18
　子ども学専攻 コミュニケーションスキル（外国語） 7 7.14 11 9.82

情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 4 4.08 6 5.36
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 7 7.14 12 10.71
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 3 3.06 1 0.89
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 6 6.12 10 8.93
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 11 11.22 14 12.50
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 13 13.27 11 9.82
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 14 14.29 17 15.18
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 13 13.27 13 11.61
その他 0 0.00 0 0.00

情報通信工学科 コミュニケーションスキル（日本語） 32 12.55 27 12.68
コミュニケーションスキル（外国語） 37 14.51 28 13.15
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 40 15.69 35 16.43
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 24 9.41 17 7.98
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 16 6.27 6 2.82
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 19 7.45 23 10.80
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 22 8.63 18 8.45
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 21 8.24 20 9.39
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 20 7.84 20 9.39
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 23 9.02 19 8.92
その他 1 0.39 0 0.00

情報システム工学科 コミュニケーションスキル（日本語） 42 15.38 29 11.65
コミュニケーションスキル（外国語） 43 15.75 30 12.05
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 36 13.19 36 14.46
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 15 5.49 19 7.63
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 14 5.13 12 4.82
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 23 8.42 26 10.44
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 22 8.06 20 8.03
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 28 10.26 22 8.84
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 25 9.16 28 11.24
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 25 9.16 27 10.84
その他 0 0.00 0 0.00

人間情報工学科 コミュニケーションスキル（日本語） 20 18.87 23 13.29
コミュニケーションスキル（外国語） 23 21.70 21 12.14
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 16 15.09 28 16.18
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 7 6.60 14 8.09
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 2 1.89 8 4.62
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 7 6.60 15 8.67
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 6 5.66 15 8.67
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 10 9.43 13 7.51
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 8 7.55 19 10.98
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 5 4.72 17 9.83
その他 2 1.89 0 0.00

デザイン工学科 コミュニケーションスキル（日本語） 27 13.92 23 12.50
コミュニケーションスキル（外国語） 28 14.43 30 16.30
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 9 4.64 14 7.61
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 18 9.28 17 9.24
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 8 4.12 9 4.89
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 19 9.79 14 7.61
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 19 9.79 18 9.78
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 17 8.76 19 10.33
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 22 11.34 18 9.78
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 27 13.92 22 11.96
その他 0 0.00 0 0.00

造形デザイン学科 コミュニケーションスキル（日本語） 39 17.11 37 16.30
コミュニケーションスキル（外国語） 26 11.40 22 9.69
情報の収集・分析・発信力（ICTを利用する力） 9 3.95 19 8.37
卒業後も自律的に学習する力（生涯学習力） 26 11.40 22 9.69
社会や自然の事象を数量的に扱う力（数量的スキル） 4 1.75 2 0.88
論理的思考力（ものごとの客観的な分析や表現） 17 7.46 25 11.01
グローバルに考える力（多文化、異文化の知識と理解） 27 11.84 18 7.93
自分の行動や生活を適切に律する力（自己管理力） 23 10.09 26 11.45
他者と協調し共に行動する力（チームワーク） 28 12.28 29 12.78
発見した問題を解決に導くための計画力（問題解決力） 27 11.84 27 11.89
その他 2 0.88 0 0.00

2019 2020

項目 度数 割合 度数 割合
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 12 29.27 9 22.50
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 2 4.88 6 15.00
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 8 19.51 7 17.50
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 0 0.00 0 0.00
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 3 7.32 1 2.50
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 3 7.32 4 10.00
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 5 12.20 5 12.50
新しい価値を生み出す力（創造力） 3 7.32 2 5.00
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 5 12.20 6 15.00
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 10 24.39 9 24.32
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 12 29.27 7 18.92
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 4 9.76 3 8.11
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 1 2.44 0 0.00
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 1 2.44 4 10.81
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 3 7.32 3 8.11
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 1 2.44 5 13.51
新しい価値を生み出す力（創造力） 6 14.63 5 13.51
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 3 7.32 1 2.70
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 12 27.91 12 32.43
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 5 11.63 5 13.51
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 11 25.58 4 10.81
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 1 2.33 2 5.41
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 1 2.33 2 5.41
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 4 9.30 4 10.81
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 3 6.98 5 13.51
新しい価値を生み出す力（創造力） 1 2.33 2 5.41
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 5 11.63 1 2.70
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 5 22.73 5 25.00
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 6 27.27 6 30.00
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 4 18.18 1 5.00
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 1 4.55 1 5.00
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 2 9.09 0 0.00
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 1 4.55 2 10.00
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 0 0.00 1 5.00
新しい価値を生み出す力（創造力） 2 9.09 2 10.00
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 1 4.55 2 10.00
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 21 42.00 13 27.66
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 7 14.00 10 21.28
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 5 10.00 7 14.89
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 0 0.00 0 0.00
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 2 4.00 3 6.38
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 1 2.00 1 2.13
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 5 10.00 8 17.02
新しい価値を生み出す力（創造力） 9 18.00 4 8.51
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 0 0.00 1 2.13
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 20 33.33 11 22.45
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 16 26.67 10 20.41
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 7 11.67 6 12.24
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 2 3.33 1 2.04
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 2 3.33 3 6.12
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 1 1.67 1 2.04
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 2 3.33 4 8.16
新しい価値を生み出す力（創造力） 7 11.67 12 24.49
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 3 5.00 1 2.04
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 13 30.95 11 26.83
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 8 19.05 9 21.95
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 8 19.05 9 21.95
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 1 2.38 0 0.00
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 0 0.00 6 14.63
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 2 4.76 2 4.88
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 3 7.14 0 0.00
新しい価値を生み出す力（創造力） 5 11.90 4 9.76
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 1 2.38 0 0.00
その他 1 2.38 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 4 9.52 14 32.56
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 9 21.43 11 25.58
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 4 9.52 5 11.63
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 0 0.00 1 2.33
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 2 4.76 1 2.33
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 1 2.38 2 4.65
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 0 0.00 1 2.33
新しい価値を生み出す力（創造力） 19 45.24 6 13.95
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 3 7.14 2 4.65
その他 0 0.00 0 0.00
物事に自ら進んで取り組む力（主体性） 14 26.92 11 25.00
目的を設定し確実に行動する力（実行力） 6 11.54 7 15.91
自分の意見をわかりやすく伝える力（発信力） 7 13.46 11 25.00
社会のルールや人との約束を守る力（規律・倫理性） 0 0.00 1 2.27
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力（状況把握力） 0 0.00 0 0.00
他人に働きかけ協働する力（働きかけ力） 3 5.77 2 4.55
現状を分析し目的や課題を明らかにする力（課題発見力） 0 0.00 2 4.55
新しい価値を生み出す力（創造力） 19 36.54 7 15.91
相手の意見を丁寧に聞く力（傾聴力） 3 5.77 3 6.82
その他 0 0.00 0 0.00

2019 2020

表 14 身につけたい能力 
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項目 度数 割合 度数 割合
看護学科 岡山県内に就職したい 14 34.15 23 57.50

岡山県外に就職したい 10 24.39 6 15.00
就職は希望しない 0 0.00 0 0.00
本学の大学院に進学したい 1 2.44 0 0.00
他大学の大学院に進学したい 2 4.88 1 2.50
まだわからない 14 34.15 10 25.00

栄養学科 岡山県内に就職したい 10 24.39 11 29.73
岡山県外に就職したい 20 48.78 9 24.32
就職は希望しない 1 2.44 0 0.00
本学の大学院に進学したい 2 4.88 0 0.00
他大学の大学院に進学したい 1 2.44 1 2.70
まだわからない 7 17.07 16 43.24

保健福祉学科 岡山県内に就職したい 15 34.88 15 40.54
　社会福祉学専攻 岡山県外に就職したい 13 30.23 10 27.03

就職は希望しない 0 0.00 0 0.00
本学の大学院に進学したい 0 0.00 0 0.00
他大学の大学院に進学したい 0 0.00 2 5.41
まだわからない 15 34.88 10 27.03

保健福祉学科 岡山県内に就職したい 16 72.73 11 55.00
　子ども学専攻 岡山県外に就職したい 3 13.64 6 30.00

就職は希望しない 0 0.00 0 0.00
本学の大学院に進学したい 0 0.00 0 0.00
他大学の大学院に進学したい 0 0.00 0 0.00
まだわからない 3 13.64 3 15.00

情報通信工学科 岡山県内に就職したい 8 15.69 6 12.50
岡山県外に就職したい 7 13.73 7 14.58
就職は希望しない 0 0.00 0 0.00
本学の大学院に進学したい 3 5.88 1 2.08
他大学の大学院に進学したい 14 27.45 15 31.25
まだわからない 19 37.25 19 39.58

情報システム工学科 岡山県内に就職したい 7 11.48 6 12.24
岡山県外に就職したい 9 14.75 2 4.08
就職は希望しない 0 0.00 0 0.00
本学の大学院に進学したい 4 6.56 2 4.08
他大学の大学院に進学したい 18 29.51 16 32.65
まだわからない 23 37.70 23 46.94

人間情報工学科 岡山県内に就職したい 6 14.29 4 9.76
岡山県外に就職したい 6 14.29 5 12.20
就職は希望しない 0 0.00 0 0.00
本学の大学院に進学したい 5 11.90 4 9.76
他大学の大学院に進学したい 12 28.57 3 7.32
まだわからない 13 30.95 25 60.98

デザイン工学科 岡山県内に就職したい 6 14.29 7 16.28
岡山県外に就職したい 16 38.10 15 34.88
就職は希望しない 0 0.00 1 2.33
本学の大学院に進学したい 0 0.00 0 0.00
他大学の大学院に進学したい 3 7.14 3 6.98
まだわからない 17 40.48 17 39.53

造形デザイン学科 岡山県内に就職したい 8 15.38 8 18.18
岡山県外に就職したい 21 40.38 12 27.27
就職は希望しない 2 3.85 0 0.00
本学の大学院に進学したい 0 0.00 0 0.00
他大学の大学院に進学したい 1 1.92 1 2.27
まだわからない 20 38.46 23 52.27

2019 2020

表 15 希望進路 
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表 16 現在身に付けていると思う能力（社会の一員として生きる力） 

 

項目 度数 割合
看護学科 全く身に付いていない 1 2.50

あまり身に付いていない 13 32.50
どちらともいえない 15 37.50
かなり身に付いている 10 25.00
大いに身に付いている 1 2.50

栄養学科 全く身に付いていない 1 2.70
あまり身に付いていない 14 37.84
どちらともいえない 16 43.24
かなり身に付いている 6 16.22
大いに身に付いている 0 0.00

保健福祉学科 全く身に付いていない 1 2.63
　社会福祉学専攻 あまり身に付いていない 14 36.84

どちらともいえない 17 44.74
かなり身に付いている 6 15.79
大いに身に付いている 0 0.00

保健福祉学科 全く身に付いていない 0 0.00
　子ども学専攻 あまり身に付いていない 5 25.00

どちらともいえない 10 50.00
かなり身に付いている 4 20.00
大いに身に付いている 1 5.00

情報通信工学科 全く身に付いていない 2 4.17
あまり身に付いていない 12 25.00
どちらともいえない 28 58.33
かなり身に付いている 6 12.50
大いに身に付いている 0 0.00

情報システム工学科 全く身に付いていない 5 10.20
あまり身に付いていない 12 24.49
どちらともいえない 26 53.06
かなり身に付いている 5 10.20
大いに身に付いている 1 2.04

人間情報工学科 全く身に付いていない 6 14.63
あまり身に付いていない 14 34.15
どちらともいえない 15 36.59
かなり身に付いている 5 12.20
大いに身に付いている 1 2.44

デザイン工学科 全く身に付いていない 2 4.65
あまり身に付いていない 11 25.58
どちらともいえない 24 55.81
かなり身に付いている 4 9.30
大いに身に付いている 2 4.65

造形デザイン学科 全く身に付いていない 2 4.55
あまり身に付いていない 19 43.18
どちらともいえない 21 47.73
かなり身に付いている 2 4.55
大いに身に付いている 0 0.00

2020
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表 17 現在身に付けていると思う能力（専門性を活かすための基礎知識とスキル） 

 

項目 度数 割合
看護学科 全く身に付いていない 6 15.00

あまり身に付いていない 17 42.50
どちらともいえない 15 37.50
かなり身に付いている 2 5.00
大いに身に付いている 0 0.00

栄養学科 全く身に付いていない 5 13.51
あまり身に付いていない 12 32.43
どちらともいえない 17 45.95
かなり身に付いている 3 8.11
大いに身に付いている 0 0.00

保健福祉学科 全く身に付いていない 8 21.05
　社会福祉学専攻 あまり身に付いていない 20 52.63

どちらともいえない 8 21.05
かなり身に付いている 2 5.26
大いに身に付いている 0 0.00

保健福祉学科 全く身に付いていない 1 5.00
　子ども学専攻 あまり身に付いていない 6 30.00

どちらともいえない 11 55.00
かなり身に付いている 2 10.00
大いに身に付いている 0 0.00

情報通信工学科 全く身に付いていない 13 27.08
あまり身に付いていない 19 39.58
どちらともいえない 14 29.17
かなり身に付いている 1 2.08
大いに身に付いている 1 2.08

情報システム工学科 全く身に付いていない 11 22.45
あまり身に付いていない 18 36.73
どちらともいえない 17 34.69
かなり身に付いている 3 6.12
大いに身に付いている 0 0.00

人間情報工学科 全く身に付いていない 13 31.71
あまり身に付いていない 16 39.02
どちらともいえない 10 24.39
かなり身に付いている 1 2.44
大いに身に付いている 1 2.44

デザイン工学科 全く身に付いていない 6 13.95
あまり身に付いていない 20 46.51
どちらともいえない 16 37.21
かなり身に付いている 0 0.00
大いに身に付いている 1 2.33

造形デザイン学科 全く身に付いていない 3 6.82
あまり身に付いていない 26 59.09
どちらともいえない 11 25.00
かなり身に付いている 2 4.55
大いに身に付いている 2 4.55

2020
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表 18 現在身に付けていると思う能力（専門的な知識と技術） 

 

項目 度数 割合
看護学科 全く身に付いていない 20 50.00

あまり身に付いていない 12 30.00
どちらともいえない 8 20.00
かなり身に付いている 0 0.00
大いに身に付いている 0 0.00

栄養学科 全く身に付いていない 8 21.62
あまり身に付いていない 14 37.84
どちらともいえない 14 37.84
かなり身に付いている 1 2.70
大いに身に付いている 0 0.00

保健福祉学科 全く身に付いていない 12 31.58
　社会福祉学専攻 あまり身に付いていない 17 44.74

どちらともいえない 7 18.42
かなり身に付いている 2 5.26
大いに身に付いている 0 0.00

保健福祉学科 全く身に付いていない 3 15.00
　子ども学専攻 あまり身に付いていない 12 60.00

どちらともいえない 5 25.00
かなり身に付いている 0 0.00
大いに身に付いている 0 0.00

情報通信工学科 全く身に付いていない 22 45.83
あまり身に付いていない 17 35.42
どちらともいえない 8 16.67
かなり身に付いている 1 2.08
大いに身に付いている 0 0.00

情報システム工学科 全く身に付いていない 19 38.78
あまり身に付いていない 16 32.65
どちらともいえない 12 24.49
かなり身に付いている 2 4.08
大いに身に付いている 0 0.00

人間情報工学科 全く身に付いていない 22 53.66
あまり身に付いていない 13 31.71
どちらともいえない 5 12.20
かなり身に付いている 0 0.00
大いに身に付いている 1 2.44

デザイン工学科 全く身に付いていない 13 30.23
あまり身に付いていない 15 34.88
どちらともいえない 12 27.91
かなり身に付いている 2 4.65
大いに身に付いている 1 2.33

造形デザイン学科 全く身に付いていない 8 18.18
あまり身に付いていない 22 50.00
どちらともいえない 11 25.00
かなり身に付いている 2 4.55
大いに身に付いている 1 2.27

2020
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表 19 現在身に付けていると思う能力（創造的に考える力） 

 

項目 度数 割合
看護学科 全く身に付いていない 1 2.50

あまり身に付いていない 11 27.50
どちらともいえない 18 45.00
かなり身に付いている 10 25.00
大いに身に付いている 0 0.00

栄養学科 全く身に付いていない 3 8.11
あまり身に付いていない 8 21.62
どちらともいえない 24 64.86
かなり身に付いている 2 5.41
大いに身に付いている 0 0.00

保健福祉学科 全く身に付いていない 4 10.53
　社会福祉学専攻 あまり身に付いていない 17 44.74

どちらともいえない 14 36.84
かなり身に付いている 2 5.26
大いに身に付いている 1 2.63

保健福祉学科 全く身に付いていない 1 5.00
　子ども学専攻 あまり身に付いていない 8 40.00

どちらともいえない 7 35.00
かなり身に付いている 4 20.00
大いに身に付いている 0 0.00

情報通信工学科 全く身に付いていない 3 6.25
あまり身に付いていない 9 18.75
どちらともいえない 26 54.17
かなり身に付いている 9 18.75
大いに身に付いている 1 2.08

情報システム工学科 全く身に付いていない 2 4.08
あまり身に付いていない 13 26.53
どちらともいえない 24 48.98
かなり身に付いている 10 20.41
大いに身に付いている 0 0.00

人間情報工学科 全く身に付いていない 3 7.32
あまり身に付いていない 11 26.83
どちらともいえない 19 46.34
かなり身に付いている 7 17.07
大いに身に付いている 1 2.44

デザイン工学科 全く身に付いていない 1 2.33
あまり身に付いていない 6 13.95
どちらともいえない 27 62.79
かなり身に付いている 7 16.28
大いに身に付いている 2 4.65

造形デザイン学科 全く身に付いていない 1 2.27
あまり身に付いていない 11 25.00
どちらともいえない 20 45.45
かなり身に付いている 10 22.73
大いに身に付いている 2 4.55

2020
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表 20 現在身に付けていると思う能力（自らみがき発展する力） 

 

項目 度数 割合
看護学科 全く身に付いていない 0 0.00

あまり身に付いていない 11 27.50
どちらともいえない 13 32.50
かなり身に付いている 15 37.50
大いに身に付いている 1 2.50

栄養学科 全く身に付いていない 2 5.41
あまり身に付いていない 8 21.62
どちらともいえない 21 56.76
かなり身に付いている 6 16.22
大いに身に付いている 0 0.00

保健福祉学科 全く身に付いていない 2 5.26
　社会福祉学専攻 あまり身に付いていない 16 42.11

どちらともいえない 12 31.58
かなり身に付いている 8 21.05
大いに身に付いている 0 0.00

保健福祉学科 全く身に付いていない 1 5.00
　子ども学専攻 あまり身に付いていない 3 15.00

どちらともいえない 11 55.00
かなり身に付いている 4 20.00
大いに身に付いている 1 5.00

情報通信工学科 全く身に付いていない 2 4.17
あまり身に付いていない 14 29.17
どちらともいえない 27 56.25
かなり身に付いている 3 6.25
大いに身に付いている 2 4.17

情報システム工学科 全く身に付いていない 1 2.04
あまり身に付いていない 18 36.73
どちらともいえない 23 46.94
かなり身に付いている 6 12.24
大いに身に付いている 1 2.04

人間情報工学科 全く身に付いていない 5 12.20
あまり身に付いていない 13 31.71
どちらともいえない 16 39.02
かなり身に付いている 6 14.63
大いに身に付いている 1 2.44

デザイン工学科 全く身に付いていない 0 0.00
あまり身に付いていない 7 16.28
どちらともいえない 25 58.14
かなり身に付いている 10 23.26
大いに身に付いている 1 2.33

造形デザイン学科 全く身に付いていない 2 4.55
あまり身に付いていない 12 27.27
どちらともいえない 20 45.45
かなり身に付いている 9 20.45
大いに身に付いている 1 2.27

2020
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表 21 現在身に付けていると思う能力（コミュニケーションの力） 

 

項目 度数 割合
看護学科 全く身に付いていない 0 0.00

あまり身に付いていない 8 20.00
どちらともいえない 15 37.50
かなり身に付いている 13 32.50
大いに身に付いている 4 10.00

栄養学科 全く身に付いていない 0 0.00
あまり身に付いていない 16 43.24
どちらともいえない 10 27.03
かなり身に付いている 10 27.03
大いに身に付いている 1 2.70

保健福祉学科 全く身に付いていない 4 10.53
　社会福祉学専攻 あまり身に付いていない 13 34.21

どちらともいえない 15 39.47
かなり身に付いている 4 10.53
大いに身に付いている 2 5.26

保健福祉学科 全く身に付いていない 1 5.00
　子ども学専攻 あまり身に付いていない 1 5.00

どちらともいえない 8 40.00
かなり身に付いている 7 35.00
大いに身に付いている 3 15.00

情報通信工学科 全く身に付いていない 6 12.50
あまり身に付いていない 20 41.67
どちらともいえない 11 22.92
かなり身に付いている 9 18.75
大いに身に付いている 2 4.17

情報システム工学科 全く身に付いていない 6 12.24
あまり身に付いていない 10 20.41
どちらともいえない 24 48.98
かなり身に付いている 8 16.33
大いに身に付いている 1 2.04

人間情報工学科 全く身に付いていない 2 4.88
あまり身に付いていない 16 39.02
どちらともいえない 14 34.15
かなり身に付いている 5 12.20
大いに身に付いている 4 9.76

デザイン工学科 全く身に付いていない 2 4.65
あまり身に付いていない 12 27.91
どちらともいえない 15 34.88
かなり身に付いている 9 20.93
大いに身に付いている 5 11.63

造形デザイン学科 全く身に付いていない 3 6.82
あまり身に付いていない 15 34.09
どちらともいえない 21 47.73
かなり身に付いている 4 9.09
大いに身に付いている 1 2.27

2020
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表 22 現在身に付けていると思う能力（ソーシャルスキル・ビジネスマナー） 

 

項目 度数 割合
看護学科 全く身に付いていない 3 7.50

あまり身に付いていない 10 25.00
どちらともいえない 20 50.00
かなり身に付いている 7 17.50
大いに身に付いている 0 0.00

栄養学科 全く身に付いていない 4 10.81
あまり身に付いていない 11 29.73
どちらともいえない 18 48.65
かなり身に付いている 3 8.11
大いに身に付いている 1 2.70

保健福祉学科 全く身に付いていない 5 13.16
　社会福祉学専攻 あまり身に付いていない 17 44.74

どちらともいえない 14 36.84
かなり身に付いている 2 5.26
大いに身に付いている 0 0.00

保健福祉学科 全く身に付いていない 1 5.00
　子ども学専攻 あまり身に付いていない 6 30.00

どちらともいえない 10 50.00
かなり身に付いている 3 15.00
大いに身に付いている 0 0.00

情報通信工学科 全く身に付いていない 8 16.67
あまり身に付いていない 10 20.83
どちらともいえない 24 50.00
かなり身に付いている 6 12.50
大いに身に付いている 0 0.00

情報システム工学科 全く身に付いていない 9 18.37
あまり身に付いていない 10 20.41
どちらともいえない 22 44.90
かなり身に付いている 8 16.33
大いに身に付いている 0 0.00

人間情報工学科 全く身に付いていない 7 17.07
あまり身に付いていない 14 34.15
どちらともいえない 16 39.02
かなり身に付いている 3 7.32
大いに身に付いている 1 2.44

デザイン工学科 全く身に付いていない 3 6.98
あまり身に付いていない 10 23.26
どちらともいえない 22 51.16
かなり身に付いている 6 13.95
大いに身に付いている 2 4.65

造形デザイン学科 全く身に付いていない 2 4.55
あまり身に付いていない 21 47.73
どちらともいえない 15 34.09
かなり身に付いている 6 13.64
大いに身に付いている 0 0.00

2020



 
（Ｂ-22） 

 

表 23 現在身に付けていると思う能力（職業人となる意識） 

 

項目 度数 割合
看護学科 全く身に付いていない 2 5.00

あまり身に付いていない 6 15.00
どちらともいえない 15 37.50
かなり身に付いている 17 42.50
大いに身に付いている 0 0.00

栄養学科 全く身に付いていない 3 8.11
あまり身に付いていない 6 16.22
どちらともいえない 17 45.95
かなり身に付いている 10 27.03
大いに身に付いている 1 2.70

保健福祉学科 全く身に付いていない 5 13.16
　社会福祉学専攻 あまり身に付いていない 11 28.95

どちらともいえない 16 42.11
かなり身に付いている 6 15.79
大いに身に付いている 0 0.00

保健福祉学科 全く身に付いていない 0 0.00
　子ども学専攻 あまり身に付いていない 3 15.00

どちらともいえない 10 50.00
かなり身に付いている 6 30.00
大いに身に付いている 1 5.00

情報通信工学科 全く身に付いていない 3 6.25
あまり身に付いていない 18 37.50
どちらともいえない 23 47.92
かなり身に付いている 2 4.17
大いに身に付いている 2 4.17

情報システム工学科 全く身に付いていない 8 16.33
あまり身に付いていない 9 18.37
どちらともいえない 23 46.94
かなり身に付いている 8 16.33
大いに身に付いている 1 2.04

人間情報工学科 全く身に付いていない 8 19.51
あまり身に付いていない 14 34.15
どちらともいえない 15 36.59
かなり身に付いている 3 7.32
大いに身に付いている 1 2.44

デザイン工学科 全く身に付いていない 3 6.98
あまり身に付いていない 7 16.28
どちらともいえない 27 62.79
かなり身に付いている 5 11.63
大いに身に付いている 1 2.33

造形デザイン学科 全く身に付いていない 0 0.00
あまり身に付いていない 14 31.82
どちらともいえない 23 52.27
かなり身に付いている 4 9.09
大いに身に付いている 3 6.82

2020
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Ｃ 卒業時・修了時アンケート 

 

C-1 卒業時アンケート 

実施日時：2021 年 3 月 22 日～4 月 3 日 
実施方法：Web 上で実施 
対象者：総数人 397 中、回答数 165 人（回収率 42％） 

 
 

 

C-2 修了時アンケート 

実施日時：2021 年 3 月 15 日～28 日 
実施方法：Web 上で実施 
対象者：総数人 69 中、回答数 34 人（回収率 49％） 

 
 

 

2020年度「卒業時アンケート」の結果 看護 栄養 保福 通信 システム 人情 デ工 造形

43 48 61 65 60 37 38 45 152 162 83 397
27 35 22 15 15 21 20 10 84 51 30 165

63% 73% 36% 23% 25% 57% 53% 22% 55% 31% 36% 42%

【教養科目】次の共通教育科目カテゴリーは、あなたの成長にどの程度意義がありましたか

「修学基礎」分野 4.04 3.76 3.73 4.00 3.60 3.95 3.85 4.20 3.84 3.85 4.03 3.87
「人文・社会科学」分野 3.67 3.00 3.45 4.00 3.07 3.95 3.80 4.30 3.37 3.67 4.05 3.56
「自然科学」分野 3.70 3.57 3.27 3.47 3.60 3.81 3.65 3.60 3.52 3.63 3.63 3.59
「健康科学」分野 3.88 3.83 3.68 3.57 3.33 4.33 3.70 3.40 3.80 3.75 3.55 3.77
「語学国際」分野 3.59 2.77 3.14 3.67 3.27 3.05 3.75 3.90 3.17 3.33 3.83 3.30
「社会連携」分野 3.60 3.40 3.57 3.29 3.07 3.80 3.50 3.90 3.52 3.39 3.70 3.51
【教養科目】の平均 3.75 3.39 3.47 3.67 3.32 3.82 3.71 3.88 3.54 3.60 3.80 3.60

【専門科目】学部教育科目カテゴリーは、あなたの成長にどの程度意義がありましたか

講義科目 4.33 4.11 4.27 4.13 3.80 4.05 3.90 4.30 4.24 3.99 4.10 4.12
実験・実習・演習科目 4.67 4.37 4.64 4.20 3.73 4.24 4.45 4.70 4.56 4.06 4.58 4.39
卒業研究 4.15 4.26 4.36 4.27 3.87 4.00 4.75 4.40 4.26 4.04 4.58 4.25
【専門科目】の平均 4.38 4.25 4.42 4.20 3.80 4.10 4.37 4.47 4.35 4.03 4.42 4.26

【学生の成長実感】今現在身についている資質・知識・能力

幅広い教養 3.70 3.26 3.73 3.67 3.13 3.76 3.75 3.50 3.56 3.52 3.63 3.56
専門的な知識や技能 3.96 3.71 3.95 3.33 3.13 3.19 3.65 3.80 3.88 3.22 3.73 3.63
世代・言語・文化の相違をこえたコミュニケーション力 3.63 3.14 3.41 2.87 3.13 2.81 2.90 3.20 3.39 2.94 3.05 3.16
世代・言語・文化の相違をこえた他者と協働する力 3.89 3.37 3.64 3.00 3.47 3.62 3.25 3.30 3.63 3.36 3.28 3.48
課題発見・解決力 4.07 3.69 3.82 3.13 3.73 3.62 4.00 3.80 3.86 3.50 3.90 3.76
主体性・論理的思考力・判断力・実行力 4.11 3.57 3.68 3.53 3.93 3.76 3.65 3.70 3.79 3.74 3.68 3.75
法や道徳を守り、社会を改善する意欲 4.44 4.21 4.09 3.73 3.73 3.95 4.20 4.10 4.25 3.81 4.15 4.10
未来に向けて新たな行動をする意欲 4.37 4.09 3.91 4.07 3.80 4.24 4.10 4.10 4.12 4.03 4.10 4.10
生涯にわたって学び続ける意欲 4.30 4.27 4.09 3.87 3.73 4.29 4.45 4.20 4.22 3.96 4.33 4.18
【学生の成長実感】の平均 4.05 3.70 3.81 3.47 3.53 3.69 3.77 3.74 3.86 3.56 3.76 3.75

【学生の満足度】全般的に本学の教育は満足でしたか

全般的に本学の教育に満足でしたか 4.37 3.86 3.77 3.93 3.47 3.62 4.10 3.70 4.00 3.67 3.90 3.89

注）アンケートの集計結果は、５段階評価（１：否定～５：肯定）の平均値を示す

全体
学科

対象者数

回答者数

回収率

保健福祉

学部

情報工

学部

デザイン

学部

2020年度「研究科修了時アンケート」の結果 看護 栄養 保健福祉 システム工 デザイン工 造形デザイン

対象者数 8 7 6 44 3 1 21 44 4 69
回答者数 8 4 3 13 3 3 15 13 6 34
回収率 100% 57% 50% 30% 100% 300% 71% 30% 150% 49%

【学生の成長実感１】高度の専門性に立脚した研究能力

専門分野の研究に意欲的な取り組む力 4.63 4.50 4.33 4.23 4.00 4.33 4.49 4.23 4.17 4.35
専門的な知識や技能 3.88 3.75 4.00 3.77 3.67 4.33 3.88 3.77 4.00 3.85
研究倫理を遵守する力 4.88 4.75 4.33 4.31 4.00 4.33 4.65 4.31 4.17 4.47
情報収集・活用力、論理的思考力、課題解決力 4.50 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.17 4.00 4.00 4.12
専門分野の研究課題の成果を得る力 4.25 3.50 3.67 3.92 3.67 4.33 3.81 3.92 4.00 3.94
日本語を使用しての研究成果

0件 13% 0% 0% 0% 33% 33% 7% 0% 33% 9%
1〜2件 75% 75% 33% 77% 67% 0% 67% 77% 33% 65%
3〜4件 0% 25% 67% 15% 0% 0% 20% 15% 0% 15%
5〜6件 0% 0% 0% 8% 0% 33% 0% 8% 17% 6%

7件以上 13% 0% 0% 0% 0% 33% 7% 0% 17% 6%
日本語以外を使用しての研究成果

0件 100% 25% 67% 77% 100% 33% 73% 77% 67% 74%
1件 0% 25% 33% 23% 0% 33% 13% 23% 17% 18%
2件 0% 50% 0% 0% 0% 0% 13% 0% 0% 6%

4件以上 0% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 17% 3%
【高度の専門性に立脚した研究能力】の平均 4.43 4.10 4.07 4.05 3.87 4.27 4.20 4.05 4.07 4.15

【学生の成長実感２】ヒューマン・スキル

物事を客観的・普遍的に考える力 4.38 4.00 4.00 3.92 4.00 4.33 4.13 3.92 4.17 4.09
地域の問題と国際社会の問題に対応して考える力 3.75 4.25 3.33 3.08 4.00 3.67 3.78 3.08 3.83 3.53
解決すべき課題を、将来の社会を構想しながら考える力 4.00 3.75 3.67 3.77 3.67 4.33 3.81 3.77 4.00 3.85
コミュニケーションを図り、他者と協働する力 4.00 4.00 3.00 3.85 3.67 3.67 3.67 3.85 3.67 3.79
論理的に判断し、提案し、率先して行動する力 4.50 3.75 4.00 4.08 3.67 3.67 4.08 4.08 3.67 4.06
【ヒューマン・スキル】の平均 4.13 3.95 3.60 3.74 3.80 3.93 3.89 3.74 3.87 3.86

【学生の満足度】

本大学院での学修で、高い専門性と高度の教養が身についた 4.38 4.00 4.33 4.00 4.00 4.33 4.24 4.00 4.17 4.15
本大学院での学修は、今後の仕事で役立つ と思う 4.50 4.50 4.67 4.08 4.33 4.33 4.56 4.08 4.33 4.32
本大学院で学ぶことが出来て良かったと思う 4.50 5.00 5.00 3.85 4.33 5.00 4.83 3.85 4.67 4.38
【評価】の平均 4.46 4.50 4.67 3.97 4.22 4.56 4.54 3.97 4.39 4.28

注）アンケートの集計結果は、５段階評価（１：否定～５：肯定）の平均値を示す

全体
博士前期 デザイン

学研究科

情報系工

学研究科

保健福祉

学研究科



D 授業評価アンケート

2020年度

【　前期　・　大学　】
対象者数
総合計＝

16702 ・
回答者数
総合計＝

8217

対象者数 回答者数

修学基礎 986 700
人文・社会科学 1209 683
自然科学 1133 695
健康科学 487 262
語学国際 1515 767
社会連携 563 278

5893 3385

対象者数 回答者数 対象者数 回答者数 対象者数 回答者数

保健福祉学部統合 66 51 情報工学部統合 758 259 デザイン学部統合 1099 345
看護学科 1018 607 情報通信工学科 1233 482 デザイン工学科 904 387
栄養学科 1551 759 情報システム工学科 958 306 造形デザイン学科 840 369
保健福祉学科 1482 831 人間情報工学科 900 436 ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ―
― ― ― ― ― ― ― ― ―

4117 2248 3849 1483 2843 1101

【　前期　・　大学院　】
対象者数
総合計＝

466 ・
回答者数
総合計＝

261

対象者数 回答者数

17 9

対象者数 回答者数 対象者数 回答者数 対象者数 回答者数

202 123 247 129 0 0

【　後期　・　大学　】
対象者数
総合計＝

14296 ・
回答者数
総合計＝

5253

対象者数 回答者数

修学基礎 40 15
人文・社会科学 843 281
自然科学 778 214
健康科学 503 185
語学国際 1406 509
社会連携 527 197

4097 1401

対象者数 回答者数 対象者数 回答者数 対象者数 回答者数

保健福祉学部 0 0 情報工学部統合 875 251 デザイン学部 1007 242
看護学科 1195 560 情報通信工学科 770 309 デザイン工学科 801 264
栄養学科 1032 518 情報システム工学科 1217 292 造形デザイン学科 707 255
保健福祉学科 1783 773 人間情報工学科 812 388 ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ―
― ― ― ― ― ― ― ― ―

4010 1851 3674 1240 2515 761

【　後期　・　大学院　】
対象者数
総合計＝

310 ・
回答者数
総合計＝

96

対象者数 回答者数 対象者数 回答者数 対象者数 回答者数

75 27 235 69 0 0情報系工学研究科（合計） デザイン学研究科（合計）
科目所属

デザイン
学部

科目所属

共通教育

共通教育合計

科目所属 科目所属 科目所属

保健福祉
学部

情報工
学部

デザイン
学部

デザイン学部合計

保健福祉学部合計 情報工学部合計 デザイン学部合計

科目所属 科目所属 科目所属

科目所属

科目所属

共通教育合計

科目所属

大学院(合計）

デザイン学研究科（合計）
科目所属

保健福祉学研究科（合計）

保健福祉学研究科（合計）
科目所属 科目所属

保健福祉
学部

情報工
学部

情報系工学研究科（合計）

科目所属

共通教育

保健福祉学部合計 情報工学部合計

(D-1)
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Ｅ 学生生活アンケート（学部生・大学院生） 

調査項目：42項目 （内訳：選択回答 39項目、自由記述 3項目）                

調査時期：2021 年 1月 18 日（月）～2021年 2月 9日（火） 

回収率：学部生 44.8%、大学院生 26.7% 

使用ツール：Googleform 

集計方法：有効回答の範囲内での単純集計 

 

【Ｑ１．所属、Ｑ２．学年】 

 
 

【キャリア形成支援】 

50.8%

40.6%

35.0%

22.0%

15.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就職相談室

学生支援室（SAS）

県大吉備塾

どれも知らない

キャリアカルテ（学部1・2・3年次

生）

Ｑ３．キャリア形成支援について知っていることはどれですか？

【複数回答可】【Ｎ=778】
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56%
34%

11%
10%

9%
5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１日（ワンデーインターンシップ）

２~４日間

１５日間以上

５~７日間

８~１４日間

４週間以上

Ｑ６．参加したインターンシップの期間として当てはまるものを

全て教えてください

【複数回答可】

【Ｎ=101】

35%
28%

26%
26%

12%
12%
12%

8%
8%

5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

わからない
企業のホームページまたはパンフレット

就職情報誌・情報WEBサイト
はっとりん
求人NAVI

学科の就職担当教員および学科の就職の資料
本部棟 学生支援班

就職相談室
就職資料室の資料

副専攻「岡山創生学」

Ｑ７．インターンシップ情報を主にどこから入手しますか？

（入手しようと思いますか？）

【複数回答可】

【Ｎ=778】

参加していな

い, 85%

参加した, 13%

参加する予定がある, 2%

Ｑ５．今年度、インターンシップに参加しましたか？ 【Ｎ=778】

36.9%
31.2%

27.4%
24.6%

19.3%
18.9%

18.4%
13.8%

11.2%
6.8%

0% 4% 8% 12% 16% 20% 24% 28% 32% 36% 40%

インターンシップ
専門教育科目

ボランティア活動
共通教育科目

就職相談室での面談
どれも役に立っていない
副専攻「岡山創生学」

県大吉備塾
ボランティア以外の正課外活動

キャリアカルテ（学部1・2・3年次生が対象）

Ｑ４．キャリア形成のために役立っていると思うことは何ですか？
【複数回答可】【Ｎ=778】
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【就職支援】 

 

 

 

 

公務員志望ではない, 68%

受講料が安ければ参加したい

（10万円以下）, 25%

公務員志望だが、参加したいと

は思わない, 3%

ある程度の受講料でも参加したい

（15万円程度）, 2% 受講料に関わらず参加した

い（20万円以上）, 1%

Ｑ８．公務員講座を大学で開催する場合、参加したいと思いますか？
【Ｎ=778】

40%
36%

32%
27%

24%
21%

20%
16%

3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

就職相談室
本部棟 学生支援班

はっとりんの就職情報
求人NAVI

どれも知らない
学科の就職担当教員

就職ガイダンス
就職資料室

ニュースレター

Ｑ９．就職支援について知っていることはどれですか？
【複数回答可】【Ｎ=778】

63%
11%

10%
10%
9%

6%
5%

3%
1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就職活動をまだしていない
どれも役に立っていない

学科の就職担当教員との面談・相談
就職相談室での面談・相談

求人NAVI
就職ガイダンス

はっとりんの就職情報
就職資料室の利用

ニュースレター

Ｑ１０．就職活動で役立っている（役立った）ことは何ですか？

【複数回答可】【Ｎ=778】

40%
36%

31%
21%

17%
16%

13%
12%
12%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

企業のホームページまたはパンフレット
就職情報誌・情報WEBサイト

わからない
学科の就職担当教員および学科の就職の資料

求人NAVI
はっとりん

就職相談室
就職資料室の資料
本部棟 学生支援班

ニュースレター

Ｑ１１．就職先情報を主にどこから入手しますか？

（入手しようと思いますか？）
【複数回答可】【Ｎ=778】
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【ボランティア】 

 

 

57%
32%

26%
24%
23%

15%
8%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

同級生や先輩

アドバイザー教員

指導教員

学科の就職担当教員

わからない

就職相談室担当者

本部棟 学生支援班

学生支援班就職担当者

Ｑ１２．具体的な就職活動のやり方、進め方について主にだれに相談

しますか？（相談したいですか？） 【複数回答可】【Ｎ=778】

87%
29%

24%
15%

11%
9%

7%
4%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族・友人

アドバイザー教員

指導教員

アドバイザー教員，指導教員以外の相談しやすい…

学科の就職担当教員

相談相手がいない

就職相談室担当者

学生相談室（ほっとルーム）

保健室

Ｑ１３．将来の進路に関する悩みをだれに相談しますか？

（相談したいですか？）
【複数回答可】【Ｎ=778】

46%
23%
23%

15%
7%
6%
6%

4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

はっとりんのボランティア情報欄
必要ないから得ていない

どこで得られるのかわからない
学内の掲示

教職員からの紹介（学生支援室SAS・COC+室…
副専攻「岡山創生学」の活動の継続

学内学生組織（PZL,サークル等），友人等からの…
社会福祉協議会やNPO等の外部団体

Ｑ１４．ボランティア活動依頼の情報はどこから得ていますか？

【複数回答可】【Ｎ=778】

活動したことはないが，今後は活

動していきたい, 36%

活動したことはなく，今後も活動

をするつもりはない, 23%

活動したことはあるが，今後は継続

するつもりはない, 21%

活動したことがあり，今後も活動

を継続していきたい, 20%

Ｑ１５．大学入学からこれまでにボランティア活動をしたことがありま

すか？また、したいと思いますか？ 【Ｎ=778】
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【学生生活支援】 

 
【授業料・奨学金】 

 

 

45%
22%

11%
8%

7%
6%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

授業など正課内の活動が忙しくて時間的余裕がない

必要性を感じない

新型コロナウイルス感染症により，活動を辞めている

アルバイトが忙しくて時間的余裕がない

活動における交通費等の出費を考えると金銭的余…

他の正課外活動（部活動など）が忙しくて時間的余…

必要性は感じるが，活動依頼の情報が得られない

Ｑ１６．「継続しない」、また「活動するつもりはない」理由は

何ですか？
【複数回答可】【Ｎ=345】

76%
62%

52%
46%

35%
28%

11%
10%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

学生相談室（ほっとルーム）
アドバイザー制度

保健室
学生支援班

学生支援団体PZL
オフィスアワー制度

学生支援室SAS
ハラスメント相談先
障がい学生支援

Ｑ１８．学生生活支援に関して知っていることはどれですか？
【複数回答可】【Ｎ=778】

知っているが，利用する予定がない, 48%

知らないから，詳しく知りたい, 28%

知っていて，利用し

ている, 16%

知る必要がない, 8%
Ｑ１９．授業料免除制度を知っていますか？ 【Ｎ=778】

61%

21%

18%

16%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家計基準に適合しない

必要性を感じない

学力基準に適合しない

申請書類が多くて面倒くさい

書類の書き方が分からない

Ｑ２０．利用しない理由は何ですか？ 【複数回答可】【Ｎ=374】



（Ｅ-6） 

 

 

 
【福利施設】 

 

 

知っていて，利用している, 42%

知っているが，利用する予定がない, 42%

知らないから，詳しく知りたい, 7%

知る必要がない, 9%

Ｑ２１．奨学金制度を知っていますか？ 【Ｎ=778】

60%
32%

31%
9%
9%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家計基準に適合しない

必要性を感じない

卒業後の返済が不安

学力基準に適合しない

申請書類が多くて面倒くさい

書類の書き方が分からない

Ｑ２２．利用しない理由は何ですか？ 【複数回答可】【Ｎ=327】

32%
28%

24%
20%

19%
15%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

改善する必要はない

値段の改善

メニューの改善

利用したことがないから分からない

営業時間の改善

味の改善

Ｑ２４．コロナ禍の授業実施形態において、食堂・喫茶で改善して欲しい

ことは何ですか？ 【複数回答可】【Ｎ=778】

42%

37%

22%

17%

10%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

商品ラインナップの改善

改善する必要はない

値段の改善

営業時間の改善

利用したことがないから分からない

Ｑ２５．コロナ禍の授業実施形態において、コンビニで改善して欲しい

ことは何ですか？
【複数回答可】【Ｎ=778】
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【アドバイザー・オフィスアワー】 

 

 
 

 

 
 

全く行かない, 93%

たまに相談に行く（月に1回以上）, 7%

頻繁に相談に行く（週に1回以上）, 0%

Ｑ２６．アドバイザー面談以外にアドバイザーに相談に行きますか？ 【Ｎ=778】

79%

14%

7%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

相談することがない

アドバイザー教員に相談しにくい

アドバイザー教員を知らない

相談内容的に相談しにくい

Ｑ２７．行かない理由は何ですか？
【複数回答可】【Ｎ=721】

全く行かな

い, 83%

オフィスアワーを意識せずに

相談に行く, 11%

たまに相談に行く（月に1回以上）, 6%
頻繁に相談に行く（週に1回以上）, 0%

Ｑ２８．オフィスアワーを意識して教員に相談に行きますか？ 【Ｎ=778】

55%

31%

13%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

相談することがない

オフィスアワーを知らない

自分の都合で相談したい

相談できる教員が見当たらない

Ｑ２９．意識しないまたは行かない理由は何ですか？
【複数回答可】【Ｎ=728】
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【相談相手】 

 
 

 

 
【ハラスメント】 

91%

8%

8%

4%

4%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・友人

アドバイザー教員・指導教員

相談相手がいない

学生相談室（ほっとルーム）

アドバイザー教員・指導教員以外の相談しやすい…

保健室

Ｑ３０．対人関係の悩みをだれに相談しますか？

（相談したいですか？）
【複数回答可】【Ｎ=778】

88%

10%

6%

6%

5%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・友人

相談相手がいない

アドバイザー教員・指導教員

保健室

学生相談室（ほっとルーム）

アドバイザー教員・指導教員以外の相談しやすい教…

Ｑ３１．心身の健康に関する悩みをだれに相談しますか？

（相談したいですか？）
【複数回答可】【Ｎ=778】

89%
31%

11%
7%

3%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・友人

アドバイザー教員・指導教員

アドバイザー教員・指導教員以外の相談しやすい教…

相談相手がいない

学生相談室（ほっとルーム）

保健室

Ｑ３２．学業に関する悩みをだれに相談しますか？

（相談したいですか？）
【複数回答可】【Ｎ=778】

受けたことはない, 95%

学業に関して，アカデミックハ

ラスメント, 4%

その他，アカデミックハラスメント, 1%

Ｑ３３．これまでに、アカデミックハラスメントを受けたことが

ありますか？
【Ｎ=778】
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83%

12%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

教員から

職員から

その他から

Ｑ３４．アカデミックハラスメントは誰から受けましたか？

【複数回答可】【Ｎ=41】

受けたことはない, 97%

その他，セクシャルハラス

メント, 2%

学業に関して，セクシャルハラスメント, 0% キャリア・就職に関して，セクシャル

ハラスメント, 0%

Ｑ３５．これまでに、セクシャルハラスメントを受けたことが

ありますか？ 【複数回答可】【Ｎ=778】

全く利用しない, 21%

三ヶ月に１，２回程度, 17%

一ヶ月に１，２回程度, 17%
一ヶ月に３，４回程度, 15%

半年に１，２回程度, 12%

一年に１，２回程度, 11%

一週間に３，４回程度, 6%

Ｑ３７．本学図書館の利用頻度はどのくらいですか？
【Ｎ=778】

73%

27%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

その他から

教員から

職員から

Ｑ３６．セクシャルハラスメントは誰から受けましたか？
【複数回答可】【Ｎ=22】
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【図書館】 

 

 

 

42%

38%

13%

11%

5%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自習のため

図書を借りるため

息抜き・リフレッシュのため

パソコン利用のため

雑誌や新聞をよむため

オンライン授業受講のため

Ｑ３９．本学図書館の利用目的は何ですか？
【複数回答可】【Ｎ=778】

知らない, 43%

聞いたことはある, 30%

知っている, 26%

Ｑ４０．オンラインで学生が選書できるイベント（ブックフェア、

Web選書）について知っていますか？ 【Ｎ=778】

ない, 67%

図書館に電子書籍があることを知

らない, 26%

ある, 6%

Ｑ４１．図書館の電子書籍を利用したことはありますか？
【Ｎ=778】

31%

28%

20%

18%

14%

8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

勉学は主に大学外で行っているため

わざわざ図書館を利用する必要を感じない

図書館を身近に感じない

読書や本に興味がない

読みたい本や使いたい文献等がない

図書館機能の使い方がわからない

Ｑ３８．本学図書館を（ほとんど）利用しない理由は？
【複数回答可】【Ｎ=345】



全学部

卒業
年度

入学
年度

学部 入学者
修業年限
期間内
卒業者

修業年限
超過

卒業者

中途
退学者

除籍者
在学者
(R2.5
 現在)

計
修業年限
期間内
卒業率

H26年度 保健福祉 146 140 2 2 1 1 146 95.89%
（2014年度） 情報工 144 123 10 8 2 1 144 85.42%

デザイン 90 75 2 11 0 2 90 83.33%
計 380 338 14 21 3 4 380 88.95%

H27年度 保健福祉 147 143 0 2 0 2 147 97.28%
（2015年度） 情報工 156 129 12 7 1 7 156 82.69%

デザイン 95 79 5 7 1 3 95 83.16%
計 398 351 17 16 2 12 398 88.19%

H28年度 保健福祉 148 138 0 2 0 8 148 93.24%
（2016年度） 情報工 177 144 0 9 0 24 177 81.36%

デザイン 92 79 0 9 1 3 92 85.87%
計 417 361 0 20 1 35 417 86.57%

保健福祉学部

卒業
年度

入学
年度

学科
又は
専攻

入学者
修業年限
期間内
卒業者

修業年限
超過

卒業者

中途
退学者

除籍者
在学者
(R2.5
 現在)

計
修業年限
期間内
卒業率

H26年度 看護 40 37 2 1 0 0 40 92.50%
（2014年度） 栄養 41 41 0 0 0 0 41 100.00%

社会福祉学 43 42 0 1 1 0 44 97.67%
子ども学 22 20 0 0 0 1 21 90.91%
計 146 140 2 2 1 1 146 95.89%

H27年度 看護 43 39 0 2 0 2 43 90.70%
（2015年度） 栄養 43 43 0 0 0 0 43 100.00%

社会福祉学 41 41 0 0 0 0 41 100.00%
子ども学 20 20 0 0 0 0 20 100.00%
計 147 143 0 2 0 2 147 97.28%

H28年度 看護 43 42 0 0 0 1 43 97.67%
（2016年度） 栄養 40 35 0 0 0 5 40 87.50%

社会福祉学 43 40 0 1 0 2 43 93.02%
子ども学 22 21 0 1 0 0 22 95.45%
計 148 138 0 2 0 8 148 93.24%

Ｆ　修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数、除籍者数

R1

H29

H30

R1

H29

H30

（Ｆ-1）



情報工学部

卒業
年度

入学
年度

学科
又は
専攻

入学者
修業年限
期間内
卒業者

修業年限
超過

卒業者

中途
退学者

除籍者
在学者
(R2.5
 現在)

計
修業年限
期間内
卒業率

H26年度 情報通信工 54 51 1 2 0 0 54 94.44%
（2014年度） 情報システム工 50 43 2 4 1 0 50 86.00%

スポーツシステム工 40 29 7 2 1 1 40 72.50%
計 144 123 10 8 2 1 144 85.42%

H27年度 情報通信工 66 53 7 3 0 3 66 80.30%
（2015年度） 情報システム工 50 44 1 2 1 2 50 88.00%

人間情報工 40 32 4 2 0 2 40 80.00%
計 156 129 12 7 1 7 156 82.69%

H28年度 情報通信工 58 46 0 4 0 8 58 79.31%
（2016年度） 情報システム工 61 51 0 3 0 7 61 83.61%

人間情報工 58 47 0 2 0 9 58 81.03%
計 177 144 0 9 0 24 177 81.36%

デザイン学部

卒業
年度

入学
年度

学科
又は
専攻

入学者
修業年限
期間内
卒業者

修業年限
超過

卒業者

中途
退学者

除籍者
在学者
(R2.5
 現在)

計
修業年限
期間内
卒業率

H26年度 デザイン工 40 34 1 3 0 1 39 85.00%
（2014年度） 造形デザイン 50 41 1 8 0 1 51 82.00%

計 90 75 2 11 0 2 90 83.33%
H27年度 デザイン工 45 41 1 2 0 1 45 91.11%
（2015年度） 造形デザイン 50 38 4 5 1 2 50 76.00%

計 95 79 5 7 1 3 95 83.16%
H28年度 デザイン工 42 37 0 3 0 3 43 88.10%
（2016年度） 造形デザイン 50 42 0 6 1 0 49 84.00%

計 92 79 0 9 1 3 92 85.87%

H30

R1

H29

H30

R1

H29

（Ｆ-2）
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Ｇ 国際交流 
 
学生の海外派遣プログラム 

種別 研修・事業名 派遣先 期間 
共 

通 

教 

育 

科 

目 

語学文化研修（英語） バンガー大学（英国） 8月下旬～9月中旬 

語学文化研修（韓国語） 梨花女子大学（韓国） 8月下旬～9月上旬 

語学文化研修（英語） アデレイド大学（豪州） 2月下旬～3月中旬 

海外研修（保健福祉学）[豪州] 
南オーストラリア大学， 

TAFE SA、他（豪州） 
8月下旬～9月上旬 

海外研修（保健福祉学）[香港] 香港理工大学（香港） 9月中旬～9月下旬 

海外研修（保健福祉学）[韓国] 又松大学校（韓国） 9月中旬～9月下旬 
専
攻
共
通 

海外研修（保健福祉学研究）［タイ］ カセサート大学（タイ） 9月中旬～9月下旬 

海外研修（保健福祉学研究）［イタリア］ 
ダンヌンツィオ大学（イタ

リア） 
11月上旬～11月中旬 

国
際 

交
流
活
動 

米国スタディツアー 
ポートランド州立大学（米

国） 
8月下旬～9月中旬 

マレーシア海外インターンシップ 
マラッカ技術大学（マレー

シア） 

8月中旬～9月中旬 

2月中旬～3月中旬 
 
海外学生の受入プログラム 

研修・事業名 参加大学 期間 

日本語・日本文化研修 河南科技大学 

 

7月下旬 

香港理工大学短期交換看護研修 香港理工大学 7月下旬～8月上旬 
 
留学生受入人数 

大学名（国名） 

学部（うち研究生） 
大学院 博士前期課

程・修士課程 

大学院 博士

後期課程 
合計 

保 健

福祉 

情 報

工学 

デ ザ

イン 

保 健

福祉 

情 報

工学 

デ ザ

イン 

保 健

福祉 

情 報

工学 

又松大学校 

（韓国） 
 1  1     2 

南昌大学 

（中国） 
      2  2 

河南科技大学 

（中国） 
        0 

雲林科技大学 

（台湾） 
        0 

ハサヌディン大学 

（インドネシア） 
      1  1 

カセサート大学 

（タイ） 
        0 

トリブバン大学 

（ネパール） 
      1  1 

協定校以外からの一

般入学等 
   1  1   2 

合計 0 1 0 2 0 1 4 0 8 
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Ｈ 高大連携協定等に基づく授業に係る高等学校への講師派遣及び生徒の受入 

 

Ｈ-1 講師派遣 

高校名 実施場所 担当学部 教員名 講義内容等 
受講 

人数 
学年 実施日 

岡山芳泉高等学校 岡山芳泉高校 情報工学 教授 穂苅 真樹 情報工学部の説明  61 1-3 R2.6.13 

岡山南高等学校 
岡山南高校 

(オンライン実施) 
保健福祉 教授 高戸 仁郎 「介護予防について」講義・実技指導  14 3 R2.6.15 

倉敷南高等学校 倉敷南高校 保健福祉 准教授  佐々木 新介 
「キャリアⅠ」学問の哲人講座： 

フィジカルアセスメントについて 
 56 2 R2.11.19 

岡山南高等学校 岡山南高校 保健福祉 教授 高戸 仁郎 「高齢者の健康」について  79 2 R2.11.25 

倉敷南高等学校 倉敷南高校 保健福祉 准教授 岡崎 愉加 自他の生命、多様性の大切さについて 320 1 R2.12.10 

岡山学芸館高等学校 
岡山学芸館高校 

(オンライン実施) 
保健福祉 教授 近藤 理恵 

高校生の課外活動について 

1.里親政策の現状と課題 

2.養子縁組政策の現状と課題 

  2 2 R3.2.4 

 

Ｈ-2 生徒の受入 

高校名 実施場所 担当学部 教員名 講義内容等 
受講 

人数 
学年 実施日 

総社南高等学校 岡山県立大学 情報工学 

教授 

教授 

教授 

教授 

准教授 

准教授 

准教授 

准教授 

助教 

助教 

助教 

助教 

榊原 勝己 

佐藤 洋一郎 

綾部 誠也 

穂苅 真樹 

國島 丈生 

福田 忠生 

山内 仁 

大下 和茂 

荒井 剛 

芝 世弐 

太田 俊介 

吉田 智哉 

Linux PCを用いた Webの基盤技術に関

する実験 

 74 2 R2.9.16 

3次元 CADの入門 

デジタル画像処理による画像加工 

骨格筋収縮時の筋電信号 

圧電素子を用いた生体情報の計測 

総社高等学校 岡山県立大学 デザイン 

准教授 朴 貞淑 住環境※ 

 11 2 

R2.10.13 

   10.27 

教授 嘉数 彰彦 映像デザイン※ R2.11.17 

准教授 舩山 俊克 プロダクトデザイン※ R2.11.24 

准教授 作元 朋子 セラミックデザイン※ 
R2.12.1 

    12.15 

※ 講義内容等の※印は連携講座（高校が単位認定を行うことができるもの。） 
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Ｉ 高等学校への講師派遣及び生徒の受入（授業以外） 

 

Ｉ-1 講師派遣（校内ガイダンス） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

学年 人数

7月30日 就実高校 3 27 大学概要説明

1 12 栄養学科の説明

3 41 入試説明

8月7日 明誠学院高校 3 4 情報工学部の説明

9月17日 玉島高校 2 67 大学概要説明

9月18日 新見高校 1.2 17 情報工学部の説明

9月23日 勝山高校 1.2 47 栄養学科の説明

10月6日 倉敷鷲羽高校 1 7 情報工学部の説明

10月8日 倉敷高校 2 7 情報工学部の説明

1.2 38 栄養学科の説明

1.2 17 保健福祉学科の説明

1～3 15 入試説明

10月21日 総社南高校 2 41 情報工学部の説明

11月13日 和気閑谷高校 2 10 大学概要説明

11月16日 創志学園高校 1.2 12 保健福祉学部の説明

11月19日 倉敷高校 1 4 栄養学科の説明

11月26日 兵庫県立東播磨高校 1 19 大学概要説明(オンライン実施)

12月1日 西大寺高校 1 12 栄養学科の説明

12月16日 明誠学院高校 2 27 情報工学部の説明

12月16日 玉野高校 2 18 情報工学部の説明

12月17日 岡山工業高校 1 10 大学概要説明

12月17日 兵庫県立三木高校 2 13 情報工学部の説明

1月21日 倉敷高校 1 6 情報工学部の説明

3月17日 広島県私立広島国際学院高校 2 4 大学概要説明（オンライン実施）

　月　　日 高等学校名 内　　　　　　　　容
受講者

8月3日 岡山一宮高校

10月19日 岡山学芸館高校



（Ｉ-2） 

Ｉ-2 生徒の受入

 
 ※ 訪問者数には引率教員等を含む。 

学年 人数

8月26日 岡山工業高校 教員のみ 3 デザイン学部施設見学

10月6日 総社高校 保護者 21 保健福祉学部施設見学

10月29日 岡山工業高校 2 41 デザイン学部施設見学

3月23日 邑久高校 1 25 大学全体の説明、各学部施設見学

内　　　　　　　　容　月　　日 高等学校名
訪問者
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Ｊ 学生・学生団体等の受賞 

 

岡山県立大学 Web サイトの下記ページを参照してください。 

 

・「岡山県立大学（ホームページ）」 

↓ 

「大学案内」 

↓ 

「学生・教員の受賞情報」 

※URL https://www.oka-pu.ac.jp/guide/guide_detail/index/870.html 
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Ｋ 委員会等の審議事項 

 

Ｋ-1 大学活動委員会 

第１回（令和 2年 4月 9日） 

（１）教学マネジメント委員会について 

（２）英語科目（ELP6）成績評価への TOEIC L＆R IPスコア導入について                        

（３）令和 2年度 TOEIC L＆R IPテストの実施について 

（４）カリキュラム・ポリシーの修正（保健福祉学部）について 

（５）「地域再生実践論」等に係る寄附講座について 

（６）全学講義（令和 2年 5月 13日開催予定）について 

 

第２回（令和 2年 5月 14日） 

（１）令和 2(2020)年度後期交換留学生及び令和 3(2021)年度前期交換留学生について    

 

第３回（令和 2年 6月 11日） 

  審議事項なし  

 

第４回（令和 2年 7月 9日） 

（１）令和 3年度 岡山県立大学学則の一部改正について 

 

第５回（令和 2年 8月 13日） 

（１）学生ボランティア活動の実施について         

（２）公立大学法人岡山県立大学社会連携ポリシー及び知的財産ポリシーの改定につい

て              

（３）台湾の国立台南芸術大学（ＴＮＮＵＡ）との大学間学術交流協定（ＭＯＵ）及び補

遺協定の締結について 

（４）令和 2年度ＴＯＥＩＣ Ｌ＆Ｒ ＩＰテストの実施について 

 

第６回（令和 2年 9月 10日） 

（１）アドバイザー面談（アドバイザーグループ・ミーティング）の実施について                    

（２）共通教育部による大学院研究科共通科目の所掌について 

（３）岡山県立大学大学院の３ポリシーについて       

 

第７回（令和 2年 10 月 8日） 

（１）「地域資源論」に係る寄附講座について 

 

第８回（令和 2年度 11月 12日） 

（１）「技術者と社会」に係る寄附講座について 

（２）令和 3年度全学講義に係る講師候補について 

（３）教学マネジメント委員会の改称と総合ＩＲ室の立ち上げについて 

（４）岡山県立大学大学院の３ポリシーについて 

 

第９回（令和 2年 12 月 10 日） 

 （１）岡山県立大学大学院の３ポリシーについて     

（２）アセスメントポリシーについて          

（３）授業改善アンケートについて             

（４）大学教育評価アンケートについて         

（５）社会貢献年報 2020について            
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（６）令和 3年度以降の副専攻制度について       

 

第１０回（令和 3年 1月 14日） 

（１）岡山県立大学倫理審査規程（様式）の一部改正について 

（２）「吉備の杜」創造戦略プロジェクト推進本部及び推進企画委員会の設置について                      

（３）授業改善アンケートについて             

（４）大学教育評価アンケートについて           

（５）「社会を生きる力を学ぶ」に係る寄附講座について   

（６）令和 3年度「大学で学ぶ」について          

（７）教育年報 2020 について                

（８）2021 年度の副専攻「岡山創生学」の実施について  

 

第１１回（令和 3年 2月 4日） 

（１）岡山県立大学履修規程の一部改正について       

（２）岡山県立大学大学院履修規程の一部改正について    

（３）岡山県立大学学位規程の一部改正について       

（４）大学院教育評価アンケートについて          

 

第１２回（令和 3年 3月 11日） 

 （１）岡山県立大学地域創造戦略センター規程の一部改正について 

（２）岡山県立大学委員会専門委員会細則の一部改正について 

（３）令和 3年度地域創造戦略センター客員教授等について 

（４）令和 3年度教育開発センター、アドミッション・高大連携センター、グローバルラ

ーニングセンター、キャリア・学生生活支援センターの客員教授等について                  

 （５）ポストコロナの教育改善に向けた授業アンケートの活用について 

（６）令和 2年度入学生の TOEIC L＆R IPの結果報告及び令和 2年度後期の TOEIC L＆R 

IPの結果報告と今後の方針について 

 （７）令和 3年度 TOEIC L＆R IPテストの実施について  

 （８）令和 3年度公開講座について  

 （９）大学院教育評価アンケートについて 

 （10）学生生活アンケート結果について 

 （11）令和 2 年度後期アドバイザー制度の実績及び令和 3 年度アドバイザー制度の実施

について                 

 

Ｋ-2 教務学部専門委員会 

第１回（令和２年５月１４日） 

（１）令和２年度教務学部専門委員会開催日程について               

（２）４年次生に係る年度末日程について                     

（３）令和２年度ならびに令和３年度卒業研究等履修要件の変更について       

（４）令和２年度履修登録単位数の上限の緩和について（情報工学部）        

（５）令和３年度開講計画等の修正について                    

（６）令和３年度英語時間割について                      

 

第２回（令和２年６月１１日） 

（１）令和３年度開講計画等の協議スケジュールについて             

（２）令和３年度の開講計画・卒業要件について                

 

第３回（令和２年７月９日） 



 

Ｋ-3 

（１）令和３年度共通教育部の開講計画について 

（２）令和３年度学部教育科目の開講計画等について 

（３）共通教育部の時間割について  

（４）学部教育科目の時間割について（依頼）  

（５）カリキュラムマップとカリキュラムツリーの 2021 年度履修案内からの掲載につい

て（依頼）  

第４回（令和２年９月１０日） 

（１）令和３年度学部授業科目の新設について  

（２）令和３年度学部教育科目開講計画の修正と時間割編成について（依頼） 

（３）令和３年度共通教育部時間割について  

（４）令和３年度共通教育部カリキュラムマップについて 

 

第５回（令和２年１０月８日） 

 （１）令和３年度学部教育科目の開講計画について  

（２）令和３年度学部教育科目の時間割について  

（３）令和３年度カリキュラムマップ・カリキュラムツリーについて 

（４）令和３年度からのクォーター制からセメスター制への学事歴の変更について 

（５）令和３年度教務・学生生活スケジュールについて  

（６）４年次生に係る年度末日程の修正について  

 

第６回（令和２年１１月１２日） 

 （１）令和３年度学部開講計画の変更について（人間情報工学科・工芸工業デザイン学科・

建築学科）  

（２）令和３年度カリキュラムマップ・カリキュラムツリーの修正について  

（３）令和３年度履修案内の原稿作成について  

（４）令和３年度「大学コンソーシアム岡山」単位互換提供科目について  

 

第７回（令和２年１２月１０日） 

 （１）令和３年度 廃止（予告）及び臨時に設ける授業科目について 

（２）令和３年度 履修案内について  

（３）令和３年度 「大学コンソーシアム岡山」単位互換提供科目について  

（４）令和３年度 アクティブ・ラーニング教室（8105 教室）の希望調査について 

（５）令和３年度 「シラバス」の作成について  

（６）令和３年度 学部教育科目開講計画の修正について（保健福祉学部・デザイン学部）  

（７）令和３年度 カリキュラムマップ・カリキュラムツリーの修正について  

（８）令和３年度 教務学生生活スケジュールの修正について  

 

第８回（令和２年１２月１７日）※持ち回り開催 

 （１）未来型プロジェクト＜森と木＞の講義時間数変更について  

（２）令和３年度教務学生生活関係スケジュールの修正について  

 

第９回（令和３年１月１４日） 

 （１）令和３年度 図書館ガイダンスの実施について  

（２）令和３年度 シラバス入力・承認用手引き等について 

（３）令和３年度 新入生オリエンテーション日程について 

 

第１０回（令和３年２月４日） 

（１）令和３年度 履修案内について  
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（２）令和３年度 廃止（予告）及び臨時に設ける授業科目について  

（３）令和３年度 副専攻「岡山創生学」の実施について  

（４）令和３年度 「大学コンソーシアム岡山」単位互換提供科目について  

 

第１１回（令和３年３月１１日） 

（１）令和３年度 履修案内（令和２年度以前入学生用）について  

（２）令和３年度 保健福祉学部開講計画の変更について（現代福祉学科・子ども学科） 

（３）令和３年度 共通教育部の不開講科目について  

 

Ｋ-3 教務大学院専門委員会 

第１回（令和２年６月１１日）※持ち回り開催 

（１）令和２年度教務大学院専門委員会開催日程について 

（２）令和３年度開講計画等の作成スケジュールについて  

 

第２回（令和２年９月１０日） 

（１）令和３年度大学院授業科目の新設・廃止について（研究科共通科目・保健福祉学研

究科・情 

報系工学研究科・デザイン学研究科）  

（２）令和３年度大学院教育科目の開講計画と時間割編成について（依頼）  

 

第３回（令和２年１１月１５日）※持ち回り開催 

（１）令和３年度大学院授業科目の廃止について（デザイン学研究科） 

 

第４回（令和２年１２月１０日） 

（１）令和３年度 大学院授業科目の新設・廃止について  

（２）令和３年度 開講計画および履修案内について  

（３）令和３年度 廃止（予告）及び臨時に設ける授業科目について  

 

第５回（令和３年２月４日） 

 （１）令和３年度 大学院授業科目の廃止・名称変更について  

（２）令和３年度 履修案内について  

（３）令和３年度 在学生用履修案内について  

（４）令和３年度 新入生オリエンテーション日程について  
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L 学部別外部評価報告書 
 
令和２年度 岡山県立大学学部別外部評価 概要 
 
Ⅰ 総括 
 
 未来社会は予測困難な時代と言われている。そのような未来社会で活躍できる人材育成

を目指して、平成 30 年に中央教育審議会が答申した「2040年に向けた高等教育のグランド

デザイン」では「高等教育機関における学修者（学生）本位の教育の実現」を謳っている。

学修者本位の教育の実現のためには、根本的かつ包括的な教育改善が必要とされる。 

 また、昨今、出口管理を通じた大学教育の質保証の必要性が大きく取り扱われており、学

修者本位の教育に転換が迫られている状況下で、内部質保証が重要視され、PDCA のプロセ

スを継続的、恒常的に動かして、教育改善を実施することが期待されている。さらに、自己

点検・評価の客観性及び妥当性を高めるために外部からの評価を取り入れる工夫を講じる

ことが望まれている。 

 このような背景の下、本学においても「内部質保証推進会議」等を設置して、内部質保証

のあり方を検討し、その一環として、学部別教育研究等外部評価を実施するに至った。大学

は、自らの自主的・自律的な判断で教育課程を編成し、教育活動を展開し、学位を授与する

権限を有している。その権限は大学に対する社会からの信頼に基づくものである。そのため、

大学は自らの行動を公表し、活動の適切性を信頼できる第三者の目を通して評価を受けな

ければならない。そして、外部の意見や評価を受け止め、教育改善の方途を探ることが責務

とされている。これらの概念を具現化する目的で、今回、本評価を試行的に実施した。 

本学は公立大学法人として岡山県地方独立行政法人評価委員会により、中期目標期間の

業務実績に関して評価を受けると共に、学校教育法に規定する認証評価機関から教育及び

研究の状況についての評価を一定期間で受けることが定められている。しかしながら、内部

質保証における教育の質を高める視点からは、各学部の教育・研究プログラム評価を本学の

ステークホルダーから受けることが効率的と考える。従って、外部評価者として、企業関係

者、同領域の大学関係者、本学経営審議会委員、高等学校関係者、卒業生の方々に依頼し、

令和元年度における学修・教育成果、大学教育の質、研究活動の状況、学部独自の活動等に

ついて意見や評価を頂き、それらの内容と各学部対応を本誌のレポートとしてまとめた。 
 
各学部における課題を総括すると下記のとおりである。 

○保健福祉学部： 

内部質保証への取り組みの記載がなく、どのような責任ある体制で自己点検が行われ、改

善されたかが不明であった。今後は学部教育研究の適切性を定期的に点検評価して改善に

繋げ、特色ある取り組みをさらに発展させることを期待する。 

○情報工学部： 

「目標を達成するためとるべき措置」が理念的・抽象的で、評価するための目標が見えな

い。各年度の重点的かつ具体的な数値目標や行動目標を明確に示して欲しい。また、計画、

実施、結果の関連付けがなく、PDCA を回すためにも整理が必要である。 

○デザイン学部： 

実学重視の学部であるが、今後、どのような人材を育てるかが重要となる。学生の将来設

計を内面からサポートしつつ、デザインという専門性を高める教育を求める。 
 
 今回は本学にとって初めての学部別外部評価の試みであり、評価に対する基準等をお示

しできず、外部評価者の皆様にご迷惑をおかけした。しかしながら、温かいご支援とご協力

の下、現時点で抱えている根本的な課題を明確にご指摘頂いた。ここに深く感謝致すと共に、

内部質保証の一環として効率的な学部別外部評価の位置づけを模索し、確立する所存であ

る。関係者各位には、本レポートをご笑覧頂き、さらなるご教導を頂戴できれば幸甚である。 

                                （学長 沖 陽子） 
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Ⅱ 評価結果について 

 

１ 保健福祉学部 

（１）評価者名簿 

筒井恵子 社会福祉法人鴻仁福祉会理事長 特別養護老人ホーム愛光苑園長 

山本達也 岡山県立西大寺高等学校 校長 

片岡洋行 就実大学薬学部教授 

上甲啓一 生活協同組合おかやまコープ本部長 

近藤温子 地方独立行政法人岡山市立総合医療センター岡山市立市民病院看護部長 

 

（２）項目別評価について 

①学修成果・教育成果 

 

【提出資料】 

 ・単位取得状況  ・学位取得状況  ・就職、進学状況   ・学修時間状況 

 ・国家資格、その他資格合格状況   ・受賞、表彰歴の状況 ・キャリア支援 

 

＜評価される点＞ 

・単位取得状況は、概ね順調に単位取得し学位を取得している。 

・就職・進学状況は、第３期中期計画の目標値をいずれも達成している。 

・講義内容に合わせて必要な予習・復習が確保されている。 

・国家資格、その他の資格の合格率も全国平均を上回る実績を上げている。特に社会福祉士

国家試験においては全国的にも高い合格率を維持している。 

    

＜改善を要する点＞ 

・社会福祉士の合格率が 10位以内というイメージがあったが、苦戦している年もあるのが

気になる。ただ、こうした数字はもっと積極的に学外、高校生に発信すべきだと思う。同

様に、受賞・表彰ももっと広報して良いのではないか。 

・高い就職率は立派だと思うが、県内の国立・私立大学に比べ弱いと思う。有資格のキャリ

ア・アドバイザーが常駐していないのは県内でも数少ないと思うし、先生方が就職指導を

担うのは負担増に繋がっていないか。  

 

＜本学の対応＞ 

・社会福祉士の合格率について、合格率 100％となる実績を上げている私立大学が増えたこ

とにより、順位が下がっている。ただし、10 位以下でも、本学の合格率は９０％を超え

ている現状がある。ご指摘のように本学の活動全般について積極的な情報発信に努める。 

・本学では昨年度からキャリア支援センターが発足し、就職支援室も設け、そこでキャリ

ア・アドバイザーが支援している。学生の利用率がまだ低いので、積極的な活用を勧めて

いるところで、引き続き就職支援に努めていく。 

 

②大学教育の質 

 

【提出資料】 

・入学者選抜の状況   ・留年、中途退学率   ・教員一人当たりの学生数 

・授業方法（アクティブラーニング）の実施状況  ・授業計画（シラバスの内容） 

・カリキュラムの特徴  ・教育評価の体制（成績評価、卒業要件） 

・地域連携教育の状況  ・国際関連教育の状況 
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＜評価される点＞ 

・入学者選抜の状況は、良好に行えていると言える。 

・教員一人当たりの学生数は、十分な教育が行えていると言える。 

・入学後もアクティブラーニングを取入たり、演習を増やしている。また、SA 制度やアド

バイザー面談等、学習支援の充実を積極的に図っている。 

・地域と連携して様々な実習や、演習を行い、地域の抱える課題について理解することが出

来ている。 

・国際関連教育については、学内だけでなく、学外においても積極的に活動し、様々な体験

を通して地域の人々の健康維持と増進に貢献できる学びをすることが出来ている。 

 

＜改善を要する点＞ 

・授業方法（アクティブラーニング）について、自己点検では取り入れているとしているが、

どの科目がアクティブラーニングを取り入れた科目かシラバスから確認できない。 

・授業計画（シラバスの内容）について、記入内容が統一されていない。また、時間外学習

や配布資料の欄が未記入の科目、オムニバス科目で担当教員が記入されていないものが

ある。明確に示すことが望まれる。 

・教育評価の体制（成績評価、卒業要件）について、定期試験のみで評価する科目や出席を

評価に加味しているものが多く見られる。多面的に評価することが望ましく、文科省の通

達で出席を成績に加味することはできないので、改善する必要がある。 

・地域連携教育について、「COC＋」や「岡山創生学」との関わりが資料に示されていない。 

 

＜本学の対応＞ 

・来年度のシラバスには、アクティブラーニングに関する記載を明確にするよう、改善を行

っている。シラバスの内容に関しては、学生にとってわかりやすくするためにも、ご指摘

の内容も含めて認証評価に対応できるように改善していく。 

・教育評価に関するご指摘について、改善するよう努める。 

・地域連携における COC＋や岡山創生学との関わりについて、共通教育に関する事項で特に

本学部の資料には記載していなかったが、来年度以降は学部での取り組みとして資料に

記載する。また、今年度から「吉備の杜プロジェクト」も始まったため、それを含めて外

部評価資料に記載していく。 

 

③研究活動の状況 

 

【提出資料】 

・学術論文、紀要、報告書、著書、学術発表等  ・外部資金獲得状況 

・県内企業及び自治体との共同研究の実施状況  ・研究成果の還元 

 

＜評価される点＞ 

・外部資金獲得状況について、大学全体で 27％の目標値を大幅に上回っている。 

・県内企業および自治体との共同研究の実施状況については、地域に貢献する大学として産

学官連携活動を展開している。 

・研究成果の還元については、各種講演会・講座を活発に行っており、県内外の自治体の委

員として教員の知識や情報、研究成果を還元している。 

 

＜改善を要する点＞ 

・地域連携などが積極的に実施されている。引き続き地域課題解決に向けて、共同研究獲得

に努力されたい。 
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＜本学の対応＞ 

・本学部では積極的に地域連携教育を実践しているが、それを活かしてさらに共同研究獲得

にも力を入れていきたいと思う。吉備の杜プロジェクトが採択され、大学院をメインにし

た出口一体型のプロジェクトである。一層、地域貢献に力をいれていく。 

 

④学部独自の活動 

＜評価される点＞ 

・各学科とも、地域が抱える課題を基に、地域の多職種の方と連携して、様々な支援、活動

を行っている。他職種のことを知り、多職種で連携し、協働して地域に貢献するための教

育ができている。現在抱える医療福祉の課題に対応するべく努力を続けている。 

 

＜改善を要する点＞ 

・介護福祉のレベルアップは喫緊の課題だと思う。技術もだが、老人虐待や児童虐待が相次

ぐ中、介護する側のメンタルヘルスケアやアンガーマネジメントといた面で指導的な役

割を果たしてほしいと思う。子ども学専攻で行われている親子交流も同様である。少子化

が進み、公園デビューすらままならない地域・環境においては、こういう交流の場面が大

きな役割を果たしていると思う。同時に最近の幼児教育関係者を見ると、保護者に対する

カウンセリング的な要素も強くなっているように思う。そうした面での充実も期待した

いと思う。 

・各学科ともに、地域が抱える課題解決型の研究会などが開催され、学生の能動的に参加し

専門能力が向上するとともに、地域や団体での課題改善につながっていると推察される。

しかし、参加学生が少ない研究会もあり更に学生参加が増えるような支援が求められる。 

 

＜本学の対応＞ 

・来年度から新学科として開設する現代福祉学科には介護マネジメント学コースを設置し、

介護福祉のレベルアップに貢献する人材育成に努める。さらに新学科の子ども学科にお

いても、保護者のケアに関する講義も立ち上げ、子育て支援に力を入れていく。現在、子

どもを支援するための相談室設置を検討しており、保護者や子どもに関わる支援者を支

えられるよう進めていく予定である。 

・多職種共同を意識した「チームガバナビリティ演習」などの講義や、病院等への学外実習

により、連携教育を実践しているが、さらに地域包括支援に関する講義などを取り入れた

カリキュラムも検討し、学生が研究会等に参加しやすい環境に努めたいと思う。 

 

⑤学部総括 

＜評価される点＞ 

・入学選抜の実質倍率は 2.5倍を超え優秀な学生の確保に努めている。 

・教員数（教員一人当たりの学生数 S/T 比）は、実習の多い学科ほど少ない値となってお

り、きめ細かな教育が行えていると言える。 

・各学科で専門性を活かした特色ある地域貢献活動を行っており、地域が抱える課題に大学

が積極的に関わり貢献することで、地域とともに学生を育てている。各学科の取り組みは

地域に開かれた大学づくりを推進する県立大学の地域に根差した取り組みとして評価で

きる。 

・引き続き、専門に関する知識・技術習得がすすめられるとともに、地元企業への県立大学

の取り組み発信を強化されることで、実践型地域連携への参加の機会を増加させること

が必要だと考える。また、コミュニケーション能力などの能力は運営参加で育成されるこ

とから、学生のキャリア支援などの運営や課外活動への参加支援も期待する。 

・静かでおちついた環境の中で学生数もそう多くなく、教師も学生も親切でアットホームな

学校だと感じた。地域との関わりも強く、ボランティアも含めたくさんの活動、支援をさ
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れている。今後ますます加速する少子高齢社会に対応するために、今後も大学のさらなる

発展を願っている。 

 

＜改善を要する点＞ 

・今回の資料では、どのような責任ある体制で自己点検が行われ、どのように改善取り組み

を行っていくのか内部質保証への取り組みの記載がなかった。 

今後は、学部教育研究の適切性を定期的に点検評価するなど、自己点検評価による内部質

保証の取り組みを通じて問題点を見出し、改善につなげる PDCAサイクルを機能させると

ともに、多くの特色ある取り組みをさらに発展させることで、教育研究の充実と質の向上

を図り、さらなる飛躍を期待したい。 

 

＜本学の対応＞ 

・今年度から委員会を立ち上げ、内部質保証に関する検討を進めており、自己点検も積極的

に実施し、諸問題の改善に努めていく。 

 

 

２ 情報工学部 

（１）評価者名簿 

晝田眞三 ヒルタ工業株式会社 代表取締役会長 

中島義雄 株式会社システムズナカシマ 代表取締役社長 

豊田晃敏 岡山県立総社高等学校 校長 

阿部匡伸 岡山大学工学部長 

万殿貴志 株式会社英田エンジニアリング 代表取締役 

小川浩基 インタロボット株式会社 代表取締役 

 

（２）項目別評価について 

①学修成果・教育成果 

 

【提出資料】 

 ・単位取得状況  ・学位取得状況  ・就職、進学状況   ・学修時間状況 

 ・国家資格、その他資格合格状況   ・受賞、表彰歴の状況 ・キャリア支援 

 

＜評価される点＞ 

・就職希望者に対する内定者の割合は非常に高く良好である。 

・就職先業種がそれぞれの学科の教育方針とよく整合しているようだ。 

・岡山県立大学協力会との協働で、業種説明会を開催、長期インターンシップ。 

・雇用マッチングシステム。就職活動のみならず、インターンシップの参加にも活用。 

 

＜改善を要する点＞ 

・学科ごとに学修時間が大きく異なっているように見える。 

・留年生の数の記載が無い。 

・県内就職率の向上。  

 

＜本学の対応＞ 

・自主学習を積極的に行えるよう、授業方法、課題等への工夫を検討する。 

・留年生（過年次生）は四年次生として集計している。データの整理方法を改善する。 

・令和 3 年度から文科省「大学による地方創生人材教育プログラム構築事業」（「吉備の杜」

創造戦略プロジェクト）によるインターンシップ型科目「未来型プロジェクト<ICT>」（4 
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年次生対象）、「創造戦略プロジェクト<ICT>」（大学院生対象）を順次新設する。優れた県

内企業の周知にこれまで以上に努めていく。 

 

②大学教育の質 

 

【提出資料】 

・入学者選抜の状況   ・留年、中途退学率   ・教員一人当たりの学生数 

・授業方法（アクティブラーニング）の実施状況  ・授業計画（シラバスの内容） 

・カリキュラムの特徴  ・教育評価の体制（成績評価、卒業要件） 

・地域連携教育の状況  ・国際関連教育の状況 

 

＜評価される点＞ 

・教員一人当たりの学生数。 

・地域連携教育、国際関連教育への注力が感じられる。 

 

＜改善を要する点＞ 

・県内志願者数の割合をさらに高くするための魅力化やＰＲが今後の課題の一つ。 

・アクティブラーニング、リカレント教育に関する説明がない。 

・留年、中途退学者の人数について、他大学との比較、あるいは県立大学として目標とする

数値を挙げてほしい。 

 

＜本学の対応＞ 

・情報工学部では一般選抜で公立大学中期日程を実施している。中期日程を実施している工

学系学部が限られているため、全国から志願があり、結果的に志願者の県内比率が低下し

ている。一方、県内高校への PR 不足も認識しているので、今後、効果的な PR 方法を検

討していく。 

・オンライン授業におけるアクティブラーニングの在り方について、今後検討していく。な

お、今年度は約 75%の講義科目で何らかのアクティブラーニングを実施した。令和 2年度

に採択された文科省「大学による地方創生人材教育プログラム構築事業」（「吉備の杜」創

造戦略プロジェクト）などを通じ、リカレント教育の構築に努める。 

・データの整理方法を改善する。また、コロナ禍での休退学者軽減に向け、学生支援に努め

る。 

 

③研究活動の状況 

 

【提出資料】 

・学術論文、紀要、報告書、著書、学術発表等  ・外部資金獲得状況 

・県内企業及び自治体との共同研究の実施状況  ・研究成果の還元 

 

＜評価される点＞ 

・学術論文等の発表件数は一定のレベルを保って推移している。 

・県内企業および自治体との共同研究の件数について目標数値を達成している。 

 

＜改善を要する点＞ 

・論文の質が不明であった。学術論文等の発表は減少傾向にあるようだ。 

・県内企業からの受託研究・共同研究が年々増えているかという視点で評価すべき。 

・外部資金獲得状況について、「学部評価資料（情報工学部）」に、第３期中期計画の２４～

１７、４１に対する実施内容とその効果が明確には書かれていない。 
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＜本学の対応＞ 

・科研費など外部資金獲得に向け、採択された申請書の閲覧など、今後も継続して実施する。 

・データの整理方法を検討する。 

 

④学部独自の活動 

＜評価される点＞ 

・自治体との共働事業、協力会との連携や enPiT 事業を通じての学外連携など、積極的に

取り組んでおり評価できる。 

・岡山県立大学協力会との連携は、業種説明会の協働開催や長期インターンシップ科目「エ

ンジニアリング演習」の受け入れ、さらに技術講習会も開催されており、特色がある、ま

た、実践的な人材育成ができている点は素晴らしいと思う。 

 

＜改善を要する点＞ 

・県の資金が投入されている大学であることを考えると、更なる地域貢献に励んでいただき

たい。 

・工業技術センターや岡山大学等が公的機関としてサポートしているなか、県立大学の必要

性をアピールする必要があると思う。 

 

＜本学の対応＞ 

・より効果的な広報を検する。 

 

⑤学部総括 

＜評価される点＞ 

・キャリア支援という点では充実している。 

・岡山県立大学協力会と積極的に連携されており、業種説明会の協働開催や長期インターン

シップ、さらには技術講習会と、大変充実したものとなっており、特色ある、実践的な人

材育成ができていると思われる。 

 

＜改善を要する点＞ 

・「評価は設定された目標が達成できたかどうかを評価するもの」だと思っている。可能な

限り、それぞれの項目についての目標や大学・学部としての思いを示していただきたい。 

・「目標を達成するためとるべき措置」が理念的・抽象的で、評価するための目標を見いだ

すことが難しかったように思われる。できれば、例えば、今年度の重点的な具体的な数値

目標あるいは具体的な行動目標などを明確にし、それらを示していただきたい。 

・計画に対してどのような実施をした結果であるのか明確な説明がされていなかった。ＰＤ

ＣＡを回すためにも、整理しておくべきであろう。 

 

＜本学の対応＞ 

・広報活動が弱いことは、重々認識している。卒業生を活用したり、SNS を活用したりする

など、より効果的な広報手段を検討する。 

・ご指摘いただいたとおり、物事を達成する際には数値目標を掲げて努力することは重要だ

と考える。データの整理方法、提示方法などについて検討する。 

 

 

３ デザイン学部 

（１）評価者名簿 

梶谷俊介  岡山トヨタ自動車株式会社 代表取締役社長 

福本まゆみ 岡山県立総社南高等学校 校長 
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上田恭嗣  ノートルダム清心女子大学名誉教授 

大橋宗志  株式会社山陽新聞 監査役 

小野 力  株式会社英田エンジニアリング 

 

（２）項目別評価について 

①学修成果・教育成果 

 

【提出資料】 

 ・単位取得状況  ・学位取得状況  ・就職、進学状況   ・学修時間状況 

 ・国家資格、その他資格合格状況   ・受賞、表彰歴の状況 ・キャリア支援 

 

＜評価される点＞ 

・目標をもって授業を受け、なりたい自分になるために努力して単位を取得し、学位を取得

されていることが分かる。これは、学校の環境が整えられており、方向性が浸透している

からであろう。 

・幅広い分野へ人材を輩出しているのは、４年間のきめ細かな御指導の賜物である。 

・ディプロマポリシー、カリキュラムポリシーは良く練られていると思う。 

 

＜改善を要する点＞ 

・造形デザイン学科における在学生の男女比に偏りが見られているが、この要因について細

かく把握されているのか。 

・就職状況について、卒業生の県内への就職が半分以下であり、県内出身の学生が少ないと

はいえ寂しさを感じた。 

 

＜本学の対応＞ 

・学科の歴史として、これまでも男性の割合は多くて 2 割程度で推移してきた。本学は R3

年度から学科再編に伴い入試制度が変わるため、変化が生じる可能性もある。 

・就職先としては県外が多い傾向にあるが、その後岡山に戻ってくる例も多い。今後は協力

会との連携もとりつつ、県内企業とのマッチングも進めていきたい。 

 

②大学教育の質 

 

【提出資料】 

・入学者選抜の状況   ・留年、中途退学率   ・教員一人当たりの学生数 

・授業方法（アクティブラーニング）の実施状況  ・授業計画（シラバスの内容） 

・カリキュラムの特徴  ・教育評価の体制（成績評価、卒業要件） 

・地域連携教育の状況  ・国際関連教育の状況 

 

＜評価される点＞ 

・大変贅沢な教員数である。きめ細かな指導ができることが大学の魅力である。 

・アクティブラーニングの授業については、実技教科は実施しやすいが、大学内に留まらず、

地域等で実践を重ねて学ぶ態勢を構築できていることが素晴らしい。 

・地域に根差した卒業研究等の指導実績は大学にとっても評価されるものであり、今後も広

げて活動されると良い。 

 

＜改善を要する点＞ 

・休学、退学者数が学部規模からみると多いのではないか。 

・学生の就職に関して、送り出した後のフォローもすべきではないか。 
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＜本学の対応＞ 

・高校生が考えるデザイン教育とのミスマッチは多いと感じており、それを防ぐ手立てが必

要である。高校教員や保護者・受験生への一層の周知も必要であると考えている。 

・デザインの分野は出口の幅も広いが、その広さに気付かせる機会がなかなか無いこともあ

るため、送り出し後のフォローも含めた仕組みづくりを積極的に考えていきたい。 

 

③研究活動の状況 

 

【提出資料】 

・学術論文、紀要、報告書、著書、学術発表等  ・外部資金獲得状況 

・県内企業及び自治体との共同研究の実施状況  ・研究成果の還元 

 

＜評価される点＞ 

・大学教員はとかく研究室に閉じこもりがちだが、デザイン学部の教員は研究室から飛び出

し、地域で活躍している。 

 

＜改善を要する点＞ 

・外部資金獲得状況、県内企業及び自治体との共同研究も学部としての目標と達成状況がわ

からない。 

 

＜本学の対応＞ 

・先般学部の内規を改正し明確化したところである。実務系教員が多いのが本学の特徴でも

あるが、教員にはしっかりと論文を書くことも求める形としており、その内容を教員間に

周知することで目標設定ができるようにしている。 

 

④学部独自の活動 

＜評価される点＞ 

・デザインによる地域課題の解決に向けて、学生がフィールドに出てワークショップや実践

活動をしていることは、デザイン力だけでなく、プレゼンテーション力を含めたコミュニ

ケーション力を養うことにつながっており、地域にとっても学生のアイデアを活かせる

ことは有意義である。 

・学生が積極的に学外コンペティションに参加されている傾向を感じる。非常に良い事だと

思う。 

 

＜改善を要する点＞ 

・デザイン学部として、地域連携教育や国際関連教育など教育、研究面とも様々な取り組み

を展開しており、岡山県民や産業に対して重要な役割を果たせる可能性を秘めている。一

方でまだ認知度が低く、適切な情報発信により、共同研究等が更に広がることを期待する。 

 

＜本学の対応＞ 

・地域連携教育や国際教育の発展、また学外コンペティションへの参加などに一層積極的に

取り組んでいくとともに、効果的な情報発信の仕組みについても検討する。 

 

⑤学部総括 

＜評価される点＞ 

・貴学、貴学部は、高校生及び保護者、高等学校にとって行きたい大学・行かせたい大学で

あるので、さらに魅力を発信し、社会に貢献できる人材を輩出していただきたい。特に、

本校は県下唯一の美術工芸系をもつ学校であるので、貴学を志望する生徒は多数いる。高
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校との連携も今以上にしていただけるとありがたい。 

・県立大学という性格上、望まれる地域との密接な連携は、良くできている。地域課題への

取組みも大学授業の成果を地域に還元する形で、これまで同様、積極的に行って欲しい。

それにより、在学中に取り組んだ学生が卒業後も地域に愛着を持ち、岡山に残って活躍す

れば、こんなに嬉しいことはない。 

 

＜改善を要する点＞ 

・県立大学、特にデザイン学部は実学重視という認識を持っているが、これからはどんな人

間を育てるか、という部分が重要である。 

・人間としてどう生きるかという部分をしっかりとサポートしつつ、デザインという専門性

を高めていくような教育を求めたい。 

 

＜本学の対応＞ 

・今回ご指摘頂いた内容を真摯に受け止め、変化する社会の中で、豊かな生活と新たな文化

の形成に必要なデザイン力とマネジメント能力を備え、地域と世界に貢献できる人材の

育成を目指していく。 
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参考資料 

学部別外部評価での質疑応答 

１ 保健福祉学部 

①学修成果・教育成果 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

目的別に履修モデルを示しているところは

わかりやすい。 

 

単位取得状況は、概ね順調に単位取得し学位

を取得している。 

 

授業においては演習を増やすなど効果的な

学習内容になっている。 

 

就職・進学状況は、第３期中期計画の目標値

をいずれも達成している。 

 

就職、進学についても教育体制、指導、支援

が十分にされていて効果がでている。 

 

食品関係の就職は他学部・学科出身者との競

合も多く、その中での高い就職率には敬意を

表する。同様に子ども関係公務員も競合大学

が多い中で流石だと思う。 

 

講義内容に合わせて必要な予習・復習が確保

されている。 

 

国家資格については、いずれも高い水準を保

ち、中期計画に関してほぼ目標を達成してい

る。 

 

教員と連携した就職支援や職場実習、卒業生

からの経験談が適切に実施されているので

全員就職に繋がっている。  

 

国家資格、その他の資格の合格率も全国平均

を上回る実績を上げている。特に社会福祉士

国家試験においては全国的にも高い合格率

を維持している。 

 

学生のキャリア支援においても積極的にサ

ポートし、就職に対するイメージをつけるこ

とができ、就職希望者はほぼ 100％の就職率

となっている。 

 

やむを得ないが進学も就職もしない学生の

卒業後が気になる。また就職状況は正社員就

職率がハッキリする方が望ましい。 

正社員就職率について、前向きに検討す

る。 

社会福祉士の合格率が 10 位以内というイメ

ージがあったが、苦戦している年もあるのが

気になる。ただ、こうした数字はもっと積極

的に学外、高校生に発信すべきだと思う。同

様に、受賞・表彰ももっと広報して良いので

はないか。 

社会福祉士の合格率について、合格率

100％となる実績を上げている私立大学が

増えたことにより、順位が下がっている。

ただし、10 位以下でも、本学の合格率は

90％を超えている現状がある。ご指摘のよ

うに本学の活動全般について積極的な情

報発信に努める。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

高い就職率は立派だが、県内の国立・私立大

学に比べ弱いと思う。有資格のキャリアアド

バイザーが常駐していないのは県内でも数

少ないと思うし、先生方が就職指導を担うの

は負担増に繋がっていないか。  

本学では昨年度からキャリア支援センタ

ーが発足し、就職支援室も設け、そこでキ

ャリア・アドバイザーが支援している。学

生の利用率がまだ低いので、積極的な活用

を勧めているところで、引き続き就職支援

に努めていく。 

 

②大学教育の質 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

訪問診療の場面にでも、見学しているのか？

在宅医療、在宅介護に力がはいっているの

で、学んでほしい。 

訪問診療の見学を実習に組み込んでいな

いので、今後検討していきたい。本学で数

年前に在宅医療に関わるシンポジウムを

実施した。各専門職に関わる在宅医療につ

いて意見交換を行い、学生への教育につな

げている。 

福祉関係に就職する人数が少なくて、福祉施

設が人材不足で苦慮している。福祉関係に就

職していただけるようお願いしたい。加えて

海外人材の技能実習生を指導できる、能力を

持った人材を育ててほしい。 

次年度より新しく現代福祉学科となるこ

とに伴い、一層、福祉人材の輩出に進めて

いきたい。 

成績の評価について、出席を成績点に含める

との記載がシラバスにあったが、文科省から

は認められていない。改善が必要である。ま

たできるだけ、多面的に評価するように大事

ではないか。 

ご指摘の点について、改良に向けて、進め

ていきたい。 

学習成果の数値化について、数字だけを見る

と出来ているようにみえるが、大事なのは卒

業時のアンケート、卒業後のアンケート、本

当に大学で学んだことが本当に役立ってい

るのかを見ていく必要がある。 

卒業アンケートは実施しているが、卒業後

アンケートはこれからやっていきたい。本

学で学んだ知識が社会に役立っているか

については、フォローしていきたい。 

国際関連について、コロナ禍での工夫につい

て、教員と学生の交流にとどまっているとの

コメントをいただいているが、それ以上の何

かがあれば教えてほしい。 

日本語の基準があるために海外の学生が

入ってこられないという課題があるので、

基準を低くして入学できるよう工夫して

いる。経営学部はインターンシップに関す

る連携協定を結んだが、実績が残せていな

い。そのため海外からサマーキャンプとい

う形で海外の学生を招待して、日本の取組

場面をみてもらうことをしている。現状と

して、なかなか海外の学生が来ない課題が

ある。 

入学者選抜の状況は、良好に行えていると言

える。 

 

倍率も高く、優秀な学生を選抜している。  

目的意識の高い受験層だと思う。概ね適正倍

率だと思うが、２倍を下回ると高校ではかな

り易化していると認識される。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

看護や栄養でこの離学率は大変良好ではな

いか。 

 

教員一人当たりの学生数は、十分な教育が行

えていると言える。 

 

学科特性に合わせたテーマに実施され、学生

の能動的学習に繋がっている。 

 

入学後もアクティブラーニングを取り入れ

たり、演習を増やしている。また、SA制度や

アドバイザー面談当、学習支援の充実を積極

的に図っている。 

 

人材育成に必要なカリキュラム体系が実施

されている。 

 

地域課題解決につなげるテーマで実施され、

地域での役割発揮が意識されている。 

 

地域と連携して様々な実習や、演習を行い、

地域の抱える課題について理解することが

出来ている。 

 

学生の専門習熟に向けて適切に海外研修・交

流が確保されている。 

 

国際関連教育については、学内だけでなく、

学外においても積極的に活動し、様々な体験

を通して地域の人々の健康維持と増進に貢

献できる学びをすることが出来ている。 

 

退学・休学者数を更に減らして頂きたい。 アドバイザー制度や学生相談室を設けて

学生への支援を行っている。モチベーショ

ンの高い学生を獲得するためにも入試改

革も進めたいと考えている。 

地域連携だが、看護について、チーム医療が

大学での授業実践にも多く入ってきている

と思う。医学科等がない貴学において医師や

技師との連携教育についてはどうなってい

るのか。 

連携教育については、栄養士や看護師等多

職種共同を意識した「チームガバナビリテ

ィ演習」などの講義や、病院等への学外実

習により、連携教育を実践している。例え

ば病院のチーム医療の中にはいって実習

を受けるなどしている。さらに地域包括支

援に関する新たなカリキュラムも検討し、

さらに多職種連携教育を充実して行く予

定である。 

授業方法（アクティブラーニング）について、

自己点検では取り入れているとしているが、

どの科目がアクティブラーニングを取り入

れた科目かシラバスから確認できない。 

来年度のシラバスには、アクティブラーニ

ングに関する記載を明確にするよう、改善

を行っている。シラバスの内容に関して

は、学生にとってわかりやすくするために

も、ご指摘の内容も含めて認証評価に対応

できるように改善していく。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

授業計画（シラバスの内容）について、記入

内容が統一されていない。また、時間外学習

や配布資料の欄が未記入の科目、オムニバス

科目で担当教員が記入されていないものが

ある。明確に示すことが望まれる。 

 

教育評価の体制（成績評価、卒業要件）につ

いて、定期試験のみで評価する科目や出席を

評価に加味しているものが多く見られる。多

面的に評価することが望ましく、文科省の通

達で出席を成績に加味することはできない

ので、改善する必要がある。 

教育評価に関するご指摘について、改善す

るよう努める。 

地域連携教育について、「COC＋」や「岡山創

生学」との関わりが資料に示されていない。 

地域連携における COC＋や岡山創生学と

の関わりについて、共通教育に関する事項

で特に本学部の資料には記載していなか

ったが、来年度以降は学部での取り組みと

して資料に記載する。また、今年度から「吉

備の杜プロジェクト」も始まったため、そ

れを含めて外部評価資料に記載していく。 

国際関連教育について、学部における連携で

は、令和元年度は香港理工大学看護学部、カ

セサート大学（タイ）、又松大学校（韓国）と

の間での教員及び学生の交流にとどまって

いる。 

国際連携教育に関して、今年度は実施でき

なかったが、コロナ禍の社会情勢が落ち着

いたら、研究会等のみならず双方で研修を

行う予定にしている。コロナ禍においても

工夫して交流をしていきたいと考えてい

る。 

 

③研究活動の状況 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

学術論文等について、最近の論文発表がな

い教員や学会発表の少ない学科もあるが、

全体として概ね良好な研究活動が行われて

いると言える。 

 

外部資金獲得状況について、大学全体で

27％の目標値を大幅に上回っている。 

 

県内企業および自治体との共同研究の実施

状況については、地域に貢献する大学とし

て産学官連携活動を展開している。 

 

学部独自及び地域と共同して研究を進めた

り、県や市町村などへの各種講演や委員会

等参加など非常に貢献度も高い。 

 

研究成果の還元については、各種講演会・

講座を活発に行っており、県内外の自治体

の委員として教員の知識や情報、研究成果

を還元している。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

地域連携などが積極的に実施されている。

引き続き地域課題解決に向けて、共同研究

獲得に努力されたい。 

本学部では積極的に地域連携教育を実践し

ているが、それを活かしてさらに共同研究

獲得にも力を入れていきたいと思う。吉備

の杜プロジェクトが採択され、大学院をメ

インにした出口一体型のプロジェクトだ。

一層、地域貢献に力をいれていく。 

 

 

④学部独自の活動 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

各学科とも、地域が抱える課題を基に、地

域の多職種の方と連携して、様々な支援、

活動を行っている。他職種のことを知り、

多職種で連携し、協働して地域に貢献する

ための教育ができている。現在抱える医療

福祉の課題に対応するべく努力を続けてい

る。 

 

栄養学科について、管理栄養士の国家試験、

皆優秀だと思う。高齢者が誤嚥しにくい美

味しい食物を開発して欲しい。 

栄養学科では嚥下調整食の開発研究に取り

組んでおり、人間情報工学科との共同研究

で、嚥下機能評価系の開発も進めている。情

報発信を含めてさらに検討したいと思う。 

保健福祉学科について、お母さんたちが子

育てしやすい環境づくりが大切であり、ま

た、学生たちが自分も子供を持ちたいと思

える環境を創り体験することは大切なの

で、地域との交流活動を続けてほしい。 

子ども学科と現代福祉学科で、相談室の設

置、就学前の子どもと親、幅広い親にアプ

ローチできる相談室設置にむけて現在検討

している。特に親へのフォローが大事であ

ると考えている。 

公立大学として地元密着型の地道な活動に

頭が下がる。特に看護学科のエンド・オブ・

ライフ・ケアは、高校では看護を志す生徒

には、看護職は患者の看取りを避けては通

れないと指導しているが、生徒は病気を治

すことに目が行きがちだ。ターミナルケア

のあるべき姿として、県立大学発信で質の

高い教育が行われていくことに期待してい

る。 

特に看護学科では「エンド・オブ・ライフ・

ケア」に関する講義や地域への研究会等を

実施しているが、より一層地域に根差した

活動を実践できればと考えている。 

栄養学科も非常に多くの取り組みをされて

いる。高校現場からすると管理栄養士と栄

養士の区別すらついていない現状がある。

そういう意味でも栄養学を学ぶというこ

と、それがどんな場面で役立ち、必要とさ

れているのか、そうした実利的な啓蒙にも

力を入れてほしいと思う。 

栄養学科のみならず、今後は高校訪問など

のアプローチ方法も検討、改良し、積極的

な情報発信を進めたいと考えている。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

介護福祉のレベルアップは喫緊の課題だと

思う。技術もだが、老人虐待や児童虐待が

相次ぐ中、介護する側のメンタルヘルスケ

アやアンガーマネジメントといた面で指導

的な役割が果たしてほしいと思う。子ども

学専攻で行われている親子交流も同様だ。

少子化が進み、公園デビューすらままなら

ない地域・環境においては、こういう交流

の場面が大きな役割を果たしていると思

う。同時に最近の幼児教育関係者を見ると、

保護者に対するカウンセリング的な要素も

強くなっているように思う。そうした面で

の充実も期待したいと思う。 

来年度から新学科として開設する現代福祉

学科には介護マネジメント学コースを設置

し、介護福祉のレベルアップに貢献する人

材育成に努める。さらに新学科の子ども学

科においても、保護者のケアに関する講義

も立ち上げ、子育て支援に力を入れていく。

現在、子どもを支援するための相談室設置

を検討しており、保護者や子どもに関わる

支援者を支えられるよう進めていく予定で

ある。 

各学科ともに、地域が抱える課題解決型の

研究会などが開催され、学生の能動的に参

加し専門能力が向上するとともに、地域や

団体での課題改善につながっていると推察

される。しかし、参加学生が少ない研究会

もあり更に学生参加が増えるような支援が

求められる。 

多職種共同を意識した「チームガバナビリ

ティ演習」などの講義や、病院等への学外

実習により、連携教育を実践しているが、

さらに地域包括支援に関する講義などを取

り入れたカリキュラムも検討し、学生が研

究会等に参加しやすい環境に努めたいと思

う。 

 

⑤学部総括 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

情報発信力が弱い。少子化が進む中で、一

層大学の魅力を伝え、学生確保を務めない

といけない。大学の内側でさまざまな取り

組みを行っているが、外部からは何をして

いるかがわからない。外部に対する情報発

信力に努めてほしい。 

今回の取り組みを、学内改革のために積極

的に進めていきたい。 

今回の行った外部評価の資料作成には、多

大な時間と労力がかかる。これまで多くの

大学を見てきて、作業した一部の人だけが、

評価内容を把握し、それ以外の人との意思

疎通ができていないことが見られた。学内

がうまく機能していない場合があるので、

外部評価結果を改善していくことにつなげ

ていくのが大事。内部の人とうまく繋がり

ながら、大学一体となって進めていくこと

が大事であろう。 

 

入学選抜の実質倍率は 2.5 倍を超え優秀な

学生の確保に努めている。 

 

教員数（教員一人当たりの学生数 S/T 比）

は、実習の多い学科ほど少ない値となって

おり、きめ細かな教育が行えていると言え

る。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

各学科で専門性を活かした特色ある地域貢

献活動を行っており、地域が抱える課題に

大学が積極的に関わり貢献することで、地

域とともに学生を育てている。各学科の取

り組みは地域に開かれた大学づくりを推進

する県立大学の地域に根差した取り組みと

して評価できる。 

 

少子・高齢化が進むなか、人々の健康維持

や地域農業の維持など地域が抱える課題が

山積みとなっているが、保健福祉学部はそ

の課題に対応する担い手の輩出を積極的に

取り組まれてきた。 

 

引き続き、専門に関する知識・技術習得が

すすめられるとともに、地元企業への県立

大学の取り組み発信を強化されることで、

実践型地域連携への参加の機会を増加させ

ることが必要だと考える。また、コミュニ

ケーション能力などの能力は運営参加で育

成されることから、学生のキャリア支援な

どの運営や課外活動への参加支援も期待す

る。 

 

大学、学部の理念に沿って豊かな人間性と

多様な社会ニーズに柔軟に対応できる人材

を養成していると感じた。岡山県立の大学

ということで、地域に貢献する人材を育成

するという使命があるが、今までの実績に

より優れた人材を確保し、その人材をさら

に優秀な人材に育成していく過程が見え

た。地域とうまく連携しながら、地域の強

み、弱みを学ばせ、キャリア支援をしてい

ると思った。他県からの学生も多いため、

なかなか県内での就職率 UP は難しいだろ

うが、岡山を知ってもらい、良さを伝える

努力は十分にされていると思う。 

 

静かでおちついた環境に中で学生数もそう

多くなく、教師も学生も親切でアットホー

ムな学校だと感じた。地域との関わりも強

く、ボランティアも含めたくさんの活動、

支援をされている。今後ますます加速する

少子高齢社会に対応するために、今後も大

学のさらなる発展を願っている。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

県立大学は、岡山県を中心として貢献でき

る優秀な人材を育てるという大きなミッシ

ョンがあると思う。時代のニーズは第一に

大切だが、福祉人材不足の解消に取り組ん

で頂きたい。 

私立でできない、公立ならではの取組みを

実施して頂きたい。 

 

認知症カフェや子ども食堂などの地域貢献

できる学科がそろっているので、是非連携

して実現して欲しい。 

 

教員も地域包括支援センターと共同して、

地域の互助活動の旗振りをして頂きたい。 

保健福祉学科社会福祉学専攻の学生は、貧

困層の子どもの学習支援、子ども食堂にお

ける活動支援、体験活動支援を積極的に行

っている。また、保健福祉学科と栄養学科

の教員が岡山県と共同して子ども食堂の衛

生マニュアルを作成したりしている。この

マニュアルのなかには、一昨年、保健福祉

学科と栄養学科の教員と学生が連携して、

貧困層の子どもを対象に行った調理体験時

のレシピも掲載した。今後も積極的に地域

貢献に努めて参りたい。 

「アドバンス・ケア・プランニング」につい

ても連携して取り組み、地区の高齢者に生

き方「エンド・オブ・ライフ」に繋いで頂き

たい。 

 

次に保健福祉学部は、人手不足が深刻化し

ている分野を対象とした学科が多いと思

う。人口急減超高齢社会の中で、これから

は看護も介護も保育も外国人労働者に委ね

ざるを得なくなる日が来るのではないか、

と思う。そのときに、貴学卒業生が、その外

国の方々の出身国の社会や文化を理解し、

その違いを受け入れて、語学を含めてリー

ダーシップを発揮する、そういう活躍をし

てほしいと思う。 

 

貴学を卒業した学生の 10 年後、20 年後を

見据え、社会の変化に対応した、地元に残

っているけれどグローバルなセンスを持っ

ている、そういう人材を育ててほしいと思

う。貴学には人工知能を研究している情報

工学部があるし、益々需要が高まる創造力

豊かなデザイン学部もある。学科横断だけ

ではなく、学部横断型の教育も是非、充実

させて取り組んでほしいと思う。やはり人

は人財だと思うし、教育こそが国の礎だと

思う。貴学に期待している。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

今回の資料では、どのような責任ある体制

で自己点検が行われ、どのように改善取り

組みを行っていくのか内部質保証への取り

組みの記載がなかった。今後は、学部教育

研究の適切性を定期的に点検評価するな

ど、自己点検評価による内部質保証の取り

組みを通じて問題点を見出し、改善につな

げる PDCAサイクルを機能させるとともに、

多くの特色ある取り組みをさらに発展させ

ることで、教育研究の充実と質の向上を図

り、さらなる飛躍を期待したい。 

今年度から委員会を立ち上げ、内部質保証

に関する検討を進めており、自己点検も積

極的に実施し、諸問題の改善に努めていく。 

 

 

２ 情報工学部 

①学修成果・教育成果 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

適正と見受けられる。  

学位取得要件で、専門分野を減らして、リ

ベラルアーツや概論を増やし、社会に出て

から様々な課題に対応できる人材育成を目

指して欲しい。 

専門と教養のバランスに留意しつつ、検討

する。現状では、卒業要件単位数の約 30%を

教養科目が占めている。 

学部の進めている教育が、就職先とマッチ

しているようだ。また、地元就職者も確保

できており、地域の人材育成の場として評

価できる。 

就職後の定着状況のフォローや、卒業生か

ら授業に関するアンケートを調査してみて

は如何か。 

卒業生アンケートを全学的に実施している

が、カリキュラムへのフィードバックなど、

検討を進める。 

１．単位取得状況および２．学位取得状況

については、概ね良好ではないかと思う。

また、３就職・進学状況についても、就職希

望者に対する内定者の割合は非常に高く良

好ではないかと思う。 

 

就職の詳細を見たときに、岡山県内企業へ

の就職者の割合が、年によって変動が大き

いものの、もう少し高くなってほしいとい

う感想を持った。 

県外からの進学者の割合が高いということ

もあるかもしれないし、県内の受け皿の企

業の数の影響もあるかもしれないが、個人

的には地元もしくは県内への就職者の割合

がもっと高くなってほしいという思いを持

った。もしも、その点についての、大学ある

いは学部としての目標とする数値等の設定

があればお教えいただきたい。 

岡山県立大学協力会およびシステムエンジ

ニアリング岡山（SEO）会員企業を中心に、 

県内企業による長期インターンシップ、業

種説明会、寄附講座などを実施し、優れた

県内企業の周知に努めていく。なお、第 3 

期中期計画において、就職率 98%を参考指標

と設定している。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

就職者と進学者の割合に関しては、理系の

場合、大学院に進学する数が就職者とほぼ

同率か、進学者の方が多いイメージを持っ

ていたが、この点について、大学関係者の

方々の見解をお聞かせいただきたい。 

工学部の大学院進学率は全国平均で約 37%

である（学校基本調査）。情報工学部の進学

率も概ね全国平均で推移している。 

就職先業種については、それぞれの学科の

育成方針に沿った就職先業種が中心になっ

ていることがわかった。大変評価できる点

だと思う。 

 

４．学修時間状況については、学科間で大

きな差が出るのはなぜか、教えていただき

たい。 

詳細な原因分析は行っていないが、講義科

目、実験科目、演習科目のバランスの違い

と考えている。また、自主学習を積極的に

行えるよう、授業方法、課題等への工夫を

検討する。 

１．単位取得状況について、提示されてい

る「構成・学生数」では、年次ごとの学生数

の変動がみられるが、各年度の入学者数の

変動によるものか、留年生の変動によるも

のかの区別がつかない。 

公立大学中期日程で入試を実施しているた

め、入学者数は年度により変動している。

また、本学では、留年生（過年次生）は四年

次生として集計している。 

「②大学教育の質、 2．留年、中途退学者」

にも、留年数が記載されていないので、読

み取れなかった。単位取得状況は、教育の

質を判断する上で重要な指標であるため、

詳細な分析ができるようにデータを整理す

るのが望ましいと考える。 

データの整理方法を改善する。なお、最近

の修業年限卒業者数・率は次の通りである。 

 

・H27 年度入学生：129/156＝82.7% 

・H26 年度入学生：123/144＝85.4% 

・H25 年度入学生：136/155＝87.7% 

４．学修時間状況について、アンケート調

査の結果をみると、平均学習時間が学科毎

に大きく異なる。前期後期のばらつきはと

もかく、総和はほぼ同じとなるべきではな

いだろうか？ 

「情報工学部」であるため、学科の教育内

容は、化学系学科、機械系学科、情報系学科

が混在する工学部ほどの違いは少ないよう

に推察される。学習時間を多くすることが

良い教育であるとするならば、「情報工学

部」全体で方法論を共有するのも良いので

はないだろうか？ 

詳細な原因分析は行っていないが、講義科

目、実験科目、演習科目のバランスの違い

と考えている。また、自主学習を積極的に

行えるよう、授業方法、課題等への工夫を

検討する。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

基本的には問題はないと考えているが、県

外の就職率が高い事が気になる。県内就職

率を向上させる取り組みを更に実施してい

く必要があると感じた。 

在校生だけではなく、卒業生への支援（ア

フターフォロー）を実施してみるのも面白

い取り組みかもしれない。 

岡山県立大学協力会およびシステムエンジ

ニアリング岡山（SEO）会員企業を中心に、 

県内企業による長期インターンシップ、業

種説明会、寄附講座などを実施し、優れた

県内企業の周知に努めているところであ

る。 

数字に問題はなくおおむね良好だと思う

が、就職浪人のようにネガティブな事例に

対しては、個別に内容を確認し、構造的、普

遍的な要素がないか見極め、あれば改善す

る必要があると思われる。 

学生指導に活用する。 

学修時間は少ないと感じた。自ら学習した

いという気持ちを持てるような授業を心が

ける必要がありそうだ。 

自主学習を積極的に行えるよう、授業方法、

課題等への工夫を検討する。 

県大独自の雇用マッチングシステムは活用

されているようだが、有効性を評価いただ

きたい。 

 

インターンシップは地域の会社や課題を知

るチャンスとなる。継続をお願いしたい。 

副専攻「岡山創生学」科目として「エンジニ

アリング演習」を平成 30 年度から開講し、

令和 3 年度から文科省「大学による地方創

生人材教育プログラム構築事業」（「吉備の

杜」創造戦略プロジェクト）によるインタ

ーンシップ型科目「未来型プロジェクト

<ICT>」（4 年次生対象）、「創造戦略プロジ

ェクト<ICT>」（大学院生対象）を順次新設

する 

2．受賞、表彰歴に、ポスターやプレゼン、

展示で優秀な成績を収められた先生が多数 

おられることは大変喜ばしいことだと思

う。高校での課題研究のポスターセッショ

ンやプレゼン、あるいは課題研究自体の指

導助言がお願いできれば心強いと思った。 

今後も、県内高校との高大連携の推進に努

める。 

キャリア支援においては、岡山県立大学協

力会との協働で、業種説明会を開催されて

いる。企業を直接感じることで進路選択の

一助となる点で、インターンシップと併せ

て、どんどん進めて行っていただければと

思う。 

コロナ禍での業種説明会開催方法を継続的

に検討する。 

雇用マッチングシステムも素晴らしいと思

いました。登録企業数が現在 87 社という

ことで、今後さらに岡山県内の企業を増や

して行っていただきたい。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

３．キャリア支援について、「雇用マッチン

グシステム」は、就職活動のみならず、イン

ターンシップの参加にも活用できる点は高

く評価できる。学生には企業での働き方を

学べる機会を与え、地域企業は学生の就職

へとつながるスキームであり、あるべきイ

ンターンシップを実現していると考えられ

る。 

 

非常に良い、前向きな取り組みをされてい

ると感じている。キャリア・就職支援を更

に充実させ、岡山県内への就職を更に促進

していただきたい。 

 

インターンシップを今以上に促進され、学

生様が企業を内側から見る体験をしていた

だく機会を増やす事が大切であると考え

る。 

副専攻「岡山創生学」科目として「エンジニ

アリング演習」を平成 30 年度から開講し、

令和 3 年度から文科省「大学による地方創

生人材教育プログラム構築事業」（「吉備の

杜」創造戦略プロジェクト）によるインタ

ーンシップ型科目「未来型プロジェクト 

<ICT>」（4 年次生対象）、「創造戦略プロジ

ェクト<ICT>」（大学院生対象）を順次新設

する。 

大企業に就職することが成功イメージにな

っていると感じるが、働くことの意味をし

っかりと考えておかないと社会や企業の変

化に振り回されて自信を失うことになりか

ねない。学生時代に真剣に働くことの意味

を考える時間を持たせることが重要だと思

っている。現状ではまだ不足しているので

はないかと思う。 

コロナ禍での業種説明会開催方法を継続的

に検討する。また、「エンジニアリング演習」

の履修を推奨し、企業人・技術者を知る機

会を確保する。 

 

②大学教育の質 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

休学、退学者の増加が気になる。休学、退学

者を見込んで合格者を増員決定してはいか

がか。 

コロナ禍での休退学者軽減に向け、学生支

援に努める。 

学生が相談できる体制が整備されているこ

とはわかるが、その相談内容をどうフィー

ドバックされているか。運営に生かせるも

のはないか。 

アドバイザー教員からの報告を受け、学科

内で対応可能な事案は学科長、教務専門委

員を中心に対応することとしている。 

就職先とエンジニアリング演習派遣先のマ

ッチングはとれているか。 

令和元年度卒業生中、エンジニアリング演

習履修者（履修 1 期生）は 34 名で、うち

5 名が受入協力企業に就職した。また、34

名中の就職者のうち県内就職率は 39.1% 

で、情報工学部全体の 35.5%を若干上回っ

ている。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

国際関連教育の状況については、活発だと

見受けられる。より多くの学生の参加を望

む。 

コロナ禍における海外とのオンラインイベ

ントへの学生参加などに努めていく。 

教員の努力によるアドバイザー制度は有効

に機能しているようだ。授業方法として取

り組んでいるアクティブラーニングの記載

が少ない。 

実験科目、演習科目でのアクティブラーニ

ングの実践は必須だが、講義科目では導入

の推奨を順次行っている。 

国際交流やグローバル活動は難しい状況で

はあるが、WEB の活用等でハードルを下げ

るチャンスでもある。 

コロナ禍における海外とのオンラインイベ

ントへの学生参加などに努めていく。 

評価資料の表から、２年間の県内出身の入

学者数の割合を計算してみると約 41％。率

直な感想としては、県立の大学なので、県

内の入学者数が過半数はいてほしいと思っ

た。県内高校生の頑張りによるところもあ

ろうかと思うが、志願者数で言えば県内出

身者の割合はもっと低く、割合は約 24％で

ある。県内の生徒をたくさん合格にして下

さっているというふうにもとれるが、志願

者数の割合をさらに高くするためのさらな

る魅力化やＰＲが今後の課題の一つになろ

うかと思った。 

情報工学部では一般選抜で公立大学中期日

程を実施している。中期日程を実施してい

る工学系学部が限られているため、全国か

ら志願があり、結果的に志願者の県内比率

が低下している。一方、県内高校への PR 不

足も認識しているので、今後、効果的な PR 

方法を検討していく。 

留年、中途退学者の人数は、どう見るべき

か。休学の中には海外留学も含まれている

のかもしれないが、ミスマッチ等マイナス

要因での休学や退学はないにこしたことは

ない。この点について、他大学との比較と

かがあれば、あるいは県立大学として目標

とする数値があれば、分析、評価しやすい

のではないかと思った。 

データの整理方法を改善する。また、コロ

ナ禍での休退学者軽減に向け、学生支援に

努める。 

 

４授業方法（アクティブラーニング）およ

び学習支援の実施状況について、学習支援

はしっかりと充実した体制がとれていてあ

りがたいと思った。一方、標題にはあるが、

アクティブラーニングに関する記述がない

ので、そのあたりも知りたいところである。

主体的・協働的な学びの具体例や組織的な

推進方法等を示してほしい。 

クリッカーの利用、ミニッツペーパーの活

用は従来実施しているが、オンライン授業

におけるアクティブラーニングの在り方に

ついて、今後検討していく。なお、今年度は

約 75%の講義科目で何らかのアクティブラ

ーニングを実施した。 

 

６．カリキュラムには、【行動力・課題解決

力１】【行動力・課題解決力２】という形で、

主体性や協働性を育むカリキュラムもある

が、大切なのは、普段の講義でのアクティ

ブラーニングの積み重ねだと思っている。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

８．地域連携教育及び９．国際関連教育に

ついては、素晴らしいと思う。実社会・これ

からのグローバル化が進展する社会に向け

て、どんどん進めて行っていただければあ

りがたいと思う。 

 

４．授業方法（アクティブラーニング）およ

び学習支援の実施状況について、第３期中

期計画には、「学習成果を上げるため、主体

的・協働的な学び（アクティブラーニング）

の導入・推進など教育方法の改善を図る。」

とあるが、本項目は「学習支援」についての

説明であり、アクティブラーニングに関す

る説明がない。もし、実施していないよう

であれば、今後、計画に沿ってアクティブ

ラーニングの導入を進めるべきである。 

クリッカーの利用、ミニッツペーパーの活

用は従来実施しているが、オンライン授業

におけるアクティブラーニングの在り方に

ついて、今後検討していく。なお、今年度は

約 75％の講義科目で何らかのアクティブ

ラーニングを実施した。 

８．地域連携教育の状況について、第３期

中期計画には、「40 リカレント教育：雇用

形態の多様化など社会変化に対応するた

め、社会人の学び直しのためのリカレント

教育を推進し、内容の充実を図る。」とある

が、本項目にはリカレント教育に関する説

明がない。もし、実施していないようであ

れば、今後、計画に沿ってリカレント教育

の充実を図るべきである。 

令和 2 年度に採択された文科省「大学によ

る地方創生人材教育プログラム構築事業」

（「吉備の杜」創造戦略プロジェクト）など

を通じ、リカレント教育の構築に努める。 

９．国際関連教育の状況について、国際関

連の活動に力を入れていることは評価でき

る。交流する大学を絞り込んで信頼関係を

構築し、学生交流や共同研究の太い活動へ

発展させることを期待する。現状では、学

生の受入れと教員の派遣が主たる活動と理

解したが、今後は海外に派遣する学生を増

加させることがポイントとなると考えられ

る。 

コロナ禍における海外とのオンラインイベ

ントへの学生参加などに努めていく。 

教員 1 人あたりの学生数は非常に良いと

思う。 

 

システム的には学生をフォロー出来ている

と思います。より学生に心で寄り添う教育

をしていただければと思う。 

 

人間情報工学科卒業研究有資格者の割合が

低いのが気になります。メンタル支援の強

化を、今以上に進めていく必要があるので

はないか。 

学生支援の在り方について改善に努める。 

 

人気も高く、客観的な情報からは問題はな

いと思う。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

どうしても発生する退学者等については、

一人一人の状況を精査し、大学側で解決で

きる点があれば改善する努力を惜しまない

ようにしてほしいと思う。 

コロナ禍での休退学者軽減に向け、学生支

援に努める。 

若いときに引きこもり等になることは社会

全体で防ぐべき大きな課題だと思う。 

 

時代が大きく変化しているので、適時カリ

キュラムを見直し、学生が社会に出たとき

により活躍しやすい内容であるか精査し、

内容を継続的に更新できると良いと思う。 

特に進展の激しい ICT 関連カリキュラム

の見直しを常時、検討する。 

 

③研究活動の状況 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

適正と見受けられるが、今後に期待したい。  

学術論文等の発表は減少傾向にあるよう

だ。研究と教育のバランスをどこに置くか

は難しい課題であるが、外部資金獲得には

研究成果のアピールが重要である。 

 

科研費等の資金取得にはノウハウの共有も

必要ではないか。 

科研費など外部資金獲得に向け、採択され

た申請書の閲覧など、今後も継続して実施

する。 

学術論文等の発表件数は一定のレベルを保

って推移していること、県内企業および自

治体との共同研究の件数についても大学全

体での目標数値を達成したとのことですの

で、それらを是非今後も維持していただけ

ればと思う。 

 

研究成果の還元については、県内高等学校

に対しても、「敷居の低い大学」として、さ

らに協働や連携をお願いできればと思う。 

 

１．学術論文等の件数について、「発表件数

は一定のレベルを保って推移」とのことで

あるが、論文の質が不明であった。採択率

が低い国際会議での発表や、インパクトフ

ァクターが高い論文誌への掲載であること

を示せば、より強くアピールできる。発表

件数は教員数や学生数に比例するため、昨

今の状況では、今後の大幅増は困難と予想

される。数だけで議論しているとマンネリ

化する恐れもある。質を高める方向性は重

要であろう。 

貴重なご意見をいただき、ありがとうござ

います。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

２．外部資金獲得状況について、「学部評価

資料（情報工学部）」に、第３期中期計画の

２４～１７、４１に対する実施内容とその

効果が明確には書かれていない。目標を達

成しているのかもしれないが、数年間にわ

たるデータを分析して、有効な施策を明確

にすることや、適切な目標値の設定などを

志向するのが良いと考える。 

データの整理方法を検討する。 

活発な共同研究・研究発表等が出来ている

と思う。 

 

県立大学であるので、県内企業との関係を

強め、成功例を作り、地元の繁栄につなが

ると良いと考える。県内企業からの受託研

究・共同研究が年々増えているかという視

点で評価すべきかと思う。 

データの整理方法を検討する。 

 

④学部独自の活動 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

情報工学として扱う分野の進展スピードは

特に速く、指導者にも常に時代についてい

く、リードすることが求められるので、期

待している。 

 

自治体との共働事業、協力会との連携や 

enPiT 事業を通じての学外連携など、積極

的に取り組んでおり評価できる。しかし、

県の資金が投入されている大学であること

を考えると、更なる地域貢献に励んでいた

だきたい。工業技術センターや岡山大学等

が公的機関としてサポートしているなか、

県立大学の必要性をアピールする必要があ

ると思う。 

より効果的な広報を検討する。 

地域との連携の足がかりとして、協力会を

活用しては如何か。協力会の経営者層との

協議の場を設けて、大学への要望等をヒア

リングしては如何か。 

貴重なご意見をいただき、ありがとうござ

います。検討する。 

１．自治体等との協働事業の（1）「コミュニ

ティーキャンパスおかやま」では、情報工

学部ならではの、親子で学ぶプログラミン

グ教室が総社市と協働で、多くの先生方が

担当され、そして学生も参加し行われてい

る。総社市民もたくさん参加されていて、

よい取組だと思った。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

その他４つの取組及び（2）自治体等との域

学連携事業、計５つの取組は、いずれも健

康がテーマで、情報工学部からは繋がりに

くい印象のものではあるが、自治体との本

格的な連携が実現できており、非常によく

考えられたよい取組だと思う。このような

取組がさらに広がっていけば素晴らしいと

思った。 

 

２．岡山県立大学協力会との連携は、業種

説明会の協働開催や長期インターンシップ

科目「エンジニアリング演習」の受け入れ、

さらに技術講習会も開催されており、特色

ある、また、実践的な人材育成ができてい

る点は素晴らしいと思う。 

 

３．文部科学省 enPiT 事業への参画では、

複数のまた多様な他大学との連携で、学び

の幅を広げている点が非常に評価できる活

動になっていると思う。今後、文部科学省

事業への参画という形に加え、独自に、他

大学との連携事業等をどんどん進めて行っ

ていただければ、そして一人でも多くの学

生に参加していただけたらと思う。 

 

「自治体等との協働事業」は、いずれも高

く評価できる。学生の教育と地域コミュニ

ティへの貢献とを両立している点が素晴ら

しい。また、イベントが多様な視点から企

画されていることも良い。工学系の学生は

得てして技術的企画に陥りやすいが、技術

以外の面での貢献は大学内では達成できな

い教育効果をもたらすと考えられる。大学

と地域の信頼関係を構築できていれば、今

後もタイムリーで有意義なイベントの開催

が可能であろう。今後の発展に期待する。 

 

「岡山県立大学協力会との連携」「文部科学

省 enPiT 事業への参画」は、技術教育の意

欲的な取り組みとして高く評価できる。他

大学の学生との交流があったり、他大学の

教員から教わることは、学生にとって刺激

になるものと考えられる。また、新たな人

脈形成に発展する可能性も高い。今後も継

続、発展させることを期待する。 

 

年間で様々な地域・社会への貢献が出来て

おり、非常に良いと感じている。今後更に、

機会を増やし、学生により実践的な経験の

場が増えますよう期待している。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

特に問題は感じなかった。 

個人的な意見になるが、小中学生に知的な

好奇心を与えるきっかけとなるイベント

（プログラミング教室等）を定期的に計画

的に開いてはどうかと思う。時間経過とと

もに良い循環を生み出すのではないか。 

 

 

⑤学部総括 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

「デジタル化」の促進は国家的な課題であ

る。卒業生が活躍できる場面は多くなるも

のと信じる。有為な人材育成機関として期

待する。 

 

単位取得状況、学位取得状況及び就職・進

学状況については良好。就職先業種も、各

学科の育成方針に沿った業種が中心になっ

ている点がよいと思う。また、学習支援の

実施状況についても、しっかりと充実した

体制がとられており、ありがたいと思う。

地域連携教育および国際連携教育も充実し

ており、素晴らしいと思った。さらに、先生

方の受賞、表彰歴、学術論文等の発表件数

も一定レベルを維持されており、県内企業・

自治体との共同研究も目標数値を達成され

ており、是非今後とも維持そして右肩上が

りの推移となることを期待している。 

学部独自の活動としては、特に、岡山県立

大学協力会と積極的に連携されており、業

種説明会の協働開催や長期インターンシッ

プ、さらには技術講習会と、大変充実した

ものとなっており、特色ある、実践的な人

材育成ができていると思われる。 

また、文部科学省 enPiT 事業への参画で

は、複数の多様な他大学との連携で、学び

の幅を広げている点が非常に評価できる。

今後、文部科学省事業への参画という形に

加え、独自に、他大学との連携事業等をど

んどん進めて行っていただければありがた

い。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

県立の大学であるという点からの感想です

が、岡山県内企業への就職者の割合につい

ては、もう少し高くなってほしいという感

想を持った。キャリア支援という点では充

実していると思うが、雇用マッチングシス

テムの岡山県内企業の登録をさらに増やす

など、地元あるいは県内への就職者の増加

を図っていただければありがたい。 

 

また、ここ２年間の県内志願者数の平均割

合が約 24％（入学者数の割合が約 41％）

であり、志願者数の割合をさらに高くする

ためのさらなる魅力化やＰＲが今後の課題

の一つになろうかという感想を持った。「敷

居の低い大学」、効果的な高大連携等が具体

的な課題解決の糸口の一つになろうかと思

う。 

 

評価自体に関しての感想だが、「評価は設定

された目標が達成できたかどうかを評価す

るもの」だと思っている。「外部評価資料」

をまとめていただいているが、可能な限り、

それぞれの項目についての目標や大学・学

部としての思いを示していただければ、評

価する者としてはありがたいと思った。 

「岡山県立大学 第３期中期計画」も参考資

料としてつけていただいているが、それぞ

れの項目に対する「目標を達成するためと

るべき措置」が理念的・抽象的で、評価する

ための目標を見いだすことが難しかったよ

うに思われる。できれば、例えば、今年度の

重点的な具体的な数値目標あるいは具体的

な行動目標などを明確にし、それらを示し

ていただければ、外部委員だけでなく、内

部においても評価・総括しやすく、次年度

に向けての具体的な対策や準備に繋げやす

くなるのではないかと思った。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

教育研究活動を着実に推進していると理解

した。文科省が指導している項目について

も対応できていると言える。また、各項目

で述べたように、高く評価できる項目があ

った。今後も良い点を伸ばしていくことを

期待する。 

一方、各項目で指摘したように、説明やデ

ータの不十分なため実態を理解することが

困難な部分もあった。苦労して実行した施

策をアピールできないことは残念である。

下記の点を考慮することで改善できると推

察する。参考にして頂けると幸いである。 

（１）データについて 

数値データは５～６年間程度の推移を示す

のが良いと考える。２年間程度の数値では、

善し悪しの判断が困難である。また、外部

要因（文系理系の人気度、景気動向）や競争

倍率などにより、学生の質が変化するため、

大学の自助努力では解決できない面もある

と考えられる。そのためにも、長期スパン

での傾向を把握することは重要であろう。 

（２）第３期中期計画との関係について 

「学部評価ご意見入力用様式」の①１、①

３、②１、②２、に第３期中期計画の項目と

の関係が示されていたが、「学部評価資料

（情報工学部）」には、計画に対してどのよ

うな実施をした結果であるのか明確な説明

がされていなかった。ＰＤＣＡを回すため

にも、整理しておくべきであろう。 

データの整理方法、提示方法などについて

検討する。 

良い活動が出来ているのではないか。現状

に甘んじることなく、今以上に立派な学生

様が育つ環境や教育を実施されることを期

待している。 

技術や知識だけではなく、それを扱う個々

人の人間性向上についても重要であると考

えている。岡山県立大学に入学した生徒は

皆、卒業時には社会に通用する立派な人間

性を兼ね備えていると言われるよう、心の

教育にも更にご尽力いただけば更なる飛躍

を遂げられるのではないか。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

資料からは、特に問題なく、健全な活動と

運営ができていると感じた。 

時代に必要とされている学問分野であると

いう社会的・時代的な背景によるところが

大きいのだろうと感じる。 

しかし、世間から普通の中堅の大学という

認識しかされていないとしたら、もったい

ないと思う。 

県立大学としてもっと潜在的な力を持って

いるのではないか。地元に貢献するという

役割をより強く持ってほしいと思う。 

良い環境に甘えず、もっとできるのではな

いかと常に自問して、改善を積み重ねてほ

しいと思う。 

 

活躍している卒業生が（メディアに取り上

げられるなどして）世の中に認知されるこ

とが大学の発信力になると考える。（「閑谷

学校が歴史に見合う知名度が無いと言われ

ているのは卒業生で大物が出ていないから

である」という指摘がある。） 

肩書きだけでなく「偉い人」(卒業生)は必

ずいると思うので、そういう人を輩出して

ゆく大学である。というような発信をして

はどうか。 

広報活動が弱いことは、重々認識している。

ご提案いただいたように、卒業生を活用し

たり、SNS を活用したりするなど、より効

果的な広報手段を検討する。 

 

 

工学系の学生は確かに専門的な勉強はして

きているが、結局会社に入ってから教える

ことの方が多い。大学の４年間では、人間

性を上げる、理論的思考方法などの教育に

注力し、必ずしも専門を沢山やらなくても、

結果的にはあまり変わらないのではない

か？ 大学で専門だけを学んで来た人たち

と、クラブ活動・アルバイトその他色々な

ことをして来た人たちでは、入社当初は前

者の方がプログラミングや開発の観点では

力は付いているが、何年かすると、結果的

には逆転するケースが多い。専門は必要だ

が、それ以外の部分も是非教育して頂きた

い。 

教員は各自の専門については詳しいが、社

会一般的なリベラルアーツや教養教育的な

知識は必ずしも十分ではない。協力会から

の講師も含めた授業科目を数年前から開講

しており、令和 3 年度からは、情報工学部

全学科の学生が履修できるようにする。こ

のような授業科目を通じて、幅広い視野を

持つように教育していく。大学院において

も、「吉備の杜」創造戦略プロジェクトの開

設を受け、来年度からリベラルアーツを取

り入れた授業科目を全学的に立ち上げる。 

 

  



（L-32） 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

次の 4 点ご指摘させていただきたい。 

（１）総じて大きな問題は無いように見受

けられるが、問題点がある場合は対処する

必要がある。内部からの視点では問題点は

わかり難いので、外部からの視点で客観的

に見ることが可能となる： 

・他大学（例えば、岡山大学等）との比較

（留年生等の数など）。 

・時系列での比較（増加・減少の傾向） を

意識してはどうか。 

（２）県内入学者目標○○％、県内就職□

□％など数値目標を掲げ、それとの差を縮

めるよう努力してはどうか。 

（３）大学生活で良かったことは、友達が

できたということだと感じている。社会全

体で考える問題ではあるが。このままコロ

ナでの遠隔講義が継続してしまうと、友人

関係を築く上で障害になるのではないかと

心配している。教育の最前線は大変だと思

うが何とか頑張ってほしい。 

（４）卒業生から大学時代に何が一番良か

ったかを聴取して、そこを伸ばしてゆけば

どうか？ 

ご指摘いただいたとおり、物事を達成する

際には数値目標を掲げて努力することは重

要だと考える。県内入学者の確保では県内

高校へのアピール、一方、県内就職率に関

しては、協力会会員ほか優良な県内企業の

学生への認知度向上に向けた取り組みな

ど、今後しっかりと検討する。 

 

 

 

 

３ デザイン学部 

①学修成果・教育成果 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

目標をもって授業を受け、なりたい自分に

なるために努力して単位を取得し、学位を

取得されていることが分かる。これは、学

校の環境が整えられており、方向性が浸透

しているからであろう。 

 

学習時間も確保されており、主体的に学ん

でいることが伺われる。 

 

ディプロマポリシー、カリキュラムポリシ

ーは良く練られていると思う。 

 

幅広い分野へ人材を輩出しているのは、４

年間のきめ細かな御指導の賜物である。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

実学に価値を置くデザイン学部として、学

生・教員の学外の活動を奨励し、実際に多

く学生・教員が活躍しており、建学以降現

在においてもその伝統が継続している。大

変好ましい。学生にとって日々の勉学への

大きなモチベーションとなる。 

 

造形デザイン学科における在学生の男女比

に偏りが見られているが、この要因につい

て細かく把握されているのか。 

学科の歴史として、これまでも男性の割合

は多くて 2 割程度で推移してきた。試験で

実技（デッサン）を課していることもあり、

コツコツ努力できる女性がやや有利な傾向

にある。他大学でも同様に女性が多い傾向

が見受けられる。本学は R3年度から学科再

編に伴い入試制度が変わるため、変化が生

じる可能性もある。 

就職状況について、卒業生の県内への就職

が半分以下であり、県内出身の学生が少な

いとはいえ寂しさを感じた。 

 

就職先としては県外が多い傾向にあるが、

その後岡山に戻ってくる例も多い。今後は

協力会との連携もとりつつ、県内企業との

マッチングも進めていきたい。 

どのようなところに就職しているのか、と

いう出口によって大学の印象は変わるの

で、優良企業等へのアプローチが必要であ

り、その部分に対するフォローや送り出し

後のフォローもすべきではないか。また、

デザイン学部としては県内に限らず全国に

目を向けていくべきだと感じる。 

 

企業の名前だけでは学生もいかない時代に

なってきており、デザイナーとして独立し

て活躍するような人がいれば良いのかもし

れない。 

 

卒業生のネットワークをつくることも重要

ではないか。卒業生たちが県立大学の魅力

を発信していくことなども必要だと考え

る。 

以前は大手の有名企業へ就職する学生も多

かったが、近年そのような学生は減ってき

た印象である。必ずしも有名企業が良いと

いうわけではないが、そのようなところ、

また県内だけでなく県外も含めバランスよ

く出口をつくっていく必要があるため、送

り出し後のフォローも含めた仕組みづくり

を積極的に考えていきたい。また、自身で

起業する、もしくは起業しなくてもそのよ

うな精神を持っている学生も育てていく必

要があると考える。卒業生のネットワーク

も重要であり、実際に卒業制作展などにお

いては卒業生からの問い合わせも多い。単

に名簿をつくるだけでなく、卒業生による

情報発信の仕組みも検討していきたい。 

 

②大学教育の質 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

大変贅沢な教員数である。きめ細かな指導

ができることが大学の魅力である。 

 

アクティブラーニングの授業については、

実技教科は実施しやすいが、大学内に留ま

らず、地域等で実践を重ねて学ぶ態勢を構

築できていることが素晴らしい。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

国際交流・グローバル活動が多彩であり、

充実している。このコロナ禍での新たな取

組を情報発信していくと更に良い。 

 

地域に根差した卒業研究等の指導実績は、

大学にとっても評価されるものであり、今

後も広げて活動されると良い。 

 

地域連携教育も充実している。こうした教

育の成果によって、学生の関心が地域に向

かい卒業後も愛着を持って地域のために働

く気持ちを持ってくれればありがたい。 

 

休学、退学者数が学部規模からみると多い

のではないか。この要因を把握され対処さ

れているか。 

 

より優れた入学生を獲得するための、入り

口と出口の方策がより重要な時代となる。

検討が必要と思われる。 

 

休学、退学者の数値に誤りが無いかご確認

いただきたい。正確な数値であれば、少し

多いように感じる。 

休学、退学者の数値に誤りはない。 

入り口の部分では、高校生が考えるデザイ

ン教育とのミスマッチは多いと感じてお

り、それを防ぐ手立てが必要である。絵が

描ければ良いと思われがちなところもある

ため、高校教員や保護者・受験生への一層

の周知も必要であると考えている。出口の

部分では、その広さに気付かせる機会がな

かなか無いため、送り出し後のフォローの

部分も含めた仕組みづくりを進めていきた

い。 

受験者数における男女比にも偏りがみられ

るのか。 

受験者数における男女比も同様である。今

後は男性にも魅力を持ってもらえるよう対

策を講じていきたい。 

学生の就職に関して、送り出した後のフォ

ローもすべきではないか。 

デザインの分野は出口の幅も広いが、その

広さに気付かせる機会がなかなか無いこと

もあるため、送り出し後のフォローも含め

た仕組みづくりを積極的に考えていきた

い。 

企業としてはデザインの専門職というよ

り、デザインもできる優秀な学生が欲しい

という思いがある。 

 

入試において、実技のウェイトを減らし学

力重視とする考え方も必要ではないか。 

 

他大学では国公立大学を中心に、入試にお

いて学力を重視する傾向も高まっている。

本学でもデザインで問題解決する力を求め

るという考えから、R3年度の学科再編に伴

って一般入試における共通テストの配分を

高めている。例年と比較すると合格者の共

通テストのポイントが上がっており、これ

までと異なる人材を獲得できている傾向も

みられる。 

 

③研究活動の状況 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

大学教員はとかく研究室に閉じこもりがち

だが、デザイン学部の教員は研究室から飛

び出し、地域で活躍している。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

大学設立趣旨からいっても地域における産

官学連携は必須であり、県内企業及び自治

体との共同研究や研究成果の地域還元は積

極的に行うべき。 

 

自治体との共同研究は、課題を発見し具体

的な解決策を考えたり、それが実現したり

することで効果は大きいと考える。 

 

行政機関等との連携は、学務に支障のない

範囲で展開されると良い。 

 

外部資金獲得状況、県内企業及び自治体と

の共同研究も学部としての目標と達成状況

がわからない。 

 

学術論文、学術講演、実用化案件等の本数

は、対外的にも大学の質を高めるために必

要であり、励んでいただきたい。 

デザインの分野は研究活動における業績等

の評価が難しく、本学においても基準があ

いまいな部分があった。それを受け、先般

学部の内規を改正し明確化したところであ

る。実務系教員が多いのが本学の特徴でも

あるが、教員にはしっかりと論文を書くこ

とも求める形としており、その内容を教員

間に周知することで目標設定ができるよう

にしている。 

 

④学部独自の活動 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

デザインによる地域課題の解決に向けて、

学生がフィールドに出てワークショップや

実践活動をしていることは、デザイン力だ

けでなく、プレゼンテーション力を含めた

コミュニケーション力を養うことにつなが

っており、地域にとっても学生のアイデア

を活かせることは有意義である。地域との

事前の打合せを充実し、学生の学びと地域

の活性化が高いレベルで両立できるよう、

今後もレベルアップを図っていただきた

い。 

 

卒業制作展並びに作品集は、学生主体に企

画運営されており、卒業研究を公表して広

く評価を得る機会となっており、学びの集

大成として、卒業研究と共に意義がある。

幅広い来場者を集める工夫を期待する。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

デザイン学部の特色として、学生が地域社

会や外部専門家と接触する機会が多数用意

されている。それぞれの教育効果を把握し、

より多くの学生が主体的にチャレンジする

ように今後も働きかけをして欲しい。同時

に、地域社会や外部専門家との接触の前後

でのフォローをしっかりと行い、教育効果

を高めると同時に、キャリア形成への一助

として欲しい。 

 

いずれの取組も、昨年度の課題を解決する

ための方策があり、今年度の成果となって

いるところが素晴らしい。 

 

ルーブリック評価も取り入れていること

で、学生は目標を設定しやすくなっている

ように思う。 

 

座学ではなく、地域に出向き教育・研究の

機会を広げることは、ものづくり・デザイ

ンを標榜する大学教育として大変重要な視

点である。学生時代の体験・成果は、将来の

人生の中で貴重な経験となり、励みともな

る。教員にとっても大変ではあるが、学外

活動をより活性化すると良い。  

 

地域課題への取組み、卒業制作展・図録等

による成果の公表、学外コンペティション

への参加・受賞を拝見して、学生の皆さん

がこれからも益々地域と連携し、幅広く活

躍することを祈念する。 

 

デザイン学部として、地域連携教育や国際

関連教育など教育、研究面とも様々な取り

組みを展開しており、岡山県民や産業に対

して重要な役割を果たせる可能性を秘めて

いる。一方でまだ認知度が低く、適切な情

報発信により、共同研究等が更に広がるこ

とを期待する。 

地域連携教育や国際教育の発展、また学外

コンペティションへの参加などに一層積極

的に取り組んでいくとともに、効果的な情

報発信の仕組みについても検討する。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

教育の成果という部分では、学外の受賞実

績などは優秀な学生を集めることにもつな

がる。教員の負担はかかるが、積極的に取

り組んでもらいたい。 

 

コンペティションで色々な題材にチャレン

ジすることは就職活動にもつながることな

ので、積極的に取り組むことには賛成であ

る。 

コンペティションで入賞することも重要で

あるが、それに取り組む過程にも学びが多

い。グループで作品制作をすることもあり、

学年を越えたつながりが生まれるなど授業

の枠ではなかなか得られない経験にもつな

がるため、学生には積極的に取り組ませた

い。なかには授業で制作したものをブラッ

シュアップすればコンペティションで入賞

するレベルの作品も見受けられるが、なか

なか提出までには至らず、もったいないと

感じることもある。あまり欲が無い学生が

多いのかもしれないが、ある程度強制的に

コンペティションに提出させる前提で授業

を展開するなど、教員側からの働きかけも

ふまえ、一層積極的に取り組んでいきたい。 

 

⑤学部総括 

外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

デザインは、ビジュアルにしろ、工業デザ

イン、工芸さらには建築にしろ、自らのビ

ジョンを現実の形にするためにあると考え

る。未来の世界はどうあるべきなのか、暮

らしの在り方はどうなのか。常にそうした

ビジョンを持って現実に対処していくと

き、デザインは世界を変革する力を持って

いる。県立大学デザイン学部には、ぜひ地

域の未来を、人々の未知の暮らしをデザイ

ンしていく気概を持つ人材を育てて頂きた

い。 

 

県立大学という性格上、望まれる地域との

密接な連携は、良くできている。地域課題

への取組みも大学授業の成果を地域に還元

する形で、これまで同様、積極的に行って

欲しい。それにより、在学中に取り組んだ

学生が卒業後も地域に愛着を持ち、岡山に

残って活躍すれば、こんなに嬉しいことは

ない。 
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外部評価者からの質問及びコメント 本学の回答 

貴学、貴学部は、高校生及び保護者、高等学

校にとって行きたい大学・行かせたい大学

であるので、さらに魅力を発信し、社会に

貢献できる人材を輩出していただきたい。

特に、本校は県下唯一の美術工芸系をもつ

学校であるので、貴学を志望する生徒は多

数いる。高校との連携も今以上にしていた

だけるとありがたい。 

 

引き続き、持続可能な地域社会を担う有益

な人材を育成してほしい。 

 

県外に拘らず、県内においても魅力ある企

業を見つけられるよう、様々な企業との連

携活動を活発にしていくことで、より良い

経験が詰めるのではないか。 

 

卒業生にとっては県立大学卒業というのは

一生ついてまわるので、是非とも今後の更

なるご活躍を願うとともに、陰ながら応援

させて頂きたいと思う。 

 

県立大学、特にデザイン学部は実学重視と

いう認識を持っているが、これからはどん

な人間を育てるか、という部分が重要であ

るため、教養教育にも力を入れていってい

ただきたい。 

 

当たり前のことではあるが、学生がいての

大学であるので、一人一人の学生を大切に

していってほしい。退学等の情報は高校に

も伝わってしまうことがあるため、既にや

っておられるとは思うが、そのあたりのフ

ォローも含め一層その認識を強く持ってい

ただきたい。 

 

企業でも入社後にすぐ辞めてしまう退職者

が増えている。人間としてどう生きるかと

いう部分をしっかりとサポートしつつ、デ

ザインという専門性を高めていくような教

育を求めたい。本当は高校までにやってお

くべきであるが、高校は大学に入ることが

目的になってしまっている側面もあるた

め、社会がどのようなものか、という部分

も踏まえながら専門教育を行っていってい

ただきたい。 

ご指摘頂いた内容は我々としても痛感して

いることばかりであった。なかなか難しい

部分もあるが、本日伺ったご意見を参考に

させて頂きながら、更なる躍進ができるよ

う努力して参りたい。一番重要なことは、

卒業生が県立大学のデザイン学部を卒業し

たということを自慢していけるような卒業

生を送り出す、というであると考える。 

今回ご指摘頂いた内容を真摯に受け止め、

変化する社会の中で、豊かな生活と新たな

文化の形成に必要なデザイン力とマネジメ

ント能力を備え、地域と世界に貢献できる

人材の育成を目指していく。 

 

 





編集後記                                

 

 本学の「大学教育年報」は、大学教育開発センター（現「教育開発センター」）と教学課

教務班の協働作業として編集・制作が行われ始めてから毎年編集・制作され、2019 年度に

て 6年が経過するに至った。 

 本学の教育の改革推進の体制は、専任教職員を中心に運営する「センター」の設置と共に

成立したものである。「センター」体制は、専任教職員が自らの所属部署の立場を離れ、全

学的な視点から各センターの目的に沿って業務を果たすため、所属部署の利益代表的な立

場から参画する委員会形式と異なり、各センターの全学的目的への達成を容易にするのみ

ならず、教職員の意識改革にも効用がある点で、6年間の体制は一定の効果をもたらしてき

たと言えよう。 

 他方で、大学のおかれた環境は厳しく、新時代の大学教育のあり方を模索するような状

況ではなくなってきている。大学の当面の未来予想図や環境評価に甘んじて活動すること

はもはや不可能の時代となった。どれほど規模の小さな地方の大学であっても、またどれ

ほどネームヴァリューがあり安定運営できる大学であっても、グローバル規模の教育改革

が求められ、また高等教育の質を保証する教育改革が必要不可欠の時代となっている。日

本においても、少子高齢化の影響下、更なる競争論理のもとで、各大学が社会的な使命と

して教育改革しなければならない状況に至っている。大学教育とはどうあるべきなのか、

卒業して行く学生の教育水準の保証はどうあるべきなのか、社会に対して大学が保証する

教育とはどのようなものなのか、このような問いが各大学につきつけられている。このた

め、本学もまた、グローバルな視点から大学教育を改革推進するのみならず、少子化など

国内全体の社会事情や、岡山県を中心とした地域事情にも対応するため、本学の大学教育

の質の保証を最優先の課題として提起し、その下で、大学ポリシー（AP,CP,DP）の明確化

やその実質化、各ポリシーと教育の実態との整合性や妥当性の再検討など、大学教育に体

系性を与えると共に、本学に相応しい大学教育のあり方を休むことなく持続的に検討する

こととなっている。  

 さて、「大学教育年報」発行 7年目を迎える 2020年度からは、昨年度からのセンター

化強化の計画通りに、昨年度のキャリア・学生生活支援センターの独立化に伴う 2020 年

度の組織改革として、アドミッション・高大連携センターの独立化を果たした。これは

2021年度の保健福祉学部ならびにデザイン学部の学科改編に伴う入試改革及び APの明確

化、入試広報等の準備のためであるが、同時に高大接続の強化のためでもある。これに応

じて、教育開発センターも、共通教育、教育評価ならびに FD・SD の活動を担うセンター

としての機能を特化させたこととなる。 また、グローバル教育と研究、その環境整備を

担う部署として、2020年度から国際交流センターがグローバルラーニングセンターとして

組織改革を為し、教育研究のための新たなセンター体制を整えた。これらのセンター体制



の整備に伴い、本「大学教育年報」の構成も変更し、これらの活動をまとめて第 2部「全

学センターにおける教育活動と成果」としてとりまとめた。 

 以上のような教育研究体制を整えたところにコロナ禍が登場したのである。2020年度

は、教育の質保証の検討とコロナ禍対応との間で対応策に明け暮れたと言える。確かに実

学の大学においては、実験や演習、実習など、その実学教育の質保証にとって重要な対面

授業における学修や技術についての経験の機会が奪われることは相当大きな打撃と言わね

ばならない。さらには通常授業もオンライン教育を強いられ、国際交流は不可能となり、

学生生活にも大きな支障が出るという事態に対して、それでも本学は果敢に対応し得たと

誇るべきと思われる。 

 かかるコロナ禍の下、教育開発センターは「教育の質の保証」を第一の目的とし、先ず

共通教育部門では英語教育を大幅に改革し、また複合 PBL科目の充実及びアクティブラー

ニングの推進策を講じ進展させた。FD部門では FD研修を恒常的な活動としてオンライン

で実施すると共にアクティブラーニング実施率の目標を達成させた。また教育評価部門で

も 2019 年度実施の「教育満足度予備調査」についての詳細な分析結果を出し、本学の IR

体制に貢献した。そして、キャリア・学生生活支援センターでは、迅速に多くのアンケー

トを実施し、きめ細かなコロナ禍対応の学生支援体制を敷いた。とくにキャリア形成支援

部門では、卒業生・修了生アンケートを見直し、オンライン対応体制を整え、学生支援を

充実させた。グローバルラーニングセンターもまた、国際交流が困難という事態に対して

も、センター主催のオンラインセミナーや外国人講師によるオンライン講義等によりグロ

ーバル教育を実施し、本学の語学教育に寄与した。さらに学術研究推進センターは、従前

から継続してきた科研費獲得に向けた各種取り組みにより、今年度の新規採択率は

28.1%、獲得額は 90,661 千円となり、共に第 3期中期計画の成果目標値を大幅に上回る

成果を出した。加えて、アドミッション・高大連携センターは、高大接続事業をオンライ

ンにて実施するなどして対応し、来年度学科改編に向けて入試データの解析を実施しつ

つ、AP の点検を始めとする入試改革を計画し、入試及び事業体制を整えることができた。 

 これら各センターの活動がある中、副専攻「岡山創生学」を発展的に継承すべく準備し

ている場面で、地域連携教育のコアとして COC+後継事業となる「吉備の杜」地域創造戦略

プロジェクトの採択が決まり、学部から大学院に至るまでの一貫した副専攻教育として、

大学院の教養教育改革をも含めた仕方で展開できる教育プログラムを実現できる見通しが

ついた。 

 ただ教学マネジメントの確立については着手したばかりであり、このため本年度は、先

ず「内部質保証推進会議」を設置した。その協議を通じて、学期制（クォーター制及びセ

メスター制）の再検討、3ポリシーの整備、ポリシーに沿ったシラバスの適正化、学生に

よる授業評価の改善、学士力の明確化と主観的及び客観的指導体制の確立、卒業就職指導

体制の充実化等については一定程度見通しをつけたところまで来ている。その中で、特筆

すべきことは、この「内部質保証推進会議」の設置に伴い、内部質保証のあり方を全学的



に再検討する一環として、学部別教育研究等外部評価を実施するに至ったことである（本

年報付録を参照）。この独自の外部評価活動は、第 3期中期計画や文科省の認証評価等と

も深く関係し、同時に本学の IR 体制・評価体制の改革再編に繋がることから、教学マネ

ジメント体制の改善にとっては小さくない進捗となった。なお、これら内部質保証体制の

確立に向けた「内部質保証推進会議」の活動については、本年報では独立した章立てと

し、新たに第 3部としてまとめ、その後に、図書館のコロナ禍対応を含めた第 4部「附属

図書館における教育活動と成果」をおいた。 

 さて、本年度は新型コロナウイルス感染症対策として多くの授業をオンラインで実施し

たが、教育の質保証を担保する目的で学生及び教員アンケートをこまめに実施し、それに

基づいて絶えず改善を繰り返した。とくに実学教育により、従来の少人数教育によるきめ

細かな学習支援を持続させるため、各専門分野の知識とスキルの獲得水準を明確にし、ア

ンケートに沿って工夫改善を継続させた。中でもオンライン授業におけるアクティブ・ラ

ーニングの実施可能性や具体的な内容については、将来的な目標値水準の再設定に向けた

検討を重ねた。アンケートに加えて、1〜4 年次全学生を対象としたアドバイザー制度に

沿って、対面、リアルタイムオンライン、メールなどの方法によって、学生と教員とのコ

ンタクトを積極的に図った。以上から、学部水準、学科水準、科目カテゴリー水準、個々

の科目水準において、教育の質を保つ指標を設定すると共に、個々の学生の学習支援につ

いてもきめ細かく対応することができた。この結果、各学部・学科の何れにおいても、実

学を標榜する本学の教育理念及び学部・学科の教育目的に沿って策定されたカリキュラ

ム・ポリシーに基づく学部教育と学習支援が一定程度保たれたと考えている。これらにつ

いては、本学の大学全体、学部、学科、教員個人の創意工夫による柔軟な教育対応の記録

として、そして今後のオンライン授業の可能性を検討する教育資料として、新たに第 5部

「コロナ禍における教育活動の対応」を設けてまとめることとした。  

 大学における教育研究力については、その内容も、その評価の仕方も、時代や社会の状況

に応じて常に改善の努力が必要であろう。その教育研究力を明確にするためには、常に現状

を批判した上で、柔軟且つ信頼できる教学システムがなければならない。そして、改善のた

めにはデータの収集・分析・解釈も不可欠である。こうして、PDCA サイクルに基づいた明

確な教学システムの構築が急務となるのである。その上で様々なデータの「見える化」もま

た、教職員や学生の自己理解にとって、そして高大連携や社会広報の場にとっても、教学上

の価値意識の醸成と共有のために必須となるのである。 

 本年度の教育年報におけるデータは，新しい教学システムの構築のための基礎資料であ

る。これらを基盤として、われわれは、来年度に向けて、教学上の全学的な課題となる「教

育の質の保証」の課題に積極的に取り組んで行かねばならないと考えている。 

                   教育開発センター長 樋笠 勝士 (編集責任者) 
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	第１クォーターは授業開始日を10日ほど繰り下げ、原則すべてオンライン授業で開始したが、実技・実習等については実施時期を繰り下げて対面式で実施したものもあった。学生支援については一覧表に後述するが、大学独自の奨学金の支給やWiFiルーターの貸与、就職活動への対応としてWeb面接体制の整備、インターンシップのオンライン化等を行った。オンデマンド授業で特に課題提出期限などの時間管理に困難を伴うグレーゾーン学生へは、授業担当教員やアドバイザー教員を介して細やかな対応を行った。また、コロナ対応マニュアルを策...
	第2クォーター以降は、感染対策に十分な配慮を行いながら対面式授業について、コロナ対策支援本部会議による許可制として導入を開始したが、特に通学などにおいて感染が不安なため登校できない学生が不利にならないように十分な配慮を行った。また、教員の在宅勤務も併用しながらオンライン授業を効果的に行う工夫も行った。学生の入構制限の解除に伴い正課外活動については、活動を許可するにあたっての指針を明示した上で、学生に様式に従って活動の申請をさせ、コロナ対策支援本部会議で審議して活動の許可を与える形で再開した。さらに...
	第3クォーターは対面とオンラインを効果的に選択できる体制とし、対面授業の許可制による導入を進めるとともに、ボランティア活動も再開した。アドバイザー面談も対面式で行い、学生の心のケアに努めた。また、学生と教員を対象としたオンライン授業アンケートを実施し、その結果を踏まえた授業の改善（課題の量や頻度の再考とフィードバック、課題資料の内容、通信環境の整備、次年度からのPC一斉購入など）を行ったが、詳細は後述する。また、リアルタイム授業を学内でも安全かつ効率的に受講できるよう演習室の整備を行った。
	第4クォーターには、感染の再拡大を見据え年明けから大学入学共通テストまでの一時的な学生入構禁止措置となったが、倉敷中央病院から感染症科の医師を講師として招き、オンラインで感染対策のための講演を全学生と教職員を対象に実施したり、毎週保健室長から「コロナ感染アラート」を発出するなど、教職員と学生の感染対策意識の向上を図った。結果として2020年度末現在で、本学からPCR陽性者は一人も出ていない。学位授与式も卒業生と一部教員のみではあったが、対面式で実施した。次年度は対面式授業をさらに増やし、これまで原...
	2 教育の対応
	教育の対応は教員と学生とによって成り立つものであるという考え方に基づき、教員側の授業対応だけでなく、学生側の受講状況や反応をも考慮し、単なる教員アンケートではおわらない対応を心がけた。それを「授業形態の調査と対応」と「オンライン授業のマニュアル作成」としてとりまとめた。
	2-1　授業形態の調査と対応
	2-1-1　授業実施形態の調査結果
	令和２年度に開講した授業の実施形態を調査した。864科目 （対象となる科目が934科目）回答があり、下記に授業形態別実施割合 を円グラフで示している。対面で実施した授業割合を全学（全期間）でみると３割以下におさせられている。前期分（1Q、2Q、夏季休業を含む）では、2割を下回っている状況で、コロナ禍において、いかに多くの授業がオンラインで実施されていることがわかる。
	2-1-2　開講時期の変更に関する調査結果
	令和2年度は当初対面授業をすべて禁止したが、上記の通り速やかにオンライン授業に切り替えたため、日程を後ろ倒しする授業は全体で9％にとどまった。開講時期の変更を行った科目の割合は教育課程により大きな差があり、原則すべてオンラインに切り替えた共通教育科目では開講時期の変更がほとんどなかったのに対し、対面授業を必要とするデザイン学部は22%に上る科目が開講時期の変更を余儀なくされた。
	2-2　オンライン授業のマニュアル作成
	F． 　その他のオンライン授業形態
	以上のマニュアルは、科目の性質や授業の個性に応じて編み出された教員の授業力を示すと同時に、Ⅱ①のように、学生の評価の高い模範的なオンライン授業の成果をも表しており、2021年度以降の授業形式として、本学のカリキュラムにおいてオンライン授業をどのように組み込むことが可能であるかという点で、将来の展望も開ける結果であったと言えるであろう。また、およそ、文字資料や静止画だけの授業よりも動画資料やリアルタイムの質疑応答可能な機会を設定した授業の方が、教員と学生の双方から教育の質が高いと評価される傾向にあ...
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	L　学部別外部評価報告書
	令和２年度　岡山県立大学学部別外部評価　概要
	Ⅰ　総括
	未来社会は予測困難な時代と言われている。そのような未来社会で活躍できる人材育成を目指して、平成30年に中央教育審議会が答申した「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」では「高等教育機関における学修者（学生）本位の教育の実現」を謳っている。学修者本位の教育の実現のためには、根本的かつ包括的な教育改善が必要とされる。
	また、昨今、出口管理を通じた大学教育の質保証の必要性が大きく取り扱われており、学修者本位の教育に転換が迫られている状況下で、内部質保証が重要視され、PDCAのプロセスを継続的、恒常的に動かして、教育改善を実施することが期待されている。さらに、自己点検・評価の客観性及び妥当性を高めるために外部からの評価を取り入れる工夫を講じることが望まれている。
	このような背景の下、本学においても「内部質保証推進会議」等を設置して、内部質保証のあり方を検討し、その一環として、学部別教育研究等外部評価を実施するに至った。大学は、自らの自主的・自律的な判断で教育課程を編成し、教育活動を展開し、学位を授与する権限を有している。その権限は大学に対する社会からの信頼に基づくものである。そのため、大学は自らの行動を公表し、活動の適切性を信頼できる第三者の目を通して評価を受けなければならない。そして、外部の意見や評価を受け止め、教育改善の方途を探ることが責務とされてい...
	本学は公立大学法人として岡山県地方独立行政法人評価委員会により、中期目標期間の業務実績に関して評価を受けると共に、学校教育法に規定する認証評価機関から教育及び研究の状況についての評価を一定期間で受けることが定められている。しかしながら、内部質保証における教育の質を高める視点からは、各学部の教育・研究プログラム評価を本学のステークホルダーから受けることが効率的と考える。従って、外部評価者として、企業関係者、同領域の大学関係者、本学経営審議会委員、高等学校関係者、卒業生の方々に依頼し、令和元年度におけ...
	各学部における課題を総括すると下記のとおりである。
	○保健福祉学部：
	内部質保証への取り組みの記載がなく、どのような責任ある体制で自己点検が行われ、改善されたかが不明であった。今後は学部教育研究の適切性を定期的に点検評価して改善に繋げ、特色ある取り組みをさらに発展させることを期待する。
	○情報工学部：
	「目標を達成するためとるべき措置」が理念的・抽象的で、評価するための目標が見えない。各年度の重点的かつ具体的な数値目標や行動目標を明確に示して欲しい。また、計画、実施、結果の関連付けがなく、PDCAを回すためにも整理が必要である。
	○デザイン学部：
	実学重視の学部であるが、今後、どのような人材を育てるかが重要となる。学生の将来設計を内面からサポートしつつ、デザインという専門性を高める教育を求める。
	今回は本学にとって初めての学部別外部評価の試みであり、評価に対する基準等をお示しできず、外部評価者の皆様にご迷惑をおかけした。しかしながら、温かいご支援とご協力の下、現時点で抱えている根本的な課題を明確にご指摘頂いた。ここに深く感謝致すと共に、内部質保証の一環として効率的な学部別外部評価の位置づけを模索し、確立する所存である。関係者各位には、本レポートをご笑覧頂き、さらなるご教導を頂戴できれば幸甚である。
	（学長　沖　陽子）
	Ⅱ　評価結果について
	１　保健福祉学部
	（１）評価者名簿
	筒井恵子　社会福祉法人鴻仁福祉会理事長　特別養護老人ホーム愛光苑園長
	山本達也　岡山県立西大寺高等学校　校長
	片岡洋行　就実大学薬学部教授
	上甲啓一　生活協同組合おかやまコープ本部長
	近藤温子　地方独立行政法人岡山市立総合医療センター岡山市立市民病院看護部長
	（２）項目別評価について
	①学修成果・教育成果
	【提出資料】
	・単位取得状況　　・学位取得状況　　・就職、進学状況　　　・学修時間状況
	・国家資格、その他資格合格状況　　　・受賞、表彰歴の状況　・キャリア支援
	＜評価される点＞
	・単位取得状況は、概ね順調に単位取得し学位を取得している。
	・就職・進学状況は、第３期中期計画の目標値をいずれも達成している。
	・講義内容に合わせて必要な予習・復習が確保されている。
	・国家資格、その他の資格の合格率も全国平均を上回る実績を上げている。特に社会福祉士国家試験においては全国的にも高い合格率を維持している。
	＜改善を要する点＞
	・社会福祉士の合格率が10位以内というイメージがあったが、苦戦している年もあるのが気になる。ただ、こうした数字はもっと積極的に学外、高校生に発信すべきだと思う。同様に、受賞・表彰ももっと広報して良いのではないか。
	・高い就職率は立派だと思うが、県内の国立・私立大学に比べ弱いと思う。有資格のキャリア・アドバイザーが常駐していないのは県内でも数少ないと思うし、先生方が就職指導を担うのは負担増に繋がっていないか。
	＜本学の対応＞
	・社会福祉士の合格率について、合格率100％となる実績を上げている私立大学が増えたことにより、順位が下がっている。ただし、10位以下でも、本学の合格率は９０％を超えている現状がある。ご指摘のように本学の活動全般について積極的な情報発信に努める。
	・本学では昨年度からキャリア支援センターが発足し、就職支援室も設け、そこでキャリア・アドバイザーが支援している。学生の利用率がまだ低いので、積極的な活用を勧めているところで、引き続き就職支援に努めていく。
	②大学教育の質
	【提出資料】
	・入学者選抜の状況　　　・留年、中途退学率　　　・教員一人当たりの学生数
	・授業方法（アクティブラーニング）の実施状況　　・授業計画（シラバスの内容）
	・カリキュラムの特徴　　・教育評価の体制（成績評価、卒業要件）
	・地域連携教育の状況　　・国際関連教育の状況
	＜評価される点＞
	・入学者選抜の状況は、良好に行えていると言える。
	・教員一人当たりの学生数は、十分な教育が行えていると言える。
	・入学後もアクティブラーニングを取入たり、演習を増やしている。また、SA制度やアドバイザー面談等、学習支援の充実を積極的に図っている。
	・地域と連携して様々な実習や、演習を行い、地域の抱える課題について理解することが出来ている。
	・国際関連教育については、学内だけでなく、学外においても積極的に活動し、様々な体験を通して地域の人々の健康維持と増進に貢献できる学びをすることが出来ている。
	＜改善を要する点＞
	・授業方法（アクティブラーニング）について、自己点検では取り入れているとしているが、どの科目がアクティブラーニングを取り入れた科目かシラバスから確認できない。
	・授業計画（シラバスの内容）について、記入内容が統一されていない。また、時間外学習や配布資料の欄が未記入の科目、オムニバス科目で担当教員が記入されていないものがある。明確に示すことが望まれる。
	・教育評価の体制（成績評価、卒業要件）について、定期試験のみで評価する科目や出席を評価に加味しているものが多く見られる。多面的に評価することが望ましく、文科省の通達で出席を成績に加味することはできないので、改善する必要がある。
	・地域連携教育について、「COC＋」や「岡山創生学」との関わりが資料に示されていない。
	＜本学の対応＞
	・来年度のシラバスには、アクティブラーニングに関する記載を明確にするよう、改善を行っている。シラバスの内容に関しては、学生にとってわかりやすくするためにも、ご指摘の内容も含めて認証評価に対応できるように改善していく。
	・教育評価に関するご指摘について、改善するよう努める。
	・地域連携におけるCOC＋や岡山創生学との関わりについて、共通教育に関する事項で特に本学部の資料には記載していなかったが、来年度以降は学部での取り組みとして資料に記載する。また、今年度から「吉備の杜プロジェクト」も始まったため、それを含めて外部評価資料に記載していく。
	③研究活動の状況
	【提出資料】
	・学術論文、紀要、報告書、著書、学術発表等　　・外部資金獲得状況
	・県内企業及び自治体との共同研究の実施状況　　・研究成果の還元
	＜評価される点＞
	・外部資金獲得状況について、大学全体で27％の目標値を大幅に上回っている。
	・県内企業および自治体との共同研究の実施状況については、地域に貢献する大学として産学官連携活動を展開している。
	・研究成果の還元については、各種講演会・講座を活発に行っており、県内外の自治体の委員として教員の知識や情報、研究成果を還元している。
	＜改善を要する点＞
	・地域連携などが積極的に実施されている。引き続き地域課題解決に向けて、共同研究獲得に努力されたい。
	＜本学の対応＞
	・本学部では積極的に地域連携教育を実践しているが、それを活かしてさらに共同研究獲得にも力を入れていきたいと思う。吉備の杜プロジェクトが採択され、大学院をメインにした出口一体型のプロジェクトである。一層、地域貢献に力をいれていく。
	④学部独自の活動
	＜評価される点＞
	・各学科とも、地域が抱える課題を基に、地域の多職種の方と連携して、様々な支援、活動を行っている。他職種のことを知り、多職種で連携し、協働して地域に貢献するための教育ができている。現在抱える医療福祉の課題に対応するべく努力を続けている。
	＜改善を要する点＞
	・介護福祉のレベルアップは喫緊の課題だと思う。技術もだが、老人虐待や児童虐待が相次ぐ中、介護する側のメンタルヘルスケアやアンガーマネジメントといた面で指導的な役割を果たしてほしいと思う。子ども学専攻で行われている親子交流も同様である。少子化が進み、公園デビューすらままならない地域・環境においては、こういう交流の場面が大きな役割を果たしていると思う。同時に最近の幼児教育関係者を見ると、保護者に対するカウンセリング的な要素も強くなっているように思う。そうした面での充実も期待したいと思う。
	・各学科ともに、地域が抱える課題解決型の研究会などが開催され、学生の能動的に参加し専門能力が向上するとともに、地域や団体での課題改善につながっていると推察される。しかし、参加学生が少ない研究会もあり更に学生参加が増えるような支援が求められる。
	＜本学の対応＞
	・来年度から新学科として開設する現代福祉学科には介護マネジメント学コースを設置し、介護福祉のレベルアップに貢献する人材育成に努める。さらに新学科の子ども学科においても、保護者のケアに関する講義も立ち上げ、子育て支援に力を入れていく。現在、子どもを支援するための相談室設置を検討しており、保護者や子どもに関わる支援者を支えられるよう進めていく予定である。
	・多職種共同を意識した「チームガバナビリティ演習」などの講義や、病院等への学外実習により、連携教育を実践しているが、さらに地域包括支援に関する講義などを取り入れたカリキュラムも検討し、学生が研究会等に参加しやすい環境に努めたいと思う。
	⑤学部総括
	＜評価される点＞
	・入学選抜の実質倍率は2.5倍を超え優秀な学生の確保に努めている。
	・教員数（教員一人当たりの学生数S/T比）は、実習の多い学科ほど少ない値となっており、きめ細かな教育が行えていると言える。
	・各学科で専門性を活かした特色ある地域貢献活動を行っており、地域が抱える課題に大学が積極的に関わり貢献することで、地域とともに学生を育てている。各学科の取り組みは地域に開かれた大学づくりを推進する県立大学の地域に根差した取り組みとして評価できる。
	・引き続き、専門に関する知識・技術習得がすすめられるとともに、地元企業への県立大学の取り組み発信を強化されることで、実践型地域連携への参加の機会を増加させることが必要だと考える。また、コミュニケーション能力などの能力は運営参加で育成されることから、学生のキャリア支援などの運営や課外活動への参加支援も期待する。
	・静かでおちついた環境の中で学生数もそう多くなく、教師も学生も親切でアットホームな学校だと感じた。地域との関わりも強く、ボランティアも含めたくさんの活動、支援をされている。今後ますます加速する少子高齢社会に対応するために、今後も大学のさらなる発展を願っている。
	＜改善を要する点＞
	・今回の資料では、どのような責任ある体制で自己点検が行われ、どのように改善取り組みを行っていくのか内部質保証への取り組みの記載がなかった。
	今後は、学部教育研究の適切性を定期的に点検評価するなど、自己点検評価による内部質保証の取り組みを通じて問題点を見出し、改善につなげるPDCAサイクルを機能させるとともに、多くの特色ある取り組みをさらに発展させることで、教育研究の充実と質の向上を図り、さらなる飛躍を期待したい。
	＜本学の対応＞
	・今年度から委員会を立ち上げ、内部質保証に関する検討を進めており、自己点検も積極的に実施し、諸問題の改善に努めていく。
	２　情報工学部
	（１）評価者名簿
	晝田眞三　ヒルタ工業株式会社　代表取締役会長
	中島義雄　株式会社システムズナカシマ　代表取締役社長
	豊田晃敏　岡山県立総社高等学校　校長
	阿部匡伸　岡山大学工学部長
	万殿貴志　株式会社英田エンジニアリング　代表取締役
	小川浩基　インタロボット株式会社　代表取締役
	（２）項目別評価について
	①学修成果・教育成果
	【提出資料】
	・単位取得状況　　・学位取得状況　　・就職、進学状況　　　・学修時間状況
	・国家資格、その他資格合格状況　　　・受賞、表彰歴の状況　・キャリア支援
	＜評価される点＞
	・就職希望者に対する内定者の割合は非常に高く良好である。
	・就職先業種がそれぞれの学科の教育方針とよく整合しているようだ。
	・岡山県立大学協力会との協働で、業種説明会を開催、長期インターンシップ。
	・雇用マッチングシステム。就職活動のみならず、インターンシップの参加にも活用。
	＜改善を要する点＞
	・学科ごとに学修時間が大きく異なっているように見える。
	・留年生の数の記載が無い。
	・県内就職率の向上。
	＜本学の対応＞
	・自主学習を積極的に行えるよう、授業方法、課題等への工夫を検討する。
	・留年生（過年次生）は四年次生として集計している。データの整理方法を改善する。
	・令和 3 年度から文科省「大学による地方創生人材教育プログラム構築事業」（「吉備の杜」創造戦略プロジェクト）によるインターンシップ型科目「未来型プロジェクト<ICT>」（4 年次生対象）、「創造戦略プロジェクト<ICT>」（大学院生対象）を順次新設する。優れた県内企業の周知にこれまで以上に努めていく。
	②大学教育の質
	【提出資料】
	・入学者選抜の状況　　　・留年、中途退学率　　　・教員一人当たりの学生数
	・授業方法（アクティブラーニング）の実施状況　　・授業計画（シラバスの内容）
	・カリキュラムの特徴　　・教育評価の体制（成績評価、卒業要件）
	・地域連携教育の状況　　・国際関連教育の状況
	＜評価される点＞
	・教員一人当たりの学生数。
	・地域連携教育、国際関連教育への注力が感じられる。
	＜改善を要する点＞
	・県内志願者数の割合をさらに高くするための魅力化やＰＲが今後の課題の一つ。
	・アクティブラーニング、リカレント教育に関する説明がない。
	・留年、中途退学者の人数について、他大学との比較、あるいは県立大学として目標とする数値を挙げてほしい。
	＜本学の対応＞
	・情報工学部では一般選抜で公立大学中期日程を実施している。中期日程を実施している工学系学部が限られているため、全国から志願があり、結果的に志願者の県内比率が低下している。一方、県内高校への PR 不足も認識しているので、今後、効果的な PR 方法を検討していく。
	・オンライン授業におけるアクティブラーニングの在り方について、今後検討していく。なお、今年度は約75%の講義科目で何らかのアクティブラーニングを実施した。令和2年度に採択された文科省「大学による地方創生人材教育プログラム構築事業」（「吉備の杜」創造戦略プロジェクト）などを通じ、リカレント教育の構築に努める。
	・データの整理方法を改善する。また、コロナ禍での休退学者軽減に向け、学生支援に努める。
	③研究活動の状況
	【提出資料】
	・学術論文、紀要、報告書、著書、学術発表等　　・外部資金獲得状況
	・県内企業及び自治体との共同研究の実施状況　　・研究成果の還元
	＜評価される点＞
	・学術論文等の発表件数は一定のレベルを保って推移している。
	・県内企業および自治体との共同研究の件数について目標数値を達成している。
	＜改善を要する点＞
	・論文の質が不明であった。学術論文等の発表は減少傾向にあるようだ。
	・県内企業からの受託研究・共同研究が年々増えているかという視点で評価すべき。
	・外部資金獲得状況について、「学部評価資料（情報工学部）」に、第３期中期計画の２４～１７、４１に対する実施内容とその効果が明確には書かれていない。
	＜本学の対応＞
	・科研費など外部資金獲得に向け、採択された申請書の閲覧など、今後も継続して実施する。
	・データの整理方法を検討する。
	④学部独自の活動
	＜評価される点＞
	・自治体との共働事業、協力会との連携や enPiT 事業を通じての学外連携など、積極的に取り組んでおり評価できる。
	・岡山県立大学協力会との連携は、業種説明会の協働開催や長期インターンシップ科目「エンジニアリング演習」の受け入れ、さらに技術講習会も開催されており、特色がある、また、実践的な人材育成ができている点は素晴らしいと思う。
	＜改善を要する点＞
	・県の資金が投入されている大学であることを考えると、更なる地域貢献に励んでいただきたい。
	・工業技術センターや岡山大学等が公的機関としてサポートしているなか、県立大学の必要性をアピールする必要があると思う。
	＜本学の対応＞
	・より効果的な広報を検する。
	⑤学部総括
	＜評価される点＞
	・キャリア支援という点では充実している。
	・岡山県立大学協力会と積極的に連携されており、業種説明会の協働開催や長期インターンシップ、さらには技術講習会と、大変充実したものとなっており、特色ある、実践的な人材育成ができていると思われる。
	＜改善を要する点＞
	・「評価は設定された目標が達成できたかどうかを評価するもの」だと思っている。可能な限り、それぞれの項目についての目標や大学・学部としての思いを示していただきたい。
	・「目標を達成するためとるべき措置」が理念的・抽象的で、評価するための目標を見いだすことが難しかったように思われる。できれば、例えば、今年度の重点的な具体的な数値目標あるいは具体的な行動目標などを明確にし、それらを示していただきたい。
	・計画に対してどのような実施をした結果であるのか明確な説明がされていなかった。ＰＤＣＡを回すためにも、整理しておくべきであろう。
	＜本学の対応＞
	・広報活動が弱いことは、重々認識している。卒業生を活用したり、SNS を活用したりするなど、より効果的な広報手段を検討する。
	・ご指摘いただいたとおり、物事を達成する際には数値目標を掲げて努力することは重要だと考える。データの整理方法、提示方法などについて検討する。
	３　デザイン学部
	（１）評価者名簿
	梶谷俊介　　岡山トヨタ自動車株式会社　代表取締役社長
	福本まゆみ　岡山県立総社南高等学校　校長
	上田恭嗣　　ノートルダム清心女子大学名誉教授
	大橋宗志　　株式会社山陽新聞　監査役
	小野　力　　株式会社英田エンジニアリング
	（２）項目別評価について
	①学修成果・教育成果
	【提出資料】
	・単位取得状況　　・学位取得状況　　・就職、進学状況　　　・学修時間状況
	・国家資格、その他資格合格状況　　　・受賞、表彰歴の状況　・キャリア支援
	＜評価される点＞
	・目標をもって授業を受け、なりたい自分になるために努力して単位を取得し、学位を取得されていることが分かる。これは、学校の環境が整えられており、方向性が浸透しているからであろう。
	・幅広い分野へ人材を輩出しているのは、４年間のきめ細かな御指導の賜物である。
	・ディプロマポリシー、カリキュラムポリシーは良く練られていると思う。
	＜改善を要する点＞
	・造形デザイン学科における在学生の男女比に偏りが見られているが、この要因について細かく把握されているのか。
	・就職状況について、卒業生の県内への就職が半分以下であり、県内出身の学生が少ないとはいえ寂しさを感じた。
	＜本学の対応＞
	・学科の歴史として、これまでも男性の割合は多くて2割程度で推移してきた。本学はR3年度から学科再編に伴い入試制度が変わるため、変化が生じる可能性もある。
	・就職先としては県外が多い傾向にあるが、その後岡山に戻ってくる例も多い。今後は協力会との連携もとりつつ、県内企業とのマッチングも進めていきたい。
	②大学教育の質
	【提出資料】
	・入学者選抜の状況　　　・留年、中途退学率　　　・教員一人当たりの学生数
	・授業方法（アクティブラーニング）の実施状況　　・授業計画（シラバスの内容）
	・カリキュラムの特徴　　・教育評価の体制（成績評価、卒業要件）
	・地域連携教育の状況　　・国際関連教育の状況
	＜評価される点＞
	・大変贅沢な教員数である。きめ細かな指導ができることが大学の魅力である。
	・アクティブラーニングの授業については、実技教科は実施しやすいが、大学内に留まらず、地域等で実践を重ねて学ぶ態勢を構築できていることが素晴らしい。
	・地域に根差した卒業研究等の指導実績は大学にとっても評価されるものであり、今後も広げて活動されると良い。
	＜改善を要する点＞
	・休学、退学者数が学部規模からみると多いのではないか。
	・学生の就職に関して、送り出した後のフォローもすべきではないか。
	＜本学の対応＞
	・高校生が考えるデザイン教育とのミスマッチは多いと感じており、それを防ぐ手立てが必要である。高校教員や保護者・受験生への一層の周知も必要であると考えている。
	・デザインの分野は出口の幅も広いが、その広さに気付かせる機会がなかなか無いこともあるため、送り出し後のフォローも含めた仕組みづくりを積極的に考えていきたい。
	③研究活動の状況
	【提出資料】
	・学術論文、紀要、報告書、著書、学術発表等　　・外部資金獲得状況
	・県内企業及び自治体との共同研究の実施状況　　・研究成果の還元
	＜評価される点＞
	・大学教員はとかく研究室に閉じこもりがちだが、デザイン学部の教員は研究室から飛び出し、地域で活躍している。
	＜改善を要する点＞
	・外部資金獲得状況、県内企業及び自治体との共同研究も学部としての目標と達成状況がわからない。
	＜本学の対応＞
	・先般学部の内規を改正し明確化したところである。実務系教員が多いのが本学の特徴でもあるが、教員にはしっかりと論文を書くことも求める形としており、その内容を教員間に周知することで目標設定ができるようにしている。
	④学部独自の活動
	＜評価される点＞
	・デザインによる地域課題の解決に向けて、学生がフィールドに出てワークショップや実践活動をしていることは、デザイン力だけでなく、プレゼンテーション力を含めたコミュニケーション力を養うことにつながっており、地域にとっても学生のアイデアを活かせることは有意義である。
	・学生が積極的に学外コンペティションに参加されている傾向を感じる。非常に良い事だと思う。
	＜改善を要する点＞
	・デザイン学部として、地域連携教育や国際関連教育など教育、研究面とも様々な取り組みを展開しており、岡山県民や産業に対して重要な役割を果たせる可能性を秘めている。一方でまだ認知度が低く、適切な情報発信により、共同研究等が更に広がることを期待する。
	＜本学の対応＞
	・地域連携教育や国際教育の発展、また学外コンペティションへの参加などに一層積極的に取り組んでいくとともに、効果的な情報発信の仕組みについても検討する。
	⑤学部総括
	＜評価される点＞
	・貴学、貴学部は、高校生及び保護者、高等学校にとって行きたい大学・行かせたい大学であるので、さらに魅力を発信し、社会に貢献できる人材を輩出していただきたい。特に、本校は県下唯一の美術工芸系をもつ学校であるので、貴学を志望する生徒は多数いる。高校との連携も今以上にしていただけるとありがたい。
	・県立大学という性格上、望まれる地域との密接な連携は、良くできている。地域課題への取組みも大学授業の成果を地域に還元する形で、これまで同様、積極的に行って欲しい。それにより、在学中に取り組んだ学生が卒業後も地域に愛着を持ち、岡山に残って活躍すれば、こんなに嬉しいことはない。
	＜改善を要する点＞
	・県立大学、特にデザイン学部は実学重視という認識を持っているが、これからはどんな人間を育てるか、という部分が重要である。
	・人間としてどう生きるかという部分をしっかりとサポートしつつ、デザインという専門性を高めていくような教育を求めたい。
	＜本学の対応＞
	・今回ご指摘頂いた内容を真摯に受け止め、変化する社会の中で、豊かな生活と新たな文化の形成に必要なデザイン力とマネジメント能力を備え、地域と世界に貢献できる人材の育成を目指していく。
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